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Quest® NetVault® Backup Plug-in   
for Oracle － はじめに   

• Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

Quest NetVault Backup 
Plug-in for Oracle ： 概要
Quest NetVault Backup （NetVault Backup） Plug-in for Oracle （以下、 Plug-in for Oracle） によ り、 Oracle 
Real Application Clusters （RAC） や Plug-in for Oracle Data Guard などをはじめとする Oracle 環境でのリ カバ

リの信頼性が高ま り、 複雑なスク リ プ ト の作成が不要にな り ます。 本プ ラグイ ンでは、 Web ベースのユーザー ・

イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し て、 一元的に Oracle データベー

スのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ポリ シーを確立、 設定、 定義できます。 ユーザー管理によるオン ラ イ ン ・
バッ クア ッ プ、 またはフル機能の Recovery Manager （RMAN） ベースのバッ クア ッ プがサポー ト されるため、

Oracle データベースに関する詳細な知識を習得し な く ても、 希望のバッ クア ッ プ方法を柔軟に選択できます。

本プ ラグイ ンではきめ細かい制御が可能で、 データベース全体、 個別のテーブルスペース、 または個別のデータ
フ ァ イルをバッ クア ッ プおよびリ ス ト アできるため、 ダウン タ イムを最小限に抑えられます。 幅広いバッ クア ッ
プ ・ デバイスが統合されるため、 データの保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧および業務継続性の
目標が満た される とい う安心感を得る こ とができます。

Plug-in for Oracle は、 リ ス ト アを高速化する と と もに、 柔軟なバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンによ っ

て IT 要員の効率を最大化するよ う に設計されています。 また、 本プ ラグイ ンは、 Oracle RAC、 Data Guard、 自

動ス ト レージ管理 （ASM）、 Flashback Database、 透過データ暗号化 （TDE） などの Oracle 機能をサポー ト し

ています。 本プ ラグイ ンでは、 ハー ド ウ ェ ア障害やデータ損失が発生し た場合に高度なバッ クア ッ プおよびリ カ
バリ ・ オプシ ョ ンを利用できます。

主な利点
• 柔軟なバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンによる リ スクの軽減 ： Plug-in for Oracle では、 ビジネ

スに不可欠な Oracle データベースのバッ クア ッ プ と リ カバリ を簡素化する、 管理者向けツールが用意さ

れています。 本プ ラグイ ンでは、 包括的なバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを柔軟に作成できます。 また、 スク
リ プ ト を作成し た り、 手動でコマン ド を発行し た りする手間を省 く こ とができ、 Oracle データベース内

部について理解する必要もあり ません。 また、 本プ ラグイ ンでは、 シンプルなユーザー管理によるバッ
クア ッ プ、 またはフル機能の RMAN ベースのバッ クア ッ プを選択できるほか、 自動化も増えています。

さ らに、 本プ ラグイ ンでは、 RMAN リ ス ト ア検証および RMAN ト ラ イアル ・ リ カバリがサポー ト されて

お り、 バッ クア ッ プ計画をあらかじめ確認できるので、 リ スクがさ らに低減されます。
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• リ ス ト アの高速化によ り ダウン タ イムを最小化 － 必要なものだけを リ ス ト ア ： Plug-in for Oracle では、

バッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ン中もデータベースのオン ラ イ ン状態が維持され、 アクセスできるので、
ユーザーのダウン タ イムがあり ません。 Oracle の Flashback Database と統合されたこ と で、 物理データ

フ ァ イルを リ ス ト ア し な く ても Oracle データベースを以前の時点まで巻き戻し て、 論理データの損傷や

ユーザー ・ エラーによる問題を解決できるので、 最大限の可用性を確保できます。 必要に応じ て、 フル ・
リ ス ト ア、 増分リ ス ト ア、 時間、 SCN、 およびログのシーケンス ・ ナンバーに基づ く PIT （Point-in-
Time ： 特定時点） リ ス ト アを実行できます。 本プラグイ ンは、 きめ細かな リ カバリが実現できるよ う に

設計され、 これによ り、 データベース全体、 個々のテーブルスペース、 または個々のデータ フ ァ イルを
リ カバリ できます。 同様に、 必要に応じ て読み取り専用フ ァ イルを リ ス ト アできます。 本プ ラグイ ンで
は、 自動化オプシ ョ ンによ り、 手動操作によ って しばしば引き起こ される構文エラーを排除し、 人的オ
ペレーシ ョ ンへの依存を低減し ます。

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護プ ラ ンでオフサイ ト ・ バッ
クア ッ プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効

に活用し ます。 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する

こ とができます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、

そのジ ョ ブを複数の Oracle データベースや、 その他の専用データベースで共有される物理テープ ・ ラ イ

ブ ラ リ、 または一般的なバッ クア ッ プ ・ フ ァ イル用の物理テープ ・ ラ イブ ラ リ にも複製できます。

機能概要
• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態で、 ユーザー管理によるデータベースの

フル ・ バッ クア ッ プを実行

• シングル ・ イ ンス タ ンスおよびマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC および Data Guard 環境の保護

• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態で RMAN ベースのフル、 差分、 または累

積増分バッ クア ッ プを実行

• Oracle Database 12c 以降で Oracle マルチテナン ト ・ アーキテ クチャ をサポー ト 。 コ ンテナ ・ データ

ベース （CDB） 内に、 1 つまたは複数のプ ラガブル ・ データベース （PDB） を作成する こ と も、 データ

ベースを作成し ないこ と もできます。 また、 Oracle Database 12c よ り前のバージ ョ ンで標準だった非

CDB データベースも作成できます。 詳し く は、 Oracle 12c Multitenant Architecture のド キュ メ ン ト を参

照し て く だ さい。

• パラ メ ータ ・ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イル、 および外部設定フ ァ イル

• 複製データベースをバッ クア ッ プ し てローカルまたはリ モー ト で複製データベースを作成

• データ フ ァ イル ・ レベルまで保護

• Oracle の ASM フ ァ イルシステムまたは raw デバイス上に保存されたデータ フ ァ イルを保護

• Flash Recovery Area （FRA） でのバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルの保護

• パラ レル ・ バッ クア ッ プ ・ サポー ト

• 自動イ ンス タ ンス設定

• Flashback Database の統合

• リ ス ト ア検証と ト ラ イアル ・ リ ス ト アの実行

• データベース全体、 個々のテーブルスペース、 個々のデータ フ ァ イルまたは破損データ ・ ブロ ッ クのみ
を リ ス ト ア

• 必要に応じ て読み取り専用フ ァ イルを リ ス ト ア

• データ フ ァ イル名の変更

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク操作で、 完全リ カバリ と、 時間、 SCN、 およびログのシーケンス ・ ナン

バーに基づ く PIT リ カバリ を実行

• ト ラ イアル ・ リ カバリ
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• 代替ホス ト へのデータベースの障害復旧

• 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と統合

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

対象ユーザー
ルーチン的なバッ クア ッ プ操作の作成や実行には、 Oracle データベース管理者の高度なスキルは要求されませ

んが、 Oracle データベースのバッ クア ッ プ と リ カバリの計画を定義する際には、 このよ う なスキルが必要にな

り ます。

参考資料
• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン

▪ Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サー

バーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の

使用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ Quest NetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ

リ テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。

• Oracle データベースのド キュ メ ン ト ：

▪ 『Oracle® Database Backup and Recovery User’s Guide』

▪ 『Oracle® Database Backup and Recovery Basics』

▪ 『Oracle® Database Backup and Recovery Reference』

▪ 『Oracle® Database Backup and Recovery Advanced User's Guide』

次のリ ン ク を使用し て、 ご使用のバージ ョ ンの Oracle 環境に関する ド キュ メ ン ト を検索できます。 
https://docs.oracle.com/en/database/oracle/oracle-database/index.html
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バッ クア ッ プ計画の策定

• バッ クア ッ プ計画の定義 ： 概要

• 利用可能なバッ クア ッ プ方法

• サポー ト される Oracle フ ァ イル ・ タ イプ

• RMAN によるバッ ク ア ッ プ計画の定義

• Oracle Flashback Technology

• NetVault Backup ポリ シー管理

バッ クア ッ プ計画の定義 ： 概要
データ をバッ クア ッ プする第一の目的は、 障害によ って引き起こ される損傷から リ カバリ し、 通常のオペレー
シ ョ ンをできる限り迅速に再開する こ と です。 このリ カバリは、 データ を最大限に保護し ながらデータ損失を最
小限に抑えるよ う適切に策定されたバッ クア ッ プおよびリ カバリ計画があって初めて達成されます。

効率的な計画を定義するには、 まずリ カバリ計画から着手し ます。 リ カバリ計画では、 リ カバリ要件と、 メ デ ィ
ア障害、 ユーザー ・ エラー、 データ破損、 Oracle データベース ・ サーバーの完全な損失など、 さ まざまな障害

モー ドから リ カバリするためのリ カバリ技術を定義し ます。

各リ ス ト アおよびリ カバリ要件によ ってバッ クア ッ プ計画の要件が導き出されます。 リ カバリ計画の決定後、 以
下のバッ クア ッ プ要件を含むバッ クア ッ プ詳細を定義し ます。

• バッ クア ッ プを実行、 保存、 管理する Oracle 機能

• 実行するバッ クア ッ プ ・ タ イプ

• バッ クア ッ プを実行する間隔

• 通常のスケジュール外にデータ をバッ クア ッ プする状況

通常、 バッ クア ッ プ計画を定義する と きに、 MTTR （平均リ カバリ時間） と使用バッ クア ッ プ容量との間に ト

レー ド オフが生じ ます。

以降の ト ピ ッ クでは、 本プラグインを使用したバッ クア ッ プ計画の策定に役立つ情報とガイ ド ラ インを示し ます。

利用可能なバッ クア ッ プ方法
Plug-in for Oracle では、 2 つのバッ クア ッ プ方法を利用できます。 ユーザー管理と RMAN の 2 種類のバッ ク

ア ッ プ方法が利用できます。 本プ ラグイ ンは、 純粋なユーザー管理によるバッ クア ッ プ計画または純粋な
RMAN ベースのバッ ク ア ッ プ計画の実装をサポー ト し ています。 つま り、 バッ クア ッ プ計画には、 ユーザー管

理バッ クア ッ プか RMAN バッ クア ッ プのいずれかを含める必要があ り、 両方を組み合わせて使用する こ とはで

きません。

• ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法

• Recovery Manager (RMAN) によるバッ クア ッ プ方法
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ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法
Oracle は引き続き、 従来のユーザ管理バッ クア ッ プおよびリ カバリ を実行する機能をサポー ト し ています。 こ

の方法では、 データベースを構成する フ ァ イルのバッ クア ッ プ と リ ス ト アは、 ホス ト のオペレーテ ィ ング ・ シス
テム ・ コマン ド と SQL*Plus のバッ クア ッ プおよびリ カバリ関連機能を組み合わせて使用する こ とによ って実行

されます。

本プ ラグイ ンのユーザー管理バッ クア ッ プは、 完全なポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク操作でフル ・ バッ クア ッ プを
実行する最も単純な形式のバッ クア ッ プですが、 Oracle データベースを リ カバリする際には、 よ り多 く の人的

操作とデータベース管理者のスキルを必要と し ます。 ユーザー管理リ ス ト アは、 まずポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ
ク操作で、 さ まざまなデータ フ ァ イルをバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから元の場所または新しい格納先に リ ス ト アす
る こ とから開始し ます。 データ フ ァ イルのリ ス ト アに続いて、 データベース全体またはその一部を リ カバリ し ま
す。 ユーザー管理リ カバリ では、 リ カバリ を必要とする対象を判断し、 本プ ラグイ ンの外で一連の SQL*Plus コ

マン ド を実行する こ とによ り実際のリ カバリ ・ プロセスを手動で実行する必要があ り ます。

ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法は、 リ ス ト ア時間が長 く な り、 また複雑にな り ますが、 最も単純なバッ ク
ア ッ プ計画であるため、 重要性の低いデータベースに適し ています。

ユーザー管理による方法で使用できるバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア計画について詳し く は、 『Oracle® Database 
Backup and Recovery Advanced User’s Guide』 または 『Oracle® Database Backup and Recovery User's Guide 
for 11g』 を参照し て く だ さい。

ユーザー管理バッ クア ッ プは、 サポー ト されているすべての Oracle バージ ョ ンで使用できますが、 Oracle ASM
や FRA 環境ではサポー ト されていません。

Recovery Manager (RMAN) によるバッ クア ッ プ

方法
Oracle が提供する RMAN は、 Oracle データベース ・ サーバーで実行されているセ ッ シ ョ ンを自動的に統合し、

さ まざまなバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ アク テ ィ ビテ ィ を実行し ます。 また、 RMAN リ ポジ ト リ と呼ばれる、

バッ クア ッ プ、 アーカ イブ ・ ログ、 およびそれ自体のアク テ ィ ビテ ィ に関する多数のメ タデータの記録を管理す
る こ とによ り、 バッ クア ッ プ計画に関連する管理作業を軽減し ます。 リ ス ト ア操作では、 RMAN でこの情報が

使用されるため、 リ ス ト アに使用するバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを特定する必要があ り ません。

RMAN バッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プ計画を定義する際に最大限の信頼性と柔軟性が提供されます。 本プラ

グイ ンは、 Oracle の RMAN ツールで使用可能な幅広いバッ クア ッ プ ・ タ イプ とオプシ ョ ンをサポー ト し ている

ほか、 人的操作やデータベース管理者のスキルにあま り頼る こ と な く 多数のリ カバリ ・ シナ リ オを処理できま
す。 リ ス ト アする対象、 最新のバッ クア ッ プ、 また該当する場合は PIT リ カバリのための時間、 SCN、 または

ログのシーケンス ・ ナンバーを選択するだけで、 本プ ラグイ ンが自動的に リ カバリ を実行するため、 それ以上の
操作は不要です。

RMAN は、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ に適し た Oracle ソ リ ューシ ョ ンであり、 非常に重要なデータベースに

最適です。 リ カバリ ・ プロセスで最大限の柔軟性が提供されるため、 災害、 メ デ ィ ア障害、 ユーザー ・ エラー、
データベース損傷など障害の原因に関わらず、 データベースを障害時点まで リ カバリ できます。

ユーザー管理バッ クア ッ プと RMAN バッ クア ッ プの機能の比較について詳し く は、 『Oracle Database Backup and 
Recovery Basics』 の 「Feature Comparison of Backup Methods」 を参照して く ださい。 同ドキュ メ ンテーシ ョ ンで

は、 RMAN による方法で使用可能なバッ クア ッ プおよびリス ト ア計画についても詳し く 説明しています。

RMAN バッ クア ッ プは、 サポー ト されているすべての Oracle バージ ョ ンで使用できますが、 マルチ ・ イ ンス タ

ンス RAC データベースおよび Data Guard 環境用と し ては唯一サポー ト されているバッ クア ッ プ方法です。 ま

た、 Flashback Database は、 本プラグイ ンの RMAN ベースのバッ クア ッ プでのみ使用できます。

以下の図で RMAN ベースのバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ プロセスを説明し ます。
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図 1. RMAN ベースのバッ クア ッ プ

1 NetVault Backup WebUI でバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 Plug-in for Oracle がジ ョ ブの定義を、 対応する RMAN バッ クア ッ プ ・ コマン ド に変換し ます。

3 RMAN が Oracle データベースのデータ フ ァ イルからデータ を読み込むバッ クア ッ プ ・ コ マン ド を実行し

ます。

4 RMAN が Oracle Media Management アプ リ ケーシ ョ ン ・ プログラム ・ イ ン ターフ ェ イス （API） を使用

し て、 NetVault Backup サーバーの管理下にあるバッ クア ッ プ ・ デバイスにバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを保

存し ます。

5 RMAN がリ カバリ ・ カ タ ログ ・ リポジ ト リ にバッ クア ッ プ ・ メ タデータ を保存し ます。

以下の図で RMAN ベースのリ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスを説明し ます。
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図 2. RMAN ベースのリ ス ト アおよびリ カバリ

1 NetVault Backup WebUI で リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 Plug-in for Oracle がジ ョ ブの定義を、 対応する RMAN リ ス ト アおよびリ カバリ ・ コマン ド に変換し ます。

3 RMAN がリ カバリ ・ カ タ ログ ・ リポジ ト リからバッ クア ッ プ ・ メ タデータ を読み込みます。

4 RMAN が Oracle Media Management API を使用し て NetVault Backup サーバの管理下にあるバッ クア ッ

プ ・ デバイスからバッ クア ッ プを読み込みます。

5 RMAN が Oracle サーバーにデータ フ ァ イルを リ ス ト ア し、 データベースを リ カバリ し ます。

サポー ト される Oracle フ ァ イル ・ タ イプ
Plug-in for Oracle では、 Oracle イ ンス タ ンスの正常な操作に不可欠な以下のタ イプの Oracle データベース ・

フ ァ イルをバッ クア ッ プできます。

• データ フ ァ イル ： データ フ ァ イルとは、 Oracle データベースによ ってデ ィ スク上に作成された物理フ ァ

イルで、 テーブルやイ ンデッ クスなどのデータ構造を持ちます。 データ フ ァ イルは 1 つのデータベース

のみに属すこ とができ、 OS または ASM デ ィ スク ・ グループのいずれかに保持されます。

• ［制御フ ァ イル］ ： 制御フ ァ イルと呼ばれる物理フ ァ イルには、 データベースの物理構造が記録されます。
制御フ ァ イルには、 データベース名、 関連データ フ ァ イルおよびオン ラ イ ン REDO ログ ・ フ ァ イルの名

前と場所、 データベースを作成し た日時のス タ ンプ、 カ レン ト ・ ログのシーケンス ・ ナンバー、 チ ェ ッ
クポイ ン ト 情報が保存されます。 多 く のリ カバリ ・ シナ リ オでは、 制御フ ァ イルを保護する こ とが非常
に重要にな り ます。

• ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ： Oracle データベースのク ラ イアン ト 側初期化パラ メ ータ ・ フ ァ イル （PFILE）

と、 サーバー側初期化パラ メ ータ ・ フ ァ イル （SPFILE） があ り ます。

• ［アーカ イブ REDO ログ］ ： Oracle データベースでは、 オン ラ イ ン REDO ログ ・ グループを、 デ ィ スク

上の 1 つ以上のアーカ イブ ・ ロケーシ ョ ンにコ ピーする こ とができます。 これら をま とめて、 アーカ イ

ブ REDO ログと言います。 また、 個々のフ ァ イルを、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルと言います。

REDO ログ ・ フ ァ イルは、 アーカ イブ後にデ ィ スク またはテープ上のほかの場所にバッ クア ッ プする こ
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とによ り、 長期保存し た り、 将来的な リ カバリ ・ オペレーシ ョ ンで使用できます。 アーカ イブ REDO ロ

グがない場合、 データベースのバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンは非常に限られます。 データ
ベースはバッ クア ッ プ前にオフ ラ イ ンにする必要があ り ます。 データベースをバッ クア ッ プから リ ス ト
アする必要がある場合、 使用できるデータベースの内容はバッ クア ッ プ時点のものに限定されます。
アーカ イブ ・ ログがなければ、 データベースを特定時点の状態に再構築する こ とはできません。

• ［外部設定フ ァ イル］ ： Oracle データベースは、 オペレーシ ョ ンで、 ネ ッ ト ワーク設定フ ァ イル、

「tnsnames.ora」 および 「listener.ora」 やパスワー ド ・ フ ァ イルなど、 他のフ ァ イルに依存し ます。 こ

れらのフ ァ イルは、 損傷や障害からの復旧に備えて保護する必要があ り ます。

メ デ ィ ア障害、 データ損傷、 災害などあらゆる タ イプの障害からのリ カバリ可能性を確保するには、 バッ クア ッ
プ計画にこれらすべてのフ ァ イル ・ タ イプを含める こ とが不可欠です。

RMAN によるバッ クア ッ プ計画の定義
RMAN によるバッ ク ア ッ プ計画を定義するための最初の手順は、 RMAN リポジ ト リの場所を決定する こ と です。

2 番目の手順では、 リ カバリ要件を満たすために必要なバッ クア ッ プのタ イプ と頻度を決定し ます。 以降の ト

ピ ッ クでは、 これらの手順について説明し ます。

• RMAN リポジ ト リの場所の選択

• RMAN テーブルスペースおよびデータ フ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

RMAN リポジ ト リの場所の選択
RMAN リポジ ト リは、 ターゲッ ト ・ データベースに対するバッ クア ッ プおよびリ カバリ操作に関する メ タデー

タの集合です。 RMAN リポジ ト リの正式なコ ピーは、 常にターゲッ ト ・ データベースの制御フ ァ イルに保存さ

れます。 リ カバリ ・ カ タ ログ （外部データベース） を使用し て、 この情報を保存する こ と もできます。

• ［制御フ ァ イル］ ： RMAN は、 必要なすべてのバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オペレーシ ョ ンを、 RMAN
リ ポジ ト リの情報が保存された制御フ ァ イルのみを使用し て実行できます。 この機能によ り、 バッ ク
ア ッ プ計画の一環と し て制御フ ァ イルを保護する こ との重要性が高ま り ます。

制御フ ァ イルへの RMAN リ ポジ ト リの保存は、 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースを別々にイ ンス ト ー

ルし て管理する こ とが負担になる小規模なデータベースに特に適し ています。 このモー ド でサポー ト さ
れない RMAN 機能は、 本プ ラグイ ンでは使用されないス ト ア ド ・ スク リ プ ト のみです。

制御フ ァ イルを使用し て RMAN リポジ ト リ を保存する場合、 Oracle は以下のこ と を強 く 推奨しています。

▪ Oracle の制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ機能を有効にする こ と。 この機能によ り、 RMAN に

よ って制御フ ァ イルが自動的にバッ クア ッ プ されます。 また、 リポジ ト リ にアクセス し な く ても、
RMAN で制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを リ ス ト アできます。

▪ DBID を記録する こ と。 制御フ ァ イルが失われた場合、 データベースを リ カバリするために DBID
が必要になる こ とがあり ます。

▪ 少な く と も 2 つの制御フ ァ イルを別々のデ ィ スクに多重化または ミ ラー化し て使用し て く ださい。

• ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ ： 外部 Oracle データベースを使用し て RMAN リポジ ト リ を保存する こ と もできま

す。 この外部データベースを リ カバリ ・ カ タ ログと言います。 制御フ ァ イルでは、 バッ クア ッ プ ・ アク
テ ィ ビテ ィ を記録できる容量が限られますが、 リ カバリ ・ カ タ ログには、 これよ り大幅に長い履歴を保
存できます。 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースは管理が複雑にな り ますが、 よ り長期のバッ クア ッ プ
履歴を使用し て、 制御フ ァ イルの履歴よ り前のリ カバリ を実行できる とい う 利便性がもたら されます。

リ カバリ ・ カ タ ログを使用し た RMAN リ ポジ ト リは、 RMAN によ って管理されます。 操作後、 RMAN に

よ ってデータベース構造、 アーカ イブ REDO ログ、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 、 およびデータ フ ァ イルのコ

ピーに関する情報がターゲッ ト ・ データベースの制御フ ァ イルから リ カバリ ・ カ タ ログへ伝搬されるた
め、 バッ クア ッ プ対象のデータベースが直接アクセスする こ とはあ り ません。
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Oracle は、 リ カバリ ・ カ タ ログを専用のデータベースに保存する こ と を推奨し ています。 リ カバリ ・ カ

タ ログを他のデータ と一緒にデータベースに保存する と、 そのデータベースを失った場合に、 リ カバリ ・
カ タ ログも失う こ とにな り、 リ カバリが困難にな り ます。 さ らに、 リ カバリ ・ カ タ ログをバッ クア ッ プ
対象のデータベースに保存し た場合、 そのデータベースについてデータベース全体のリ ス ト アを実行で
きな く な り ます。 リ ス ト アするにはデータベースがマウン ト された状態である必要があるため、 データ
ベース全体を リ ス ト アする こ とはできません。 また、 その状態では、 リ カバリ を実行するために、 本プ
ラグイ ンがリ カバリ ・ カ タ ログにアクセスする こ とができな く な り ます。

RMAN テーブルスペースおよびデータ フ ァ イルの

バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認
Plug-in for Oracle は、 以下のタ イプの RMAN バッ クア ッ プをサポー ト し ています。

• フル ・ バッ クア ッ プ

• 増分バッ クア ッ プ

増分バッ クア ッ プはさ らに以下のよ う に分類されます。

• Level 0 の増分バッ クア ッ プ

• Level 1 の増分バッ クア ッ プ

▪ 差分増分バッ クア ッ プ

▪ 累積増分バッ クア ッ プ

フル・バックアップ
RMAN による フル ・ バッ クア ッ プでは、 フ ァ イル内のすべての割当て済みブロ ッ ク を含むデータ フ ァ イルが

バッ クア ッ プ されます。 データ フ ァ イルのフル ・ バッ クア ッ プを イ メ ージ ・ コ ピーにする こ とができます。 この
場合、 すべてのデータ･ブロ ッ クがバッ クア ッ プ されます。 また、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に保存する こ と も可能
です。 この場合、 使用されていないデータ フ ァ イル ・ ブロ ッ ク をスキッ プできます。 RMAN による フル ・ バッ

クア ッ プを増分バッ クア ッ プ計画に含める こ とはできません。 つま り、 以降の増分バッ クア ッ プの親または基盤
にする こ とはできません。

増分バックアップ
データ フ ァ イルの増分バッ クア ッ プでは、 特定時点 （通常は前の増分バッ クア ッ プ時点） 以降に変更されたデー
タ フ ァ イルのブロ ッ クのイ メ ージを取り込みます。 データ フ ァ イルのすべてのブロ ッ クが変更された場合を除
き、 増分バッ クア ッ プはデータ フ ァ イルのフル ・ バッ クア ッ プよ り小さ く な り ます。 RMAN による増分バッ ク

ア ッ プは、 データ フ ァ イルに対し てのみ使用できます。

メ デ ィ ア ・ リ カバリの実行中、 RMAN は、 増分バッ クア ッ プのブロ ッ ク ・ イ メ ージを使用し て、 変更されたブ

ロ ッ ク を、 そのブロ ッ クが作成された SCN にあるブロ ッ ク ・ イ メ ージの内容で更新し ます。 RMAN は、 このプ

ロセスを 1 つの手順で実行し ます。 増分バッ クア ッ プを使用し ない場合、 すべての変更を、 アーカ イブ REDO
ログから 1 つずつ適用する必要があ り ます。 RMAN はダウン タ イムを短縮するために、 アーカ イブ REDO ログ

に保存された個々の変更を再適用するのではな く 、 常に増分バッ クア ッ プを選択し ます。

複数レベルの増分バックアップ
RMAN による増分バッ ク ア ッ プには複数のレベルがあ り ます。 各増分レベルは、 0 または 1 の値で表されます。

• Level 0 の増分バッ クア ッ プ ： Level 0 の増分バッ クア ッ プは以降の増分バッ クア ッ プの基盤と な り、

データ を含むすべてのブロ ッ ク を コ ピーし、 フル ・ バッ クア ッ プ と同様にデータ フ ァ イルをバッ クア ッ
プ ・ セ ッ ト にバッ クア ッ プ し ます。
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Level 0 の増分バッ クア ッ プ と フル ・ バッ ク ア ッ プの違いは、 フル ・ バッ クア ッ プを増分バッ クア ッ プ計

画に含める こ とができないこ とのみです。

• Level 1 の増分バッ クア ッ プ ： Level 1 の増分バッ クア ッ プは、 以下のいずれかのタ イプです。

▪ 累積増分バッ クア ッ プ ： 累積増分バッ クア ッ プの場合、 RMAN は、 最後に実行された Level 0 の

増分バッ クア ッ プ以降に使用されたすべてのブロ ッ ク をバッ クア ッ プ し ます。 累積増分バッ ク
ア ッ プでは、 リ カバリ ・ プロセスに含める必要のある増分バッ クア ッ プの数が少な く なるため、
リ ス ト ア時間は短 く な り ます。 累積バッ クア ッ プでは、 同レベルの前のバッ クア ッ プで実行され
た作業も繰り返されるため、 差分バッ クア ッ プよ り も必要な容量は大き く な り、 時間も長 く な り
ます。

累積バックアップでは、リカバリ時に適用する必要のある増分バックアップの数が少なくなるた
め、ディスク容量よりリカバリ時間が重視される場合は、差分バックアップより適しています。

▪ 差分増分バッ クア ッ プ ： 差分増分バッ クア ッ プの場合、 RMAN は、 最後に実行された Level 1 ま

たは Level 0 の累積または差分増分バッ クア ッ プ以降に変更されたすべてのブロ ッ ク をバッ クア ッ

プ し ます。

RMANは、最後に実行されたLevel 1のバックアップを判断し、そのバックアップ以降に変更され

たすべてのブロックをバックアップします。使用できるLevel 1のバックアップがない場合、

RMANはLevel 0のバックアップ以降に変更されたすべてのブロックをコピーします。

差分増分バックアップでは、リカバリ時に複数の増分バックアップを適用する必要があるため、
リストア時間が長くなります。

アーカイブ・ログのバックアップ
アーカ イブ REDO ログは PIT リ カバリ に重要になるため、 定期的にバッ クア ッ プする必要があり ます。 アーカ

イブ ・ ログは、 個別にバッ クア ッ プする こ と も、 データ フ ァ イルやサポー ト されているその他のフ ァ イルと一緒
にバッ クア ッ プする こ と もできます。 本プ ラグイ ンには、 アーカ イブ ・ ログと そのオプシ ョ ンのバッ クア ッ プの
前に追加ログ ・ スイ ッ チを強制実行し、 アーカ イブ ・ ログを、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト にバッ クア ッ プ し た後に
デ ィ スクから削除するためのオプシ ョ ン も用意されています。

制御フ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ タ イプ
多 く のリ カバリ ・ シナリ オでは、 制御フ ァ イルを保護する こ とが非常に重要にな り ます。 Plug-in for Oracle で

は、 手動バッ クア ッ プおよび自動バッ クア ッ プ とい う 2 つの方法で制御フ ァ イルを保護できます。 一方、 RMAN
バッ クア ッ プ方法を使用する場合、 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プまたは手動による制御フ ァ イルのバッ ク
ア ッ プのいずれかひとつしか実行する こ とができません。 また、 データベースに対し て制御フ ァ イルの自動バッ
クア ッ プが有効な場合、 手動による制御フ ァ イルのバッ クア ッ プは使用できません。

制御ファイルの手動バックアップ
制御フ ァ イルの手動バッ クア ッ プは、 ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法と RMAN によるバッ クア ッ プ方法

の両方でサポー ト されます。

• ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法を使用し た制御フ ァ イルの手動バッ クア ッ プ ： ユーザー管理によ
るバッ クア ッ プ方法では、 プ ラグイ ンはバッ クア ッ プおよびリ ス ト アにアク テ ィ ブな制御フ ァ イルを使
用し ません。 バッ クア ッ プの実行中、 本プ ラグイ ンは、 ユーザーが指定し た制御フ ァ イルの保存フ ァ イ
ル名 （フル ・ パス） に制御フ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト を保存し、 このコ ピーをバッ クア ッ プ し ます。
このプロセスによ り、 制御フ ァ イルの一貫し たコ ピーが保護されます。 リ ス ト アを実行する際は、 本プ
ラグイ ンは制御フ ァ イルを制御フ ァ イルの保存フ ァ イル名 （フル ・ パス） に リ ス ト ア し、 アク テ ィ ブな
制御フ ァ イルが誤って上書き されないよ う にし ます。 このフ ァ イルは、 必要に応じ て元の場所に手動で
コ ピーし ます。 制御フ ァ イルの最新のコ ピーを常に使用できるよ う にするには、 制御フ ァ イルを各ユー
ザー管理バッ クア ッ プに含めます。

• RMAN によるバッ クア ッ プ方法を使用し た制御フ ァ イルの手動バッ クア ッ プ ： 制御フ ァ イルの自動バッ

クア ッ プが無効で、 ［NetVault Backup セレ ク シ ョ ン］ ページで制御フ ァ イル ・ ノ ー ド を明示的に選択し
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

バッ クア ッ プ計画の策定
17



た場合、 プ ラグイ ンは RMAN の BACKUP CURRENT CONTROLFILE コマン ド を使用し て制御フ ァ イル

をバッ クア ッ プ し ます。 制御フ ァ イルの最新のコ ピーを常に使用できるよ う にするには、 制御フ ァ イル
を各 RMAN バッ クア ッ プに含めます。

制御ファイルの自動バックアップ
制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プには、 サーバー ・ パラ メ ータ ・ フ ァ イル （SPFILE） も含まれます。 自動バッ

クア ッ プは、 RMAN ベースのバッ クア ッ プ実行後またはデータベース構造の変更後に行われます。 構造の変更

には、 テーブルスペースの追加、 テーブルスペースまたはデータ フ ァ イルの状態変更、 オン ラ イ ン REDO ログ

の追加、 フ ァ イル名の変更、 再実行スレ ッ ドの追加などが含まれます。

手動バックアップと自動バックアップの比較
手動による制御フ ァ イルのバッ クア ッ プを使用する と、 制御フ ァ イルの特定のコ ピーを リ ス ト アする こ とができ
ます。 このオプシ ョ ンは、 データ損傷が発生し、 データ損傷前に最後に保存された制御フ ァ イルを リ ス ト アする
必要がある場合に最適です。 ユーザーは制御フ ァ イルが RMAN ベースのバッ クア ッ プ方法でバッ クア ッ プ され

るたび、 およびデータベース構造が変更されるたびに確認する必要があ り ます。 手動による制御フ ァ イルのバッ
クア ッ プによ り特定の制御フ ァ イルのバッ クア ッ プが可能である一方、 この機能は障害復旧やマルチ ・ イ ンス タ
ンスの RAC 環境では使用する こ とができません。

制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プによ って、 常に最新の制御フ ァ イルが使用可能であるため、 信頼性が得られま
す。 さ らに、 それらは、 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プは、 障害復旧やマルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境で

必要にな り ます。

その他のバッ クア ッ プ ・ タ イプ
その他のバッ クア ッ プ ・ タ イプを以下に示し ます。

• 複製データベースのバッ クア ッ プ

• Flash Recovery Area （FRA） バッ クア ッ プ

複製データベースのバックアップ
複製データベースを使用する と ソース ・ データベースを複製またはク ローニングする こ とができ、 これはバッ ク
ア ッ プおよびリ ス ト ア手順全体によ ってソース ・ データベースが影響を受ける こ とのないよ う特殊な目的のため
に使用されます。 RMAN は複製データベースをサポー ト し、 データベース管理者が以下のタ スク を実行する際

に柔軟性を提供し ます。

• バッ クア ッ プ と リ カバリ手順のテス ト

• Oracle データベース新規リ リースへのア ッ プグレー ドのテス ト

• アプ リ ケーシ ョ ンによるデータベース ・ パフ ォーマンスへの影響のテス ト

• レポー ト 作成

た と えば、 プロダクシ ョ ン ・ データベースを hostA から hostB に複製し、 次にプロダクシ ョ ン ・ データベース

を損傷させずに hostB で複製データベースを使用し てこのデータベースのリ ス ト アおよびリ カバリの演習を実

施する こ とができます。

本プ ラグイ ンでサポー ト される Oracle データベースの複製は、 バッ クア ッ プ ・ ベースの複製です。 Oracle の複

製データベース機能について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Duplicating 
a Database」 を参照し て く だ さい。
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Flash Recovery Area（FRA）バックアップ

Oracle 10g では、 FRA が導入されています。 FRA は、 制御フ ァ イル、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イル、

RMAN バッ クア ッ プなど、 リ カバリ関連フ ァ イルの格納に使用されるデ ィ スク上の場所です。 FRA 内のフ ァ イ

ルは、 Oracle データベース と RMAN によ って自動的に管理されます。

FRA はバッ クア ッ プ関連フ ァ イル用のデ ィ スク容量の手動による管理の必要性を最小化し、 FRA に格納されて

いる さ まざまなフ ァ イル ・ タ イプについて使用する容量を適切に配分し ます。 これによ り、 FRA はデータベー

スに対する管理を簡略化し ます。 Oracle は、 リ カバリ ・ エ リ アを有効化し てバッ クア ッ プの管理を簡略化する

こ と を推奨し ています。

FRA を有効にする と、 NetVault Backup サーバー管理下のバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから フ ァ イルを リ ス ト アする

のに対し、 RMAN を使用し て FRA から必要なデータ フ ァ イルを リ ス ト アする こ と で リ ス ト アを高速化する こ と

ができます。 一方、 FRA へバッ クア ッ プを格納する場合、 オフサイ ト による障害復旧用の保護は提供されてい

ません。 そのため、 本プ ラグイ ンでは、 データベースで FRA が有効になっている場合、 以下のバッ クア ッ プ格

納先に関するオプシ ョ ンが用意されています。

• NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ

• デ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ）

• NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ し てから、 FRA を NetVault 
Backup メ デ ィ アにバッ ク ア ッ プ）

さ らに、 本プ ラグイ ンでは、 NetVault Backup サーバー管理下のバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ ア とは別に、 FRA に格納

されたバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プが可能です。 バッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルに
は、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト のフルまたは増分バッ クア ッ プ、 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ、 データ フ ァ イル
のコ ピー、 およびアーカ イブ REDO ログが含まれます。 アーカ イブ REDO ログが紛失または破損し た場合、

RMAN はリ カバリ領域外でバッ クア ッ プに利用できるバッ クア ッ プのコ ピーがないか探し ます。 このと き フ

ラ ッ シュバッ ク ・ ログ、 現在の制御フ ァ イル、 オン ラ イ ン REDO ログはバッ クア ッ プ されません。

リ カバリ ・ カ タ ログのバッ クア ッ プ計画
リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースは他のデータベース と似てお り、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ計画の重要な
要素と な り ます。

Oracle は、 リ カバリ ・ カ タ ログを ターゲッ ト ・ データベース と同じ頻度でバッ クア ッ プする こ と を推奨し てい

ます。 た と えば、 ターゲッ ト ・ データベースのデータベース全体を毎週バッ クア ッ プする場合、 データベース全
体のバッ クア ッ プの記録を保護し、 すべてのターゲッ ト ・ データベースのバッ クア ッ プ直後に リ カバリ ・ カ タ ロ
グをバッ クア ッ プ し ます。 このバッ クア ッ プは、 障害復旧シナ リ オでも役立ちます。 制御フ ァ イルの自動バッ ク
ア ッ プを使用し て リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースを リ ス ト アする必要がある場合でも、 ターゲッ ト ・ データ
ベースの制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用せずに、 リ ス ト ア された リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに
含まれるバッ クア ッ プの全記録を使用し て、 ターゲッ ト ・ データベースを リ ス ト アできます。

Oracle は、 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースの RMAN によるバッ クア ッ プ戦略で以下のガイ ド ラ イ ンに従う

こ と を推奨し ています。

• PIT リ カバリ を可能にするために、 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースを ARCHIVELOG モー ド で実行

する こ と。

• データベースを 2 つの異なる メ デ ィ ア、 たと えばデ ィ スク と テープにバッ クア ッ プする こ と。

• バッ クア ッ プにアーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルを含める こ と。

• バッ クア ッ プのリ ポジ ト リ と し て別のリ カバリ ・ カ タ ログを使用し ないこ と。

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ機能を ON に設定する こ と
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バッ クア ッ プ ・ シーケンス例
以下に、 Oracle データベース ・ サーバのデータ保護要件を満たすために実装可能なバッ クア ッ プ ・ シーケンス

例をい く つか示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されている場合、 フル ・ バッ クア ッ プを
毎日実行すれば十分です。 データベース管理者がリ カバリする必要があるのは、 最後のフル ・ バッ ク
ア ッ プ時点までです。

• フル ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プの併用 ： 要件で特定時点のデータ保護が要求さ
れているが、 リ カバリ時間は重要でない場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ
を組み合わせる こ と で、 必要な保護を実現する必要があ り ます。

た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 月曜日から土曜日の午後 11:00 にアー

カ イブ ・ ログのバッ クア ッ プを実行し ます。

この計画では、 RMAN で、 最後のフル ・ バッ クア ッ プから障害時点までの間に作成された各アーカ イブ ・

ログのバッ クア ッ プを連続し て リ ス ト ア し、 適用する必要があ り ます。 この場合、 週が進むに従って リ
カバリ時間が長 く なる可能性があり ます。 リ ス ト ア時間を短縮するために、 増分バッ クア ッ プを含める
こ とができます。 これによ り、 リ ス ト アする必要のあるアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プの数は少な く
な り ます。

• Level 0 の増分バッ クア ッ プ、 Level 1 の差分増分バッ クア ッ プ、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プの併

用 ： 要件で特定時点のデータ保護が要求されてお り、 バッ クア ッ プ時間をできる限り短縮する必要があ
る場合、 Level 0 の増分バッ クア ッ プ、 差分増分バッ クア ッ プ、 およびアーカ イブ REDO ログのバッ ク

ア ッ プを併用するのが最適な戦略です。

た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 に Level 0 の増分バッ クア ッ プを実行し、 月曜日から土曜日の午後

11:00 に Level 1 の差分増分バッ クア ッ プを実行し、 5 ～ 6 時間おきにアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ

を実行し ます。 各 Level 1 の差分増分バッ クア ッ プには、 最後の Level 0 または Level 1 のバッ クア ッ プ

以降に行われた変更がすべて含まれます。 また、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プには、 最後の Level 1
の差分増分バッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。

この計画では、 RMAN で Level 0 の増分バッ ク ア ッ プ、 Level 0 の増分バッ クア ッ プ以降に実行された各

Level 1 の差分増分バッ クア ッ プ、 最後の差分増分バッ クア ッ プから障害時点までの間のアーカ イブ ・ ロ

グのバッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があるため、 リ カバリ時間が長 く なる可能性があ り ます。

• Level 0 の増分バッ クア ッ プ、 Level 1 の累積増分バッ クア ッ プ、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プの併

用 ： 要件で特定時点のデータ保護が要求されてお り、 リ カバリ時間をできる限り短縮する必要がある場
合、 Level 0 の増分バッ クア ッ プ、 Level 1 の累積増分バッ クア ッ プ、 およびアーカ イブ ・ ログのバッ ク

ア ッ プを組み合わせるのが最適です。

た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 に Level 0 の増分バッ クア ッ プを実行し、 月曜日から土曜日の午後

11:00 に Level 1 の累積増分バッ クア ッ プを実行し、 5 ～ 6 時間おきにアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ

を実行し ます。 各 Level 1 の累積増分バッ クア ッ プには、 最後の Level 0 の増分バッ クア ッ プ以降に行わ

れた変更がすべて含まれます。 また、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プには、 最後の Level 1 の累積増分

バッ クア ッ プ以降の REDO ログが含まれます。

この計画では、 RMAN で リ ス ト アする必要があるのは、 Level 0 の増分バッ クア ッ プ、 最後の累積バッ ク

ア ッ プ、 および最後の累積バッ クア ッ プから障害時点までの間に作成されたアーカ イブ ・ ログのバッ ク
ア ッ プのみであるため、 リ カバリ時間は短 く な り ます。

バッ クア ッ プ格納先の計画定義
［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブのバッ クア ッ プ格納先オプシ ョ ンサブ タ ブ画面よ りバッ クア ッ プの格納先を
選択する こ とができます。 このオプシ ョ ンで、 バッ クア ッ プの格納先を選択できます。 このオプシ ョ ンによ り要
求に最も適し た メ デ ィ ア格納先の計画を定義する こ とができます。

• ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト です。 このオプシ ョ ンを選択

する と、 RMAN が 「SBT_TAPE」 チャネルを開き、 NetVault Backup 管理下にあ り、 ［ターゲッ ト ］ タ ブ

の ［デバイス ・ オプシ ョ ン］ で指定されたバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを書き込
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みます。 NetVault Backup はデ ィ スク ・ ベースのメ デ ィ ア、 VTL およびテープ ・ ド ラ イブを含むさ まざま

なバッ クア ッ プ ・ デバイスを管理する こ とができ、 デ ィ スクからデ ィ スク、 デ ィ スクから NetVault 
Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プを実行する こ とが可能です。 FRA がデータベースで有効

になっていた場合でも、 バッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルの格納には使用されません。 このオプシ ョ
ンは、 現在の制御フ ァ イル、 オン ラ イ ン REDO ログあるいはフ ラ ッ シュバッ ク ・ ログなど FRA で管理し

たいユーザーに適し ています。

• ［デ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ）］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 RMAN は 「DISK」 チャネルを開き、

FRA にバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルのみをバッ クア ッ プ し ます。 FRA にバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イル

を格納する と、 RMAN はバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから フ ァ イルを読み込むこ と な く 、 FRA から リ ス ト

ア ・ フ ァ イルを直接リ ス ト アできるよ う になるため、 最速で リ ス ト アを実行できます。 FRA は通常、

データ フ ァ イルと同様のローカルまたは共有ス ト レージに存在するデ ィ スク ・ ス ト レージであるため、
メ デ ィ ア障害、 損傷、 障害復旧に対する保護には対応し ていません。 バッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イ
ルがオフサイ ト ・ ス ト レージに格納されている こ と を確認するには、 ユーザーは ［NetVault Backup メ

デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク］ オプシ ョ ンを使用するか、 定期的な Flash Recovery Area バッ クア ッ

プを実行し て FRA に格納されているバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルを NetVault Backup の管理下に

あるバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにバッ クア ッ プする こ と も可能です。

• ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ し てから、 FRA を NetVault 
Backup メ デ ィ ア ・ マネージャにバッ クア ッ プ）］ ： NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スクへ

のバッ クア ッ プを実行する と、 高速な リ ス ト ア と最適な保護が可能にな り ます。 このオプシ ョ ンを選択
する と、 RMAN が 「DISK」 チャネルを開き、 FRA にバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを書き込み、 その後 FRA
に格納されているバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルを、 同じバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ内の NetVault 
Backup 管理下にあるバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにバッ クア ッ プ し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 隔離され

た メ デ ィ アの障害やデータの損傷からの素早いリ カバリ と、 メ デ ィ ア障害または障害復旧のためのオフ
サイ ト での保護が可能にな り ます。 ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク］ オプシ ョ ンを

使用する と、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの間隔が長 く な り ます。 これは RMAN が同一ジ ョ ブで 2 種類のバッ

クア ッ プを実行する必要があるためです。

高速な リ ス ト アのために FRA にバッ クア ッ プ ・ リ カバリ ・ フ ァ イルを格納し た り、 障害復旧用のオフサ

イ ト による保護を実行し たいが、 通常のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの間隔を長 く し た く ない場合に、 個別の
スケジュールで Flash Recovery Area バッ クア ッ プを実行し ながら FRA への日常のバッ クア ッ プが可能

な追加オプシ ョ ンが用意されています。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プが毎週日曜日の午後 11:00 に実行

される場合、 そのバッ クア ッ プはデ ィ スクに対し て実行されます。 増分バッ クア ッ プが毎週土曜日の午
後 11:00 に実行される場合、 そのバッ クア ッ プ もデ ィ スクに対し て実行されます。 一方、 バッ クア ッ プ ・

メ デ ィ アへの Flash Recovery Area バッ クア ッ プは、 毎週土曜日の午後 10:00 にフル ・ バッ クア ッ プの

前に週 1 回の頻度で実行されます。 さ らに、 ビジネス要求に合わせて、 さ まざまな間隔で Flash 
Recovery Area バッ クア ッ プを実行できます。
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Oracle Flashback Technology
Oracle データベース ・ バージ ョ ン 10g 以降には、 Oracle Flashback Technology と呼ばれる機能グループがあり

ます。 Flashback Technology 機能には、 Oracle Flashback Database、 Oracle Flashback Table、 および Oracle 
Flashback Drop などがあ り ます。 Flashback Technology を使用する と、 データベースをバッ クア ッ プから リ ス

ト ア し な く ても、 過去の状態のデータ を表示し た り、 データのタ イムラ イ ン上を行き来する こ とができます。
データベースに対する変更によ っては不要な変更を元に戻す場合、 Flashback Technology 機能を使用し た方が、

メ デ ィ ア ・ リ カバリ よ り も短時間で済み、 またデータベースの可用性に対する影響を抑える こ とができます。

Oracle Corporation による と、 Oracle Flashback Database を使用し て、 Oracle データベースを過去の時点まで

巻き戻し、 論理データの破損やユーザー ・ エラーによる問題を解決できます。 NetVault Backup WebUI から

Plug-in for Oracle を使用する こ と で Flashback Database がサポー ト され、 メ デ ィ ア ・ リ カバリ に代わって、 ポ

イ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ クによる Flashback Database オプシ ョ ンが利用できるよ う にな り ます。

FRA が構成され、 Flashback Database 機能が使用可能な場合、 FLASHBACK DATABASE コマン ド を使用し

て、 データベースを過去のある時点に戻すこ とができます。 Flashback Database は、 物理データ フ ァ イルのリ

ス ト アを行わないため、 真のメ デ ィ ア ・ リ カバリ ではあ り ません。 Flashback Database は、 処理が迅速で簡単

なだけでな く 、 データベース全体のリ ス ト アを必要と し ないため、 RESTORE および RECOVER コ マン ド を使

用する方法よ り も、 Flashback Database の方が好まれる場合があり ます。

FLASHBACK DATABASE を使用し たデータベースの巻き戻しに要する時間は、 さかのぼる時間の長さ と その

目標時点以降のデータベースのアク テ ィ ビテ ィ の量に比例し ます。 データベース全体のリ ス ト アおよびリ カバリ
には、 さ らに長時間かかる可能性があり ます。 Flashback ログ内のビ フ ォア ・ イ メ ージは、 データベースを過去

のある時点まで リ ス ト アするためにのみ使用され、 データベースを過去のある時点の一貫性のある状態にまで戻
すにはフ ォワー ド ・ リ カバリが使用されます。 Oracle データベースでは、 データ フ ァ イルが以前の時点まで戻

されますが、 初期化パラ メ ータ ・ フ ァ イルなどの補助フ ァ イルは戻されません。

Quest では、 管理者がデータベースを Flashback し て論理データの損傷やユーザー ・ エラーによる問題を解決で

きるよ う に、 Oracle 10g 以降のデータベースで Flashback Database を使用可能にする こ と を推奨し ています。

詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Oracle Flashback Technology in Oracle 
Database Concepts」 と 「Configuring Oracle Flashback Database and Restore Points」 セクシ ョ ンを参照し て く

だ さい。

NetVault Backup ポリ シー管理
NetVault Backup ジ ョ ブ ・ ポリ シーを使い、 1 つまたは複数の類似ク ラ イアン ト を対象にし て、 1 つまたは複数

のジ ョ ブを実行できます。

Quest は、 組織の Oracle ク ラ イアン ト にわたって NetVault Backup ジ ョ ブ ・ ポリ シーを使用する予定がある場

合に、 異なる Oracle サーバーに導入されている Oracle イ ンス タ ンスにできるだけ汎用的な名前を使用する こ と

を強 く お勧めし ます。 イ ンス タ ンスが存在するマシンに関連付けられている名前や独特の名前は使用し ないで く
だ さい。

独特の名前のイ ンス タ ンスに対し て生成されたジ ョ ブは、 一般に、 組織内の他の Oracle ク ラ イアン ト に移植で

きません。 汎用的なイ ンス タ ンス名を使用する と、 影響を受ける ク ラ イアン ト すべてに対する移植性とポ リ シー
管理が向上し ます。 このよ う にし て、 組織内で異なる Oracle ク ラ イアン ト に適用できる NetVault Backup ジ ョ

ブ ・ ポリ シーを作成できます。

詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の 「ポリ シーの管理」 を参照し て く ださい。
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3

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• 前提条件

• RMAN バッ ク ア ッ プの前提条件

• シングル ・ イ ンス タ ンスの非 RAC 環境の推奨構成

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

前提条件
本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする前に、 Oracle データベース ・ サーバーと し て指定されているマシンで、 以下

の前提条件が満た されている こ と を確認し ます。

NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・

ソ フ ト ウ ェ ア
本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするマシン上には、 少な く と も ク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンの NetVault Backup を イ

ンス ト ールする必要があり ます。 シングル ・ イ ンス タ ンスの非 RAC 環境では、 本プラグイ ンは Oracle データ

ベースが存在するサーバー上にイ ンス ト ールされます。 マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境では、 RAC 対応デー

タベース用のいずれかのイ ンス タ ンスをホステ ィ ングする ノ ー ド のいずれかに本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされ
ます。

ARCHIVELOG モー ドのデータベース
データベースが ARCHIVELOG モー ド で稼働し ている こ と を確認し て く ださい。 REDO ログ ・ フ ァ イルのグ

ループのアーカ イブを有効にする手順について詳し く は、 『Oracle Administrator's Guide』 を参照し て く だ さい。

データベースがこのモー ド に正し く 設定されている こ と を確認するには、 以下の手順に従います。

1 SQL*Plus を起動し、 管理者権限で データベースに接続し ます。

sqlplus SYS/< パスワー ド >@< 接続 ID> AS SYSDBA

2 SQL> プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

ARCHIVE LOG LIST

現在のモー ドが出力されます。 Automatic archival プロパテ ィ に Enabled とい う ステータ スが表示され

た場合、 データベースは正し く 設定されています。 以下に、 Database log mode が Archive Mode に設

定されている例を示し ます。

SQL> archive log list
Database log mode                 Archive Mode
Automatic archival                Enabled
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Archive destination               e:\oraclelogs
Oldest online log sequence        11
Next log sequence to archive      13
Current log sequence              13
SQL>

RMAN バッ クア ッ プの前提条件
以下の ト ピ ッ クで、 RMAN バッ クア ッ プを実行するための要件について説明し ます。

• Windows のローカル管理者グループへの Oracle ユーザーの追加

• 非 RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ レ ク ト リの識別

• RMAN リポジ ト リの作成

• ターゲッ ト ・ データベースの登録

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ有効化

• Flashback Database の有効化

• Block Change Tracking の有効化

• Linux または UNIX での Oracle Database 12.x 以降のス ト レージ ・ デバイス と し ての DR Series または

QoreStor の使用

Windows のローカル管理者グループへの Oracle
ユーザーの追加
Oracle 12.x 以降を使用し ていて、 イ ンス ト ール時に Oracle 管理ユーザーを作成し た場合は、 このユーザーを

Windows のローカル管理者グループに追加し ます。 この手順によ り、 RMAN バッ クア ッ プから NetVault 
Backup プロセス ・ マネージャ （nvpmgr） にアクセスできるよ う にな り ます。

以下の手順では、 Windows Server 2008 R2 でユーザーを追加する方法について説明し ます。 各自の環境につい

ては、 適切なシステム ・ ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

1 ［ス ター ト ］ > ［管理ツール］ > ［コ ンピ ュータの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［コ ンピ ュータの管理］ ウ ィ ン ド ウで、 ［システム ツール］ を開き、 ［ローカル ユーザーとグループ］ を

選択し て ［ユーザー］ を選択し ます。 

3 右パネルで、 Oracle ユーザーを右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

4 ［プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボッ クスで、 ［所属するグループ］ タ ブを選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ローカル管理者グループを追加し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 も う一度 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

非 RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ

レ ク ト リの識別
Oracle システム ID （SID） と ホーム ・ デ ィ レ ク ト リ を識別するには、 Oracle データベース ・ サーバーで稼働中

の OS に応じ て、 以下のいずれかの手順に従います。
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Windows
Windows では、 SID と Oracle ホームをレジス ト リから識別できます。

1 Oracle データベース ・ サーバーでレジス ト リ ・ エデ ィ タ を起動し ます。

a タ スクバーで ［ス ター ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イル名を指定し て実行］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［フ ァ イル名を指定し て実行］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで regedit と入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

2 以下のレジス ト リ ・ キーを探し ます。

My Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE

さ まざまなデ ィ レ ク ト リが表示されます。 「KEY_」 が付いた各フ ォルダは、 ターゲッ ト ・ マシン上にイ

ンス ト ールされた Oracle を表し ます （マシン上に複数の Oracle がイ ンス ト ールされている場合）。

3 Oracle のターゲッ ト ・ イ ンス ト ールに該当する 「KEY_<Oracle_Home>」 とい う名前のフ ォルダを開 く

と、 右側のフ レームにレジス ト リ ・ アイテムのリ ス ト が表示されます。

4 ［名前］ カ ラムで以下のアイテムを探し、 対応する ［データ］ カ ラムのエン ト リ を メ モ し ます。

▪ ORACLE_HOME

▪ ORACLE_SID

5 Registry Editor を閉じ ます。

LinuxおよびUNIX
Linux および UNIX では、 「oratab」 フ ァ イルを使用し て SID と Oracle ホームを識別できます。

1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウで以下のコマン ド を実行し て、 「oratab」 フ ァ イルを開きます。

more /etc/oratab

2 「oratab」 フ ァ イルで、 アプ リ ケーシ ョ ン情報を メ モ し ます。

フ ァ イルには、 サーバーで稼動中の各 Oracle データベースが以下の形式で含まれます。

<ORACLE_SID>:<ORACLE_HOME>:< 追加情報 >

た と えば、 「oratab」 には以下の情報が含まれます。

PROD:/u03/app/oracle/product/10.2.0/db_1:N

これは以下の内容を示し ます。

▪ 「PROD」 が ORACLE_SID であ り、

▪ 「/u03/app/oracle/product/10.2.0/db_1」 が ORACLE_HOME です。

RMAN リポジ ト リの作成
RMAN リポジ ト リの場所の選択で説明し たとお り、 RMAN によるバッ クア ッ プ計画では、 まず RMAN リポジ ト

リの場所を選択する必要があり ます。 デフ ォル ト では、 このリポジ ト リは制御フ ァ イルに保持されます。 ただ
し、 よ り大規模または重要性の高いデータベースの場合、 制御フ ァ イルよ り多 く の履歴を保存可能な リ カバリ ・
カ タ ログ ・ データベースを作成し ます。

リ カバリ ・ カ タ ログの作成は、 3 つの手順から成るプロセスです。 つま り、 リ カバリ ・ カ タ ログを保持するデー

タベースを設定し、 リ カバリ ・ カ タ ログの所有者を作成し、 その後リ カバリ ・ カ タ ログ自体を作成し ます。
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リカバリ・カタログ・データベースを設定する
リ カバリ ・ カ タ ログを使用する場合、 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ スキーマの管理はユーザーが行う必要があ り ます。
リ カバリ ・ カ タ ログは、 このスキーマのデフ ォル ト ・ テーブルスペースに保存されます。 SYS を リ カバリ ・ カ

タ ログの所有者にする こ とはできません。 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ スキーマのイ ンス ト ールに使用するデータベー
スを決定し て く だ さい。 Quest では、 リ カバリ ・ カ タ ログ用に別のデータベースを作成し、 カ タ ログ ・ データ

ベースを ARCHIVELOG モー ド で実行する こ と をお勧めし ます。

次に、 カ タ ログ ・ スキーマで使用する容量を割り当てます。 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ スキーマのサイズは、 カ タ ロ
グで管理するデータベースの数によ って異なってきます。 また、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルおよび各

データベースのバッ クア ッ プの数に伴って大き く な り ます。 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ スキーマのサイズについて詳
し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Advanced User’s Guide』 の 「Planning the Size of the 
Recovery Catalog Schema」 を参照し て く ださい。

リカバリ・カタログの所有者を作成する
リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースを選択し、 必要な容量を作成し たら、 以下の手順に従って リ カバリ ・ カ タ ロ
グの所有者を作成し、 このユーザーに必要な権限を与えます。

1 SQL*Plus を起動し、 リ カバリ ・ カ タ ログが保持されているデータベースに管理者権限で接続し ます。

sqlplus SYS/< パスワー ド >@< 接続 ID> AS SYSDBA

2 リ カバリ ・ カ タ ログのユーザーと スキーマを作成し ます。

た と えば、 以下のよ う に入力し ます。

CREATE USER rman IDENTIFIED BY < パスワー ド >
TEMPORARY TABLESPACE temp
DEFAULT TABLESPACE tools
QUOTA UNLIMITED ON tools;

3 スキーマの所有者に RECOVERY_CATALOG_OWNER のロールを与えます。

このロールによ り、 リ カバリ ・ カ タ ログの管理と照会に必要なすべての権限がユーザーに与えられます。

GRANT RECOVERY_CATALOG_OWNER TO rman;

4 rman ユーザーに CONNECT のロールを与えます。

GRANT CONNECT TO rman;

リカバリ・カタログを作成する
カ タ ログの所有者を作成し たら、 RMAN の CREATE CATALOG コマン ド を使用し てカ タ ログ ・ テーブルを作成

し ます。 このコマン ド によ り、 カ タ ログの所有者のデフ ォル ト ・ テーブルスペースにカ タ ログが作成されます。

1 カ タ ログを保持するデータベースにカ タ ログの所有者と し て接続し ます。

例 ：

> rman CONNECT CATALOG rman/< パスワー ド >@< カ タ ログ用接続 ID>

2 CREATE CATALOG コマン ド を実行し てカ タ ログを作成し ます。

カ タ ログが作成されるまで数分間かかる こ とがあ り ます。

カ タ ログ ・ テーブルスペースがこのユーザーのデフ ォル ト ・ テーブルスペースである場合、 以下のコマ
ン ド を実行できます。

CREATE CATALOG;

CREATE CATALOG コマン ド で、 カ タ ログのテーブルスペース名を指定する こ と もできます。 例 ：

CREATE CATALOG TABLESPACE < テーブルスペース名 >;
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ターゲ ッ ト ・ データベースの登録
リ カバリ ・ カ タ ログを ターゲッ ト ・ データベースで使用するための最初の手順は、 このデータベースを リ カバ
リ ・ カ タ ログに登録する こ と です。

1 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが開いている こ と を確認し、 RMAN を ターゲッ ト ・ データベースお

よびリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続し ます。

た と えば、 rman ユーザー （カ タ ログ ・ スキーマの所有者） と し てカ タ ログ ・ データベース catdb に接続

するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< カ タ ログ用接続 ID>

2 ターゲッ ト ・ データベースがマウン ト されていない場合は、 そのデータベースをマウン ト するか開きま
す。

STARTUP MOUNT;

3 接続し た リ カバリ ・ カ タ ログにターゲッ ト ・ データベースを登録し ます。

REGISTER DATABASE;

RMAN によ り、 ターゲッ ト ・ データベースに関する情報を保持するための行がカ タ ログ ・ テーブルに作

成されます。 その後、 ターゲッ ト ・ データベースのすべての関連データが制御フ ァ イルから カ タ ログに
コ ピーされ、 カ タ ログと制御フ ァ イルが同期されます。

4 正し く 登録されたこ と を確認し ます。

REPORT SCHEMA

リカバリ・カタログに複数のデータベースを登録する

DBID が重複し ていなければ、 複数のターゲッ ト ・ データベースを 1 つのリ カバリ ・ カ タ ログに登録する こ とが

できます。 RMAN では、 DBID によ ってデータベースが識別されます。

Data Guard 環境では、 プラ イマ リ ・ データベースだけがリ カバリ ・ カ タ ログに登録されます。

制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ有効化
制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プは、 本プ ラグイ ンを使用し た障害復旧で必要にな り ます。 制御フ ァ イルの自動
バッ クア ッ プについて詳し く は、 「制御フ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ タ イプ」 を参照し て く だ さい。 マルチ ・ イ ン
ス タ ンスの RAC データベースについて詳し く は、 「RAC 環境における制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プの有効

化」 を参照し て く だ さい。

自動バッ クア ッ プ機能を有効にするには、 RMAN コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ から以下のコマン ド を実行

し ます。

1 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが開いている こ と を確認し、 RMAN を ターゲッ ト ・ データベースお

よびリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続し ます。

た と えば、 カ タ ログ ・ データベースに接続するには、 次のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

オプシ ョ ンで、 以下のコマン ド を使用し て、 自動バッ クア ッ プの形式を変更できます。 制御フ ァ イルの
自動バッ クア ッ プのデフ ォル ト 形式は 「%F」 です。

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE
TYPE < デバイス ・ タ イプ > TO '< 文字列 >'

– または –

SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE < デバイス・ タ イプ > TO '< 文字列 >'

現在のセ ッ シ ョ ンでのみ、設定されている自動バッ クア ッ プ形式が SET CONTROLFILE AUTOBACKUP 
FORMAT コマン ド によ って上書き されます。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除
27



自動バッ クア ッ プのデフ ォル ト 形式を変更する場合は、 リ ス ト ア中に同じ形式を指定する必要があり ます。

2 デフ ォル ト ・ デバイス ・ タ イプを “SBT_TAPE” に設定し ます。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO 'SBT_TAPE';

3 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを有効にし ます。

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP ON;

4 RMAN の設定を確認し て制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが有効になったこ と を確認し ます。

SHOW ALL;

Flashback Database の有効化
Flashback Database を使用する と、 データ フ ァ イルが損傷し ていない限り、 Oracle データベースを過去の時点

まで巻き戻し て、 論理データの破損やユーザー ・ エラーによる問題を解決できます。 Flashback Database につ

いて詳し く は、 「Oracle Flashback Technology」 を参照し て く だ さい。

Flashback Database は、 独自のロギング ・ メ カニズムを使用し て、 Flashback ログを作成し、 それを FRA に格

納し ます。 Flashback Database は、 Flashback ログが使用可能な場合にのみ使用できます。 この機能を利用する

には、 Flashback ログを作成するよ う にあらかじめデータベースを設定し ておきます。

• Flashback Database が有効かど うかの判断

• 保存ターゲッ ト の設定

Flashback Databaseが有効かどうかの判断

1 SQL*Plus を起動し、 管理者権限で データベースに接続し ます。

sqlplus SYS/< パスワー ド >@< 接続 ID> AS SYSDBA

2 SQL> プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

select flashback_on from v$database;

これで、 Flashback Database のステータ スが表示されます。

Flashback Database を有効にするには、 まず FRA を構成し ます。 詳し く は、 『Oracle Database Backup and 
Recovery User's Guide』 の 「Enabling the Flash Recovery Area」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

保存ターゲットの設定
FRA が構成されている こ と を確認し た後、 以下の手順に従って、 Flashback の保存ターゲッ ト を設定し ます。 こ

の保存ターゲッ ト では、 Flashback Database で過去のどの時点までデータベースを巻き戻せるよ う にするかを

指定し ます。 この目標時点以降、 データベースでは、 データ フ ァ イルで変更された各ブロ ッ クのイ メ ージが定期
的に Flashback ログにコ ピーされます。

1 SQL*Plus を起動し、 管理者権限で データベースに接続し ます。

sqlplus SYS/< パスワー ド > AS SYSDBA

2 SQL> プロンプ ト から、 データベースをいったんシャ ッ ト ダウン し てからマウン ト し ます。

shutdown immediate;
startup mount;

3 必要に応じ て、 DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET を、 適切な Flashback の期間 （分単位） に設

定し ます。
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デフ ォル ト では、 DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET は 1 日 （1440 分） に設定されます。

Flashback の期間を設定するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

alter system set db_flashback_retention_target=1440;
alter database flashback on;

4 データベースを開きます。

alter database open;

これで Flashback Database が有効で使用可能にな り ま し た。

Block Change Tracking の有効化
この機能を有効にする と、 RMAN では変更追跡フ ァ イルを使用し て各データ フ ァ イル内で変更されたブロ ッ ク

を記録し ます。 この機能によ り、 増分バッ クア ッ プの実行時にデータ フ ァ イル内のすべてのブロ ッ ク をスキャ ン
する必要がな く な り、 結果と し て増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの性能が向上し ます。

変更追跡機能は、 データベースが開いているまたはマウン ト されている場合に有効にする こ とができます。

1 SQL*Plus を起動し、 管理者権限で ターゲッ ト ・ データベースに接続し ます。

sqlplus SYS/< パスワー ド >@< 接続 ID> AS SYSDBA

2 以下のいずれかの場所に、 Block Change Tracking フ ァ イルを保存し ます。

▪ デフ ォル ト の場所に保存するには、 次の操作を行います。

▫ ターゲッ ト ・ データベースに DB_CREATE_FILE_DEST パラ メ ータ を設定し ます。

▫ ブロ ッ ク ・ チ ェ ンジ ・ ト ラ ッキングを有効にするために、 以下の SQL ステー ト メ ン ト を入

力し ます。

ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING;

▪ ユーザーが定義し た場所に保存するには、 以下の SQL ステー ト メ ン ト を入力し ます。

ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING USING
FILE '/< 宛先へのパス >/rman_change_track.dat' REUSE;

REUSEオプションを指定すると、指定した名前を持つファイルが存在する場合にそれが上書きさ

れます。

以下の例でBlock Change Trackingファイルは、RAC環境の共有ストレージ用に使用されている

ASMファイル・システムに保存されています。

ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING USING
FILE '+DATA/o10grac/block_change_tracking.dat' REUSE;

重要： 通常のデータベース・オペレーションでは、最小性能オーバーヘッドが発生するため、Block 
Change Trackingは、Oracle 10g以降のデフォルトによって無効に設定されています。ただし、特にバック

アップ間に変更されたデータ・ブロックの割合が少ない場合は、増分バックアップ中にデータファイル全
体のスキャンを回避できることは大きな利点となります。増分バックアップのパフォーマンス向上につい
て詳しくは、『Oracle Database Backup and Recovery Basics』の「Change Tracking」セクションを参照してく

ださい。

重要： RAC環境で変更追跡ファイルは、クラスタ内のすべてのノードからアクセス可能な

共有ストレージに保存されている必要があります。
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Linux または UNIX での Oracle Database 12.x 以

降のス ト レージ ・ デバイス と し ての DR Series ま

たは QoreStor の使用
Linux または UNIX で Oracle Database 12.x 以降を実行し ている場合に、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ と し てソ フ

ト ウ ェ ア定義の Quest DR Series システムまたは QoreStor のス ト レージ ・ デバイスを選択する と、 NetVault 
Backup を使用し て生成されたバッ クア ッ プが失敗する こ とがあ り ます。 この問題を回避するには、 ス ト レー

ジ ・ デバイスの sc_manager コマン ド を、 disable オプシ ョ ン付きで実行し ます。 ルー ト ・ アカウン ト を使用し

て、 該当するオペレーテ ィ ング ・ システムで次の手順を実行し ます。

1 NetVault Backup の dynlib デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

た と えば、 デフ ォル ト の Linux イ ンス ト ールでは、 次のよ う に入力し ます。

cd /usr/netvault/dynlib

2 sc_manager コマン ド を、 disable オプシ ョ ン付きで実行し ます。

例 ：

./sc_manager disable

3 sc_manager のステータ スを確認するには、 次のよ う に入力し ます。

./sc_manager status

シングル ・ イ ンス タ ンスの非 RAC 環境の

推奨構成
1 つのマシンを NetVault Backup サーバーおよび Oracle データベース ・ サーバーの両方と し て設定する （すな

わち、 すべてのソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールおよび設定要件を 1 つのマシンで実行する） こ と もできますが、

Quest では、 これら 2 つを別個のマシンで実行する こ と をお勧めし ます。 RAC 環境での Plug-in for Oracle のイ

ンス ト ールについて詳し く は、 「イ ンス ト ールの前提条件」 を参照し て く だ さい。

図 3. シングル ・ イ ンス タ ンスの非 RAC 設定
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プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 Oracle データベース ・ サーバがあるマシンを選択し て、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク して、 プラグインの .npk インス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ

ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロード したデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

5 「ora-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxx はバージ ョ ン番号と プ ラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 イ ンス ト ールを開始するには、 [ プラグイ ンのイ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for Oracle］ を

選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： 設定した環境（NetVault BackupサーバーとOracleデータベース・サーバーのマシンを個別に用意

するか、両方を1つのマシンで設定するか）に関係なく、本プラグインは、Oracleデータベース・サー

バーが存在するホストにインストールする必要があります。

重要： WindowsにPlug-in for Oracleをインストールする場合、本プラグインにより、ダイナミッ

ク・リンク・ライブラリ（DLL）ファイル「ORASBT.DLL」が「…\system32」ディレクトリにコ

ピーされます。32-bitバージョンのプラグインを64-bitのWindowsマシン上にインストールする場

合、ディレクトリ名は「…\sysWOW64」です。このDLLは、Oracleと、NetVault Backupが使用す

るメディア管理ユーティリティ間のリンクとして機能し、本プラグインが正しく機能するために必
要です。ORASBT.DLLがこのディレクトリにあることを確認する必要があります。
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4

プ ラグイ ンの設定

• RMAN バッ ク ア ッ プ用デフ ォル ト ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト の定義

• デフ ォル ト 設定の構成

• データベースの追加

• 言語サポー ト

RMAN バッ クア ッ プ用デフ ォル ト ・ ター

ゲッ ト ・ セ ッ ト の定義
Oracle RMAN の CLI から開始するバッ クア ッ プ用のターゲッ ト ・ デバイスを指定するために、 デフ ォル ト の

バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト を定義できます。 デフ ォル ト のバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト は、 本プ
ラグイ ンのデフ ォル ト 属性の設定で指定し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クから もウ ィ ザー ド を開始できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き
設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

2 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て、 ［デバイス指定］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが格納されるデバイスを選択し て、 ［セ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Backup Job Wizard - Create Target Set］ ページで、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ユーザー定義名を指定し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト 設定の構成
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 選択ツ リーで該当する ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開き、 ［Plug-in for Oracle］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス

ト ・ メ ニューから [ 設定 ] を選択し ます。

3 以下のデフ ォル ト 設定オプシ ョ ンを指定し ます。

▪ ［Oracle のパスワー ド ・ フ ァ イルを認証に使用する］ ： Oracle は、 DBA または SYSDBA ユーザー

の認証方法と し て、 OS 認証とパスワー ド ・ フ ァ イル認証をサポー ト し ています。 パスワー ド ・

フ ァ イルによる認証方法を有効にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 Oracle の OS 認証は、
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パスワー ド ・ フ ァ イル認証よ り優先されます。 つま り、 OS 認証の要件が満た されていれば、 パス

ワー ド ・ フ ァ イルを使用し ても、 ユーザーは OS 認証によ って認証されます。

このオプションを選択した場合、本プラグインはOracleパスワード・ファイルのSYSDBA認証の

詳細を使用して、RMANでOracleターゲット・インスタンスに接続します。

connect target <SYSDBA ユーザー名 >/< パスワー ド >@< 接続 ID>

このオプションを選択解除した場合、本プラグインはOracleターゲット・インスタンスへの接続

時にOS認証を使用します。

connect target /

▪ ［Flash Recovery Area 使用可能］ ： 本プラグイ ンがイ ンス ト ールされている Oracle データベー

ス ・ サーバー内のすべてのデータベース用に FRA が使用可能な場合、 このオプシ ョ ンを選択し ま

す。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ［Flash Recovery Area バッ クア ッ プ］ および ［バッ クア ッ プ

格納先］ オプシ ョ ンが使用可能にな り ます。 使用可能な Flash Recovery Area 機能について詳し

く は、 「その他のバッ クア ッ プ ・ タ イプ」 および 「バッ クア ッ プ格納先の計画定義」 を参照し て く
だ さい。

▪ ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ ： 本プラグイ ンがデータベースに接続する際に使用する、

SYSDBA 権限を持つデフ ォル ト の Oracle ユーザーを指定し ます。

▪ ［NLS_LANG］ ： NLS （National Language Support） 言語に適合する文字セ ッ ト またはこの Oracle
データベース ・ サーバー上にあるデータベースの NLS_LANGUAGE パラ メ ータ を選択し ます。

NLS_LANGUAGE パラ メ ータ では、 データベースのデフ ォル ト 言語を指定し ます。 この言語は、

メ ッ セージ、 日付および月の名前、 AD、 BC、 a.m.、 および p.m. を表すシンボル、 デフ ォル ト の

ソー ト ・ メ カニズムに使用されます。

データベースの現在のNLS_LANGUAGEパラメータを特定するには、SQL*PlusからSYSDBAユー

ザーとして以下のコマンドを実行します。

select * from v$NLS_PARAMETERS where PARAMETER = 'NLS_LANGUAGE' or
PARAMETER = 'NLS_TERRITORY' or PARAMETER = 'NLS_CHARACTERSET';

リストで使用可能な選択肢に合わせて、結果が以下の形式で組み合わされます。

<NLS_LANGUAGE>_<NLS_TERRITORY>.<NLS_CHARACTERSET>

本プラグインでサポートされる言語のリストと、それに対応するNLS_LANGの値については、言

語サポートを参照してください。

▪ ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ ： 複数のアイテムがバッ クア ッ プに含まれて
いる と き、 RMAN が選択されたアイテムのい く つかを正常にカ タ ログ化し ていても、 選択された

アイテムのう ち本プ ラグイ ンで正し く バッ クア ッ プできないアイテムがある場合、 本プ ラグイ ン
ではバッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定できます。 た と えば、 ジ ョ ブに複数のテーブルス
ペース と アーカ イブ REDO ログが含まれてお り、 テーブルスペースは正し く バッ クア ッ プ された

が、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プに失敗し た場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブによ って実行する
アクシ ョ ンを指定できます。

このエラー状態が発生した場合、Plug-in for Oracleは以下のいずれかを実行できます。

▫ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プが警告付きで完

了］ とい う ステータ スが返され、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］

とい う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブ失敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。
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▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ失敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ
ト は保持されません。 つま り、 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ され
た と し ても、 セーブセ ッ ト は破棄されます。

▪ ［RMAN ベースのバッ クア ッ プ用カ タ ログを使用］ ： リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースを使用し

て、 このプ ラグイ ンで実行し たすべての RMAN バッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンの記録を保持する

よ う指定するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［カ タ ログのイ ンス タ ンス名］ ： デフ ォル ト のリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースの Oracle イ ンス

タ ンス名 （Oracle Net Service 名とは異なる場合があ り ます） を入力し ます。 このイ ンス タ ンス名

は、 本プ ラグイ ンがリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続できるよ う に、 Oracle データベー

ス ・ サーバー上の 「tnsnames.ora」 フ ァ イルで定義されている必要があ り ます。

▪ ［カ タ ログの所有者］ ： カ タ ログの所有者と し て定義され、 RECOVERY_CATALOG_OWNER の

ロールが与えられたユーザーを指定し ます。

▪ ［ユーザー管理、 ロー ・ デバイス ・ ブロ ッキング係数 （KB）］ ： ユーザー管理バッ ク ア ッ プの場合

に限り、 このフ ィ ールド では、 Raw デバイスのユーザー管理バッ クア ッ プを高速化するために、

ブロ ッ ク読み取りユニ ッ ト を設定できます。 「1 ～ 64」 キロバイ ト （KB） の値を指定できます。

このフ ィ ールド に 「8」 KB を入力し た場合、 本プラグイ ンはバッ クア ッ プの実行中にデータ を

「8」 KB の単位で読み取り ます。

▪ ［NetVault Backup サーバー］ （RMAN バッ クア ッ プに必須） ： Oracle データベース ・ サーバーが

NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て追加された NetVault Backup サーバーの名前を指定し ます。

▪ ［NetVault Backup サーバーから リ ス ト アを実施する］ （RMAN バッ クア ッ プに必須） ： Oracle
データベース ・ サーバーが NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て追加された NetVault Backup
サーバーの名前を指定し ます。

▪ ［NetVault Backup ク ラ イアン ト からのバッ クア ッ プを リ ス ト アする］ ： このフ ィ ールドは、 ター

ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンから本プ ラグイ ンを使用し て リ ス ト アを実行する場合の、 元のバッ クア ッ プ
実行元の NetVault Backup ク ラ イアン ト を示し ます。 ク ラ イアン ト 名を何も入力し ないと、 リ ス

ト ア ・ コマン ドはリ ス ト ア実行元の NetVault Backup マシンに対し てローカルに実行されます。

この機能について詳し く は、 「CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ： 概要」 を参照

し て く だ さい。

▪ ［CLI バッ クア ッ プ / 自動バッ クア ッ プ用の詳細設定セ ッ ト ］ ： このオプシ ョ ンを設定するには、 先

に ［詳細設定］ タ ブで目的のオプシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し、 これを特定の名前で保存し てお く 必
要があり ます。 このオプシ ョ ン ・ セ ッ ト に指定し た詳細設定をすべての CLI ベースの RMAN バッ

クア ッ プで自動的に使用するには、 このオプシ ョ ン ・ セ ッ ト 名をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま
す。 セ ッ ト 名を入力し ない場合、 すべての CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プでデフ ォル ト の詳細

設定が使用されます。

［CLIバックアップ詳細設定セット］オプションを設定する場合、［詳細設定］タブの［バックアッ

プ寿命］フィールドで［フル・バックアップ］ではなく、［期間指定日/週/年］オプションを指

定する必要があります。CLIベースのRMANバックアップでは、フル・バックアップ用の世代管

理はサポートされていないため、［フル・バックアップ］が指定されている場合、バックアップが
予期せず期限切れになる可能性があります。

▪ ［CLI バッ クア ッ プ / 自動バッ クア ッ プ用のターゲッ ト ・ セ ッ ト ］ （RMAN バッ クア ッ プに必須） ：

RMAN バッ ク ア ッ プ用デフ ォル ト ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト の定義で作成された ターゲッ ト ・ セ ッ ト

の名前を指定し ます。

メ モ ： 7.0 よ り前のバージ ョ ンのプラグイ ンからア ッ プグレー ド し た場合、 ［カ タ ログのイ ン

ス タ ンス名］ フ ィ ールド にはラベル 「カ タ ログ ・ ネ ッ ト サービス名」 が付けられています。

重要： 該当するフィールドに指定したターゲット・セットまたは詳細設定セットは、コマン
ド・ラインで構文の変数として別のセット名を指定することにより上書きします。CLI構文

におけるセット名の指定について詳しくは、「CLIベースのRMANバックアップおよびリス

トア：概要」を参照してください。
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▪ ［スレーブ接続タ イムアウ ト （分 － 0 ＝タ イムアウ ト な し）］ ： このオプシ ョ ンを使用し て、 本プ

ラグイ ン と Oracle データベースの間の接続タ イムアウ ト 時間を分単位で設定し ます。 本プラグイ

ンでのバッ クア ッ プ時に、 アク テ ィ ビテ ィ 未検出の時間がこのオプシ ョ ンでの指定値に達する と、
タ イムアウ ト にな り、 バッ クア ッ プ との接続が切断されます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値は
ゼロ （0） で、 タ イムアウ ト は設定されません。

▪ ［スク リ プ ト のデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ を生成］ ： RMAN によ って生成されたスク リ プ ト が格納

されるデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リの完全パス名を入力し ます。 このデ ィ レ ク ト リは、 すべての
バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンおよびリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンのタ ブで使用できる ［RMAN スク リ プ ト

の生成］ 機能のデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ と し て使用されます。

▪ ［Oracle ダンプ ・ デ ィ レ ク ト リへ sbt ト レースを生成］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 Oracle ダ

ンプ ・ デ ィ レ ク ト リへ System Backup to Tape （SBT） ト レース情報が送信されます。 このログ ・

フ ァ イルを参照し て Oracle サーバーが実行し た ト レース ・ コマン ドのシーケンスを確認する こ と

ができます。

▪ ［CLI は Quest NetVault Backup サーバー名をチ ェ ッ ク し ません］ ： RMAN CLI に、 指定し た

NetVault Backup サーバーが利用可能で通信できる こ と を検証させた く ない場合は、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。 不明な NetVault Backup サーバーのジ ョ ブの処理中に、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ

を タ イム ・ アウ ト させた く ない場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ないよ う にする必要があ り ます。

▪ ［Preferred Phase for Restores］ （0 = デフ ォル ト ） ： ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページの ［詳

細設定］ セクシ ョ ンでは、 ［複製］ または ［データ ・ コ ピー］ オプシ ョ ンを使って、 バッ クア ッ プ
のセカ ンダ リ ・ コ ピーを作成する こ とができます。 RMAN バッ クア ッ プのリ ス ト ア時に、 この

フ ィ ールド を使って、 フ ェーズからの適切なバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を利用可能な場合に、 リ ス ト
アを完了するために使用するバッ クア ッ プ ・ フ ェーズを指定する こ とができます。 デフ ォル ト の
「0」 の場合、 NetVault Backup はアクセスが簡単なコ ピー （フ ェーズ 1 またはフ ェーズ 2） を自動

的に選択し ます。 オ リ ジナルのバッ クア ッ プ （フ ェーズ 1） が利用可能な場合にそれを使用する

よ う NetVault Backup に指示する場合は、 「1」 を入力し ます。 データ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プの

セカ ンダ リ ・ コ ピー （フ ェーズ 2） が利用可能な場合にそれを使用するよ う NetVault Backup に指

示する場合は、 「2」 を入力し ます。

▪ ［コ ンテンツ優先リ ス ト のオブジ ェ ク ト の最大数 （x100 - 0 = すべて）］ ： このフ ィ ールド を使用し

て、 本プ ラグイ ンによ って ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ の ［バッ クア ッ プ ・ コ ンテンツ］ タ ブに表
示されるアイテムの最大数を指定し ます。 本プ ラグイ ンによ ってバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスが
生成される場合、 アイテム数を制限する こ と で、 実行時に使用される メ モ リ容量が減少し ます。
入力値は 100 倍されます。 た と えば、 「50」 を入力し た場合、 最大数は 5000 にな り ます。 制限し

ない （すべてのアイテムを表示する） 場合、 「0」 を入力し ます。 「0」 を入力し、 バッ クア ッ プ中

にバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クス （［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］） を生成する と きに本プ ラグイ ンでエ
ラーが発生し た場合にのみエン ト リ を変更する こ と をお勧めし ます。

4 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データベースの追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア用にプ ラグイ ンを使用するには、 まずプ ラグイ ンにターゲッ ト Oracle データベー

スを追加し ます。 データベースを追加するには、 本プ ラグイ ンで保護する Oracle サーバー上のデータベースご

とに、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 選択ツ リーで該当する ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開き、 ［Plug-in for Oracle］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス

ト ・ メ ニューから [ データベースの追加 ] を選択し ます。

3 ［Oracle イ ンス タ ンス詳細］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

重要： データ・コピー・バックアップの場合、「2」を入力しない限り、NetVault Backupは

常にオリジナル（フェーズ1）のバックアップからリストアを実行します。
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Oracle イ ンス タ ンスに関するすべてのパラ メ ータは、 バッ クア ッ プ方法と し て RMAN およびユーザー管

理のどち ら を使用する場合も必要です。

▪ ［Oracle SID］ ： ターゲッ ト Oracle データベースの SID を入力し ます。 Oracle SID の特定方法につ

いては、 非 RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ レ ク ト リの識別を参照し て く だ さい。

▪ ［Oracle ホーム］ ： ターゲッ ト ・ データベースのイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リのフル ・ パスを入力

し ます。 Oracle ホームの特定方法については、 非 RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ

レ ク ト リの識別を参照し て く だ さい。

▪ ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ ： 本プラグイ ンがデータベースに接続する際に使用する、

SYSDBA 権限を持つ Oracle ユーザーを指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た名前に関連付けられているパスワー

ド を入力し ます。

▪ Linux および UNIX のみ ： 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

▫ ［Oracle ソ フ ト ウェ アの所有者］ ： すべての Oracle ソ フ ト ウ ェ アを所有し ている Linux ま

たは UNIX ユーザーの名前を指定し ます。 このユーザーは、 プ ラ イマ リ ・ グループ と し て

Oracle Inventory グループ (oinstall)、 またセカ ンダ リ ・ グループ と し て OSDBA および

OSOPER グループを持っている必要があ り ます。 通常、 このユーザーには oracle とい う

名前が付けられます。

▫ ［Oracle ソ フ ト ウェ ア ・ グループ］ ： システムにイ ンス ト ールされているすべての Oracle
ソ フ ト ウ ェ アのカ タ ログである Oracle inventory を所有し ている Linux または UNIX グルー

プの名前を指定し ます。 通常、 このグループには oinstall とい う名前が付けられます。

▪ ［NLS_LANG］ ： NLS 言語に適合する文字セ ッ ト またはこの Oracle データベース ・ サーバー上に

あるデータベースの NLS_LANGUAGE パラ メ ータ を選択し ます。 NLS_LANGUAGE はデータ

ベースのデフ ォル ト 言語を指定し ます。 この言語は、 メ ッ セージ、 日付および月の名前、 AD、

BC、 a.m.、 および p.m. を表すシンボル、 デフ ォル ト のソー ト ・ メ カニズムに使用されます。

データベースの現在のNLS_LANGUAGEパラメータを特定するには、SQL*PlusからSYSDBAユー

ザーとして以下のコマンドを実行します。

select * from v$NLS_PARAMETERS where PARAMETER = 'NLS_LANGUAGE' or
PARAMETER = 'NLS_TERRITORY' or PARAMETER = 'NLS_CHARACTERSET';

リストで使用可能な選択肢に合わせて、結果が以下の形式で組み合わされます。

<NLS_LANGUAGE>_<NLS_TERRITORY>.<NLS_CHARACTERSET>

本プラグインでサポートされる言語のリストと、それに対応するNLS_LANGの値については、言

語サポートを参照してください。

メ モ ： 通常、 Linux および UNIX では、 SID の大文字と小文字が区別されます。 本プ ラグイ

ンでは、 入力し た SID が変更されずに、 Oracle イ ンス タ ンスへのアクセスに使用されます。

入力する SID の大文字と小文字が区別されるかど うかを確認するには、 Oracle のイ ンス

ト ール ・ マニュアルを参照し て く だ さい。

重要： LinuxおよびUNIXでは、Oracleでエラーが発生しないように、ORACLE_HOMEディレ

クトリの末尾にスラッシュを入れないでください。ただしWindowsでは、バックスラッシュ

を使用してもエラーは起こりません。

メ モ ： Plug-in for Oracle の認証の詳細は、 後から ［データベース ・ パスワー ド を設定］ 機能

にアクセス し て設定する こ と もできます。 詳細は、 「データベースのパスワー ド設定」 を参
照し て く だ さい。

重要： ［Oracleデータベースを追加する］ダイアログ・ボックスで、または［データベー

ス・パスワードを設定］を使用して本プラグインの認証の詳細を設定していない場合、デー
タベースへの接続が必要になるたびに、プロンプトが表示されます。
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このリストで、SQL*Plusクエリで特定した現在の設定に正確に一致するNLS_LANGが見つからな

い場合、リストに正確な値を入力（またはコピーして貼り付け）できます。また、完全な一致は
必要ありません。互換性のある一致で十分です。たとえば、文字セット1252は文字セット

WE8MSWIN1252と互換性があります。

▪ ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル ・ パス］ ： Oracle イ ンス タ ンスを開始する と、 初期化パラ メ ータ ・ フ ァ イ

ル内で指定されたパラ メ ータによ ってイ ンス タ ンスの特性が設定されます。 これらの初期化パラ
メ ータは、 PFILE または SPFILE に保存されます。

ユーザー管理バックアップ方法を使用する場合、パスを指定する必要があります。RMANによる

バックアップ方法を使用する場合、SPFILEのバックアップには3つのオプションがあります。以

下のオプションが含まれます。

▫ ［RMAN の詳細］ タ ブで ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］ オプシ ョ ンを選

択し、 SPFILE の自動バッ クア ッ プを含む制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを有効にする。

▫ ［RMAN の詳細］ タ ブで ［SPFILE のバッ クア ッ プに RMAN コマン ド を使用］ オプシ ョ ン

が選択されている場合、 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを無効にし、 SPFILE のバッ ク

ア ッ プに RMAN コマン ド を使用する。

▫ 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを無効にし、 ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル ・ パス］ フ ィ ールド
に SPFILE フ ァ イルへのパスを入力する こ とによ り フ ァ イル ・ システム ・ ベースのコマン

ド を使用し て SPFILE をバッ クア ッ プする。

ユーザー管理またはRMANによるバックアップ方法を使用しており、SPFILE用にファイル・シス

テム・ベースのバックアップを使用したい場合は、PFILEまたはSPFILEのいずれかが使用されて

いるかによって、そのディレクトリおよびファイル名を含む完全パスを指定してください。
SPFILEとPFILEを両方使用する場合は、両方の詳細を指定します。

以下の表にデフォルト・オプションを示します。

区切り文字としてカンマまたは改行を使用すると、複数のパラメータ・ファイル・パスを入力で
きます。デフォルトでは、このフィールドの長さは2048文字です。

▪ ［自動デ ィ スカバリ］ ： 残りのデータベース設定フ ィ ールド を自動的に完了するには、 ［Oracle 
SID］、 ［Oracle ホーム］、 ［Oracle SYSDBA ユーザー名］、 および ［Oracle SYSDBA パスワー ド］

の各フ ィ ールド を入力し た後で、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4 RMAN によるバッ ク ア ッ プ方法を使用する場合は、 ［RMAN の詳細］ タ ブで、 以下のパラ メ ータ を設定し

ます。

リ カバリ ・ カ タ ログについて詳し く は、 「RMAN バッ クア ッ プの前提条件」 を参照し て く だ さい。

▪ ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］ （手動での制御フ ァ イルと SPFILE のバッ クア ッ

プを無効にする） ： このデータベース用に制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが有効になっている場
合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プは、 障害復旧およびマルチ ・
インスタ ンスの RAC 環境で必要です。 このオプシ ョ ンを選択する と、 手動による制御フ ァ イルの

バッ クア ッ プが無効にな り、 ［NetVault Backup 選択］ タ ブにある制御フ ァ イルのノ ードが使用不

初期化ファ
イル

プラットフォー
ム

デフォルト名 デフォルトの場所

PFILE Windows initSID.ora %ORACLE_HOME%\database\

Linuxおよび
UNIX

initSID.ora（SIDはORACLE_SIDを表し

ます）

$ORACLE_HOME/dbs

SPFILE Windows spfileSID.ora（SIDはORACLE_SIDを表

します）

%ORACLE_HOME%\database\

Linuxおよび
UNIX

spfileSID.ora（SIDはORACLE_SIDを表

します）

$ORACLE_HOME/dbs

重要： Questでは、［自動ディスカバリ］オプションを使用する場合は、すべてのデータ

ベース設定フィールドが正確であることを確認することを推奨します。
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可にな り ます。 マルチ ・ インスタ ンスの RAC 環境での制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プについて

詳し く は、 「RAC 環境における制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プの有効化」 を参照し て く ださい。

▪ ［SPFILE のバッ クア ッ プに RMAN コマン ド を使用］ ： ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用す

る］ が選択されていない場合のみ使用可能です。 このオプシ ョ ンを選択する と、 SPFILE のバッ ク

ア ッ プに RMAN コマン ドが使用されます。 このオプシ ョ ンを選択し ていない場合は、 ［Oracle イ

ンス タ ンス詳細］ タ ブの ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル ・ パス］ フ ィ ールド で指定された SPFILE の

フ ァ イル ・ システム ・ ベースのバッ クア ッ プが実行されます。

▪ ［RMAN ベースのバッ クア ッ プ用カ タ ログを使用］ ： このデータベースの RMAN リ ポジ ト リ を リ カ

バリ ・ カ タ ログ ・ データベースに保存する場合、 このオプシ ョ ンを選択し、 次に以下のパラ メ ー
タ を設定し ます。

▫ ［カ タ ログのイ ンス タ ンス名］ ： リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースの Oracle インスタ ンス

名 （Oracle Net Service 名とは異なる場合があり ます） を入力し ます。 このインスタ ンス名

は、 本プラグインがリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続できるよ う に、 Oracle デー

タベース ・ サーバー上の 「tnsnames.ora」 フ ァ イルで定義されている必要があり ます。

▫ ［カ タ ログの所有者］ ： カ タ ログの所有者と し て指定され、
RECOVERY_CATALOG_OWNER のロールが与えられたユーザーを指定し ます。

▫ ［カ タ ログのパスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し たカ タ ログの所有者に対応するパス
ワー ド を指定し ます。

▫ ［CLI バッ クア ッ プ / 自動バッ クア ッ プ用の詳細設定セ ッ ト ］ ： CLI ベースのバッ クア ッ プを

使用し ている場合は、 このデータベースに使用するバッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト の名前を
指定し ます。

▫ ［CLI バッ クア ッ プ / 自動バッ クア ッ プ用のターゲッ ト ・ セ ッ ト ］ ： CLI ベースのバッ クア ッ

プを使用し ている場合は、 このデータベースに使用するバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト ・ セ ッ
ト の名前を指定し ます。

▫ ［CLI データベース名］ （オプシ ョ ン） ： CLI ベースのバッ クア ッ プを使用し ている場合は、

CLI で使用されるデータベース名を入力し ます。

5 ［ユーザー管理の詳細］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

このタ ブはユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法専用です。 マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC または Data 
Guard 環境ではサポー ト されていません。

制御フ ァ イルおよびアーカ イブ REDO ログに対し てユーザー管理バッ クア ッ プを実行するには、 以下の

情報を指定し ます。 バッ クア ッ プおよびリ カバリ計画に RMAN が選択されている場合、 これらのフ ィ ー

ルド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

▪ ［制御フ ァ イルの保存フ ァ イル名 （フル ・ パス）］ ： 本プ ラグイ ンでユーザー管理によるバッ クア ッ
プ方法を使用する場合、 制御フ ァ イルのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する際にアク テ ィ ブ
な制御フ ァ イルは使用されません。 制御フ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト が作成され、 ［制御フ ァ イル
の保存フ ァ イル名 （フル ・ パス）］ フ ィ ールド に入力し たフ ァ イル名付きで保存され、 さ らに制御
フ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト またはコ ピーがバッ クア ッ プ されます。 この手順によ り、 制御フ ァ
イルの一貫し たコ ピーが保護されます。

制御ファイルのリストアが含まれるユーザー管理リストア・シーケンスでは、制御ファイルが制
御ファイルの保存ファイル名（フル・パス）にリストアされます。この手順により、アクティブ
な制御ファイルが上書きされなくなります。ユーザー管理リカバリ・プロセスの実行中、必要に

重要： リカバリ・カタログが有効でない場合、プラグインは自動的にRMANリポジトリ情報

をデータベースの制御ファイルに保存します。

メ モ ： ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法でバッ クア ッ プできるのはフ ァ イル ・ システム ・ オブ
ジ ェ ク ト だけです。 ASM ス ト レージに保存されているアーカ イブ ・ ログはバッ クア ッ プできませ

ん。 ［ユーザー管理の詳細］ タ ブの ［アーカ イブ ・ ログ ・ デステ ィ ネーシ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ］
フ ィ ールドは、 ブ ラ ン クのままにし ても構いません。 ASM ス ト レージ内のデータベースのバッ ク

ア ッ プは、 RMAN バッ クア ッ プの方法でのみ使用できます。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンの設定
38



応じて制御ファイルの保存ファイル名（フル・パス）から元の場所に制御ファイルを手動でコ
ピーします。

制御ファイルの保存ファイル名（フル・パス）では、制御ファイルのコピーを保存するOracle
データベース・サーバー上のディレクトリのフル・パスと固有のファイル名を含むフル・パスを
指定し、本プラグインが指定先およびそのファイルへの読み書き可能権限を持っていることを確
認します。

▪ ［アーカ イブ ・ ログ ・ デステ ィ ネーシ ョ ン ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： パラ メ ータ ・ フ ァ イルで
LOG_ARCHIVE_DEST または LOG_ARCHIVE_DEST_n パラ メ ータに設定するアーカ イブ ・ ロ

グ ・ デ ィ レ ク ト リのフル ・ パスを入力し ます。 REDO ログを複数の場所にアーカ イブする場合は、

このフ ィ ールド にプ ラ イマ リ ・ アーカ イブ先デ ィ レ ク ト リのみを指定し ます。

▪ ［アーカ イブ ・ ログ ・ フ ォーマ ッ ト ］ ： アーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルの拡張子を指定し ます。 アー
カ イブ ・ フ ァ イル ・ パターンは、 パラ メ ータ ・ フ ァ イルの LOG_ARCHIVE_FORMAT 設定の内容

によ って異な り ます。 以下に例を示し ます。

▫ LOG_ARCHIVE_FORMAT = “%t_%s_%r.dbf” の場合、 アーカ イブ ・ フ ァ イル ・ パターンは

*.dbf です。

▫ LOG_ARCHIVE_FORMAT = “%t_%s.arc” の場合、 アーカ イブ ・ フ ァ イル ・ パターンは

*.arc です。

▫ LOG_ARCHIVE_FORMAT = “arc%s.%t” の場合、 アーカ イブ ・ フ ァ イル ・ パターンは

arc*.* です。

6 ［外部設定］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

データベースは、 オペレーシ ョ ンで、 ネ ッ ト ワーク設定フ ァ イルやパスワー ド ・ フ ァ イルなど、 他のタ
イプのフ ァ イルに依存し ますが、 これらのフ ァ イルを Oracle RMAN コ マン ド でバッ クア ッ プする こ とは

できません。 ただ し、 障害復旧を実施する場合、 または Oracle の設定作業中にユーザー ・ エラーからの

リ カバリ を行う場合、 これらのフ ァ イルは便利です。

［Oracle ネ ッ ト ワーク設定デ ィ レ ク ト リ、 またはフ ァ イル ・ パス *］ フ ィ ールド および ［Oracle パスワー

ド ・ デ ィ レ ク ト リ、 またはフ ァ イル ・ パス *］ フ ィ ールド では、 以下の項目のいずれか、 または両方を入

力できます。

▪ デ ィ レ ク ト リ ・ パス ： デ ィ レ ク ト リ ・ パスを入力する と、 本プ ラグイ ンによ って、 Oracle ネ ッ ト

ワーク設定フ ァ イルまたは Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルに対応する フ ァ イル名の検索のために

デ ィ レ ク ト リがスキャ ン されます。 デ ィ レ ク ト リ内の残りのフ ァ イルは無視されます。

▪ フ ァ イルの完全修飾パス ： パスにデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イル名が含まれます。

［外部設定］ フ ィ ールドは以下のとおり です。

▪ ［Oracle ネ ッ ト ワーク設定デ ィ レ ク ト リ、 またはフ ァ イル ・ パス］ ： Oracle ネ ッ ト ワーク設定フ ァ

イルがあるデ ィ レ ク ト リ、 または Oracle ネ ッ ト ワーク設定フ ァ イルのリ ス ト を入力し ます。

▪ ［Oracle パスワー ド ・ デ ィ レ ク ト リ、 またはフ ァ イル ・ パス］ ： ： Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルが

あるデ ィ レ ク ト リ、 または Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルのリ ス ト を入力し ます。

重要： ユーザー管理バックアップ方法は、アーカイブ・ログの格納先ディレクトリに毎日作
成されるサブフォルダのような動的パス名をサポートしていません。
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7 ［OS 認証の詳細］ タ ブ （Windows ベースの OS のみ） で、 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

以下のフ ィ ールド を使用し て、 Windows イ ンス ト ールが Oracle SYSDBA ユーザーに 「な りすます」 た

めの Windows 管理者ユーザー名を指定し ます。 このログイ ン方法は、 ORA-01031 insufficient エラーに

よ りバッ クア ッ プが失敗し た場合にのみ必要です。

▪ ［Windows 管理者のユーザー名］ ： 本プラグイ ンを実行するアカウン ト の Windows 管理者ユー

ザー名を入力し ます。 このフ ィ ールド で指定する名前は、 すでに Windows OS で作成されている

必要があり ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た名前に関連付けられているパスワー ド を入力し ます。

▪ ［Windows ド メ イ ン］ ： このユーザーが属する ド メ イ ンを指定し ます。 これがローカル ・ ド メ イ ン

の場合は、 ブ ラ ン クのままにし ます。

8 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

9 Oracle Database 12c 以降で Oracle マルチテナン ト ・ アーキテ クチャ を使用し ていて、 かつ CDB に 1 つ

以上の PDB が含まれている場合は、 PDB ご とに 1 つのエン ト リが 「tnsnames.ora」 フ ァ イルに含まれ

ている こ と、 および PDB のステータ スが読み書きモー ド になっている こ と を確認し て く だ さい。

PDB を作成する と、 PDB 名と同じ名前で、 デフ ォル ト の Oracle サービスが自動的に作成されます。 た

だ し、 「tnsnames.ora」 フ ァ イルにエン ト リが自動的に追加されない可能性があ り ます。

データベース情報の編集
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ

ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開き、 ［Plug-in for Oracle］ をダブルク リ ッ ク

し ます。

3 適切なデータベース名を ク リ ッ ク し て、 それをハイ ラ イ ト し ます （チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは選択し ないで
く だ さい）。

4 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［データベースの編集］ を選択し ます。

メ モ ： Oracle では、 複数のバージ ョ ンの Oracle データベース と Oracle ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ

アを同一システム上にイ ンス ト ールできます。 このタ イプの環境では、 それぞれ独自の
「tnsnames.ora」 フ ァ イルを持つ、 複数の Oracle ネ ッ ト ワーク設定デ ィ レ ク ト リが存在する場合

があり ます。 複数の 「tnsnames.ora」 フ ァ イルを持つデータベースに接続する と、 次のエラー ・

メ ッ セージが表示される こ とがあり ます。 ORA-12154 ： TNS ： サービス名を解決できなかったか、

SQL*NET がサービス名を解決できません

Oracleサービスは正しく、適切な「tnsnames.ora」ファイルに含まれていて、適切なOracleネット

ワーク設定ディレクトリにあります。しかし、Oracleサーバーで使用されている実際の

「tnsnames.ora」ファイルは、別のディレクトリからのもので、接続先のデータベースを含んでいま

せん。その結果、この問題が発生します。

環境変数TNS_ADMINを使用して、Oracleサービス名の解決に使用される「tnsnames.ora」ファイル

を含む、Oracleネットワーク構成ファイルのディレクトリを指定する必要があります。そうしない

と、デフォルトの場所が使用されて、前述の接続エラーが発生する可能性があります。

[Oracleネットワーク設定ディレクトリ、またはファイル・パス］フィールドに入力したら、

「tnsnames.ora」ファイルを設定した、異なる場所のすべてのOracleネットワーク設定ディレクトリ

が含まれていることを確認してください。データベースへの接続に使用するOracleネットワーク構

成ファイルの場所が適切に設定された、TNS_ADMIN変数をシステムで維持してください。

データベースを代替サーバーにリストアする場合は、接続先のOracleサービス名を解決するOracle
データベース・エントリが記述された「tnsnames.ora」ファイルが含まれるOracleネットワーク構

成ファイルの場所が、TNS_ADMIN変数に設定されていることを確認してください。
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［Oracle データベースを編集する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 データベース ・ イ ンス タ ンスに設定された

値が表示されます。

5 必要に応じ てパラ メ ータ を再設定し ます。

このダイアログ ・ ボ ッ クスの各フ ィ ールド に関する情報については、 データベースの追加を参照し て く
だ さい。

6 変更を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データベースのパスワー ド設定
Plug-in for Oracle では、 データベースに自動的に接続する際に使用する Oracle 認証のアカウン ト 名およびパス

ワー ド を保存できます。 アカウン ト 情報を保存し てお く と、 データベースへの接続が必要になるたびにアカウン
ト 情報を入力する必要がな く な り ます。 これらのアカウン ト 情報は、 データベースを追加する と き、 または後か
ら ［データベースパスワー ド を設定］ オプシ ョ ンを使用し て保存できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［データベース ・ パスワー ド を設定］ を選択し ます。

4 以下の情報を入力し ます。

▪ ［アカウン ト 名］ ： SYSDBA 権限を持つ Oracle ユーザーの名前を入力し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た名前に関連付けられているパスワー ド を入力し ます。

5 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

保存し たパスワー ドの消去
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ

ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［保存し たパスワー ド を削除］ を選択し ます。

4 ［ログイ ンのリ セ ッ ト ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し て認証の詳細を消
去し ます。

データベースの削除
以前に設定し たデータベースが不要になった場合、 本プ ラグイ ンから削除できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： ［Oracleデータベースを編集する］ダイアログ・ボックスのパスワード・フィールドはブラ

ンクです。パスワードを再度設定します（変更しない場合も同様です）。この手順を行わないと、
更新した情報を保存するときに、既存の値がリセットされブランクになります。本プラグインの認
証のアカウント名、パスワードを更新するには、［データベースを編集］ではなく、［データベー
ス・パスワードを設定］オプションを選択します。

重要： 設定済みのSYSDBAユーザーのパスワードをOracleデータベースで変更した場合は、本プ

ラグインでパスワードを更新してください。
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2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［データベースを削除］ を選択し ます。

4 ［Oracle データベースを削除する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 ［はい］ を ク リ ッ ク し てデー

タベースを削除し ます。

データベースの詳細表示
前回データベースに設定し たデータベースの詳細 （有効なオプシ ョ ンや本プ ラグイ ンに必要な前提条件など） を
見るには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［詳細を表示］ を選択し ます。

［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに、 以下の情報が表示されます。

▪ ［データベース名］ ： sys.v$database v$ テーブルの NAME カ ラムで識別されるデータベース と し

て選択されたデータベース名。

▪ ［DBID］ ： 選択し たデータベースの Oracle DBID。 DBID はデータベースを識別するために内部的

に、 それぞれ固有に生成された番号で、 これは障害復旧プロセスで必要です。

▪ ［Oracle バージ ョ ン］ ： 選択されたデータベースの Oracle のバージ ョ ンまたはリ リース番号。 選

択されたデータベースが Oracle Enterprise Edition の場合、 その情報も表示されます。 選択された

データベースがその他の Oracle Database 製品エデ ィ シ ョ ンの場合、 Oracle のバージ ョ ンのみが

表示されます。

▪ ［NLS_LANG］ ： データベースのデフ ォル ト 言語を表示し ます。 この言語は、 メ ッ セージ、 日付お

よび月の名前、 AD、 BC、 a.m.、 および p.m. を表すシンボル、 デフ ォル ト のソー ト ・ メ カニズム

に使用されます。

▪ ［Flash Recovery Area デステ ィ ネーシ ョ ン］ ： FRA が有効な場合の FRA の保存先が表示されます。

▪ ［Flashback Database 使用可能］ ： Flashback Database 機能が有効な場合は 「はい」、 無効な場合

は 「いいえ」 が表示されます。

▪ ［Real Application Clusters］ ： イ ンス タ ンスがマルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境の一部の場合に

は ［TRUE］ が表示され、 イ ンス タ ンスがシングル ・ イ ンス タ ンス環境の場合は ［FALSE］ が表

示されます。

▪ ［ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ］ ： 選択されたデータベースにブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリが
使用可能な場合、 Oracle Database 製品エデ ィ シ ョ ンに基づいて ［TRUE］ が表示されます。

▪ ［Block Change Tracking］ ： Block Change Tracking がデータベース用に使用可能な場合は

［ENABLED］ が表示され、 無効な場合は ［DISABLED］ が表示されます。

▪ ［Control File Autobackup］ ： 制御フ ァ イルの自動バッ ク ア ッ プがデータベース用に使用可能な場

合は ［ON］ が表示され、 無効な場合は ［OFF］ が表示されます。

メ モ ： このフ ィ ールドは、 Oracle SID ではな く 、 データベース名を表し ます。 これらは同じ

ではあり ません。 データベース名は、 データベースの名前です。 Oracle SID は、 データベー

スにアクセスする際に使用される イ ンス タ ンスの名前です。 これらに同じ名前が設定されて
いる こ とがよ く あり ますが、 同じ名前にする必要はあ り ません。 名前が同じ であっても、 大
文字と小文字の異なる形式が使用されている こ とがあ り ます。 これも、 同一でないこ と を意
味し ます。
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▪ ［Log Mode］ ： データベースに使用可能な REDO ログの自動アーカ イブがある場合は

［ARCHIVELOG］、 ない場合は ［NOARCHIVELOG］ と表示されます。

4 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

RMAN のポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト を使用

する
本プ ラグイ ンは、 RMAN コマン ドが含まれるスク リ プ ト をバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの完了時に実行する機能を備

えています。 た と えば、 この機能を使用し て、 RMAN リポジ ト リのク ロスチ ェ ッ ク を実行できます。 このク ロ

スチ ェ ッ クでは、 適切な RMAN コマン ドが含まれるポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト を実行し、 RMAN リ ポジ

ト リ内のバッ クア ッ プについてのデータが、 NetVault データベース内にある対応するデータ と同期されている こ

と を確認し ます。 この機能は、 RMAN およびスク リ プ ト に関する高度なスキルを持つ Oracle データベース管理

者用に設計されています。

• RMAN ポス ト バッ ク ア ッ プ ・ スク リ プ ト の作成

• ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の更新

• ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の削除

RMANポストバックアップ・スクリプトの作成

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［RMAN ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の追加］ を選択し ます。

このコマン ドは以下の方法でもアクセスできます。

a データベース ・ ノ ー ド を開きます。

b ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト ］ アイテムをダブルク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューから
[RMAN ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の追加 ] を選択し ます。

4 ［RMAN ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の追加］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 スク リ プ ト の詳細を入力し

ます。

▪ ［スク リ プ ト 名］ ： ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の名前を入力し ます。 ただ し、 スク リ プ ト 名
には以下の文字を使用し ないよ う注意し て く だ さい。

▫ コ ロン （:）

▫ 感嘆符 （!）

▫ パイプ （|）

▫ カ ンマ （,）

▫ セ ミ コ ロン （;）

重要： RMANポストバックアップ・スクリプトを追加する場合は、データベースの選択はサポートされて

いません。バックアップ・ジョブにRMANポストバックアップ・スクリプトを使用する場合、データベー

ス・ノードを選択することはお勧めできません。これは、データベース・ノードを選択すると、すべての
事前定義スクリプトを含むすべてのサブファイルがデフォルトで選択されるためです。複数のRMANポス

トバックアップ・スクリプトを定義し、バックアップ・セレクション内のデータベース・ノードを選択し
た場合は、バックアップ・ジョブを保存する前に、ポストバックアップ・スクリプトが1つだけ選択され

ていることを確認してください。
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▫ 等号 （=）

▫ 不等号 （小な り） （<）

▫ 不等号 （大な り） （>）

▫ 大括弧閉じ （］）

▫ 大括弧開き （［）

▫ 引用符 （"）

▫ バッ クスラ ッ シュ （/）

これらの文字を含めると、エラー・メッセージが表示されます。

▪ ［スク リ プ ト ］ ： スク リ プ ト で使用する ターゲッ ト 、 カ タ ログ、 または補助データベースに接続す
るために必要な接続文字列など、 RMAN コマン ド を入力し ます。

▪ ［「catalog」 の使用 / 「nocatalog」 の使用］ ： スク リ プ ト を これらのオプシ ョ ン付きでカ タ ログに

接続するかを選択し ます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し てスク リ プ ト を保存し、 このダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ポストバックアップ・スクリプトの更新
1 データベース ・ ノ ー ド を開き、 ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト ］ ノ ー ド の下にあるスク リ プ ト をダブ

ルク リ ッ ク し ます。

2 必要な変更を行い、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

ポストバックアップ・スクリプトの削除
1 データベース ・ ノ ー ド を開き、 ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト ］ ノ ー ド の下にあるスク リ プ ト を選択

し ます。

2 コ ンテキス ト ・ メ ニューから、 ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト の削除］ を選択し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

言語サポー ト
以下の表に、 本プ ラグイ ンで使用可能なデフ ォル ト 言語と、 それぞれに対応する NLS_LANG の値を示し ます。

表1. 値

言語 NLS_LANGの値

アラビア語 ARABIC_UNITED ARAB EMIRATES.AR8MSWIN1256

ポルトガル語（ブラジル） BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.WE8MSWIN1252

BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.UTF8

BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.WE8ISO8859P1

BRAZILIAN PORTUGUESE_BRAZIL.WE8ISO8859P15

カタルーニャ語 CATALAN_CATALONIA.WE8ISO8859P1

CATALAN_CATALONIA.WE8MSWIN1252

CATALAN_CATALONIA.WE8ISO8859P15

簡体字中国語 SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.ZHS16CGB231280

SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.UTF8

SIMPLIFIED CHINESE_CHINA.ZHS16GBK
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繁体字中国語 TRADITIONAL CHINESE_TAIWAN.ZHT16BIG5

クロアチア語 CROATIAN_CROATIA.EE8MSWIN1250

チェコ語 CZECH_CZECH REPUBLIC.EE8MSWIN1250

デンマーク語 DANISH_DENMARK.WE8ISO8859P1

DANISH_DENMARK.WE8MSWIN1252

DANISH_DENMARK.WE8ISO8859P15

オランダ語 DUTCH_THE NETHERLANDS.WE8ISO8859P1

DUTCH_THE NETHERLANDS.WE8MSWIN1252

DUTCH_THE NETHERLANDS.WE8ISO8859P15

英語 AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8

AMERICAN_AMERICA.US7ASCII

AMERICAN_AMERICA.UTF8

AMERICAN_AMERICA.WE8ISO8859P1

AMERICAN_AMERICA.WE8ISO8859P15

AMERICAN_AMERICA.WE8MSWIN1252

ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8ISO8859P1

ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8ISO8859P15

ENGLISH_UNITED KINGDOM.WE8MSWIN1252

フィンランド語 FINNISH_FINLAND.WE8ISO8859P1

FINNISH_FINLAND.WE8MSWIN1252

FINNISH_FINLAND.WE8ISO8859P15

フランス語 FRENCH_FRANCE.UTF8

FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P1

FRENCH_FRANCE.WE8ISO8859P15

FRENCH_FRANCE.WE8MSWIN1252

ドイツ語 GERMAN_GERMANY.UTF8

GERMAN_GERMANY.WE8ISO8859P1

GERMAN_GERMANY.WE8ISO8859P15

GERMAN_GERMANY.WE8MSWIN1252

ギリシャ語 GREEK_GREECE.EL8MSWIN1253

ヘブライ語 HEBREW_ISRAEL.IW8MSWIN1255

HEBREW_ISRAEL.UTF8

ハンガリー語 HUNGARIAN_HUNGARY.EE8MSWIN1250

イタリア語 ITALIAN_ITALY.UTF8

ITALIAN_ITALY.WE8ISO8859P1

ITALIAN_ITALY.WE8ISO8859P15

ITALIAN_ITALY.WE8MSWIN1252

日本語 JAPANESE_JAPAN.JA16EUC

JAPANESE_JAPAN.JA16SJIS

JAPANESE_JAPAN.UTF8

韓国語 KOREAN_KOREA.KO16KSC5601

KOREAN_KOREA.KO1616KSCCS

KOREAN_KOREA.UTF8

表1. 値

言語 NLS_LANGの値
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ノルウェー語 NORWEGIAN_NORWAY.WE8ISO8859P1

NORWEGIAN_NORWAY.WE8ISO8859P15

NORWEGIAN_NORWAY.WE8MSWIN1252

ポーランド語 POLISH_POLAND.EE8MSWIN1250

ポルトガル語 PORTUGUESE_PORTUGAL.WE8ISO8859P1

PORTUGUESE_PORTUGAL.WE8ISO8859P15

PORTUGUESE_PORTUGAL.WE8MSWIN1252

ルーマニア語 ROMANIAN_ROMANIA.EE8MSWIN1250

ロシア語 RUSSIAN_CIS.CL8MSWIN1251

スロバキア語 SLOVAK_SLOVAKIA.EE8MSWIN1250

スペイン語 SPANISH_SPAIN.UTF8

SPANISH_SPAIN.WE8ISO8859P1

SPANISH_SPAIN.WE8ISO8859P15

SPANISH_SPAIN.WE8MSWIN1252

スペイン語（ラテン・アメ
リカ）

LATIN AMERICAN SPANISH_AMERICA.WE8ISO8859P1

LATIN AMERICAN SPANISH_AMERICA.WE8ISO8859P15

LATIN AMERICAN SPANISH_AMERICA.WE8MSWIN1252

スウェーデン語 SWEDISH_SWEDEN.WE8ISO8859P1

SWEDISH_SWEDEN.WE8ISO8859P15

SWEDISH_SWEDEN.WE8MSWIN1252

トルコ語 TURKISH_TURKEY.WE8ISO8859P9

表1. 値

言語 NLS_LANGの値
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5

データのバッ クア ッ プ

• ユーザー管理バッ クア ッ プの実行

• RMAN バッ ク ア ッ プの実行

• Plug-in for FileSystem を使用し た Oracle ACFS のバッ クア ッ プ

ユーザー管理バッ クア ッ プの実行
ユーザー管理バッ クア ッ プには、 以下の手順が含まれます。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの選択

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クから もウ ィ ザー ド を開始できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き
設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ま

せん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［Plug-in for Oracle］ を開いて、 次にバッ クア ッ プするデータベースを開きま

す。

5 本プ ラグイ ンの認証詳細を設定し ていない場合、 プロンプ ト が表示されたら必要な情報を入力し て、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。
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▪ ［アカウン ト 名］ ： SYSDBA 権限を持つ Oracle データベース ・ ユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た名前に関連付けられているパスワー ド を入力し ます。

6 プ ラグイ ンをデータベースに接続し、 サポー ト されている フ ァ イル ・ タ イプのリ ス ト を表示し たら、
バッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

本プラグインは、 ユーザー管理バッ クア ッ プの対象と し て以下のフ ァ イル ・ タ イプをサポー ト し ています。

▪ ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ： Oracle データベースの PFILE または SPFILE を含めるには、 この

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。 このノ ー ド を開いてフ ァ イル名を確認する こ とは可能です
が、 そのレベルでフ ァ イルを選択する こ とはできません。

▪ ［制御フ ァ イル］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし た場合、 本プ ラグイ ンは制御フ ァ イルのス
ナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し、 ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダイアログ ・ ボ ッ

クスの ［制御フ ァ イルの保存フ ァ イル名 （フル ・ パス）］ フ ィ ールド で指定されたパスおよびフ ァ
イルに保存し ます。 その後、 制御フ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ コ ピーがバッ クア ッ プ ・ デバイ
スにバッ クア ッ プ されます。

▪ ［アーカ イブ ・ ログ］ ： ［ユーザー管理の詳細］ タ ブの ［アーカ イブ ・ ログ ・ デステ ィ ネーシ ョ ン ・
デ ィ レ ク ト リ］ フ ィ ールド に指定された場所にあるすべてのアーカ イブ REDO ログをバッ クア ッ

プするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 本プ ラグイ ンは、 アーカ イブ REDO ログのバッ ク

ア ッ プ後、 自動的にアーカ イブ REDO ログを削除し ません。

▪ ［全テーブルスペース］ ： このノ ー ド を選択する と、 データベース内のすべてのテーブルスペース
をバッ クア ッ プできます。 または、 このノ ー ド を開き、 個々のテーブルスペースを選択し てバッ
クア ッ プに含める こ とができます。 現在本プ ラグイ ンはユーザー管理によるバッ クア ッ プ ・ セレ
クシ ョ ンに対する個別データ フ ァ イルのバッ クア ッ プはサポー ト し ていませんが、 リ ス ト ア対象
と し て個々のデータ フ ァ イルを選択する こ とは可能です。

▪ ［外部設定フ ァ イル （RMAN バッ クア ッ プ方法に対し てのみ）］ ： このオプシ ョ ンは、 RMAN によ

るバッ クア ッ プ方法で使用し ます。 ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法の選択に外部設定フ ァ
イルが含まれている場合は、 警告メ ッ セージが NetVault Backup バイナリ ・ ログに表示されます。

ただ し、 この警告だけでバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのステータ スがバッ クア ッ プが警告付きで完了に
設定される こ とはあり ません。 つま り、 バッ クア ッ プ ・ タ スクでは、 ログに記録された警告は無
視されます。

▪ ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト ］ ： このオプシ ョ ンは、 RMAN によるバッ クア ッ プ方法で使用

し ます。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

Oracleテーブルスペースが含まれるバックアップ・セレクション

大規模な Oracle データベースを多数の個別バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに分割し ている場合は、 通常、 これらのジ ョ

ブの内容が明示的に定義されています。 つま り、 テーブルスペースは、 明示的に、 または手動で選択されてい
て、 大きい緑色のチ ェ ッ ク ・ マークが付いています。 Oracle イ ンス タ ンス内に新しいテーブルスペースが作成

重要： ユーザー管理によるバックアップ方法で行うバックアップに個別のデータファイルを
選択すると、バックアップ・エラーが発生し、NetVault Backupのバイナリ・ログに、

「ユーザー管理バックアップ方法では個別データファイル・レベルのバックアップはサポー
トされていません」と表示されます。 
 
OracleのASMに保存されているファイルがユーザー管理バックアップ方法でバックアップ

されるよう選択されている場合、バックアップ・ジョブは失敗に終わります。この選択に
は、すべてのデータファイル、SPFILE、制御ファイルまたはASMに保存されているその他

のファイルも含まれます。このデータベースでASMが有効になっている場合は、RMANで

バックアップする必要があります。
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された場合、 それらは既存のどのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブにも含まれません。 これは、 テーブルスペースは手動で
選択されてお り、 新しいテーブルスペースはバッ クア ッ プ対象のテーブルスペースのリ ス ト に含まれていないか
らです。

新しいテーブルスペースが確実にバッ クア ッ プに含まれるよ う にするには、 別のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成
し、 こ こで ［全テーブルスペース］ ノ ー ド を明示的または手動で選択し ます。 この手順で、 新たに作成された
テーブルスペースは、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの一環と し てバッ クア ッ プ されます。

例

データベースに、 以下のテーブルスペースがあり ます。

• China_Sales

• Japan_Sales

• Korea_Sales

• LA_Sales

• London_Sales

• NY_Sales

• SD_Sales

• UK_Sales

1 ASIA_TS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し て、 ［China_Sales］、 ［Japan_Sales］、 および

［Korea_Sales］ テーブルスペースを明示的に選択し ます。

2 US_TS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し て、 ［LA_Sales］、 ［NY_Sales］、 および ［SD_Sales］ テーブル

スペースを明示的に選択し ます。

3 EMEA_TS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し て、 ［London_Sales］ および ［UK_Sales］ テーブルスペース

を明示的に選択し ます。

4 All_TS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し て、 ［全テーブルスペース］ ノ ー ド を明示的に選択し、 他のバッ ク

ア ッ プ ・ ジ ョ ブに含まれるテーブルスペースをすべて選択解除し ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの選択
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ユーザー管理バッ クア ッ プを実行するには、 ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 ［ユーザー管理］ をオ
ンにし ます。

3 必要に応じ て、 以下のオプシ ョ ンから選択し ます。

▪ ［読み込み専用およびオフ ラ イ ン ・ テーブルスペースを含める］ ： 本プ ラグイ ンはデフ ォル ト で、
［NetVault Backup 選択］ ページで明示的に選択されていても、 読み取り専用およびオフ ラ イ ン ・

テーブルスペースをバッ クア ッ プ し ません。 通常、 読み取り専用データが更新されるか、 オフ ラ
イ ン ・ テーブルスペースがオン ラ イ ンになった場合を除き、 読み取り専用およびオフ ラ イ ン ・
テーブルスペースをバッ クア ッ プする必要はあ り ません。 これらのテーブルスペースをユーザー
管理フル ・ バッ クア ッ プから除外する こ とによ り、 バッ クア ッ プ時間を短縮できます。 読み取り
専用およびオフ ラ イ ン ・ テーブルスペースをバッ クア ッ プに含めるには、 このオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ完了後にアーカ イブ ・ ログを削除する］ ： このオプシ ョ ンでは、 アーカ イブ ・ ログ
をバッ クア ッ プ後に自動的に削除し ます。 これによ り、 これらのログを手動で削除する必要がな

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ます。
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く な り ます。 このオプシ ョ ンは、 アーカ イブ ・ ログをバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにバッ クア ッ プす
る場合に便利です。

本プラグインは、ログの各シーケンス・ナンバーをバックアップしてから、バックアップした
ファイルを削除します。REDOログのアーカイブ先が複数ある場合、ログのシーケンス・ナン

バーが同じでもほかのコピーは削除されません。

4 ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ リ ス ト から、 本プ ラグイ ンに対するデフ ォル ト のア
クシ ョ ンを選択し ます。

複数のアイテムがバッ クア ッ プに含まれており、 選択されたアイテムのう ちプ ラグイ ンでバッ クア ッ プ
できないアイテムがある場合、 本プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定できます。
た と えば、 ジ ョ ブに複数のテーブルスペース と アーカ イブ ・ ログが含まれてお り、 テーブルスペースは
正し く バッ クア ッ プ されたが、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プに失敗し た場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブによ って実行するアクシ ョ ンを指定し ます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい

う ステータ スが返され、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ
ト が作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 つま り、 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された と し ても、 セーブ
セ ッ ト は破棄されます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

6 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

重要： ［バックアップ完了後にアーカイブ・ログを削除する］オプションを使用すると、
バックアップ・ジョブが失敗してもアーカイブ・ログが削除されます。したがって、［選択
したアイテムのバックアップが不完全の場合］で選択するオプションに、バックアップ・
セーブセットの保持が含まれ、アーカイブ・ログのリストアが可能であることを確認する必
要があります。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。
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RMAN バッ クア ッ プの実行
RMAN バッ クア ッ プには、 以下の手順が含まれます。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クから もウ ィ ザー ド を開始できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き
設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ま

せん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プラグインのリス トから ［Plug-in for Oracle］ を開いて、 次にバッ クア ッ プするデータベースを開きます。

5 本プ ラグイ ンの認証詳細を設定し ていない場合、 プロンプ ト が表示されたら必要な情報を入力し て、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ ［アカウン ト 名］ ： SYSDBA 権限を持つ Oracle データベース ・ ユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た名前に関連付けられているパスワー ド を入力し ます。

6 プ ラグイ ンをデータベースに接続し、 サポー ト されている フ ァ イル ・ タ イプのリ ス ト を表示し たら、
バッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

本プ ラグイ ンは、 RMAN バッ クア ッ プの対象と し て以下のフ ァ イル ・ タ イプをサポー ト し ています。

▪ ［データベース ・ ノ ー ド］ ： このノ ー ドが選択され、 個々のサブ ・ ノ ー ド は選択されていない場合、
RMAN の BACKUP DATABASE PLUS ARCHIVE LOG コ マン ド と同様に、 Oracle データベース

全体がバッ クア ッ プ されます。 パラ メ ータ ・ フ ァ イル、 制御フ ァ イルまたはアーカ イブ ・ ログに
ついてのみ個別に特殊なバッ クア ッ プを実行するのでない限り、 フルまたは増分バッ クア ッ プを
実行する際、 このノ ー ド を選択する こ と をお勧めし ます。

▪ ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ： このノ ー ドは、 ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダ

イアログ ・ ボ ッ クスの ［RMAN の詳細］ タ ブで ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］

オプシ ョ ンが選択されていない場合のみ使用可能です。 バッ クア ッ プに Oracle データベースの

PFILE または SPFILE を含めるには、 このノ ー ド を選択し ます。 ［Oracle データベースを追加

（または編集） する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］ ま

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。
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たは ［SPFILE のバッ クア ッ プに RMAN コマン ド を使用する］ オプシ ョ ンが有効になっている場

合、 ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ノ ー ドは拡張されません。 ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ノ ー ドが拡張
されている場合は、 パラ メ ータ ・ フ ァ イル名が表示されます。

▪ ［制御フ ァ イル］ ： このノ ー ドは、 ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダイアログ ・

ボッ クスの ［RMAN の詳細］ タ ブで ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］ オプシ ョ ン

が選択されていない場合のみ使用可能です。 制御フ ァ イルの手動バッ クア ッ プを実行するには、
このノ ー ド を選択し ます。 制御フ ァ イルの最新のコ ピーを常に使用できるよ う にするには、 制御
フ ァ イルを各 RMAN ベース ・ バッ クア ッ プに含めます。 リ カバリ ・ カ タ ログを使用し ない場合、

本プ ラグイ ンで制御フ ァ イルの手動バッ クア ッ プを リ ス ト アする こ とはできません。 制御フ ァ イ
ルの手動バッ クア ッ プおよび自動バッ クア ッ プについて詳し く は、 「制御フ ァ イルの手動バッ ク
ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

▪ ［アーカ イブ ・ ログ］ ： アーカ イブ REDO ログは PIT リ カバリ に不可欠であり、 定期的にバッ ク

ア ッ プする必要があるため、 Quest では、 このノ ー ド を選択し て、 フルまたは増分バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブにアーカ イブ ・ ログを含める こ と をお勧めし ます。 さ らに、 アーカ イブ ・ ログは Archive 
Log バッ クア ッ プ ・ タ イプによ って個別に保護する こ とが可能です。

▪ ［全テーブルスペース］ ： このノ ー ド を選択する と、 データベース内のすべてのテーブルスペース
をバッ クア ッ プできます。 または、 このノ ー ド を開き、 個々のテーブルスペースを選択し てバッ
クア ッ プに含める こ とができます。 また、 個々のテーブルスペースを展開し て、 個々のデータ
フ ァ イルを選択できます。 このオプシ ョ ンは、 データ フ ァ イルのサブセ ッ ト をバッ クア ッ プする
場合に便利です。 データベース全体のバッ クア ッ プを実行する と許容されるバッ クア ッ プ期間よ
り も時間がかかるからです。

▪ ［外部設定フ ァ イル （RMAN バッ クア ッ プ方法に対し てのみ）］ ： 外部設定フ ァ イルをバッ クア ッ

プに含めるには、 このノ ー ド を選択し ます。 または、 ノ ー ド を開いて個々の Oracle ネ ッ ト ワーク

設定フ ァ イルまたは Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルをバッ クア ッ プ対象と し て選択し ます。

Plug-in for Oracle は、 Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem （Plug-in for FileSystem） 機

能を使用し て、 Oracle ネ ッ ト ワーク設定フ ァ イルおよび Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルをバッ ク

ア ッ プおよびリ ス ト ア し ます。

▪ ［ポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト ］ ： 本プ ラグイ ンを使用し てポス ト バッ クア ッ プ RMAN スク リ

プ ト を実行するには、 このノ ー ド を開いて実行する個々のスク リ プ ト を選択し ます。 ポス ト バッ
クア ッ プ ・ スク リ プ ト の詳細については、 RMAN のポス ト バッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト を使用する

を参照し て く だ さい。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 RMAN バッ ク ア ッ プを実行するには、 ［バッ ク ア ッ プ方法］ で ［RMAN］ オプシ ョ ンをオンにし ます。

重要： テーブルスペースおよびデータファイルをバックアップするには、データベースは
OPEN状態である必要があります。一方、制御ファイル、SPFILEおよびアーカイブ・ログ

は、データベースがMOUNT状態であってもバックアップすることが可能です。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択します。
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3 バッ クア ッ プ先を選択し ます。

Flash Recovery Area が ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで有

効になっている場合、 このオプシ ョ ンでバッ クア ッ プの格納先を選択できます。

▪ ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 ［ターゲッ ト ］ タ ブで

指定し た任意のメ デ ィ ア （物理テープ、 デ ィ スク上に格納された NetVault Backup VTL、 または

NetVault SmartDisk など） にバッ クア ッ プが送信されます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 本プ

ラグイ ンによ ってバッ クア ッ プの実行に 「SBT_TAPE」 チャネルが割り当てられます。

▪ ［デ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ）］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 NetVault Backup メ デ ィ アで

はな く 、 Oracle ド ラ イブにバッ クア ッ プが送信されます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 本プ ラ

グイ ンはバッ クア ッ プの実行に 「DISK」 チャネルを割り当てます。

▪ ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ し てから、 FRA を

NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャにバッ クア ッ プ）］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、

Oracle ド ラ イブにバッ クア ッ プが送信され、 次に NetVault Backup の ［ターゲッ ト ］ タ ブで指定

し た任意のメ デ ィ アに送信されます。

▪ ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プに成功し たら、 デ ィ スクから フ ァ イル

コ ピーを削除］ ： FRA バッ クア ッ プ ・ タ イプが選択されている場合のみ使用可能です。 選択する

と、 RMAN によ り リ カバリ ・ フ ァ イルがバッ クア ッ プ完了後に FRA から削除されます。 このオプ

シ ョ ンを選択する と、 以下の RMAN コマン ド と同じ結果を生じ ます。

BACKUP BACKUPSET ALL NOT BACKED UP SINCE TIME 'SYSDATE' DELETE INPUT;

このオプシ ョ ンによ り、 ユーザーは高速な リ ス ト アを実現できる と同時に、 要求に適し た メ デ ィ ア格納
先計画を実現する こ とができます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ格納先の計画定義」 を参照し て く だ さい。
Flash Recovery Area を有効にする手順については、 デフ ォル ト 設定の構成の 「Flash Recovery Area 使

用可能」 を参照し て く だ さい。

重要： バックアップにRMANバックアップ方法を使用する場合は、［ターゲット・ストレージ］タ

ブにある［必ずメディアの先頭に書き込む］オプションを選択しないよう注意する必要がありま
す。RMANバックアップ方法では、複数のデータ・ストリームが生成されるため、これらのバック

アップで［必ずメディアの先頭に書き込む］オプションを選択すると、各データ・ストリームは
別々のメディアをターゲットとし、メディアの先頭にバックアップするものと想定してバックアッ
プを行います。

重要： ［NetVault Backupメディア・マネージャへのバックアップに成功したら、ディス

クからファイルコピーを削除］オプションを選択すると、バックアップ・ジョブが失敗して
もFRA内のリカバリ・ファイルがRMANにより削除されます。したがって、［選択したアイ

テムのバックアップが不完全の場合］で選択したオプションに、バックアップ・セーブセッ
トの保持が含まれ、ディスクへのバックアップのリストアが可能であることを確認する必要
があります。 
 
［Oracleデータベースを追加（または編集）する］ダイアログ・ボックスに手動で追加され

た［外部設定ファイル］または［パラメータ・ファイル］に対しては、［ディスクのバック
アップ先（FRAにバックアップ）］を選択できません。サポートされていないのは、FRAが、

Oracleによって管理されるディスクの一部であるからです。［Oracleデータベースを追加

（または編集）する］ダイアログ・ボックスで、手動で入力した［外部設定ファイル］およ
び［パラメータ・ファイル］は、Plug-in for FileSystem機能によってバックアップされます。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
53



4 バッ クア ッ プ ・ タ イプを指定し ます。

▪ フル

▪ レベル 0 増分

▪ レベル 1 差分

▪ レベル 1 累積

▪ アーカ イブ ・ ログ

▪ 複製データベース

▪ Flash Recovery Area （Oracle 10g 以降でのみ使用可能）

▪ ［バッ クア ッ プ完了後に Flash Rec ｃ overy Area から リ カバリ ・ フ ァ イルを削除する］ ： Flash 
Recovery Area バッ クア ッ プ ・ タ イプが選択されている場合のみ使用可能。 選択する と、 バッ ク

ア ッ プ完了後に、 RMAN によ り リ カバリ ・ フ ァ イルが FRA から削除されます。 このオプシ ョ ンを

選択する と、 以下の RMAN コマン ド と同じ結果を生じ ます。

BACKUP RECOVERY AREA DELETE INPUT

BACKUP RECOVERY FILES DELETE INPUT

これらのバッ クア ッ プ ・ タ イプについて詳し く は、 「RMAN によるバッ クア ッ プ計画の定義」 を参照し て

く だ さい。

5 RMAN バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ完了後にアーカ イブ ・ ログを削除する］ ： このオプシ ョ ンでは、 アーカ イブ ・ ログ
をバッ クア ッ プ後に自動的に削除し ます。 これによ り、 これらのログを手動で削除する必要がな
く な り ます。 このオプシ ョ ンは、 デ ィ スク上のアーカ イブ ・ ログを NetVault Backup メ デ ィ ア ・

マネージャにバッ クア ッ プする場合に便利です。 このオプシ ョ ンは、 以下の RMAN コマン ド と同

じ結果を生じ ます。

BACKUP ARCHIVELOG ALL DELETE ALL INPUT;

本プラグインは、ログの各シーケンス・ナンバーをバックアップしてから、バックアップした
ファイルを削除します。REDOログのアーカイブ先が複数ある場合、バックアップしたアーカイ

ブ済みREDOログは、すべてのログのアーカイブ先から削除されます。

重要： 前回のバックアップが、［ディスクのバックアップ先］または［NetVault Backupメディ

ア・マネージャとディスク］オプションを使用して実行されていない場合、Flash Recovery Area
バックアップは失敗します。Flash Recovery Areaバックアップ・タイプのバックアップを実行する

前に、FRAをバックアップ格納先として使用する必要があります。 

 
NetVault Backupで、ディスク（FRAにバックアップ）へのバックアップが行われる場合は、増分

レベル0バックアップ（INCR LVL0）が個別のバックアップ・セットに格納されます。また、初回

の増分レベル1バックアップ（INCR LVL1、差分または累積）では、増分レベル1バックアップ・

コピー・イメージとともに、ベースの増分レベル0バックアップ・コピー・イメージを生成しま

す。それ以降の増分レベル1バックアップでは、必要なレベル1バックアップ・コピー・イメージ

だけが更新生成されます。ディスク（FRAにバックアップ）への増分バックアップの場合、

NetVault Backupは、セレクション・セットに含まれるデータファイルの累積更新コピーを維持す

るために、Oracle推奨バックアップ計画のイメージ・コピー・バックアップ方法を使用します。

ディスクへの増分レベル0バックアップ（FRAへのバックアップ）の場合、NetVault Backupは、

Oracleにバックアップセット・バックアップ・タイプの実行を指示します。

重要： ［バックアップ完了後にアーカイブ・ログを削除する］オプションを使用すると、
バックアップ・ジョブが失敗してもアーカイブ・ログが削除されます。したがって、［選択
したアイテムのバックアップが不完全の場合］で選択するオプションに、バックアップ・
セーブセットの保持が含まれ、アーカイブ・ログのリストアが可能であることを確認する必
要があります。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
54



▪ ［アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ前にその他のログ ・ スイ ッ チを強制実行］ ： このオプシ ョ ンを
選択する と、 次の SQL ステー ト メ ン ト の発行によ ってアーカ イブ REDO ログのバッ クア ッ プが

開始される前に、 別のログ ・ スイ ッ チが実行されます。

ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENT

▪ ［オフ ラ イ ン ・ テーブルスペースをスキッ プする］ ： 本プ ラグイ ンでオフ ラ イ ン ・ テーブルスペー
スを無視し、 バッ クア ッ プから除外する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［読み込み専用テーブルスペースをスキッ プする］ ： 更新後に読み込み専用テーブルスペースを
バッ クア ッ プ し ますが、 以降のバッ クア ッ プではスキッ プ し て、 バッ クア ッ プのサイズを小さ く
する こ とができます。 本プ ラグイ ンで読み取り専用テーブルスペースを無視し、 バッ クア ッ プか
ら除外する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［アクセスできないテーブルスペースをスキッ プする］ ： Oracle 内部のオペレーシ ョ ンによ り、

テーブルスペースがアクセス不可能である と表示される こ とがあ り ます。 た と えば、 データ フ ァ
イルがオペレーテ ィ ング ・ システム ・ レベルで削除されたが Oracle データベース内部で削除され

ていない場合、 または Raw デバイスのマウン ト ・ ポイ ン ト ・ リ ン クがマウン ト 解除された場合、

テーブルスペースはアクセス不可能になる こ とがあ り ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 バッ
クア ッ プ ・ ジ ョ ブに失敗する こ と な く 、 ［NetVault Backup 選択］ ページで選択されたデータベー

スのう ちアクセスできないものをスキッ プできます。

▪ ［アクセスできないアーカ イブ ・ ログをスキッ プする］ ： Oracle 内での操作が原因で、 アーカ イ

ブ ・ ログにアクセスできな く なる場合があ り ます。 た と えば、 アーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルを手
動で移動し た場合や、 その名前を変更し た場合には、 アクセスできな く な り ます。 このオプシ ョ
ンを選択する と、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗する こ と な く 、 NetVault Backup ［選択］ ページ

で選択されているアーカ イブ ・ ログのう ちアクセスできないものをスキッ プできます。

▪ ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグ］ ： バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト のタグ名を作成するには、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。 タグを指定し ない場合、 RMAN はバッ クア ッ プに対し て

TAGYYYYMMDDTHHMMSS 形式のデフ ォル ト ・ タグを作成し ます （制御フ ァ イルの自動バッ ク

ア ッ プは除きます）。 RESTORE コマン ド を実行する と きに、 フ ァ イル名ではな く タグを指定でき

ます。 タグは、 入力時の大文字 / 小文字に関係な く 、 大文字で保存されます。 タグの最大長は 30
バイ ト です。

また、ターゲット・ファイル・システムのファイル名には、サポートされている文字のみを使用
する必要があります。たとえば、ASMでは内部で使用されるハイフン（-）をファイル名に使用で

きません。そのため、バックアップをASMディスク・グループに保存している場合、weekly-
incrementalなどのようにタグ名にハイフンを使用することはできません。

Data Guard環境におけるこのオプションの使用法について詳しくは、「ユーザー定義のバックアッ

プ・タグの作成」を参照してください。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト ご とのフ ァ イル］ ： バッ クア ッ プ情報は、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト と呼ばれ
る論理構造に保存されます。 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト には、 1 つ以上のデータ フ ァ イル、 アーカ イ

ブ REDO ログ、 制御フ ァ イル、 または SPFILE のデータが保持されます。 データ フ ァ イルと アー

カ イブ ・ ログを同じバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に保存する こ とはできません。 デフ ォル ト では、 各
バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト には、 最大 4 つのデータ フ ァ イルまたは最大 16 個のアーカ イブ ・ ログが保

持されます。 ［テーブルスペース とデータ フ ァ イル用］ および ［アーカ イブ ・ ログ用］ の各フ ィ ー
ルド を使用し て、 本プ ラグイ ンが作成する各バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に含める最大フ ァ イル数を指
定し ます。

重複排除を使用している場合、デフォルト値「1」では、本プラグインでバックアップ・プロセス

を特定の順序で完了する必要があります。

設定をゼロ（「0」）に変更すると、本プラグインはバックアップ・セット間でファイルを分配し、

チャネルの使用を最適化します。このとき、バックアップされるファイルの合計数をチャネル数
で割ります。その結果が64未満の場合、各バックアップ・セットにこの値と同じファイル数が分

配されます。64以上の場合、各バックアップ・セットに64ファイルが分配されます。

▪ ［チャネル数］ ： 目的のチャネル数を割り当てる こ とによ り、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ内の並行処理
の度合いを制御できます。 同時に複数のチャネルを割り当てる と、 1 つのジ ョ ブで複数のバッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ ト をパラ レルに読み取り または書き込むこ とができます。 チャネル数は、 ［ターゲッ
ト ］ タ ブで指定し たバッ クア ッ プ ・ デバイスのド ラ イブ数以下に指定し ます。 た と えば、 ター
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ゲッ ト の VTL に 2 つのド ラ イブが設定されている場合、 チャネル数を 2 以下に指定し ます。

［テーブルスペース とデータ フ ァ イル用］ および ［アーカ イブ ・ ログ用］ の各フ ィ ールド を使用し
て、 チャネル数を指定し ます。

▪ ［チャネル速度 （0= 最大）］ ： この設定を使用し て、 バッ クア ッ プに使用するチャネルに対する

ジ ョ ブ固有の RATE を指定し ます。 RATE は、 ALLOCATE CHANNEL コマン ドの一部です。 こ こ

で定義する RATE は、 実際に使用される RATE を決定する訳ではあり ませんが、 転送最大レベル

を定義し ます。 これによ り、 RMAN が帯域幅を過剰に消費し た り、 それが原因によるパフ ォーマ

ンスの低下を防ぐ こ とができます。 ［テーブルスペース とデータ フ ァ イル用］ および ［アーカ イ
ブ ・ ログ用］ フ ィ ールド と その関連単位数を使用し て、 上限を指定し ます。 デフ ォル ト では、 こ
の単位フ ィ ールドは空白で、 B （バイ ト ） 単位で指定し ます。 また、 K （キロバイ ト ）、 M （メ ガバ

イ ト ）、 G （ギガバイ ト ） を選択する こ と もできます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ ピースの最大サイズ （0= 最大）］ ： この設定を使用し て、 バッ クア ッ プに使用す

るチャネルに対し て、 ジ ョ ブ固有のバッ クア ッ プ ・ ピースの最大サイズ （MAXPIECESIZE） を指

定し ます。 特に設定し ていないデフ ォル ト の状態では、 バッ クア ッ プ ・ ピースの最大サイズは無
制限です。 Oracle RMAN で生成されるバッ クア ッ プ ・ ピースのサイズを制限するには、 ［バッ ク

ア ッ プ ・ ピースの最大サイズ （MAXPIECESIZE） ] 設定で上限を設定し ます。 上限を指定するに

は、 ［テーブルスペース とデータ フ ァ イル用］ および ［アーカ イブ ・ ログ用］ フ ィ ールド と、 それ
らに関連付ける単位設定を使用し ます。 単位フ ィ ールド で、 ［G］ （ギガバイ ト ）、 ［M］ （メ ガバイ

ト ）、 ［K］ （キロバイ ト ）、 または ［B］ （バイ ト ） を選択し ます。 たと えば、 バッ ク ア ッ プ ・ ピー

ス ・ サイズを 2GB 以下に制限するには、 値 「2」 を入力し、 [ バッ クア ッ プ ・ ピースの最大サイ

ズ］ オプシ ョ ンで単位 [G] を選択し ます。

▪ ［圧縮バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト と し てバッ クア ッ プ］ ： 「AS COMPRESSED BACKUPSET」 節を

RMAN の BACKUP コマン ド に追加するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。 これに

よ り、 RMAN はバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト のバイナ リ圧縮を実行する こ とができます。 圧縮された

バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト について、 その他リ カバリ中に必要な手順は特にあ り ません。

▪ ［次のバッ クア ッ プ回数後はアーカ イブ ・ ログをバッ クア ッ プ し ない］ ： 指定し た回数のバッ ク
ア ッ プが実行された後にアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プをスキッ プする場合は、 このオプシ ョ
ンを選択し、 バッ クア ッ プが何回実行された後にバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブからアーカ イブ ・ ログを
省略するかを入力し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ < セレ クシ ョ ン > が （数日前よ り） バッ クア ッ プ されていません］ ： このオプシ ョ

ンを選択し て、 中断発生後、 自動的にバッ クア ッ プを再開するよ う 本プ ラグイ ンを強制実行させ
る こ とができます。 さ らに、 日数を指定し て （デフ ォル ト 値は 「1」、 「0 ～ 90」 の範囲で指定）、

最後のバッ クア ッ プ完了時まで さかのぼってチ ェ ッ ク を実行する こ とができます。 この機能は、
バッ クア ッ プが大規模で、 中断が発生しやすい場合に有効です。

6 ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ リ ス ト から、 本プ ラグイ ンに対するデフ ォル ト のア
クシ ョ ンを選択し ます。

複数のアイテムがバッ クア ッ プに含まれている と き、 RMAN が選択されたアイテムのい く つかを正常に

カ タ ログ化し ても、 選択されたアイテムのう ち本プ ラグイ ンで正し く バッ クア ッ プできないアイテムが
ある場合、 本プ ラグイ ンではバッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定できます。 た と えば、 ジ ョ ブに
複数のテーブルスペース と アーカ イブ ・ ログが含まれてお り、 テーブルスペースは正し く バッ クア ッ プ
されたが、 アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プに失敗し た場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブによ って実行する
アクシ ョ ンを指定し ます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい

う ステータ スが返され、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ
ト が作成されます。

メ モ ： Oracle RMAN にデフ ォル ト の設定値を使用するよ う通知するには、 [ バッ クア ッ プ ・

ピースの最大サイズ （0= 最大） ] オプシ ョ ンに 「0」 を入力し ます。 

［バックアップ・ピースの最大サイズ（MAXPIECESIZE）]は、RMAN ALLOCATE CHANNEL
コマンドの節です。「0」以外の値を入力すると、ALLOCATE CHANNELコマンドに

MAXPIECESIZE節が含められます。値「0」を入力すると、RMAN MAXPIECESIZEコマンドか

らMAXPIECESIZE節が除外されます。特に設定していない状態では、バックアップ・ピース

の最大サイズは無制限です。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
56



▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 つま り、 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された と し ても、 セーブ
セ ッ ト は破棄されます。

7 ［RMAN スク リ プ ト の生成］ オプシ ョ ンを設定し ます。

熟練し たデータベース管理者を対象と し た ［RMAN スク リ プ ト の生成］ 機能を使用する と、 WebUI を経

由し て RMAN スク リ プ ト の大部分を生成できます。 その後、 スク リ プ ト を使用する前にスク リ プ ト を編

集し てオプシ ョ ンまたはパラ メ ータ を追加できます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 スク リ プ ト を一か
ら作成し な く ても済むので、 スク リ プ ト の構文エラー、 またはバッ クア ッ プを正し く 実行できない リ ス
ク を最小限に抑える こ とができます。

［フ ァ イルへの RMAN スク リ プ ト 出力］ オプシ ョ ンを選択する と、 本プラグイ ンが自動的に RMAN に送

信する コマン ドが、 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し たデ ィ レ ク ト リ内のフ ァ イルに保存されま
す。 Oracle データベース管理者は、 後で必要に応じ てスク リ プ ト を編集し、 RMAN CLI 経由でスク リ プ

ト を実行できます。 生成された RMAN スク リ プ ト を使用し て実行されるバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブは、

NetVault Backup ジ ョ ブ ・ データベースに格納されます。

［RMAN スク リ プ ト の生成］ 機能では、 以下のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ ［フ ァ イルへの RMAN スク リ プ ト 出力］ ： この機能を使用し て、 その他のオプシ ョ ンを使用可能に

するには、 このオプシ ョ ンを選択し て、 RMAN スク リ プ ト の書き込み先と なる フ ァ イルの名前を

入力し ます。

▪ ［RMAN スク リ プ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： RMAN スク リ プ ト が保存されるデ ィ レ ク ト リの名前を入力

し ます。 ［スク リ プ ト のデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ を生成］ フ ィ ールド のデフ ォル ト は、 本プ ラグ
イ ンの ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定されたデ ィ レ ク ト リ です。 ただ し、 バッ クア ッ プ ・
ジ ョ ブご とにフ ィ ールド を変更する こ と もできます。 RMAN スク リ プ ト の保存先の完全パスは、

［RMAN スク リ プ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ の入力内容と、 ［フ ァ イルへの RMAN スク リ プ ト 出力］

フ ィ ールド に入力されたフ ァ イル名を結合し て作成されます。

▪ ［すでに存在する場合、 格納先フ ァ イルを上書き］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イルがす
でに存在する場合に、 RMAN スク リ プ ト を出力する格納先フ ァ イルを上書きできます。 フ ァ イル

がすでに存在するが、 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 ［RMAN スク リ プ ト の生成］

は失敗し、 出力は既存のフ ァ イルには書き込まれません。 このオプシ ョ ンは、 既存のフ ァ イルの
上書きをはっ き り望んでいる場合にのみ選択し ます。

▪ ［RMAN スク リ プ ト 生成後、 ジ ョ ブを実行］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 指定し たフ ァ イルに

RMAN スク リ プ ト を出力するだけでな く 、 NetVault Backup ジ ョ ブがスケジュールされ実行され

ます。 このオプシ ョ ンの選択を解除する と、 本プ ラグイ ンではスク リ プ ト が生成されるだけで、
データベース管理者はそれを NetVault Backup 以外で編集および実行できます。

▪ ［接続文字列を含めない］ ： 接続文字列に Oracle パスワー ドが含まれている可能性があ り、 フ ァ イ

ルから接続文字列を除外する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する
と、 Oracle パスワー ドが RMAN スク リ プ ト ・ フ ァ イルに含まれな く な り ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。
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［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

Plug-in for FileSystem を使用し た

Oracle ACFS のバッ クア ッ プ
Oracle の自動ス ト レージ管理 （ASM） ク ラス タ ・ フ ァ イル ・ システムは、 非データベース ・ フ ァ イルをサポー

ト するために、 Oracle ASM 機能を拡張し ます。 これらのフ ァ イルには、 Oracle バイナ リ、 ト レース ・ フ ァ イ

ル、 アラー ト ・ ログ、 レポー ト ・ フ ァ イル、 その他のアプ リ ケーシ ョ ン ・ データ ・ フ ァ イルなどが含まれます。

これらの非データベース ・ フ ァ イルは RMAN ではバッ クア ッ プできませんが、 Plug-in for FileSystem を使用し

て、 Oracle ACFS ボリ ュームに保存されたデータ をバッ クア ッ プする こ とができます。

1 ACFS ボリ ュームをマウン ト し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クから もウ ィ ザー ド を開始できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き
設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ま

せん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

4 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページの ［バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト ］ ボ ッ クスにセ ッ ト

の名前を入力し て、 次に Oracle データベース ・ サーバーと し て設定されている NetVault Backup ク ラ イ

アン ト を開きます。

6 プ ラグイ ンのリ ス ト から、 ［Plug-in for FileSystem］ を開きます。

7 ACFS ボリ ュームを選択するか、 ACFS ノ ー ド を開いて必要な項目を選択し ます。

8 残りのバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを適宜設定し ます。

詳し く は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ･ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

9 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

10 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。
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6

Oracle Flashback Database の使用  

• Flashback Database ： 概要

• Flashback Database ステータ スを表示する

• Flashback Database のオプシ ョ ン

• Flashback Database の制約

• 本プ ラグイ ン と Flashback Database を使用し たデータのリ ス ト ア

Flashback Database ： 概要
Oracle 10g で導入された Flashback Database は、 データ フ ァ イルが損なわれていない限り、 Oracle データベー

スで、 論理データの損傷やユーザによ って発生し た問題を修正し た以前の時間に遡る こ とができます。
Flashback Database は、 物理データ フ ァ イルのリ ス ト アを行わないため、 真のメ デ ィ ア ・ リ カバリ ではあり ま

せん。 Flashback Database は、 処理が迅速で簡単なだけでな く 、 データベース全体のリ ス ト アを必要と し ない

ため、 RESTORE および RECOVER コマン ド を使用する方法よ り も、 Flashback Database の方が好まれる場合

があり ます。

Flashback Database について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の

「Configuring Oracle Flashback Database and Restore Points」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログ
Flashback Database は独自のログ ・ メ カニズムを使用し ています。 フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログは、 FRA で生成さ

れて保存されます。 Flashback Database を有効にする と、 代替データ フ ァ イルのデータ ・ ブロ ッ クが、 フ ラ ッ

シュバッ ク ・ ログにコ ピーされます。 これらのデータ ・ ブロ ッ クは、 後でデータ フ ァ イル内容を再構築する時に
使用できます。 フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログは通常の時間間隔で取り込まれるため、 フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログから リ
ス ト ア されたデータ ・ ブロ ッ クは、 目的のターゲッ ト 時間の前に直ちに保存されます。 フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログ
が適用される と、 REDO ログが再度適用され、 ターゲッ ト 時間に リ カバリ を完了し ます。

Flashback Database ステータ スを表示

する
FRA と Flashback Database が有効になっているかど うかを含め、 すでに設定されたデータベースの詳細を表示

するには、 以下の手順を実行し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。
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3 ［Plug-in for Oracle］ をダブル ・ ク リ ッ ク し、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ

ニューから ［詳細を表示］ を選択し ます。

［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスには、 以下の詳細が含まれます。

▪ ［Flash Recovery Area デステ ィ ネーシ ョ ン］ ： FRA が有効な場合の FRA の保存先が表示されま

す。

▪ ［Flashback Database 使用可能］ ： Flashback Database 機能が有効な場合は 「はい」、 無効な場合

は 「いいえ」 が表示されます。

また、 本プ ラグイ ンを使用し たバッ クア ッ プには、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成時の ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト
作成］ ページに、 Flashback Database ノ ー ドが表示されます。 ［Flashback Database］ ノ ー ド では、 リ

ス ト アやリ カバリ ではな く 、 Flashback Database を実行できます。

4 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Flashback Database のオプシ ョ ン
本プ ラグイ ンで Flashback Database を選択する こ とは、 RMAN または SQL の FLASHBACK DATABASE コマ

ン ド を使用する こ と と同等です。

Flashback Database には以下のオプシ ョ ンがあり ます。

• ［指定リ ス ト ア ・ ポイ ン ト まで］ ： データベースを特定のリス ト ア ・ ポイン ト までフ ラ ッ シュ します。 リス ト
ア ・ ポイン トは、 特定時点で名前が付けられ、 フ ラ ッ シュバッ ク ・ ターゲッ ト と して使用できます。 リス ト
ア ・ ポイン ト を作成する場合、 現在の SCN （System Change Number） の名前が付けられます。 2048 までリ

ス ト ア ・ ポイン ト に名前を付けるこ とができ、 「通常 （Normal」）」 または 「保証付き （Guaranteed）」 のい

ずれかになります。 保証付き リス ト ア ・ ポイン ト は Flashback Database に使用されます。

リ ス ト ア ・ ポイ ン ト は CREATE RESTORE POINT コマン ド を使用し て作成できます。 詳し く は、

『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Creating Normal and Guaranteed Restore 
Points」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• ［指定時刻まで］ ： データベースを指定し た時刻の状態に戻し ます。

• ［指定 SCN まで］ ： データベースを指定し た SCN の状態に戻し ます。

• ［指定時刻よ り前］ ： データベースを指定し た タ イムス タ ンプの 1 秒前の状態に戻し ます。

• ［指定 SCN よ り前］ ： データベースを指定し た SCN の直前のシステム変更番号の状態に戻し ます。

• ［指定リ セ ッ ト ・ ログよ り前］ （Oracle 10.2.x 以降のバージ ョ ンでのみ使用可能） ： RESETLOGS が発生

し た直前の SCN にデータベースを戻し ます。

Flashback Database の制約
Flashback Database の選択には 2 つの制約があ り ます。

• データベース全体と Flashback Database ノ ー ド を同時に選択する こ とはできません。 選択する と、 リ ス

ト ア ・ ジ ョ ブが失敗し、 NetVault Backup バイナ リ ・ ログに以下のエラー ・ メ ッ セージが表示されます。

［データベース全体］ と ［Flashback Database］ を同時に選択する こ とはできません。

• ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 パラ メ ータ ・ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 テーブルスペース、
データ フ ァ イルなど、 他のノ ー ド と一緒に Flashback Database を選択する こ とはできません。 選択する

と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗し、 NetVault Backup バイナ リ ・ ログに以下のエラー ・ メ ッ セージが表示さ

れます。

リ ス ト ア選択エラー。 ［Flashback Database］ と個別のデータ フ ァ イルを同時に選択する こ とはできま

せん。
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本プラグイ ン と Flashback Database を

使用し たデータのリ ス ト ア
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

4 セーブセ ッ ト の表から、 RMAN ベースのバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し

ます。

5 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［Flashback Database］ ノ ー ド を選択し ます。

6 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 次に ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

7 ［データベース全体のリ ス ト ア］、 ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］、 ［先にデータベースを強制終
了］ を選択し ます。

8 ［ポス ト ・ リ カバリ］ タ ブで ［リ カバリ後にデータベースを開 く ］ および ［ログの読み書きおよびリ セ ッ
ト ］ を選択し ます。

9 ［Flashback Database］ タ ブで目的の ［Flashback Point Type］ を選択し ます。

た と えば、 ［指定時刻まで］ を選択し、 フ ラ ッ シュバッ ク を行う データベースに時間を入力し ます。

10 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

11 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

12 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

13 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

14 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： Flashback Database を実行するには、 データベースがマウン ト 状態である必要があ り ます。
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7

データのリ ス ト ア

• データのリ ス ト ア と リ カバリ ： 概要

• ユーザー管理リ ス ト アの実行

• その他のユーザー管理リ ス ト ア手順

• RMAN リ ス ト アの実行

• 非 RAC 環境で使用可能な RMAN リ カバリ ・ タ イプ

• RMAN を使用し たその他のリ ス ト ア手順

データのリ ス ト ア と リ カバリ ： 概要
バッ クア ッ プからデータベースのすべてまたは一部を再構築する際には、 通常、 リ ス ト ア と リ カバリ とい う 2 つ

の段階があり ます。 リ ス ト ア とは、 バッ クア ッ プからデータ フ ァ イルのコ ピーを読み込むプロセスです。 また、
リ カバリ とは、 バッ クア ッ プ以降にフ ァ イルに対し て行われた変更をアーカ イブおよびオン ラ イ ン REDO ログ

から再適用し、 データベースを目的の SCN （通常は現在または障害時点の状態） にするプロセスです。

Plug-in for Oracle を使用し てデータのリ ス ト アを正常に実行するには、 使用するバッ クア ッ プ方法に応じ て、 関

連する ト ピ ッ クの手順に従います。

ユーザー管理リ カバリ
ユーザー管理によるバッ クア ッ プ計画を実装する場合、 リ カバリ ・ プロセスを管理する必要があ り ます。 このプ
ロセスには以下のタ スクが含まれます。

• リ カバリの対象を特定する

• プ ラグイ ンを使用し て必要なフ ァ イルを リ ス ト アする

• リ カバリ ・ プロセスを、 一連の SQL*Plus コマン ド を実行し て本プラグイ ンの外で手動で実行する

以降の ト ピ ッ クでは、 ユーザー管理リ カバリ ・ プロセスについて概説し ます。 詳し く は、 『Oracle Database 
Backup and Recovery Advanced User’s Guide』 の 「About User-Managed Restore Operation」 セクシ ョ ンまた

は 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Performing User-Managed Backup and 
Recovery」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• リ カバリが必要なデータ フ ァ イルを特定する

• データ フ ァ イルと アーカ イブ ・ ログのリ カバリ

• 制御フ ァ イルを リ ス ト アする
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リカバリが必要なデータファイルを特定する
メ デ ィ ア障害またはデータ損傷が発生し た場合、 以下の SQL*Plus クエ リ を使用し て、 リ カバリが必要なデータ

フ ァ イルを特定できます。 このコマン ドは、 データベースが OPEN 状態の場合のみ機能し ます。

SELECT FILE#, ERROR, ONLINE_STATUS, CHANGE#, TIME FROM V$RECOVER_FILE;

データファイルとアーカイブ・ログのリカバリ
損傷し たデータ フ ァ イルを識別し たら、 そのデータ フ ァ イルの最後のフル ・ バッ クア ッ プ と、 最後のバッ クア ッ
プから ターゲッ ト のリ カバリ時点までの間に生成されたすべてのアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し
ます。 データ フ ァ イルを リ ス ト アする と、 既存のフ ァ イルはバッ クア ッ プ されたコ ピーで置換されます。 逆に、
アーカ イブ ・ ログを リ ス ト アする場合、 これらのフ ァ イルは元の場所にコ ピーされるため、 リ カバリ ・ プロセス
中もデータベースで使用できます。

損傷し たデータ フ ァ イルおよびアーカ イブ ・ ログのリ カバリ では、 以下の手順を実行し ます。

1 SQL*Plus ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 SYSDBA 権限でデータベースに接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

2 データベースが開いている場合、 以下のコマン ド を使用し て、 リ カバリするすべてのテーブルスペース
を変更し ます。

ALTER TABLESPACE < テーブルスペース名 > OFFLINE;

3 本プ ラグイ ンを使用し て、 損傷し たデータ フ ァ イルを最新のユーザー管理フル ・ バッ クア ッ プ ・ セーブ
セ ッ ト から リ ス ト ア し ます。

データ フ ァ イルを別の場所にリ ス ト アするには、 リ ス ト ア中に新しいパスを指定し ます。

4 本プ ラグイ ンを使用し て、 ユーザー管理フル ・ バッ クア ッ プ以降に完了し たすべてのアーカ イブ ・ ログ
のバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

ログは、 プ ラ イマ リ ・ アーカ イブ先デ ィ レ ク ト リ に リ ス ト ア し ます。 容量に制約がある場合は、 ［名前変
更］ オプシ ョ ンを使用し て、 ログを別のデ ィ レ ク ト リへリ ス ト ア し ます。 詳細は、 「その他のユーザー管
理リ ス ト ア手順」 を参照し て く だ さい。

5 リ ス ト アが完了し たら、 SQL*Plus を使用し て、 リ カバリが必要なすべてのテーブルスペースについて以

下のコマン ド を実行し、 手動で リ カバリ を実行し ます。

RECOVER TABLESPACE < テーブルスペース名 >

6 以下の SQL*Plus コマン ド を使用し て、 リ カバリ したテーブルスペースをオン ラ イ ンにし ます。

ALTER TABLESPACE < テーブルスペース名 > ONLINE;

制御ファイルをリストアする
制御フ ァ イルは、 以下のいずれかの方法で リ カバリ できます。

• 多重化された制御フ ァ イルの失われたコ ピーを リ ス ト アする ： 永久的な メ デ ィ ア障害によ ってデータ
ベースの 1 つ以上の制御フ ァ イルが損傷し、 少な く と も 1 つの制御フ ァ イルがメ デ ィ ア障害による損傷

を受けていない場合に、 この手順を使用し てデータベースを リ カバリ し ます。 詳し く は、 『Oracle 
Database Backup and Recovery Advanced User’s Guide』 の 「Restore Lost Copy of a Multiplexed Control 
File」 セクシ ョ ンまたは 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide for Oracle 11g』 の

「Responding to the Loss of a Subset of the Current Control Files」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• すべての現在の制御フ ァ イルが損失し た後で、 バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アする ： 永久的
な メ デ ィ ア障害によ ってデータベースのすべての制御フ ァ イルが損傷し、 制御フ ァ イルのバッ クア ッ プ
がある場合に、 この手順を使用し て制御フ ァ イルのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。
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すべての現在の制御ファイルの損失後にバックアップから制御ファイルをリストア
する

制御フ ァ イルにアクセスできない場合、 イ ンス タ ンスは開始できますが、 データベースはマウン ト できません。
制御フ ァ イルが使用不可のと きにデータベースをマウン ト し よ う とする と、 以下のエラー ・ メ ッ セージが表示さ
れます。

ORA-00205: 制御フ ァ イル識別エラー。 詳細はアラー ト ・ ログをチ ェ ッ ク し て く だ さい。

制御フ ァ イルがアクセス可能になるまで、 データベースをマウン ト し た り開 く こ とはできません。

本プ ラグイ ンは、 制御フ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト を、 ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダイ

アログ ・ ボ ッ クスで指定された制御フ ァ イルの保存フ ァ イル （フル ・ パス） に保存し ます。 すべての現在の制御
フ ァ イルが失われた場合、 この場所から制御フ ァ イルを コ ピーできます。 制御フ ァ イルの保存フ ァ イル名 （フ
ル ・ パス） のスナ ッ プシ ョ ッ ト を使用できない場合は、 以下の手順に従って、 制御フ ァ イルをバッ クア ッ プから
リ ス ト アできます。

1 本プ ラグイ ンを使用し て、 制御フ ァ イルの最新のバッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。

本プ ラグイ ンは、 制御フ ァ イルの保存フ ァ イル名 （フル ・ パス） に制御フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。 リ
ス ト ア されたフ ァ イルには 「.SAV」 拡張子が付けられます。

2 SQL*Plus ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 SYSDBA 権限でデータベースに接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

3 データベースをシャ ッ ト ダウン し ます。

4 Oracle パラ メ ータ ・ フ ァ イルに指定されている とお り に、 リ ス ト ア されたフ ァ イルの名前を変更し、 指

定の場所にコ ピーし ます。

5 データベースをマウン ト し ます。

STARTUP MOUNT;

6 データ フ ァ イルに保存されている現在の SCN と同じ時点までデータベースを リ カバリするには、 USING 
BACKUP CONTROLFILE コマン ドから リ カバリ を実行し ます。

データ フ ァ イルに保存されている最新の SCN と同じ時点までデータベースを リ カバリするには、 追加の

リ カバリが必要です。 た と えば、 比較的古いバッ クア ッ プから リ ス ト アする場合、 制御フ ァ イルには、
現在のデータ フ ァ イルとは異なる SCN が含まれます。 し たがって、 どのログ ・ シーケンスがアーカ イブ

され、 どのログ ・ シーケンスがアーカ イブ されていないかがわかり ません。

例 ：

RECOVER DATABASE USING BACKUP CONTROLFILE;

制御フ ァ イルのバッ クア ッ プについて詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Advanced 
User's Guide』 の 「Restoring a Backup Control File to the Default Location」 を参照し て く だ さい。

7 リ カバリの完了後、 RESETLOGS オプシ ョ ンを使用し てデータベースを開きます。

ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

RMAN リ カバリ について
RMAN リ カバリ については、 以下の ト ピ ッ ク を確認し ます。

• リ カバリ ・ オペレーシ ョ ンで RMAN バッ クア ッ プを使用するよ う 選択する方法

• 増分バッ クア ッ プまたは REDO ログの選択

• リ ス ト ア ・ ソースの選択

• データ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ

• ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ
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リカバリ・オペレーションでRMANバックアップを使用するよ

う選択する方法
本プ ラグイ ンで RMAN ベースのリ ス ト アを実行する場合、 リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オペレーシ ョ ンは RMAN
自体が実行し ます。 RMAN は RMAN リポジ ト リ内の使用可能なバッ クア ッ プの記録を使用し て、 リ ス ト ア ・ オ

ペレーシ ョ ンに最適なバッ クア ッ プを選択し ます。 この手順によ り、 バッ クア ッ プのリ ス ト ア順序を経験の浅い
担当者が特定する必要がな く なるため、 リ カバリ ・ プロセス全体が簡略化されます。

増分バックアップまたはREDOログの選択

リ カバリ目的を果たすために、 リ ス ト ア されたデータ フ ァ イルに増分バッ クア ッ プを適用するか、 REDO ログを

適用するかを RMAN で選択できる場合、 常に増分バッ クア ッ プが選択されます。 重複し たレベルの増分バッ ク

ア ッ プが使用可能な場合、 RMAN は対象期間が最も長いものを自動的に選択し ます。

RMAN は使用可能なバッ ク ア ッ プから必要なデータ フ ァ イルを自動的に リ ス ト ア し、 可能な場合は増分バッ ク

ア ッ プをデータ フ ァ イルに適用し、 その後アーカ イブ ・ ログを適用し ます。

リストア・ソースの選択
FRA が使用可能な場合、 本プ ラグイ ンによ り、 要求に適し た メ デ ィ ア格納先の計画を定義する こ とができ、

［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブの ［バッ クア ッ プ格納先］ オプシ ョ ンを指定する こ とによ り、 高速な リ ス ト
アを実現する こ とができます。 このオプシ ョ ンで、 バッ クア ッ プの格納先を選択できます。 これには、 以下のも
のが含まれます。

• NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ

• デ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ）

• NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ し てから、 FRA を NetVault 
Backup メ デ ィ アにバッ ク ア ッ プ）

本プ ラグイ ンには、 リ ス ト ア ・ プロセス中に リ ス ト ア元または RMAN がリ ス ト ア元と し て使用する場所を定義

するオプシ ョ ンが用意されています。 このオプシ ョ ンによ り、 FRA または NetVault Backup メ デ ィ アから

RMAN リ ス ト アを確実に実行する こ と で高速な リ ス ト アを実現できます。 このオプシ ョ ンでは、 以下の操作を

実行できます。

• バッ クア ッ プがデ ィ スク ・ ベースのメ デ ィ ア、 VTL およびテープのよ う な NetVault Backup メ デ ィ アで

有効化されている場合でも FRA から リ ス ト アを実行する。

• FRA がメ デ ィ ア障害やデータ損傷を持つ疑いがあるが RMAN が FRA からのリ ス ト アに対処できないこ

とによ り リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスの再起動を危険にさ ら し た く ない場合においても、 NetVault 
Backup メ デ ィ アから リ ス ト アを実行する。

さ らに、 デ ィ スクにチャネルを割り当てる こ と でデ ィ スクへの CLI ベースのバッ クア ッ プを実行したが、 本プラグ

インを使用し て リ ス ト アを実行したいとい う場合にも、 同様の ［復元のコ ピー元］ オプシ ョ ンが使用可能です。

以下の ［復元のコ ピー元］ オプシ ョ ンが使用可能です。

• ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 RMAN が 「SBT_TAPE」

チャネルを開き、 NetVault Backup 管理下にあ り、 ［ターゲッ ト ］ タ ブの ［デバイス ・ オプシ ョ ン］ で指

定されたバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アからバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを読み込みます。 FRA のバッ クア ッ プ格

納先が実装されていない場合や、 すべてのバッ クア ッ プ用に NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャが

バッ クア ッ プ格納先と し て選択されている場合にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

• ［デ ィ スク （FRA またはデ ィ スクから リ ス ト ア）］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 RMAN はデ ィ スク ・

デバイス ・ タ イプのみを開き、 FRA からバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを リ ス ト アするか、 RMAN のデ ィ ス

ク ・ デバイス ・ タ イプを設定中に指定された OS 特有のデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト ア し ます。 このオプシ ョ ン

はデフ ォル ト です。
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• ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （NetVault Backup メ デ ィ アおよび FRA （または

デ ィ スク） から リ ス ト ア）］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 RMAN は 「SBT_TAPE」 チャネルとデ ィ ス

ク ・ チャネルを開き、 リ カバリ ・ フ ァ イル用に最適なソースを柔軟に選択する こ とができます。 バッ ク
ア ッ プ格納先に ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク］ オプシ ョ ンを含む場合、 または

異なるスケジュールで Flash Recovery Area バッ クア ッ プを実行中に、 FRA に リ カバリ ・ フ ァ イルの

バッ クア ッ プを格納するよ う選択し ている場合にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

データファイル・メディア・リカバリ
データ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ とは、 オン ラ イ ン ・ ログ、 アーカ イブ REDO ログ、 または増分バッ ク

ア ッ プを リ ス ト ア されたデータ フ ァ イルに適用し て、 最新または指定された特定時点の状態に更新する こ と で
す。 データ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ （一般にリ カバリ と言います） は、 完全な リ カバリ または特定時点
（PIT） リ カバリ （不完全リ カバリ と も言います） のいずれかです。 PIT リ カバリは、 テーブルの削除といった

ユーザー ・ エラーや、 ある時点まで気付かなかった論理的な損傷などによ って引き起こ されるデータ損失に対す
る対処法の 1 つです。

完全リカバリとPoint-in-Time（PIT）リカバリの比較

完全リ カバリ では、 コ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンを失う こ と な く 、 データベースを最新の状態に リ カバリ し
ます。 一方、 PIT リ カバリ では、 データベースを特定時点の状態に リ カバリする こ とができます。 本プラグイ ン

は、 時間、 ログのシーケンス番号、 またはシステム変更番号に基づ く PIT リ カバリ をサポー ト し ています。 現時

点で本プ ラグイ ンがサポー ト し ている PIT リ カバリは、 データベースの PIT リ カバリ (DBPITR) のみです。

• システム変更番号 （SCN） に基づ く ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ ： PIT リ カバリの実行時に SCN
が指定された場合、 RMAN は、 指定された SCN まで リ カバリ し ます （ただ し、 その SCN は含みませ

ん）。 た と えば、 SCN 1000 が指定された場合、 SCN 999 までのリ カバリが実行されます。

• ログのシーケンスナンバー （LSN） に基づ く ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ ： データ損傷または障

害の正確な発生時刻が不明の場合、 ターゲッ ト SCN が含まれるログのシーケンス ・ ナンバーを指定する

こ とが有効な手段と な り ます。 RMAN は、 指定されたログによ って リ カバリ を実行し ます。

V$LOG_HISTORY を照会し てアーカ イブ されたログを表示し、 適切なログのシーケンス番号と スレ ッ ド

を特定できます。

• 時間に基づ く ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ ： 時間に基づ く PIT リ カバリは、 データの損傷時刻が

分かっている場合に便利です。 た と えば、 開発者が午前 6:00 にテーブルを削除し た場合、 中止時刻を午

前 05:55 に設定し て PIT リ カバリ を実行できます。 本プ ラグイ ンは、 指定された時刻まで リ カバリ し ま

す （ただ し、 その時刻は含みません）。

PIT リ カバリ およびデータベース ・ イ ン カネーシ ョ ンについて詳し く は、 『Oracle Database Backup and 
Recovery Basics』 の 「Performing Database Point-In-Time Recovery」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

ブロック・メディア・リカバリ
ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリは、 Oracle Enterprise Edition のみで使用可能な機能です。 この機能は、 データ

フ ァ イル全体のリ ス ト アやリ カバリ ではな く 、 損傷し たブロ ッ クのみを リ カバリするため、 ダウン タ イムを短縮
できます。 ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリは、 関与するブロ ッ クが少数でその数がわかっている物理的破損の問
題に対し て特に有効です。 ブロ ッ ク レベルのデータ ・ ロスは、 通常、 広範囲なデータ ・ ロスは引き起こ さ ない断
続的でラ ンダムな I/O エラーや、 破損し た メ モ リがデ ィ スクに書き込まれる こ とが原因で発生し ます。 ブロ ッ

ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリは、 データ ・ ロスまたは破損の程度が不明で、 データ フ ァ イル全体のリ カバリが必要な
場合には適し ていません。 このよ う な場合は、 データ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリが最適です。

ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を使用し て、 データ フ ァ イル内の 1 つ以上の破損し たデータ ・ ブロ ッ ク を リ カバ

リ できます。 ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ には、 データ フ ァ イルのメ デ ィ ア ・ リ カバリ にはない次のよ う な メ
リ ッ ト があり ます。

• リ カバリが必要なブロ ッ クのみがリ ス ト アおよびリ カバリ されるため、 平均リ カバリ時間 （MTTR） が小

さ く な り ます。

• リ カバリ中、 影響を受けるデータ フ ァ イルをオン ラ イ ンのままにし てお く こ とができます。
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ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を使用し ないと、 1 つのブロ ッ クが破損し た場合でも、 データ フ ァ イルをオフ ラ

イ ンにし てバッ クア ッ プからデータ フ ァ イルを リ ス ト アする必要があ り ます。 バッ クア ッ プの作成後にデータ
フ ァ イルに対し て生成されたすべての REDO ログを適用する必要があり ます。 メ デ ィ ア ・ リ カバリが完了する

まで、 フ ァ イル全体が使用不可と な り ます。 ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を使用する と、 実際に リ カバリ され
ているブロ ッ クのみがリ カバリ中に使用不可と な り ます。

前提条件

Oracle Enterprise Edition を実行し ている こ とに加え、 Oracle は以下の前提条件を満たす必要があ り ます。 これ

らは 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Performing Block Media Recovery」 セクシ ョ

ンで定義されています。

• ターゲッ ト ・ データベースが ARCHIVELOG モー ド で実行されてお り、 現在の制御フ ァ イルを使用し て

オープンまたはマウン ト されている必要があり ます。

• ターゲッ ト ・ データベースをス タ ンバイ ・ データベースにする こ とはできません。

• 破損ブロ ッ クが含まれているデータ フ ァ イルのバッ クア ッ プは、 プロキシ ・ コ ピーではな く 、 フル ・
バッ クア ッ プまたはレベル 0 増分バッ クア ッ プである必要があ り ます。

• RMAN は、 リ カバリ にアーカ イブ REDO ログのみを使用できます。 RMAN は、 レベル 1 の増分バッ ク

ア ッ プを使用できません。 ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ では、 アーカ イブ REDO ログが欠落し ている

か、 またはアクセスできない場合はリ カバリ を実行できません。 ただ し、 REDO レ コー ドが欠落し てい

る場合はリ カバリ を実行できる場合もあり ます。

• フ ラ ッ シュバッ ク ・ ログで破損ブロ ッ クの完全な状態に近いコ ピーを検索するには、 Flashback 
Database が RMAN のターゲッ ト ・ データベースで有効になっている必要があ り ます。 破損し ていない

古いバージ ョ ンの破損ブロ ッ クが含まれている場合にフ ラ ッ シュバッ ク ・ ロギングが有効になっている
と、 RMAN は、 それらのブロ ッ ク を使用し、 リ カバリ に必要な時間を短縮できます。

破損ブロックの識別

V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTION ビ ューに、 RMAN コマン ド、 ANALYZE、 SQL 問い合わせなどのデー

タベース ・ コ ンポーネン ト によ って破損ブロ ッ ク と マーク されたブロ ッ クが表示されます。 物理的な破損 （メ
デ ィ ア破損と も呼ばれる） が、 このビ ューに行と し て追加されます。 た と えば、 データベースが認識し ないブ
ロ ッ ク、 チ ェ ッ クサムが無効、 ブロ ッ クの内容がすべて 0 （ゼロ）、 ブロ ッ ク ・ ヘ ッ ダーの破損などです。

V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTION ビューでのレポー ト に加えて、 ブロ ッ ク破損は次の場所に表示されます。

• LIST FAILURE、 VALIDATE または BACKUP ... VALIDATE コマン ド の結果

• 標準出力のエラー ・ メ ッ セージ

• Oracle アラー ト ・ ログ

• ユーザー ・ ト レース ・ フ ァ イル

• SQL コマン ド ANALYZE TABLE および ANALYZE INDEX の結果

• DBVERIFY ユーテ ィ リ テ ィ の結果

• NetVault Backup など、 サー ド ・ パーテ ィ のメ デ ィ ア管理の出力

た と えば、 ユーザー ・ ト レース ・ フ ァ イルに次のメ ッ セージが表示される場合があ り ます。

ORA-01578 ： Oracle データ ・ ブロ ッ クに障害が発生し ま し た （フ ァ イル番号 7、 ブロ ッ ク番号 3）

ORA-01110 ： データ フ ァ イル 7 ： '/oracle/oradata/trgt/tools01.dbf'

ORA-01578 ： Oracle データ ・ ブロ ッ クに障害が発生し ま し た （フ ァ イル番号 2、 ブロ ッ ク番号 235）

ORA-01110 ： データ フ ァ イル 2 ： '/oracle/oradata/trgt/undotbs01.dbf'
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ユーザー管理リ ス ト アの実行
Plug-in for Oracle を使用し たバッ クア ッ プは、 以下の手順が含まれています。

• リ カバリ対象データベースの準備

• リ ス ト ア対象データの選択

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

• データベースのリ カバリ

• データベースを開 く

リ カバリ対象データベースの準備
選択し たテーブルスペースを リ ス ト アするために、 Oracle データベース全体をオフ ラ イ ン状態にする必要はあ

り ませんが、 リ ス ト アの実行前に、 リ ス ト アする各テーブルスペースをオフ ラ イ ンにする必要があ り ます。

1 SQL*Plus ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 SYSDBA 権限でデータベースに接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

2 データベースが開いている場合、 以下のコマン ド を実行し て、 損傷し たデータ フ ァ イルが含まれるすべ
てのテーブルスペースをオフ ラ イ ンにし ます。

ALTER TABLESPACE < テーブルスペース名 > OFFLINE IMMEDIATE;

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト でこのリ ス ト は、 セーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

バッ クア ッ プ対象と し て選択されたアイテムに応じ て、 セーブセ ッ ト には以下のものが含まれます。

▪ ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］

▪ ［全テーブルスペース］

▪ ［バッ クア ッ プ制御フ ァ イル］

▪ ［アーカ イブ ・ ログ］

7 利用可能なアイテムを開いて、 リ ス ト アに含めるデータ を選択し ます。

メ モ ： ユーザー管理リ ス ト アでは、 その他のオプシ ョ ンを設定する必要はあ り ません （［リ ス ト ア ・
オプシ ョ ン］ タ ブにはフ ィ ールドが表示されません）。
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ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

データベースのリ カバリ
データ フ ァ イルのリ ス ト ア後、 データベース、 テーブルスペース、 またはデータ フ ァ イルを リ カバリ できます。

1 SQL*Plus ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 SYSDBA 権限でデータベースに接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

2 必要な結果に応じ て、 以下のいずれかのコマン ド を実行し ます。

▪ データベース全体を リ カバリする場合 ：

RECOVER DATABASE;

▪ 特定のテーブルスペースを リ カバリする場合 ：

RECOVER TABLESPACE < テーブルスペース名 >

▪ 特定のデータ フ ァ イルを リ カバリする場合 ：

RECOVER DATAFILE '< データ フ ァ イル名と フル ・ パス >';

メ デ ィ アのリ カバリが完了する と、 データベースから通知されます。

Media recovery complete.

データベースを開 く
リ カバリの終了後、 SQL*Plus プロンプ ト で以下のコマン ド を実行し て、 データベースを開きます。

ALTER DATABASE OPEN;

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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その他のユーザー管理リ ス ト ア手順
ユーザー管理によるバッ クア ッ プ方法では、 Plug-in for Oracle で リ ス ト ア中に制御フ ァ イル、 データ フ ァ イル、

アーカ イブ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リ または個々のアーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルの名前を変更できます。 フ ァ イル名
の変更は、 既存のバージ ョ ンを上書き し た く ない場合やフ ァ イルのコ ピーを作成する場合に便利です。 また、 プ
ラグイ ンでのリ ス ト ア中に、 フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リ に移動する こ と もできます。

以下の ト ピ ッ クでは、 その他のユーザー管理リ ス ト アについて、 また利用できるその他の機能に関する情報を説
明し ています。

• 制御フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 または個々のアーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルの名前変更 / 移動

• アーカ イブ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リの名前変更または移動

制御フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 または個々の
アーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルの名前変更 / 移動

1 「リ カバリ対象データベースの準備」 の手順を完了し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト の表から、 適切な項目を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 名前変更または再配置の対象と なる項目を ク リ ッ ク し、 コ ンテ
キス ト ・ メ ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

5 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 適切な情報を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ ［名前変更］ ： 新しい名前を入力し ます。

▪ ［再配置］ ： 新しいパスを入力し ます。

アイテムでは、 名前および場所情報が括弧内に表示されます。

6 新しいまたは現在の場所にある同名の既存のフ ァ イルを上書きする場合は、 以下の手順に従います。

a ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［既存フ ァ イルの上書きを許可］ を選択し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

7 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説明に従い、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

重要： ユーザー管理バックアップをRawデバイスにリストアする場合、データの名前変更はサポートされ

ません。このオプションは、ユーザー管理バックアップをファイル・システム・ストレージにリストアす
る場合のみ利用可能です。

重要： リストア・ジョブの実行中に個々のアーカイブ・ログ・ファイルの名前を変更する場合、
SET AUTORECOVERY OFFを使用してメディア・リカバリを実行し、変更後のアーカイブ・ログ・

ファイル名を手動で入力します。
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アーカ イブ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リの名前変更また
は移動
アーカ イブ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リの名前を変更する と、 すべてのアーカ イブ ・ ログが指定されたデ ィ レ ク ト リ に
リ ス ト ア されます。

1 「リ カバリ対象データベースの準備」 の手順を完了し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト の表から、 適切な項目を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 名前変更または再配置の対象と なるアーカ イブ ・ ログ ・ デ ィ レ
ク ト リ を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

5 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 適切な情報を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ ［名前変更］ ： 新しい名前を入力し ます。

▪ ［再配置］ ： 新しいパスを入力し ます。

アイテムでは、 名前および場所情報が括弧内に表示されます。

6 新しいまたは現在の場所にある同名の既存のフ ァ イルを上書きする場合は、 以下の手順に従います。

a ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［既存フ ァ イルの上書きを許可］ を選択し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

7 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説明に従い、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

RMAN リ ス ト アの実行
Plug-in for Oracle を使用し た標準の RMAN リ ス ト アには、 以下の手順が含まれます。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト でこのリ ス ト は、 セーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。

重要： 必要なアーカイブREDOログ・ファイルの一部またはすべてを別の場所にリストアする場

合、メディア・リカバリ前に、SQL*PlusでSETステートメントにLOGSOURCEパラメータを指定

して、場所を指定する必要があります。
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以下の表に、 バッ クア ッ プ ・ タ イプご との識別子を示し ます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［データベース全体］ ノ ー ド と、 バッ クア ッ プ対象と し て選択
されたアイテムに応じ てその他のノ ー ドが表示されたら、 目的のアイテムを選択し ます。

▪ ［データベース全体］ ： データベース全体のリ ス ト アまたはリ カバリ （あるいはその両方） を実行
する場合は、 このノ ー ド を選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 SCN、 LSN、 または時間

に基づ く DBPITR を実行し、 データベースを必要な時点まで再構築できます。

［全テーブルスペース］ノードまたはすべてのデータファイルおよびテーブルスペースを選択する
ことと、このノードを選択することは同じではありません。

▪ ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ ： ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］ ダイアログ ・ ボ ッ

クスで ［制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する］ オプシ ョ ンが選択解除されている場合の
み有効です。

パラメータ・ファイルをリストアする場合、リストアするパラメータ・ファイルの特定バージョ
ンが保持されているバックアップを選択します。たとえば、パラメータ・ファイルを毎週日曜日
の午後11時にバックアップするとします。今日が木曜日で、パラメータ・ファイルを火曜日の午

後6時の状態にリストアする必要がある場合、火曜日の午後6時より前に実行された最後のバッ

クアップ、つまり日曜日の夜11時のバックアップからパラメータ・ファイルを選択します。

▪ ［SPFILE］ ： リ ス ト アでは、 バッ ク ア ッ プ ・ コ ンテンツに SPFILE のバッ クア ッ プが含まれている

場合に、 ［SPFILE］ ノ ー ド を リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ンで使用できます。 選択し た場合は、 RMAN
コマン ド （RESTORE SPFILE コマン ド） を使用し て、 SPFILE がリ ス ト ア されます。

制御ファイルの損失とは異なり、SPFILEを損失しても、Oracleインスタンスが即座に実行を中止

することはありません。Oracleインスタンスはシャットダウンされずにそのまま動作を続ける可

能性があります。バックアップしたSPFILEは、別の場所にリストアできます。Oracleインスタン

スのシャットダウン後に、リストアしたSPFILEを使用してOracleインスタンスを再起動するか、

リストアしたSPFILEをデフォルトの場所にコピーした後、Oracleインスタンスを再起動します。

▪ ［制御フ ァ イル］ ： このノ ー ド を これ以上開 く こ とはできません。 また、 リ カバリ ・ カ タ ログを使
用し ていない場合、 WebUI から制御フ ァ イルを リ ス ト アする こ とはできません。 ［リ カバリ ・ カ

バックアップ・タイプ バックアップ・タイプ識別子

RMANフル・データベース RMAN FULL DB

RMANのLevel 0増分 RMAN INCRMTAL LVL 0

RMAN累積増分 RMAN CUML INCRMTAL

RMAN差分増分 RMAN DIFF INCRMTAL

RMANアーカイブ・ログ RMAN ARCHIVE LOG

RMAN制御ファイルおよびパラメータ・ファイル RMAN CTRL PARM

RMAN Flash Recovery Area RMAN FRA

RMAN複製データベース RMAN DUPL DB

その他のRMANバックアップ RMAN Backup

メ モ ： 使用中の SPFILE （た と えば、 データベースが SPFILE を使用し て開始されている場

合） を上書き し て SPFILE を リ ス ト アする こ とはできません。 ただし、 別の場所に リ ス ト ア

する こ とはできます。 NetVault Backup の ［リ ス ト ア変更］ 機能を使用し、 SPFILE のリ ス

ト ア先の完全パス （完全デ ィ レ ク ト リ ・ パスおよびフ ァ イル名） を入力し ます。
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タ ログ］ タ ブで ［カ タ ログの使用］ を有効にし ていない場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに制御フ ァ イル
を含めよ う とする と、 リ ス ト アが失敗し ます。

手動バックアップから制御ファイルをリストアする場合、必要な制御ファイルの特定バージョン
が含まれるバックアップを選択します。たとえば、制御ファイルの手動バックアップを毎晩11時

に実行するとします。今日が木曜日で、制御ファイルを火曜日の午後6時の状態にリストアする

必要がある場合、火曜日の午後6時より前に実行された最後のバックアップ、つまり月曜日の夜

11時のバックアップから制御ファイルを選択します。

▪ ［全テーブルスペース］ ： 全テーブルスペースのリ ス ト アを実行する場合に、 このノ ー ド を選択し
ます。 RMAN RESTORE DATAFILE コマン ド ですべてのテーブルスペースが連続的にリ ス ト ア さ

れます。 全テーブルスペースのリ ス ト アの実行には、 MOUNT 状態にできるデータベースが必要

です。

▪ [ 個々のデータ フ ァ イル / テーブルスペース ] ： ［全テーブルスペース］ ノ ー ド を開き、 リ ス ト アに

使用可能なテーブルスペースを表示させます。 テーブルスペースを個別または複数選択する こ と
も、 テーブルスペース ・ ノ ー ド を開いてテーブルスペースを個別に選択する こ と も可能です。 個
別のテーブルスペースまたはデータ フ ァ イルのリ ス ト アには、 リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセ
ス中に 「OFFLINE」 にできるテーブルスペースが必要です。

▪ ［外部設定フ ァ イル］ ： このノ ー ド を展開し て、 リ ス ト アに使用できる Oracle ネ ッ ト ワーク設定

フ ァ イルおよび Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルを表示できます。 このノ ー ド を選択し て、 使用可能

なすべての外部設定フ ァ イルを リ ス ト アするか、 またはノ ー ド を開いて個別のフ ァ イルを選択し
ます。 本プ ラグイ ンは、 Plug-in for FileSystem 機能を使用し て、 Oracle ネ ッ ト ワーク設定フ ァ イ

ルおよび Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。

リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
この手順では、 完全リ カバリ と PIT リ カバリのどち ら を実行するかを指定し、 その他のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを

設定し ます。

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し た後、 以下の ト ピ ッ ク
に記載されている手順に従います。

• バッ クア ッ プ ・ ピースの内容表示

• プレ リ ス ト アおよびリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• リ カバリ ・ オプシ ョ ンの設定

• ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ ・ オプシ ョ ンの設定

• ポス ト ・ リ カバリ ・ オプシ ョ ンの設定

• 格納先の詳細

• リ カバリ ・ カ タ ログの詳細設定

• ク ローン ・ データベース ・ オプシ ョ ンの設定

• RMAN スク リ プ ト の生成オプシ ョ ンの設定

バックアップ・ピースの内容表示
続行する前に、 選択し たバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に含まれる さ まざまなバッ クア ッ プ ・ ピースの内容を表示できま
す。 各ピースに何が含まれているか、 バッ クア ッ プの開始および終了時刻、 データ フ ァ イル名、 SCN 範囲 （上

限 SCN と下限 SCN）、 およびアーカ イブ REDO ログのシーケンス番号を確認できます。 これらの詳細は、 最初

のタ ブ ［バッ クア ッ プ ・ コ ンテンツ］ に表示されます。

プレリストアおよびリストア・オプションの設定
続行するには ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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• ［プレ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ： このオプシ ョ ンによ り、 本プ ラグイ ンのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ中に、 リ ス ト
ア ・ プロセス用にデータベースまたはテーブルスペースを自動的に準備する こ とができます。

▪ ［データベース全体のリ ス ト ア］ ： このオプシ ョ ンは、 データベース全体を リ ス ト アする場合に選
択し ます。

▪ ［テーブルスペース / データ フ ァ イルのリ ス ト ア］ ： このオプシ ョ ンは、 個々のまたは複数のテー

ブルスペースまたはデータ フ ァ イルを リ ス ト ア し ている場合に選択し ます。

▪ ［リ ス ト アの前にデータベースを NOMOUNT モー ド で起動する］ ： 制御フ ァ イルを リ ス ト アする場

合、 データベースが NOMOUNT 状態である こ とが必要です。 RMAN run ブロ ッ ク を実行する前

に、 本プ ラグイ ンでデータベースを自動的に NOMOUNT 状態にする場合、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。

▪ ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ ： データベース全体または全テーブルスペースのリ ス ト
アを実行する場合、 データベースは MOUNT 状態である必要があ り ます。 リ ス ト アおよびリ カバ

リの前に、 本プ ラグイ ンで自動的にデータベースをマウン ト する場合、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 ジ ョ ブが失敗し ないよ う にするため、 リ ス ト
ア ・ ジ ョ ブの送信前にデータベースを手動で MOUNT 状態にする必要があ り ます。

▪ ［先にデータベースを強制終了］ ： ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ が選択されている場合
のみ使用可能です。 データベースが OPEN 状態の場合、 データベースが MOUNT 状態で開かれる

前にシャ ッ ト ダウンする必要があり ます。 データベースを MOUNT 状態で起動する前に、 本プラ

グイ ンで自動的に SHUTDOWN ABORT コマン ド を実行し たい場合は、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。 このオプシ ョ ンが選択されておらず、 ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ オプシ ョ ン
が選択されている場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの送信前にユーザーによ りデータベースを手動で
シャ ッ ト ダウン し ないと、 このリ ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗し ます。

▪ ［リ ス ト アを行う前に、 リ ス ト ア対象のテーブルスペースをオフ ラ イ ンにし ます］ ： 個々のテーブ
ルスペースまたはデータ フ ァ イルを リ ス ト アする場合、 リ ス ト アの実行前にテーブルスペースをオ
フ ラ インにする必要があり ます。 本プラグイ ンで リ ス ト ア対象の各テーブルスペースに対し て自動
的に ALTER TABLESPACE OFFLINE コマン ド を実行するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ： これらは、 Oracle のリ ス ト ア と リ カバリ ・ プロセスのリ ス ト ア手順に関する

オプシ ョ ンです。

▪ ［リ ス ト ア完了後に、 リ ス ト ア対象のテーブルスペースをオン ラ イ ンにし ます］ ： 個々のテーブル
スペースおよびデータ フ ァ イルを リ ス ト アする場合、 リ ス ト アおよびリ カバリ完了後にテーブル
スペースをオン ラ イ ン状態に戻す必要があ り ます。 選択し たテーブルスペースを リ ス ト アおよび
リ カバリ し た後に、 本プ ラグイ ンで自動的に ALTER TABLESPACE ONLINE コマン ド を実行する

には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 ［リ カバリ を実行する］ が選択されてい
るかど うかに関わらず、 選択されたテーブルスペースのリ カバリ を強制的に実行し ます。

▪ ［RECOVR TABLESPACE 節を含める （推奨）］ ： ［リ ス ト ア完了後に、 リ ス ト ア対象のテーブルス

ペースをオン ラ イ ンにし ます］ オプシ ョ ンを選択する と、 このオプシ ョ ン もデフ ォル ト で選択さ
れます。 これによ り、 テーブルスペースがリ カバリ に含まれオン ラ イ ンにな り ます。 テーブルス
ペースを手動で リ カバリ し たい場合はこのオプシ ョ ンを選択解除し ます。

▪ ［読み取り専用データ フ ァ イルを確認し て、 必要に応じ て リ ス ト ア し ます］ ： リ ス ト アで読み取り
専用データ フ ァ イルを含める場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 読み取り専用フ ァ イルは、
完全リ カバリ に必要な場合のみ含められます。 これらのフ ァ イルが損傷し ていない場合は、
RMAN によ って除外されます。

▪ ［チャネル数］ ： 目的のチャネル数を割り当てる こ とによ り、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ内の並行処理の度
合いを制御できます。 同時に複数のチャネルを割り当てる と、 1 つのジ ョ ブで複数のバッ クア ッ

プ ・ セ ッ ト をパラ レルにリ ス ト アできます。 チャネル数は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに指定された
チャネル数以下にする必要があり ます。

▪ ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグから リ ス ト ア / リ カバリ］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 タグ

名を入力し て、 ど こからバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を リ ス ト アするかを選択し ます。 このオプシ ョ ン
を選択する こ とは、 RMAN のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ン FROM TAG="< タグ名 >" と同等です。 この

オプシ ョ ンは、 利用可能な最新のバッ クア ッ プまたはフ ァ イル ・ コ ピーでのデフ ォル ト の RMAN
リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ンよ り優先されます。 また、 自動セレ クシ ョ ンの対象を入力し た タグで作
成されたバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト またはフ ァ イル ・ コ ピーに限定し ます。 複数のバッ クア ッ プ ・
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セ ッ ト またはフ ァ イル ・ コ ピーに一致する タグがある場合、 RMAN は最新のバッ クア ッ プ ・ セ ッ

ト またはフ ァ イル ・ コ ピーを選択し ます。 タグ名では大文字と小文字は区別されません。

▪ ［復元のコ ピー元］ ： RMAN がリ ス ト ア元と し て使用する場所を選択し ます。 これによ り、 バッ ク

ア ッ プがデ ィ スク ・ ベースのメ デ ィ ア、 VTL、 またはテープのよ う な NetVault Backup メ デ ィ アで

有効な場合でも、 FRA からの RMAN リ ス ト アを確実にする こ とによ り、 高速な リ ス ト アを実行で

きます。

また、FRAがメディア障害やデータ損傷を持つ疑いがある場合でも、［リストア元］オプションは

NetVault Backupメディア（ディスク・ベースのメディア、VTLまたはテープ）からのRMANリス

トアを確実に実行します。このオプションは、RMANがFRAからのリストアに対処できない結果、

リストアおよびリカバリ・プロセスの再起動を危険にさらしたくない場合に有効です。

さらに、当初ディスクにチャネルを割り当てて、ディスクへのCLIベースのバックアップを実行

した場合でも、これらと同様のオプションが使用可能です。

以下の［復元のコピー元］オプションが使用可能です。

▫ NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ

▫ デ ィ スク （FRA またはデ ィ スクから リ ス ト ア）

▫ NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （NetVault Backup メ デ ィ アおよび

FRA （またはデ ィ スク） から リ ス ト ア）

詳細は、「リストア・ソースの選択」を参照してください。

▪ ［リ ス ト ア検証］ ： データ を リ ス ト アせずに、 リ ス ト ア検証を実行し ます。 本プ ラグイ ンは、
RMAN に、 使用可能な既存のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を選択し、 それが選択し たオペレーシ ョ ン

（データベース全体のリ ス ト アまたは 1 つのテーブルスペースのリ ス ト アなど） に適切である こ と

を確認するよ う に指示し ます。 この手順によ り、 必要なバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が破損し ておらず
使用可能である こ とが確認されます。 以下の ［リ ス ト ア検証］ オプシ ョ ンが使用可能です。

▫ ［リ ス ト ア検証のみ］ ： このオプシ ョ ンを選択し た場合は、 リ ス ト ア検証だけが実行されま
す。

▫ ［検証がエラーな し で完了し た場合にリ ス ト ア実行］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 ［リ ス ト
ア検証］ がエラーな し で終了し た場合に、 実際のリ ス ト アが実行されます。

リカバリ・オプションの設定
本プ ラグイ ンは、 以下のタ イプのデータ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ をサポー ト し ています。 データベースの
完全および不完全リ カバリ について詳し く は、 「データ フ ァ イル ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ」 を参照し て く だ さい。

• 個々のデータ フ ァ イルおよびテーブルスペースの完全リ カバリ

• データベース全体の完全リ カバリ

• データベースの Pint-in-Time リ カバリ (DBPITR)

［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 プロセスのリ カバリ手順に関する リ カバリ ・ タ イプ と リ カバリ ・ オプシ ョ ンを
選択し ます。

• ［リ カバリ ・ タ イプ］ ： このオプシ ョ ンを使用し て実行する リ カバリ ・ タ イプを選択し ます。

▪ ［リ カバリ を実行し ない］ ： フ ァ イルのリ ス ト アのみを実行し、 リ カバリは実行し ない場合、 この
オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［完全な リ カバリ を実行する］ ： コ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンを失う こ と な く 、 個々のテーブ
ルスペース、 複数のテーブルスペース、 またはデータベース全体を最新の状態に リ カバリするに
は、 このオプシ ョ ンをオンにし ます。

重要： Oracle Data Guard環境の場合、［ユーザー定義のバックアップ・タグからリストア/
リカバリ］オプションを使用して、特定のOracleデータベース・サーバーから取得された

バックアップにリストアするように制限することを推奨します。詳細は、「Data Guard環境

で代替サーバーに対してリストアする」を参照してください。
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▪ ［テーブルスペース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： ［NetVault Backup セレ ク

シ ョ ン］ タ ブで選択し たテーブルスペースのデータ フ ァ イルを特定の時点に リ カバリするには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。 特定の SCN、 ログ ・ シーケンス、 または時点にデータ フ ァ イルを

リ カバリするには、 コ ン ト ロール （［'System Change Number' ベース］、 ［ログ ・ シーケンス ・

ベース］、 または ［タ イム ・ ベース］） を使用し ます。 ［Auxiliary Destination］ コ ン ト ロールを使

用し て、 テーブルスペースのリ カバリ を実行するために使用する Oracle ベースの自動補助イ ンス

タ ンスの場所を定義し ます。

▪ ［テーブル ・ レベル ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： 特定のテーブルを特定の
ポイ ン ト にリ カバリするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 リ カバリする時点を指定するには、
コ ン ト ロール （［'System Change Number' ベース］、 ［ログ ・ シーケンス ・ ベース］、 または ［タ

イム ・ ベース］） を使用し ます。 リ カバリ ・ テーブル ・ タ スクの追加オプシ ョ ンを設定するには
［Auxiliary Destination］、 ［Recover table］、 および ［Remap table］ コ ン ト ロールを使用し ま

す。 その他の情報と例について詳し く は、 「テーブル ・ レベルのリ カバリの実行」 を参照し て く だ
さい。

▪ ［データベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： データベースを過去の特定時
点の状態に戻す必要がある場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 た と えば、 テーブル内容の削
除などユーザー ・ エラーの効果を元に戻すために、 データベースを削除前の内容に戻し ます。

現時点では、本プラグインはDBPITRのみをサポートしています。このため、このオプションは、

［セレクション・セット作成］ページの［データベース全体］ノードでしか使用できません。1つ

以上のデータファイルまたはテーブルスペースをリストアするときにこのオプションを有効にす
ると、リストア・ジョブが失敗します。

データベースを過去の特定のターゲットSCN、ログのシーケンス、または時刻の状態にリストア

できます。

▪ ［ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ コ ン ト ロール］ ： 前のオプシ ョ ン と以下のいずれかのオプシ ョ ンを
使って、 リ カバリする時点を指定する こ とができます。

▫ ［'System Change Number' ベース］ ： SCN に基づ く PIT リ カバリ を実行するには、 この

オプシ ョ ンを選択し、 どの ト ラ ンザクシ ョ ンまで リ カバリする必要があるかを示す SCN
を指定し ます。 RMAN は、 指定された SCN まで リ カバリ し ます （ただ し、 その SCN は含

みません）。

▫ ［ログ ・ シーケンス ・ ベース］ ： ログのシーケンスに基づ く PIT リ カバリ を実行するには、

このオプシ ョ ンを選択し、 ログの終了シーケンス番号と それが属し ているスレ ッ ド を指定
し ます。 適切なログのシーケンス番号と スレ ッ ド を特定するには、 V$LOG_HISTORY を

照会し てアーカ イブ されたログを表示できます。

▫ ［タ イム ・ ベース］ ： 時間に基づ く PIT リ カバリ を実行するには、 このオプシ ョ ンを選択

し、 付随する フ ィ ールド に日付と時刻を設定し ます。 本プ ラグイ ンは、 指定された時刻ま
でを リ カバリ し ます （ただ し、 その時刻は含みません）。

▪ ［Auxiliary Destination］ ： Oracle ベースの自動補助イ ンス タ ンスが、 PIT リ カバリ ・ プロセスの

一環と し て使用するデ ィ レ ク ト リ （フル ・ パス） を指定し ます。 デフ ォル ト でこのフ ィ ールド に
は、 ORACLE_HOME デ ィ レ ク ト リ内のデ ィ レ ク ト リが記載されています。 このデ ィ レ ク ト リは、

他の任意の場所に変更する こ とができます。 このデ ィ レ ク ト リは、 リ カバリ ・ プロセスの実行前
に存在し ている必要があり ます。 また、 Oracle ユーザーがフル ・ パスにアクセスできる こ と を確

認する必要があり ます。 詳細は、 「テーブル ・ レベルのリ カバリの実行」 を参照し て く だ さい。

▪ ［Recover table］ ： テーブル ・ レベルのリ カバリ に含めるテーブルリ ス ト を カ ンマ区切り で入力し

ます。 詳細は、 「テーブル ・ レベルのリ カバリの実行」 を参照し て く だ さい。

▪ ［Remap table］ ： テーブル ・ レベルのリ カバリの一環と し て、 名前を変更するテーブルのリ ス ト を

カンマ区切り で入力し ます。 詳細は、 「テーブル ・ レベルのリ カバリの実行」 を参照し て く ださい。

メ モ ： DBPITR はデータベースを RESETLOGS モー ド で開きます。 ［データベース ・ ポイ ン

ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ を選択する と、 OPEN モー ドはすでに DBPITR
の一部であるため、 ［ポス ト ・ リ カバリ］ タ ブ （「ポス ト ・ リ カバリ ・ オプシ ョ ンの設定」 で
説明） のオプシ ョ ンは利用できな く な り ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
76



▪ ［ ト ラ イアル ・ リ カバリの実行のみ］ ： Oracle 10g 以降の Enterprise Edition データベースでのみ使

用可能です。 このオプシ ョ ンを選択し て、 ト ラ イアル ・ リ カバリ を実行し ます。 ト ラ イアル ・ リ
カバリ を使用する と、 リ カバリが成功するか、 問題が発生するかを判断し た り、 または以前のリ
カバリ で問題が発生し ていたかど うかを判断できます。 REDO ス ト リームに注目し て、 発生する

可能性がある問題を検出できます。 ト ラ イアル ・ リ カバリは、 通常のリ カバリ と同じ方法で
REDO を適用し ますが、 変更をデ ィ スクに書き込まず、 ト ラ イアル ・ リ カバリの最後に変更を

ロールバッ ク し ます。 ト ラ イアル ・ リ カバリ中にエラーが発生し た場合は、 テス ト 実行エラーと
し て Oracle アラー ト ・ ログに記録されます。

• ［リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ ： これらは、 リ カバリ手順に関するオプシ ョ ンです。

▪ ［読み取り専用データ フ ァ イルを確認し て、 カ レン ト でない場合は、 リ カバリ し ます］ ： ［読み取り
専用データ フ ァ イルを確認し て、 必要に応じ て リ ス ト ア し ます］ と一緒に使用し ます。 リ カバ
リ ・ プロセスで読み取り専用データ フ ァ イルを含める場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 読
み取り専用フ ァ イルは、 完全リ カバリ に必要な場合のみ含められます。 これらのフ ァ イルが損傷
し ていない場合は、 RMAN によ って除外されます。

▪ ［不必要な リ ス ト ア済みアーカ イブ ・ ログを削除する］ ： このプ ラグイ ンは、 アーカ イブ REDO ロ

グをバッ クア ッ プ元のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 リ ス ト ア されたアーカ イブ ・ ログのう ち
Oracle が不要と見な し たものを削除するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

ブロック・メディア・リカバリ・オプションの設定
［ブロ ッ ク ・ メ デ ィ アのリ カバリ］ タ ブでオプシ ョ ンを選択し、 実行するブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を指定
し ます。 ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を実行する場合、 以下の点に注意し て く だ さい。

• ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで選択し たオブジ ェ ク ト は無視されます。

• ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブの、 ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ および ［先にデータベース
を強制終了］ オプシ ョ ンが優先されます。

• ［ポス ト ・ リ カバリ］ タ ブで選択し たオプシ ョ ンが優先されます。

• その他のリ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンは無視されます。

［ブロ ッ ク ・ メ デ ィ アのリ カバリ］ タ ブには、 以下のオプシ ョ ンが含まれます。

• ［ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を実行］ ： データ フ ァ イル全体ではな く 、 破損ブロ ッ クのみを リ カバリ
するには、 このオプシ ョ ンを選択し てブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ を実行し ます。

• ［破損し たすべてのブロ ッ ク を リ カバリ］ ： このオプシ ョ ンを選択し て
V$DATABASE_BLOCK_CORRUPTION でレポー ト されたすべての破損ブロ ッ ク を リ カバリ し ます。

• ［リ カバリ対象の破損ブロ ッ ク を指定］ ： 損傷し たブロ ッ クの特定のサブセ ッ ト のみリ カバリする場合、
このオプシ ョ ンを選択し ます。 対応するテキス ト ・ ボ ッ クスに、 リ カバリ し たい破損ブロ ッ クのデータ
フ ァ イル番号と ブロ ッ ク番号を入力し ます。 以下のフ ォーマ ッ ト で、 1 つの行に 1 つのデータ フ ァ イルブ

ロ ッ ク ・ エン ト リ を入力し ます。

DATAFILE < 番号 > BLOCK < 番号 >
DATAFILE < 番号 > BLOCK < 番号 >
.
.
.
DATAFILE < 番号 > BLOCK < 番号 >
DATAFILE < 番号 > BLOCK < 番号 >

この例で、 < 番号 > はリ カバリ されるデータ フ ァ イル番号と ブロ ッ ク番号を示し ます。

テキス ト ・ ボ ッ クスは最大 4096 文字まで入力可能で、 およそ 200 のデータ フ ァ イルブロ ッ ク ・ エン ト リ

の指定が可能です。 ただ し、 構文は検証されません。

重要： トライアル・リカバリはメモリ内で実行されるので、十分なシステム・リソースが必
要です。トライアル・リカバリによる使用が許可された最大バッファ数が、データベースに
よってすべて使用された場合、トライアル・リカバリは終了します。
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ポスト・リカバリ・オプションの設定
データベース全体、 すべてのテーブルスペース、 または災害復旧の各オプシ ョ ンを使用し て リ カバリ を実行する
場合、 リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセス中にデータベースが MOUNT 状態にな り ます。 完了に伴いデータ

ベースを OPEN 状態に戻す必要があ り ます。 本プラグイ ンには、 リ ス ト ア中のリ カバリ ・ プロセス後に、 デー

タベースを自動的にオープンする柔軟性が用意されています。

［ポス ト ・ リ カバリ］ タ ブには、 以下のオプシ ョ ンが含まれます。

• ［リ カバリ後にデータベースを開 く ］ ： このオプシ ョ ンを選択し てデータベースを自動的に開き、 リ ス ト
ア ・ ジ ョ ブ中のリ カバリ ・ プロセス後にデータベースを通常どお り使用できるよ う にし ます。 このオプ
シ ョ ンを選択する と、 以下のオプシ ョ ンが使用可能にな り ます。

▪ ［読み書き可能］ ： データベースを読み書きモー ド でオープン し、 REDO ログの生成が可能にな り ま

す。 プラ イマ リ ・ データベースをオープンする場合は、 このオプシ ョ ンがデフ ォル ト と な り ます。

▪ ［ログの読み書きおよびリ セ ッ ト ］ ： データベースを読み書きモー ド で開き、 現在のログ順序番号
を 1 に リ セ ッ ト し ます。 また、 現在のログも含むすべての未アーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルをアー

カ イブ し、 リ カバリ中に適用されなかったすべての REDO 情報を、 以後使用されないよ う破棄し

ます。 このオプシ ョ ンは、 以下の状況で選択する必要があ り ます。

▫ 制御フ ァ イルのバッ クア ッ プを使用し た、 メ デ ィ アの不完全な リ カバリ またはリ カバリ を
実行し た後。

▫ 完了し なかった前回の OPEN RESETLOGS オペレーシ ョ ンの後。

▫ FLASHBACK DATABASE オペレーシ ョ ンの後。

▪ ［読み取り専用］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザーの ト ラ ンザクシ ョ ンを読み取り専用に
制限し、 REDO ログの生成を防止し ます。 このオプシ ョ ンは、 物理ス タ ンバイ ・ データベースを

オープンする場合にデフ ォル ト の設定で、 アーカ イブ ・ ログがプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サイ
ト から コ ピーされている場合でも、 クエ リ用に物理ス タ ンバイ ・ データベースが使用可能にな り
ます。 読み取り専用オプシ ョ ンでデータベースをオープンする場合、 Oracle には以下の制限があ

り ます。

▫ 使用し ているデータベースが他のイ ンス タ ンスによ って読み書き可能モー ド で開かれてい
る場合、 読み取り専用モー ド で開 く こ とはできません。

▫ データベースのリ カバリが必要な場合は、 読み取り専用モー ド で開 く こ とはできません。

▫ データベースが読み取り専用モー ド で開かれている場合は、 テーブルスペースをオフ ラ イ
ンにする こ とはできません。 一方、 データベースが読み取り専用モー ド で開かれている場
合は、 データ フ ァ イルをオフ ラ イ ンにもオン ラ イ ンにもでき、 オフ ラ イ ンのデータ フ ァ イ
ルと テーブルスペースを リ カバリする こ とができます。

格納先の詳細
バッ クア ッ プ時点以降に SYSDBA ユーザーの名前やパスワー ド またはデータベースの Oracle SID を変更し た場

合は、 ［デステ ィ ネーシ ョ ンの詳細］ タ ブで リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

• ［ターゲッ ト ・ サービス］ ： このオプシ ョ ンは、 Oracle DBID の現在の SID が、 バッ クア ッ プが取られた

時点から変更された場合に必要です。

• ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ ： SYSDBA ユーザーを変更し た場合は、 新しい SYSDBA ユーザー名を指

定し ます。

• ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザー名に関連付けられているパスワー ド

を指定し ます。

重要： ［デスティネーションの詳細］には、格納先DBのDBIDと等しいバックアップ済みデータ

ベースまたはソース・データベースのDBIDが必要です。リストアの目的が、異なるDBIDを持つ

データベースにソース・データベースの複製を作成するというような場合、複製データベースの
バックアップを使用する必要があります。詳細は、「複製データベースのバックアップ」を参照し
てください。
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リカバリ・カタログの詳細設定
バッ クア ッ プのリ カバリ ・ カ タ ログ情報は、 ［設定］ または ［Oracle データベースを追加 （または編集） する］

ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し ますが、 特定のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブについて リ カバリ ・ カ タ ログ情報を設定する場
合は、 ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ タ ブを使用し ます。

• ［カ タ ログの使用］ ： リ カバリ ・ カ タ ログの RMAN リ ポジ ト リ を使用し、 このリ ス ト ア ・ オペレーシ ョ ン

に関する情報を リ カバリ ・ カ タ ログに保存するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 テス ト ・ リ カバリ
を実行する と きは、 ［カ タ ログの使用］ を選択解除し ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 以下のフ ィ ールドが有効にな り ます。

▪ ［カ タ ログのイ ンス タ ンス名］ ： リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースの Oracle イ ンス タ ンス名

（Oracle Net Service 名とは異なる場合があ り ます） を入力し ます。 このイ ンス タ ンス名は、 本プ

ラグイ ンがリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続できるよ う に、 Oracle データベース ・ サー

バー上の 「tnsnames.ora」 フ ァ イルで定義されている必要があり ます。 バッ クア ッ プ中に リ カバ

リ ・ カ タ ログが使用された場合、 ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド には、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ中に
使用された Oracle イ ンス タ ンス名がデフ ォル ト で使用されます。

▪ ［カ タ ログの所有者］ ： リ カバリ ・ カ タ ログの所有者と し て指定され、
RECOVERY_CATALOG_OWNER のロールが与えられたユーザーを指定し ます。

▪ ［カ タ ログのパスワー ド］ ： 前述のフ ィ ールド に指定し たカ タ ログの所有者に対応するパスワー ド
を指定し ます。

クローン・データベース・オプションの設定
［ク ローン ・ データベース］ タ ブは、 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで RMAN DUPL DB バッ クア ッ プが

指定されている場合のみ使用可能です。 このタ ブを使用し て、 格納先データベースに複製データベースのバッ ク
ア ッ プを リ ス ト アする際のオプシ ョ ンを指定し ます。 前提条件について詳し く は、 「非 RAC 環境におけるデータ

ベースの複製」 または 「RAC 環境でのデータベースの複製」 を参照し て く だ さい。

• ［複製データベース］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し た複製データベースのバッ クア ッ プを、 代替
格納先データベースへリ ス ト ア し ます。

• ［デステ ィ ネーシ ョ ン ・ データベース］ セクシ ョ ン ：

▪ ［Auxiliary Instance］ ： 補助イ ンス タ ンスの Oracle Net Service 名を指定し ます。 このフ ィ ールド

のデフ ォル ト 値は 「auxdb」 です。

▪ ［Oracle ホーム］ ： 補助イ ンス タ ンス用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。 このフ ィ ールドのデ

フ ォル ト 値は、 ソース ・ データベースの ［Oracle ホーム］ です。

▪ ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ ： 補助イ ンス タ ンスへの接続用に使用される SYSDBA ユーザー名

を指定し ます。 このフ ィ ールドのデフ ォル ト 値は、 ソース ・ データベース設定時に指定された
SYSDBA ユーザー名です。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た SYSDBA ユーザー名に対応するパス

ワー ド を入力し ます。

▪ ［NOFILENAMECHECK オプシ ョ ンを使用］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 ソースのデータベー

ス ・ フ ァ イルが複製データベース ・ フ ァ イルと同じ名前を使用し ている場合に、 RMAN が、 ソー

ス ・ データベースのデータ フ ァ イルとオン ラ イ ン REDO ログが使用中かど うか確認するのを防止

し ます。 このと き、 複製オペレーシ ョ ンで大切なデータが上書き されないよ う、 十分注意し なが
ら指定する必要があり ます。

このオプションは、複製データベースを代替サーバーにリストアする場合に必要です。同じサー
バーに複製データベースをリストアする場合は、このオプションは選択しないよう注意してくだ
さい。そうでない場合は、リストアが以下のエラーを伴って失敗に終わります。

▫ RMAN-10035: exception raised in RPC: ORA-19504: failed to create file

▫ ORA-27086: skgfglk: unable to lock file – already in use
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▫ SVR4 Error: 11: Resource temporarily unavailable

▫ RMAN-10031 ： ORA-19624 occurred during call to 
DBMS_BACKUP_RESTORE.RESTOREBACKUPPIECE

• ［データベースから複製］ セクシ ョ ン ：

▪ ［Target Database］ ： ターゲッ ト ・ データベースの Oracle SID を指定し ます。 このフ ィ ールドの

デフ ォル ト 値は、 バッ クア ッ プに含まれるデータベースの ［Oracle SID］ です。

▪ ［Oracle ホーム］ ： ソース ・ データベース用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。 このフ ィ ールドの

デフ ォル ト 値は、 ソース ・ データベースの ［Oracle ホーム］ です。

▪ ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ ： ソース ・ データベース接続用に使用される ［Oracle SYSDBA
ユーザー名］ を指定し ます。 このフ ィ ールドのデフ ォル ト 値は、 ソース ・ データベース設定時に
指定された SYSDBA ユーザー名です。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド に指定し た SYSDBA ユーザー名に対応するパス

ワー ド を入力し ます。

RMANスクリプトの生成オプションの設定

熟練し たデータベース管理者を対象と し た ［RMAN スク リ プ ト の生成］ 機能を使用する と、 WebUI を経由し て

RMAN スク リ プ ト の大部分を生成できます。 その後、 スク リ プ ト を使用する前にオプシ ョ ンまたはパラ メ ータ

を追加できます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 スク リ プ ト を一から作成し な く ても済むので、 スク リ プ ト の構
文エラー、 またはリ ス ト アを正し く 実行できないリ スク を最小限に抑える こ とができます。

［RMAN スク リ プ ト の生成］ 機能では、 以下のオプシ ョ ンを設定できます。

• ［フ ァ イルへの RMAN スク リ プ ト 出力］ ： この機能を使用し て、 その他のオプシ ョ ンを使用可能にするに

は、 このオプシ ョ ンを選択し て、 RMAN スク リ プ ト の書き込み先と なる フ ァ イルの名前を入力し ます。

• ［RMAN スク リ プ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： RMAN スク リ プ ト が保存されるデ ィ レ ク ト リの名前を入力し ます。

［スク リ プ ト のデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ を生成］ フ ィ ールド のデフ ォル ト は、 本プ ラグイ ンの ［設定］
ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定されたデ ィ レ ク ト リ です。 ただ し、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブご とにフ ィ ール
ド を変更する こ と もできます。 RMAN スク リ プ ト の保存先の完全パスは、 ［RMAN スク リ プ ト ・ デ ィ レ ク

ト リ］ の入力内容と、 ［フ ァ イルへの RMAN スク リ プ ト 出力］ フ ィ ールド に入力されたフ ァ イル名を結

合し て作成されます。

• ［すでに存在する場合、 格納先フ ァ イルを上書き］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イルがすでに存
在する場合に、 RMAN スク リ プ ト を出力する格納先フ ァ イルを上書きできます。 フ ァ イルがすでに存在

するが、 このオプシ ョ ンが選択されていない場合は、 ［RMAN スク リ プ ト の生成］ は失敗し、 出力は既存

のフ ァ イルには書き込まれません。 このオプシ ョ ンは、 既存のフ ァ イルの上書きをはっ き り望んでいる
場合にのみ選択し ます。

• ［RMAN スク リ プ ト 生成後、 ジ ョ ブを実行］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 指定し たフ ァ イルに RMAN
スク リ プ ト を出力するだけでな く 、 NetVault Backup ジ ョ ブがスケジュールされ実行されます。 このオプ

シ ョ ンの選択を解除する と、 本プ ラグイ ンではスク リ プ ト が生成されるだけで、 データベース管理者は
それを NetVault Backup 以外で編集および実行できます。

• ［接続文字列を含めない］ ： 接続文字列に Oracle パスワー ドが含まれている可能性があ り、 フ ァ イルから

接続文字列を除外する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 Oracle パ

スワー ドが RMAN スク リ プ ト ・ フ ァ イルに含まれな く な り ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
「ユーザー管理リ ス ト アの実行」 の 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 に記載されている手順を実行し ます。
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非 RAC 環境で使用可能な RMAN リ カバ

リ ・ タ イプ
以下の ト ピ ッ クでは、 非 RAC 環境で実行できる、 リ カバリのタ イプについて説明し ています。

• 自動バッ クア ッ プからの制御フ ァ イルのリ ス ト ア

• 同一サーバーへの個別データ フ ァ イルおよびテーブルスペースのリ カバリ

• データベース全体を同一サーバーにリ カバリする

• RMAN を使用し た障害復旧の実行

RAC 環境で使用可能な RMAN リ カバリ ・ タ イプについて詳し く は、 「RAC 環境におけるデータのリ ス ト ア」 を

参照し て く だ さい。

自動バッ クア ッ プからの制御フ ァ イルのリ ス ト ア
制御フ ァ イルのリ ス ト アは、 下記の場合にのみ実行する必要があ り ます。

• 現在使用中のすべての制御フ ァ イルのコ ピーが、 メ デ ィ ア障害またはユーザーによる偶発的な削除に
よ って失われた場合、 または損傷し使用できな く なった場合

• Oracle のカス タ マー ・ サポー ト が制御フ ァ イルのリ ス ト アが必要と判断し た場合

自動バッ クア ッ プではデフ ォル ト の形式が使用されるので、 使用可能なバッ クア ッ プのリ ス ト が含まれる リポジ
ト リ を使用できな く ても、 RMAN は制御フ ァ イルを リ ス ト アできます。 RMAN は制御フ ァ イルをすべての

CONTROL_FILES の場所に自動的に複製し ます。

1 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベースに接続し ます。

>rman connect TARGET /

2 データベースをマウン ト せずにターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスを開始し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

3 SET DBID を使用し て、 ターゲッ ト ・ データベースのデータベース識別子を設定し ます。

RMAN は、 ターゲッ ト に接続するたびに DBID を表示し ます。 保存された RMAN ログ ・ フ ァ イルを調べ

る方法、 カ タ ログを クエ リする方法、 または制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プのフ ァ イル名を確認する
方法でも、 DBID を特定できます。 たと えば、 以下のコマン ド を実行し ます。

SET DBID < ソース DBID>;

4 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
ALTER DATABASE MOUNT;
RESTORE DATABASE;
RECOVER DATABASE;
}

制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プのデフ ォル ト 形式が変更された場合は、 リ ス ト ア中に同じ形式を指定
し ます。

RUN {
SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE <device type> TO '<string>'

ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
ALTER DATABASE MOUNT;
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RESTORE DATABASE;
RECOVER DATABASE;
}

5 データベースを開き、 オン ラ イ ン ・ ログを リ セ ッ ト し ます。

ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

SQL*Plus から実行し た場合と異な り、 RMAN から ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS を実行す

る と、 ターゲッ ト ・ データベースが自動的にリ セ ッ ト されるため、 RESET DATABASE を実行する必要

があり ません。 データベースを リ セ ッ ト する こ とによ り、 RMAN は新しいイ ン カネーシ ョ ンをデータ

ベースの最新のイ ン カネーシ ョ ン と見な し ます。 SQL*Plus から ALTER DATABASE OPEN 
RESETLOGS を実行し、 その後 RMAN プロンプ ト で RESET DATABASE を実行し ない場合、 RMAN は

リ カバリ ・ カ タ ログへのアクセスを拒否し ます。 これは、 RMAN が RESETLOGS オペレーシ ョ ン と、 古

い制御フ ァ イルの予測外のリ ス ト ア と を区別できないためです。

同一サーバーへの個別データ フ ァ イルおよびテー
ブルスペースのリ カバリ
このタ イプのリ カバリは、 データベースが開いているが、 一部のデータ フ ァ イルが損傷し ている場合に実行し ま
す。 データベースを開いた状態、 つま りデータベースの残りの部分を使用可能にし たままで、 損傷し たテーブル
スペースを リ カバリする場合に便利です。 個々のデータ フ ァ イルまたはテーブルスペースを リ ス ト アおよびリ カ
バリする際は、 完全リ カバリのみを実行できます。 個々のデータ フ ァ イルまたはテーブルスペースについて PIT
リ カバリ を実行する こ とはできません。 PIT リ カバリ を有効にする と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗し ます。 以下

は、 個々のデータ フ ァ イルまたはテーブルスペースのリ カバリ ・ プロセスの概要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 テーブルスペースの利用可能な最新のバッ クア ッ プから損傷し
たデータ フ ァ イルまたはテーブルスペースを選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し
ます。

2 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アを行う前に、 リ ス ト ア対象のテーブルスペー
スをオフ ラ イ ンにし ます］ および ［リ ス ト ア完了後に、 リ ス ト ア対象のテーブルスペースをオン ラ イ ン
にし ます］ オプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ テーブルスペースを現在の時刻、 つま り アーカ イブおよびオン ラ イ ン REDO ログで使用可能な、

最後にコ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンまで リ カバリするには、 ［完全な リ カバリ を実行する］ オ
プシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ カバリ を実行し ない場合は、 ［リ カバリ を実行し ない］ オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ ス ト ア されたアーカ イブ ・ ログのう ち Oracle が不要と見な し たものを削除するには、 ［不必要

な リ ス ト ア済みアーカ イブログを削除する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 ［ク ラ イアン ト 指定］、 ［スケジュール］、 ［詳細設定］ の各タ ブに入力し、 ジ ョ ブを開始し ます。

RMAN は使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的に

選択し、 テーブルスペースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

重要： 自動バックアップから制御ファイルをリストアしたら、［NetVault Backup選択］タブでデー

タベース・ノードを選択し、フルまたはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。

メ モ ： ［データベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択
する と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗し ます。
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データベース全体を同一サーバーに リ カバリする
このタ イプのリ カバリは、 現在使用中の制御フ ァ イルおよび SPFILE は損なわれていないが、 すべてのデータ

フ ァ イルが損傷し ているか失われた場合に実行し ます。 完全リ カバリ を実行する こ と も、 データベースを特定時
点にリ カバリする こ と もできます。 以下は、 データベース全体のリ カバリ ・ プロセスの概要で、 データベースが
MOUNT 状態のと きに実行される必要があ り ます。

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 すべてのテーブルスペースを含む利用可能

な最新のバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト するには、 ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ を選択
し ます。

▪ データベースのマウン ト 前にデータベースを自動的にシャ ッ ト ダウンするには、 ［先にデータベー
スを強制終了］ を選択し ます。

▪ 読み取り専用データ フ ァ イルを リ ス ト アに含めるには、 ［読み取り専用データ フ ァ イルを確認し
て、 必要に応じ て リ ス ト ア し ます］ を選択し ます。

4 データベースに対し て リ カバリ を実行、 つま りデータベースを最新の状態または特定時点まで再構築す
るには、 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［完全な リ カバリ を実行する］ ： データベースを最新状態 （つま り アーカ イブおよびオン ラ イ ン
REDO ログで使用可能な） 最後にコ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンまで リ カバリ し ます。

▪ ［ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： 特定時点 （つま り特定の時刻、 ログのシーケ
ンス ・ ナンバー、 または SCN） にデータベースを リ カバリ し ます。

5 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 利用可能なその他のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 読み取り専用データ フ ァ イルを リ カバリ ・ プロセスに含めるには、 ［読み取り専用データ フ ァ イル
を確認し て、 カ レン ト でない場合は、 リ カバリ し ます］ を選択し ます。 読み取り専用フ ァ イルは、
完全リ カバリ に必要な場合のみ含められます。 これらのフ ァ イルが損傷し ていない場合は、
RMAN によ って除外されます。

▪ リ ス ト ア されたアーカ イブ ・ ログのう ち Oracle が不要と見な し たものを削除するには、 ［不必要

な リ ス ト ア済みアーカ イブログを削除する］ を選択し ます。

6 ［ポス ト ・ リ カバリ］ タ ブで、 ［リ カバリ後にデータベースを開 く ］ および ［ログの読み書きおよびリ
セ ッ ト ］ を選択し て、 自動的にデータベースを読み書きモー ド でオープン し、 オン ラ イ ン ・ ログを リ
セ ッ ト し ます。

7 ［ク ラ イアン ト 指定］、 ［スケジュール］、 ［詳細設定］ の各タ ブに入力し、 ジ ョ ブを開始し ます。

RMAN は、 使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的

に選択し、 データベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

RMAN を使用し た障害復旧の実行
障害復旧では、 ターゲッ ト ・ データベース全体、 すべての現在の制御フ ァ イル、 すべてのオン ラ イ ン REDO ロ

グ ・ フ ァ イル、 およびすべてのパラ メ ータ ・ フ ァ イルが失われた後に、 データベースのリ ス ト アおよびリ カバリ
を実行し ます。 FRA についても同様に失われた と仮定し ます。 障害復旧を実行するために最低限バッ クア ッ プ ・

セ ッ ト に、 すべてのデータ フ ァ イル、 バッ クア ッ プ後に生成されたアーカ イブ REDO フ ァ イルと自動バッ ク

ア ッ プに含まれている制御フ ァ イルが少な く と も 1 つ必要です。

重要： データベース全体のリストアを完了したら、［セレクション・セット作成］ページでデータ
ベース全体を選択し、フルまたはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。
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新しいホス ト で使用し ている ターゲッ ト ・ データベースのコ ピーを作成する こ とが目標の場合は、 これらの手順
を使用するのではな く 、 この目的用に特化されている複製データベースのバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用し ます。
詳細は、 「複製データベースのバッ クア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

障害復旧の実行について、 以下の方法が利用可能です。

• 段階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ ・ プロセス

• 同一サーバーへの障害復旧の実行

• 手動による制御フ ァ イルの取得

重要
いかなる種類の障害復旧を実行する場合にも、 以下の点に注意し て く だ さい。

• テス ト ・ リ カバリ を実行する場合は、 データ フ ァ イルのリ ス ト ア中に リ カバリ ・ カ タ ログに接続し ない
で く だ さい。 接続する と、 RMAN によ って、 リ ス ト ア されたデータ フ ァ イルに関する情報がリ カバリ ・

カ タ ログに記録されます。 これは、 以後プ ラ イマ リ ・ データベースを リ ス ト アおよびリ カバリする際に
障害にな り ます。 リ ス ト アする必要のあるすべてのバッ クア ッ プの RMAN リポジ ト リ ・ データ を制御

フ ァ イルに保持し きれないため、 リ カバリ ・ カ タ ログを使用する必要がある場合、 カ タ ログをエクス
ポー ト し ます。 カ タ ログをエクスポー ト し たら、 別のスキーマまたはデータベースにイ ンポー ト し、 リ
カバリ ・ カ タ ログのコ ピーをテス ト ・ リ ス ト アに使用し ます。 そ う し ないと、 カ タ ログで、 リ ス ト ア さ
れたデータベースが最新のターゲッ ト ・ データベース と見な されます。

• 障害復旧を意図し ていない Oracle データベース環境で障害復旧手順を実行する と、 データベース内で

データが消失する可能性があり ます。 個別データ フ ァ イルやアーカ イブ ・ ログのリ ス ト ア / リ カバリ、 ま

たは Oracle データベースの SPFILE や制御フ ァ イルのリ ス ト アのみを目的とする場合は、 障害復旧手順

を実行し ないで く だ さい。

• 障害復旧は、 データベース、 SPFILE および制御フ ァ イル全体を リ ス ト アする場合に限り実行する必要が

あり ます。 これは、 障害復旧手順がデータベースを上書きする こ とによ り、 データベース内の既存デー
タが消失する可能性があるためです。

• Oracle データベース ・ サーバー内で障害復旧を実行するには、 小規模オプシ ョ ン ・ サブセ ッ ト を含む段

階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ機能を使用し てコマン ド を実行し ます。 その他の詳細設定、 または対象を
絞った障害復旧については、 本プ ラグイ ンのド キュ メ ン ト で RMAN CLI 手順に関するセクシ ョ ンを参照

する こ と をお勧めし ます。 これは、 段階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ機能がすべてのリ カバリ ・ オプシ ョ ン
を使用する訳ではないため、 場合によ ってはリ カバリが正常に完了し ないこ とがあ り ます。 リ カバリが
正常に完了し ない場合は、 RMAN CLI プロセスを実行する必要があ り ます。

段階的ディザスタ・リカバリ・プロセス
このプロセスでは、 制御フ ァ イルのリ ス ト アを自動バッ クア ッ プから実行し、 同一のリ ス ト ア ・ タ スク を使用し
てデータベース ・ データ フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。 このプロセスを使用する際は、 以下の点に注意し て く だ さ
い。

• ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで選択し たオブジ ェ ク ト は無視されます。

• その他のリ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンは無視されます。

• ［段階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ］ タ ブで選択し たオプシ ョ ンのみが実行されます。

段階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を使用するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

注意： データベースの上書きやデータの消失を回避するために、障害復旧を実行する前に、以下のトピッ
クで説明するオプションについて注意して選択する必要があります。
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3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト でこのリ ス ト は、 セーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 任意の項目を選択し ます。

前述のよ う に、 このプロセスでこのページの選択内容は無視されます。

7 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 次に ［段階的デ ィ ザス タ ・ リ カバリ］ タ ブを ク リ ッ ク
し ます。

8 ［以下のステ ッ プバイステ ッ プ ・ デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行］ オプシ ョ ンを選択し、 さ らに利用可能な
サブオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Dbid 設定］ ： DBID を設定する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 本プ ラグイ ンは、 バッ ク

ア ッ プを取得し た Oracle データベースの DBID を、 このフ ィ ールド 内に自動的に入力し ます。 こ

の DBID は、 NOMOUNT 状態の Oracle データベースの起動に必要なパラ メ ータ ・ フ ァ イルや

SPFILE を利用できない場合に必要です。

▪ ［SPFILE を自動バッ クア ッ プから リ ス ト ア。 日付最大値のルッ クバッ ク］ ： スケジュールし た

バッ クア ッ プで Oracle 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンが有効化され、 その自動

バッ クア ッ プから SPFILE を リ ス ト アする場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 Oracle 制御

フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが無効な場合、 自動バッ クア ッ プから SPFILE を リ ス ト アする こ と

はできません。 詳し く は、 「制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ有効化」 を参照し て く だ さい。 デ
フ ォル ト で、 このオプシ ョ ンは過去 7 日間に実行された自動バッ クア ッ プを検索し、 利用可能で

あればそれを更新し ます。 このオプシ ョ ンは、 以下の RMAN コマン ド を実行し ます。

STARTUP NOMOUNT;
restore spfile from autobackup maxdays < 日数 >;

▪ ［制御フ ァ イルを自動バッ クア ッ プから リ ス ト ア。 日付最大値のルッ クバッ ク］ ： スケジュールし
たバッ クア ッ プで Oracle 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンが有効化され、 その自動

バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アする場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 Oracle 制

御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが無効な場合、 自動バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アす
る こ とはできません。 詳し く は、 「制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ有効化」 を参照し て く だ さ
い。 デフ ォル ト で、 このオプシ ョ ンは過去 7 日間に実行された自動バッ クア ッ プを検索し、 利用

可能であればそれを更新し ます。 このオプシ ョ ンは、 以下の RMAN コマン ド を実行し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;
restore controlfile from autobackup maxdays < 日数 >;

▪ ［データベースのリ ス ト ア］ ： Oracle データベース内に含まれるすべてのデータ フ ァ イルを リ ス ト

アする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 RESTORE DATABASE コマン ドは、 Oracle デー

タベース内に含まれるすべてのデータ フ ァ イルのリ ス ト アを試行し ます。 このオプシ ョ ンは、 以
下の RMAN コマン ド を実行し ます。

RESTORE DATABASE;

▪ ［データベースのリ カバリ］ ： Oracle データベース内に含まれるすべてのデータ フ ァ イルを リ カバ

リする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 RECOVER DATABASE コマン ドは、 Oracle デー

タベース内に含まれるすべてのデータ フ ァ イルのリ カバリ を試行し ます。 このリ カバリ にはリ ス
ト アが自動的に含まれ、 アーカ イブ された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが適用されます。 このオプ
シ ョ ンは、 以下の RMAN コマン ド を実行し ます。
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RECOVER DATABASE;

▪ ［ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS］ ： RESETLOGS オプシ ョ ン付きでデータベースを開

く 場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 以下の SQL*Plus コ マン ド を実行

し ます。

ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

9 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の手順を完了し ます。

同一サーバーへの障害復旧の実行
以下の手順では、 ソース ・ データベース と同じサーバーに障害復旧を実行する手順を詳し く 説明し ます。 この手
順は、 完全な メ デ ィ ア障害が発生し、 損傷し たホス ト を同じ構成で再構築するか、 ホス ト 名も含め元のホス ト の
構成を模倣し て新しいサーバーを設定する場合に使用し ます。

RMAN リポジ ト リのバッ ク ア ッ プ計画で リ カバリ ・ カ タ ログを使用するかど うかに関わらず、 同じ手順を使用

する必要があり ます。 RMAN は常に、 バッ クア ッ プに関する情報を制御フ ァ イルのレ コー ド に格納し ます。 制

御フ ァ イルに保存される この情報は、 RMAN によるデータベースのバッ クア ッ プの正式な記録にな り ます。

RMAN は、 必要なすべてのバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オペレーシ ョ ンを、 制御フ ァ イルのリ ポジ ト リ情報

のみを使用し て実行できます。

以下の障害復旧手順のバリ エーシ ョ ンについて詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Advanced 
User's Guide』 の 「Performing Disaster Recovery」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

リ カバリ ・ カ タ ログを使用せずに障害復旧を実行するには、 以下の条件を満たす必要があ り ます。

• Oracle データベース ・ ソ フ ト ウェ アがイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーと同じバージ ョ ンの

Oracle データベース ・ ソ フ ト ウ ェ アをシステムにイ ンス ト ールし ます。 ソース と リ カバリ先の Oracle
サーバーで、 ORACLE_HOME が同一である必要があ り ます。 ただ し、 データベースを作成する必要は

あり ません。

• Oracle パスワー ド ・ フ ァ イルが作成されている ： orapwd ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て Oracle パスワー

ド ・ フ ァ イルを作成し ます。

▪ Linux ：

orapwd file=<Oracle ホーム >/dbs/orapw<SID> password=< パスワー ド >

▪ Windows ：

orapwd file=<Oracle ホーム >\database\orapw<SID> password=< パスワー ド >

• Windows で Oracle サービスが作成され、 開始されている ： Oracle の oradim ユーテ ィ リ テ ィ を使用し

て、 Windows で Oracle サービスを作成し ます。 Oracle SID は、 元のデータベースまたはソース ・ デー

タベース と同一である必要があり ます。 このオプシ ョ ンによ り、 同一の Oracle サービス名が作成されま

す。 た と えば、 OS プロンプ ト で以下のコマン ド を実行し ます。

oradim -new -sid <SID 名 >

Windows サービスの作成後、 OS プロンプ ト で以下のコマン ド を実行し てサービスを開始し ます。

メ モ ： データベースを リ ス ト アする と、 RMAN CLI プロンプ ト を開 く オプシ ョ ンが表示さ

れ、 そのプロンプ ト から リ カバリ ・ コマン ド を発行できるよ う にな り ます。 このオプシ ョ ン
によ り、 ［データベースのリ カバリ］ オプシ ョ ン と ［ALTER DATABASE OPEN 
RESETLOGS］ オプシ ョ ンを選択し て リ カバリ詳細設定オプシ ョ ンを実行する必要がな く

な り ます。

メ モ ： 以下の手順を使用し て、 プロダクシ ョ ン ・ サーバーがアク テ ィ ブな間も、 Oracle サーバーを異なる

ホス ト （オ リ ジナルのプロダクシ ョ ン ・ サーバーではないホス ト ） に リ ス ト アできます。 ただ し、 前述し
たよ う に、 最終的な目的が新規ホス ト で現在使用中のターゲッ ト ・ プロダクシ ョ ン ・ データベースのコ
ピーを作成する場合は、 この手順を使用し ないよ う注意し て く だ さい。 その代わり に、 ［複製データベー
ス］ バッ クア ッ プ ・ タ イプを使用する必要があり ます。 詳細は、 「複製データベースのバッ クア ッ プ」 を参
照し て く だ さい。
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net start oracleservice<SID 名 >

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーと

同じバージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と本プラグイ ンを イ ンス ト ールし、 同じ よ う に設定する

必要があり ます。 デフ ォル ト 設定の構成で示されている とお り プ ラグイ ンのデフ ォル ト 属性が定義され
ている こ と を確認し ます。

• ソース ・ データベースの DBID が特定されている ： 損傷し たデータベースの DBID を特定し ます。

Plug-in for Oracle の初期イ ンス ト ールの一部と し て DBID が記録されなかった場合、 NetVault Backup の

バイナリ ・ ログでソース ・ データベースの RMAN ベースのバッ クア ッ プを調べます。 DBID は、 ［詳細］

ダイアログ ・ ボ ッ クスまたは ［バッ クア ッ プ ・ コ ンテンツ］ タ ブでも利用できます。

• SPFILE のデフ ォル ト の場所が存在する必要がある ： SPFILE のデフ ォル ト の場所が存在する こ と を確認

し ます。 デフ ォル ト の場所を作成し忘れる と、 SPFILE のリ ス ト ア中に 「ORA-17502 フ ァ イルの作成に

失敗し ま し た」 とい う エラーが発生する結果にな り ます。

• すべてのテーブルスペースのバッ クア ッ プが使用可能になっている ： すべてのテーブルスペースの最新
のバッ クア ッ プがある こ と を確認し ます。

リ カバリ を実行するには、 以下の手順に従います。

1 Oracle Net Service 設定フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。

外部設定フ ァ イルが前の RMAN バッ クア ッ プに含まれていたか、 Plug-in for FileSystem を使用し て

Oracle Net Service 設定フ ァ イル （LISTENER.ORA、 SQLNET.ORA、 TNSNAMES.ORA など） をバッ ク

ア ッ プ し た場合、 これらのフ ァ イルを リ カバリ先の Oracle データベース ・ サーバーに リ ス ト ア し ます。

または、 リ カバリ先 Oracle サーバーに Oracle Net Service を設定し ます。

2 Oracle リ スナーを開始し ます。

た と えば、 OS コマン ド ・ プロンプ ト で以下のコマン ド を実行し ます。

lsnrctl start

3 カ タ ログな し で RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベースに接続し ます。

RMAN TARGET / NOCATALOG

4 DBID を、 損傷し たデータベースの DBID に設定し ます。

SET DBID < ソース DBID>;

5 データベースをマウン ト せずにターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスを開始し ます。

STARTUP NOMOUNT;

6 自動バッ クア ッ プから SPFILE を リ ス ト ア し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL C1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE SPFILE FROM AUTOBACKUP;
}

7 リ ス ト ア し た SPFILE を使用し てデータベースを再起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

8 自動バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。

前回の自動バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アするには、 以下のコマン ド を実行し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
}

重要： 以下のコマンド実行時にPFILEが利用できない場合、一連のOracleエラーが発生することが

あります。このプロセスは問題ではないため、エラーを無視しても構いません。Oracleはデフォル

トのPFILEを使って、SPFILEのリストア・プロセスを継続します —「starting Oracle instance without 
parameter file for retrieval of spfile」。
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9 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 すべてのテーブルスペースを含む利用可能

な最新のバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

10 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

11 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト するには、 ［リ ス ト ア前にデータベースをマウン ト ］ を選択
し ます。

▪ 読み取り専用データ フ ァ イルを リ ス ト アに含めるには、 ［読み取り専用データ フ ァ イルを確認し
て、 必要に応じ て リ ス ト ア し ます］ を選択し ます。

12 障害復旧シナリ オでは、 リ カバリ を実行する必要があるため、 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 ［データ
ベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

PIT リ カバリはデータベースを指定し た時刻、 ログ ・ シーケンス番号または SCN にリ ス ト ア し ます。 障

害が発生し た時刻あるいはログ ・ シーケンスが不明な場合は、 SCN オプシ ョ ンの使用をお勧めし ます。

13 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 ［読み取り専用データ フ ァ イルを確認し て、 カ レン ト でない場合は、 リ
カバリ し ます］ を選択し て、 リ カバリ ・ プロセスに読み取り専用のデータ フ ァ イルを含めます。

読み取り専用フ ァ イルは、 完全リ カバリ に必要な場合のみ含められます。 これらのフ ァ イルが損傷し て
いない場合は、 RMAN によ って除外されます。

14 ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ タ ブで、 ［カ タ ログの使用］ オプシ ョ ンを選択解除し、 リ カバリ ・ カ タ ログがリ
ス ト アに使用されないよ う にし ます。

15 ［スケジュール］ と ［詳細設定］ の各タ ブに入力し、 ジ ョ ブを開始し ます。

RMAN は、 使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的

に選択し、 データベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

16 RMAN で、 RMAN メ タデータ を更新し ます。

CROSSCHECK ARCHIVELOG ALL;

17 RMAN を終了し ます。

手動による制御ファイルの取得
制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが利用できず、 RMAN カ タ ログも使用されておらず、 ［NetVault Backup 選択］

ページで制御フ ァ イル ・ ノ ー ドが選択されたバッ クア ッ プが実行された場合、 以下の手順を使用し てバッ クア ッ
プ ・ ピースから制御フ ァ イルを抽出する こ とができる場合があ り ます。

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 「制御フ ァ イルを含む」 と マーク されている

利用可能な最新のバッ クア ッ プを探し ます。

2 制御フ ァ イルを リ カバリ し ます。

SQL> STARTUP NOMOUNT;

DECLARE
devtype varchar2(256);
done    boolean;

BEGIN
devtype := dbms_backup_restore.deviceallocate('sbt_tape', params=>'');
dbms_backup_restore.restoresetdatafile;
dbms_backup_restore.restorecontrolfileto

重要： 制御ファイルの自動バックアップを取得していない場合は、継続する前に手動による制御
ファイルの取得で説明されている手順を完了する必要があります。

重要： 障害復旧が完了したら、［セレクション・セット作成］ページでデータベース全体を選択し、
フルまたはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。
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('< 制御フ ァ イル名およびリ ス ト ア先 >');
dbms_backup_restore.restorebackuppiece

('< 先ほど識別し たバッ クア ッ プ ・ セグ メ ン ト 名 >',done=>done);
END;
/

例 ：

sqlplus /nolog
connect / as sysdba
STARTUP NOMOUNT;
DECLARE
devtype varchar2(256);
done    boolean;
BEGIN
devtype := dbms_backup_restore.deviceallocate('sbt_tape', params=>'');
dbms_backup_restore.restoresetdatafile;
dbms_backup_restore.restorecontrolfileto

('C:\oracle\product\10.1.0\oradata\o10gg\control01.ctl');
dbms_backup_restore.restorebackuppiece

('ZETK2003:#3293:ZETK2003:274_578391288:O10GG_1135958971',done=>done);
END;
/

3 REPLICATE CONTROLFILE コマン ド を使用し て、 リ ス ト ア済み制御フ ァ イルを コ ピーし ます。

RMAN TARGET / NOCATALOG

SET DBID < ソース DBID>;
connect TARGET /

RUN {
ALLOCATE CHANNEL C1 TYPE 'SBT_TAPE';

replicate controlfile from
'< 制御フ ァ イル名およびリ ス ト ア元 >';

}

RMAN を使用し たその他のリ ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 Plug-in for Oracle で実行できるその他のリ ス ト ア操作について説明し ます。

• フ ァ イルの名前または場所の変更

• 非 RAC 環境におけるデータベースの複製

• テーブル ・ レベルのリ カバリの実行

フ ァ イルの名前または場所の変更
RMAN によるバッ クア ッ プ方法では、 本プラグインで リ ス ト ア中に制御フ ァ イルおよびデータ フ ァ イルの名前を

変更できます。 フ ァ イル名の変更は、 既存のバージ ョ ンを上書き した く ない場合やフ ァ イルのコ ピーを作成する場
合に便利です。 また、 プラグインでのリ ス ト ア中に、 フ ァ イルを別のデ ィ レ ク ト リに移動する こ と もできます。

1 「リ カバリ対象データベースの準備」 の手順を完了し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for Oracle］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト の表から、 適切な項目を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。
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詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ フ ァ イルまたは制御フ ァ イルを ク リ ッ ク
し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

5 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 適切な情報を入力し ます。

▪ ［名前変更］ ： 新しい名前を入力し ます。

▪ ［再配置］ ： 新しいパスを入力し ます。

本プ ラグイ ンは、 RMAN の SET NEWNAME コマン ド を使用し て、 RMAN バッ クア ッ プのリ ス ト アや名

前変更またはその両方を行います。 SET NEWNAME コマン ド は、 DB_CREATE_FILE_DEST パラ メ ータ

よ り も優先されます。 リ ス ト アまたは名前変更でフル ・ パスが指定されていない場合、 プ ラグイ ンは以
下のよ う に動作し ます。

▪ ［SPFILE］ ： このフ ァ イルは、 「$ORACLE_HOME/dbs」 デ ィ レ ク ト リ に、 新しい名前で リ ス ト ア

されます。

▪ データ フ ァ イル ： 

▫ フ ァ イル作成時に新しい場所を指定し た場合、 フ ァ イルは新しい名前で、 その場所に リ ス
ト ア されます。

▫ フ ァ イル作成時に新しい場所を指定し なかった場合、 フ ァ イルは新しい名前で、
「$ORACLE_HOME/dbs」 にリ ス ト ア されます。

リ ス ト ア中に制御フ ァ イル名を変更する場合は、 変更後のフ ァ イル名が Oracle パラ メ ータ ・ フ ァ イルの

CONTROL_FILES リ ス ト に存在し ている必要があり ます。

6 変更を適用するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

アイテムでは、 名前および場所情報が括弧内に表示されます。

7 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説明に従い、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

非 RAC 環境におけるデータベースの複製
複製データベースを使用する と ソース ・ データベースの複製またはク ローンを作成する こ とができ、 これはバッ
クア ッ プおよびリ ス ト ア手順によ ってソース ・ データベースが影響を受ける こ とのないよ う特殊な目的のために
使用されます。 RMAN は複製データベースをサポー ト し、 データベース管理者が以下のタ スク を実行する際に

柔軟性を提供し ます。

• バッ クア ッ プ と リ カバリ手順のテス ト

• Oracle データベース新規リ リースへのア ッ プグレー ドのテス ト

• アプ リ ケーシ ョ ンによるデータベース ・ パフ ォーマンスへの影響のテス ト

• レポー ト 作成

マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC データベースについて詳し く は、 「RAC 環境でのデータベースの複製」 を参照し

て く だ さい。 Oracle の複製データベース機能について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery 
User's Guide』 の 「Duplicating a Database」 を参照し て く ださい。

本プ ラグイ ンでは、 複製データベースのバッ クア ッ プ用に以下のリ ス ト ア ・ シナ リ オが提供されています。

• 同一サーバーへの複製データベースのリ ス ト ア

• 同じデ ィ レ ク ト リ構造を持つ代替サーバーへの複製データベースのリ ス ト ア

• 異なるデ ィ レ ク ト リ構造を持つ代替サーバーへの複製データベースのリ ス ト ア

メ モ ： フル ・ パスには、 ASM の場所へのパスを含める こ とができます。 例 ：
+DATA/my_db/my_datafile_renamed.dbf
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同一サーバーへの複製データベースのリストア
以下では、 ソース ・ データベースが存在するローカルまたは同一サーバーへの、 複製データベースのリ ス ト ア手
順について詳し く 説明し ます。 複製データベースまたは格納先データベースが、 ソース ・ データベース と物理的
に同じサーバーに存在する こ とになるため、 格納先データベースでは異なるデ ィ レ ク ト リ構造を使用する必要が
あり ます。

• 前提条件

• 複製データベースのリ ス ト ア

前提条件

複製データベースのバッ クア ッ プを同じサーバーにリ ス ト アするには、 以下の前提条件を満たす必要があり ます。

• Oracle データベース ・ ソ フ ト ウェ アのバージ ョ ンが同じ である こ と ： 格納先データベースの Oracle のエ

デ ィ シ ョ ン とバージ ョ ンが、 ソース ・ データベースで使用されている Oracle のエデ ィ シ ョ ン とバージ ョ

ン と同じ である必要があり ます。 パッ チのレベルも同一である必要があ り ます。

• 複製データベースのバッ クア ッ プが使用可能である こ と ： 複製データベースのバッ クア ッ プが正常に完
了し使用可能になっている必要があり ます。

• ソース ・ データベースが OPEN 状態である こ と ： ソース ・ データベースは、 複製データベースのリ ス ト

ア ・ プロセス全体を通し て OPEN READ WRITE 状態になっている必要があり ます。

• 補助イ ンス タ ンスが用意されている こ と ： RMAN のバッ クア ッ プ ・ ベースの複製データベース ・ プロセ

スでは、 以下で定義されているよ う な補助イ ンス タ ンスが用意されている必要があ り ます。

1 補助インスタンス用のOracleパスワードが作成されていること：ソース・データベースと同じホ

ストに複製する場合、補助接続用にOS認証を使用するのではなく、パスワード・ファイルを使

用したい場合に必要となります。パスワード・ファイルの作成について詳しくは、『Oracle 
Database Administrator's Guide』の「Creating and Maintaining a Password File」を参照してください。

2 補助インスタンスへのOracle Net接続が確立されていること：「tnsnames.ora」ファイルにインス

タンスを追加することにより、補助インスタンスがOracle Netで使用可能である必要があります。

さらに、Windowsプラットフォームでは、次のコマンドを実行してインスタンスを開始します。

oradim -new -sid <SID 名 >

3 補助インスタンスの格納先ディレクトリが存在すること：格納先データベースが存在することに
なるサーバーに、補助インスタンス用に以下の格納先ディレクトリが作成されている必要があり
ます。ASMで、格納先データベースがデータファイルに格納される場合、格納先データベース用

のASMインスタンス名がすでに存在する必要があります。

▫ Control_Files

▫ DB_Create_File_Dest

▫ Audit_File_Dest

▫ Background_Dump_Dest

▫ User_Dump_Dest

4 補助インスタンス用にPFILEが作成されていること：クライアント側PFILEが、補助データベー

ス用に、ソース・データベースのSPFILEから作成されている必要があります。

▫ SQL*Plus を起動し、 ソース ・ データベースに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< ソース接続 ID> AS SYSDBA

▫ SPFILE から PFILE を作成し ます。

create pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora' from spfile;
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5 補助的値を使用したPFILEの更新：補助インスタンス用に作成されたPFILEが、補助インスタン

スで指定されたパラメータ値で編集および更新されている必要があります。

▫ < ソース SID>.__ で始まっているすべてのエン ト リ を削除し ます。 < ソース SID>.__

▫ *.db_name= エン ト リ を編集し て格納先データベースの名前を反映し ます。

▫ 補助イ ンス タ ンス用に、 格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更新し
ます。 補助イ ンス タ ンス用に格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更
新し ます。 このデ ィ レ ク ト リが存在する必要があ り ますが、 ソース ・ データベースがデー
タ フ ァ イルを ASM に格納する場合、 格納先データベース用の ASM イ ンス タ ンス名が、 以

下の control_files および db_create_file_dest パラ メ ータ用にそれぞれ指定されている必

要があり ます。

*.audit_file_dest=
*.background_dump_dest=
*.control_files=
*.user_dump_dest=
*.db_create_file_dest=
*.db_recovery_file_dest=

▫ エン ト リの先頭に 「#」 （番号記号） を挿入し て、 以下のエン ト リ を コ メ ン ト ・ アウ ト し ま

す。

*.dispatchers='(PROTOCOL=TCP) (SERVICE=< ソース SID>XDB)'

▫ 以下の行を追加し て、 データ フ ァ イル名および一時フ ァ イル名の変換用にス ト リ ング ・ ペ
アを指定し ます。

*.db_file_name_convert='< ソース ・ データベース作成フ ァ イル宛先 >/< ソース
SID>',

'< 宛先データベース作成フ ァ イル宛先 >/< 宛先 SID>'

例 ：

*.db_file_name_convert=' C:\oracle\oradata\prod',
'c:\oracle\oradata\test'

▫ 以下の行を追加し て、 オン ラ イ ン REDO ログ ・ フ ァ イル名の設定用にス ト リ ング ・ ペアを

指定し ます。

*.log_file_name_convert='< ソース ・ データベース作成フ ァ イル宛先 >/
< ソース SID>', '< 宛先データベース作成フ ァ イル宛先 >/
< 宛先 SID>'

例 ：

*.log_file_name_convert=' C:\oracle\oradata\prod',
'c:\oracle\oradata\test'

6 補助インスタンスがNOMOUNT状態で起動していること：補助インスタンスが、補助インスタン

ス特有のパラメータ値で更新されているPFILEを使用してNOMOUNT状態で起動される必要があ

ります。

▫ SQL*Plus を起動し て補助イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< 補助接続 ID> AS SYSDBA

▫ イ ンス タ ンスを NOMOUNT 状態で起動し ます。

startup nomount pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora'

7 補助ファイルが、SPFILEのPFILEを基に作成されました。

create spfile from pfile='<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora';
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8 SQL*Plusを終了します。

複製データベースのリストアが正常に完了するよう、SQL*Plusを終了する必要があります。

複製データベースのリストア

複製データベースを リ ス ト アするには、 以下の手順に従います。

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 利用可能な複製データベースのバッ クア ッ

プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ローン ・ データベース］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［複製データベース］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 ［デステ ィ ネーシ ョ ン ・ データベース］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ［ターゲッ ト ・ サービス］ フ ィ ールド で、 補助インス タ ンスの Oracle Net Service 名を指定し ます。

▪ 補助イ ンス タ ンス用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。

▪ 本プ ラグイ ンによ って補助イ ンス タ ンス接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ を

指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

5 ［データベースから複製］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle SID］ を指定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。

▪ 本プ ラグイ ンによ ってソース ・ データベース接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］

を指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

6 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説明に従って、 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト の記入
も含めた リ ス ト ア手順を続行し ます。

同じディレクトリ構造を持つ代替サーバーへの複製データベー
スのリストア
以下の手順では、 代替またはリ モー ト ・ サーバー （ソース ・ データベースが存在する場所以外のサーバー） に複
製データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 ソース ・ データベース と同じデ ィ レ ク ト リ構造を使用する手順に
ついて詳し く 説明し ます。

• 前提条件

• 複製データベースのリ ス ト ア

前提条件

複製データベースのバッ クア ッ プを、 代替またはリ モー ト ・ サーバーに リ ス ト アするには、 以下の前提条件を満
たす必要があり ます。

• Oracle データベース ・ ソ フ ト ウェ アのバージ ョ ンが同じ である こ と ： 格納先データベースの Oracle のエ

デ ィ シ ョ ン とバージ ョ ンが、 ソース ・ データベースで使用されている Oracle のエデ ィ シ ョ ン とバージ ョ

ン と同じ である必要があり ます。 パッ チのレベルも同一である必要があ り ます。

• 複製データベースのバッ クア ッ プが使用可能である こ と ： 複製データベースのバッ クア ッ プが正常に完
了し使用可能になっている必要があり ます。

• ソース ・ データベースが OPEN 状態である こ と ： ソース ・ データベースは、 複製データベースのリ ス ト

ア ・ プロセス全体を通し て OPEN READ WRITE 状態になっている必要があり ます。
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• 補助イ ンス タ ンスが用意されている こ と ： RMAN のバッ クア ッ プ ・ ベースの複製データベース ・ プロセ

スでは、 以下で定義されているよ う な補助イ ンス タ ンスが用意されている必要があ り ます。

1 補助インスタンス用のOracleパスワードが作成されていること：ソース・データベースと同じホ

ストに複製する場合、補助接続用にOS認証を使用するのに対してパスワード・ファイルを使用

したい場合に必要となります。パスワード・ファイルの作成について詳しくは、『Oracle Database 
Administrator's Guide』の「Creating and Maintaining a Password File」を参照してください。

2 補助インスタンスへのOracle Net接続が確立されていること：ソース・サーバーと代替サーバー

両方の「tnsnames.ora」ファイルにインスタンスを追加することにより、補助インスタンスが

Oracle Netで使用可能である必要があります。さらに、Windowsプラットフォームでは、次のコマ

ンドを実行してインスタンスを開始します。

oradim -new -sid <SID 名 >

3 補助インスタンスの格納先ディレクトリが存在すること：格納先データベースが存在することに
なるサーバーに、補助インスタンス用に以下の格納先ディレクトリが作成されている必要があり
ます。ASMで、格納先データベースがデータファイルに格納される場合、格納先データベース用

のASMインスタンス名がすでに存在する必要があります。

▫ Control_Files

▫ DB_Create_File_Dest

▫ Audit_File_Dest

▫ Background_Dump_Dest

▫ User_Dump_Dest

4 補助インスタンス用にPFILEが作成されていること：クライアント側PFILEが、補助データベー

ス用に、ソース・データベースのSPFILEから作成されている必要があります。

▫ SQL*Plus を起動し、 ソース ・ データベースに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< ソース接続 ID> AS SYSDBA

▫ SPFILE から PFILE を作成し ます。

create pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora' from spfile;

5 補助的値を使用したPFILEの更新：補助インスタンス用に作成されたPFILEが、補助インスタン

スで指定されたパラメータ値で編集および更新されている必要があります。

▫ < ソース SID>.__ で始まっているすべてのエン ト リ を削除し ます。 < ソース SID>.__

▫ *.db_name= エン ト リ を編集し て格納先データベースの名前を反映し ます。

▫ 補助イ ンス タ ンス用に、 格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更新し
ます。 補助イ ンス タ ンス用に格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更
新し ます。 このデ ィ レ ク ト リが存在する必要があ り ますが、 ソース ・ データベースがデー
タ フ ァ イルを ASM に格納する場合、 格納先データベース用の ASM イ ンス タ ンス名が、 以

下の control_files および db_create_file_dest パラ メ ータ用にそれぞれ指定されている必

要があり ます。

*.audit_file_dest=
*.background_dump_dest=
*.control_files=
*.user_dump_dest=
*.db_create_file_dest=
*.db_recovery_file_dest=

▫ エン ト リの先頭に 「#」 （番号記号） を挿入して、 以下のエン ト リ をコ メ ン ト ・ アウ ト します。

*.dispatchers='(PROTOCOL=TCP) (SERVICE=< ソース SID>XDB)'
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
94



6 補助インスタンスがNOMOUNT状態で起動していること：補助インスタンスが、補助インスタン

ス特有のパラメータ値で更新されているPFILEを使用してNOMOUNT状態で起動される必要があ

ります。

▫ SQL*Plus を起動し て補助イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< 補助接続 ID> AS SYSDBA

▫ イ ンス タ ンスを NOMOUNT 状態で起動し ます。

startup nomount pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora'

7 補助ファイルが、SPFILEのPFILEをもとに作成されていること

create spfile from pfile='<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora';

8 SQL*Plusを終了します。

複製データベースのリストアが正常に完了するよう、SQL*Plusを終了する必要があります。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている こ と ： 格納先データ

ベースが存在する代替サーバーと同じバージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウェ ア と本プラグイ ンを イ ン

ス ト ールし、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

本プ ラグイ ンを、 代替サーバーで設定する場合、 以下のデフ ォル ト 属性が定義されている こ と を確認し
て く だ さい。

▪ ［NetVault Backup サーバー］ ： ソース ・ データベース ・ サーバーが NetVault Backup ク ラ イアン

ト と し て追加されている NetVault Backup サーバーの名前を定義し ます。

▪ ［NetVault Backup サーバーから リ ス ト アを実施する］ ： ソース ・ データベース ・ サーバーが

NetVault Backup ク ラ イアン ト と して追加されている NetVault Backup サーバーの名前を定義します。

▪ ［NetVault Backup ク ラ イアン ト からのバッ クア ッ プを リ ス ト アする］ ： ソース ・ データベース用

に NetVault Backup マシン名を指定し ます。

詳細は、 「デフ ォル ト 設定の構成」 を参照し て く だ さい。

• 代替サーバーにイ ンス ト ールされた Plug-in for Oracle にソース ・ データベースが追加されている こ と ：

格納先データベースが存在する こ とになる代替 （ス タ ンバイ） サーバーにイ ンス ト ール済みの本プ ラグ
イ ンに、 ソース ・ データベースが追加される必要があ り ます。

た と えば、 プロダクシ ョ ン Oracle サーバーの名前が 「salesdb」 だ と し ます。 本プ ラグイ ンがイ ンス

ト ールされている代替サーバーに、 「salesdb」 とい う名前のデータベースを追加し ます。 既存のデータ

ベースが代替サーバーにク ローニングされていない場合でも、 この手順を実行し ます。 この手順によ っ
てプ ラグイ ンがプレースホルダを作成し、 Oracle データベースが代替 （ス タ ンバイ） サーバーにリ ス ト

ア される と き、 ク ローニング ・ プロセス中にこのプレースホルダが使用されます。

データベースの追加について詳し く は、 「データベースの追加」 を参照し て く だ さい。 これらの手順は、
オ リ ジナルのデータベース と、 代替サーバーに作成するプレースホルダに使用し ます。

複製データベースのリストア

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 利用可能な複製データベースのバッ クア ッ

プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ローン ・ データベース］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［複製データベース］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 ［デステ ィ ネーシ ョ ン ・ データベース］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ［ターゲッ ト ・ サービス］ フ ィ ールド で、 補助インスタ ンスの Oracle Net Service 名を指定し ます。

▪ 補助イ ンス タ ンス用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。
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▪ 本プ ラグイ ンによ って補助イ ンス タ ンス接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ を

指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

▪ ［NOFILENAMECHECK オプシ ョ ンを使用］ オプシ ョ ンを選択し ます。

5 ［データベースから複製］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle SID］ を指定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。

▪ 本プ ラグイ ンによ ってソース ・ データベース接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］

を指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

6 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 格納先データベースが存在する こ とになる代替サーバーの NetVault 
Backup マシン名を選択し ます。

7 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト の記入も含めた リ ス ト ア手順を続行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

異なるディレクトリ構造を持つ代替サーバーへの複製データ
ベースのリストア
以下の手順では、 代替またはリ モー ト ・ サーバー （ソース ・ データベースが存在する場所以外のサーバー） に複製
データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アし、 異なるデ ィ レク ト リ構造を使用する手順について詳し く 説明し ます。

• 前提条件

• 複製データベースのリ ス ト ア

前提条件

複製データベースのバッ クア ッ プを、 異なるデ ィ レ ク ト リ構造を持つ代替またはリ モー ト ・ サーバーに リ ス ト ア
するには、 以下の前提条件を満たす必要があり ます。

• Oracle データベース ・ ソ フ ト ウェ アのバージ ョ ンが同じ である こ と ： 格納先データベースの Oracle のエ

デ ィ シ ョ ン とバージ ョ ンが、 ソース ・ データベースで使用されている Oracle のエデ ィ シ ョ ン とバージ ョ

ン と同じ である必要があり ます。 パッ チのレベルも同一である必要があ り ます。

• 複製データベースのバッ クア ッ プが使用可能である こ と ： 複製データベースのバッ クア ッ プが正常に完
了し使用可能になっている必要があり ます。

• ソース ・ データベースが OPEN 状態である こ と ： ソース ・ データベースは、 複製データベースのリ ス ト

ア ・ プロセス全体を通し て OPEN READ WRITE 状態になっている必要があり ます。

• 補助イ ンス タ ンスが用意されている こ と ： RMAN のバッ クア ッ プ ・ ベースの複製データベース ・ プロセ

スでは、 以下で定義されているよ う な補助イ ンス タ ンスが用意されている必要があ り ます。

1 補助インスタンス用のOracleパスワードが作成されていること：ソース・データベースと同じホ

ストに複製する場合、補助接続用にOS認証を使用するのではなく、パスワード・ファイルを使

用したい場合に必要となります。パスワード・ファイルの作成について詳しくは、『Oracle 
Database Administrator's Guide』の「Creating and Maintaining a Password File」を参照してください。

2 補助インスタンスへのOracle Net接続が確立されていること：ソース・サーバーと代替サーバー

両方の「tnsnames.ora」ファイルにインスタンスを追加することにより、補助インスタンスが

Oracle Netで使用可能である必要があります。さらに、Windowsプラットフォームでは、次のコマ

ンドを実行してインスタンスを開始します。

oradim -new -sid <SID 名 >
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3 補助インスタンスの格納先ディレクトリが存在すること：格納先データベースが存在することに
なるサーバーに、補助インスタンス用に以下の格納先ディレクトリが作成されている必要があり
ます。ASMで、格納先データベースがデータファイルに格納される場合、格納先データベース用

のASMインスタンス名がすでに存在する必要があります。

▫ Control_Files

▫ DB_Create_File_Dest

▫ Audit_File_Dest

▫ Background_Dump_Dest

▫ User_Dump_Dest

4 補助インスタンス用にPFILEが作成されていること：クライアント側PFILEが、補助データベー

ス用に、ソース・データベースのSPFILEから作成されている必要があります。

▫ SQL*Plus を起動し、 ソース ・ データベースに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< ソース接続 ID> AS SYSDBA

▫ SPFILE から PFILE を作成し ます。

create pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora' from spfile;

5 補助的値を使用したPFILEの更新：補助インスタンス用に作成されたPFILEが、補助インスタン

スで指定されたパラメータ値で編集および更新されている必要があります。

▫ < ソース SID>.__ で始まっているすべてのエン ト リ を削除し ます。 < ソース SID>.__

▫ *.db_name= エン ト リ を編集し て格納先データベースの名前を反映し ます。

▫ 補助イ ンス タ ンス用に、 格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更新し
ます。 補助イ ンス タ ンス用に格納先デ ィ レ ク ト リ を反映させるには、 以下のエン ト リ を更
新し ます。 このデ ィ レ ク ト リが存在する必要があ り ますが、 ソース ・ データベースがデー
タ フ ァ イルを ASM に格納する場合、 格納先データベース用の ASM イ ンス タ ンス名が、 以

下の control_files および db_create_file_dest パラ メ ータ用にそれぞれ指定されている必

要があり ます。

*.audit_file_dest=
*.background_dump_dest=
*.control_files=
*.user_dump_dest=
*.db_create_file_dest=
*.db_recovery_file_dest=

▫ エン ト リの先頭に 「#」 （番号記号） を挿入して、 以下のエン ト リ をコ メ ン ト ・ アウ ト します。

*.dispatchers='(PROTOCOL=TCP) (SERVICE=< ソース SID>XDB)'

▫ 以下の行を追加し て、 データ フ ァ イル名および一時フ ァ イル名の変換用にス ト リ ング ・ ペ
アを指定し ます。

*.db_file_name_convert='< ソース ・ データベース作成フ ァ イル宛先 >/
< ソース SID>', '< 宛先データベース作成フ ァ イル宛先 >/
< 宛先 SID>'

例 ：

*.db_file_name_convert=' C:\oracle\oradata\prod',
'c:\oracle\oradata\test'

▫ 以下の行を追加し て、 オン ラ イ ン REDO ログ ・ フ ァ イル名の設定用にス ト リ ング ・ ペアを

指定し ます。

*.log_file_name_convert='< ソース ・ データベース作成フ ァ イル宛先 >/
< ソース SID>', '< 宛先データベース作成フ ァ イル宛先 >/
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< 宛先 SID>'

例 ：

*.log_file_name_convert=' C:\oracle\oradata\prod',
'c:\oracle\oradata\test'

6 補助インスタンスがNOMOUNT状態で起動していること：補助インスタンスが、補助インスタン

ス特有のパラメータ値で更新されているPFILEを使用してNOMOUNT状態で起動される必要があ

ります。

▫ SQL*Plus を起動し て補助イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

sqlplus sys/< パスワー ド >@< 補助接続 ID> AS SYSDBA

▫ イ ンス タ ンスを NOMOUNT 状態で起動し ます。

startup nomount pfile = '<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora'

7 補助ファイルが、SPFILEのPFILEをもとに作成されていること

create spfile from pfile='<PFILE 宛先デ ィ レ ク ト リ >/
init< 補助 SID>.ora';

8 SQL*Plusを終了します。

複製データベースのリストアが正常に完了するよう、SQL*Plusを終了する必要があります。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている こ と ： 格納先データ

ベースが存在する代替サーバーと同じバージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウェ ア と本プラグイ ンを イ ン

ス ト ールし、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

本プ ラグイ ンを、 代替サーバーで設定する場合、 以下のデフ ォル ト 属性が定義されている こ と を確認し
て く だ さい。

▪ ［NetVault Backup サーバー］ ： ソース ・ データベース ・ サーバーが NetVault Backup ク ラ イアン

ト と し て追加されている NetVault Backup サーバーの名前を定義し ます。

▪ ［NetVault Backup サーバーから リ ス ト アを実施する］ ： ソース ・ データベース ・ サーバーが

NetVault Backup ク ライアン ト と して追加されている NetVault Backup サーバーの名前を定義します。

▪ ［NetVault Backup ク ラ イアン ト からのバッ クア ッ プを リ ス ト アする］ ： ソース ・ データベース用

に NetVault Backup マシン名を指定し ます。

詳細は、 「デフ ォル ト 設定の構成」 を参照し て く だ さい。

• 代替サーバーにイ ンス ト ールされた Plug-in for Oracle にソース ・ データベースが追加されている こ と ：

格納先データベースが存在する こ とになる代替 （ス タ ンバイ） サーバーにイ ンス ト ール済みの本プ ラグ
イ ンに、 ソース ・ データベースが追加される必要があ り ます。

た と えば、 プロダクシ ョ ン Oracle サーバーの名前が 「salesdb」 だ と し ます。 本プ ラグイ ンがイ ンス

ト ールされている代替サーバーに、 「salesdb」 とい う名前のデータベースを追加し ます。 既存のデータ

ベースが代替サーバーにク ローニングされていない場合でも、 この手順を実行し ます。 この手順によ っ
てプ ラグイ ンがプレースホルダを作成し、 Oracle データベースが代替 （ス タ ンバイ） サーバーにリ ス ト

ア される と き、 ク ローニング ・ プロセス中にこのプレースホルダが使用されます。

データベースの追加について詳し く は、 「データベースの追加」 を参照し て く だ さい。 これらの手順は、
オ リ ジナルのデータベース と、 代替サーバーに作成するプレースホルダに使用し ます。

複製データベースのリストア

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 利用可能な複製データベースのバッ クア ッ

プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。
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3 ［ク ローン ・ データベース］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 ［複製データベース］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 ［デステ ィ ネーシ ョ ン ・ データベース］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ［ターゲッ ト ・ サービス］ フ ィ ールド で、 補助インス タ ンスの Oracle Net Service 名を指定し ます。

▪ 補助イ ンス タ ンス用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。

▪ 本プ ラグイ ンによ って補助イ ンス タ ンス接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ を

指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

▪ ［NOFILENAMECHECK オプシ ョ ンを使用］ オプシ ョ ンを選択し ます。

5 ［データベースから複製］ フ レームで、 以下を設定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle SID］ を指定し ます。

▪ ソース ・ データベース用に ［Oracle ホーム］ を指定し ます。

▪ 本プ ラグイ ンによ ってソース ・ データベース接続用に使用される ［Oracle SYSDBA ユーザー名］

を指定し ます。

▪ ［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を指定し ます。

6 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 格納先データベースが存在する こ とになる代替サーバーの NetVault 
Backup マシン名を選択し ます。

7 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト の記入も含めた リ ス ト ア手順を続行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

テーブル ・ レベルのリ カバリの実行
テーブル ・ レベルのリ カバリ （RECOVER TABLE） は、 Oracle Database 12.1 Enterprise Edition 以降で利用で

きる Oracle ベースの機能です。 適切なバージ ョ ンの Oracle を使用し ている場合、 プラグイ ンを使って特定の

Oracle テーブルを特定の時点に リ カバリする こ とができます。

Oracle サーバーは、 記載されているテーブルを含むテーブルスペースを補助イ ンス タ ンスにリ カバリ し ます。

次にデータ ・ ポンプを使って、 補助イ ンス タ ンスから ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスにテーブル ・ データ をエクス
ポー ト し ます。

補助イ ンス タ ンスにテーブルスペースを リ ス ト アするには、 システム ・ テーブルスペースのバッ クア ッ プ、 リ カ
バリ対象テーブルを含むテーブルスペース、 およびバッ クア ッ プ時に存在し ていた制御フ ァ イルを指定する必要
があり ます。

プ ラグイ ンによ り、 補助イ ンス タ ンスを使った自動リ カバリ手法を活用する こ とができます。 テーブル ・ レベル
のリ カバリ を行う ためのその他の方法について詳し く は、 Oracle のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 その他

の方法では RMAN コマン ド ・ プロンプ ト を使って、 プ ラグイ ンが作成し たバッ クア ッ プから リ カバリする こ と

ができます。

以下の ト ピ ッ クには、 テーブル ・ レベル ・ リ カバリの実行に関する情報が記載されています。

• テーブル ・ レベル ・ リ カバリの使用

• テーブル ・ レベルの要件と制限事項

• テーブル ・ レベル ・ リ カバリのチャネルの設定

• RMAN CLI からのテーブル ・ レベルのリ カバリの実行

• NetVault Backup WebUI からのテーブル ・ レベルのリ カバリの実行

重要： 以下のトピックで取り上げている例は、完全自動版の補助インスタンスの使用に基づいています。
自動化を利用することにより、補助インスタンスが完全に作成され、宛先、つまり、ファイル・システム
内のディレクトリが指定されている場合はOracleサーバーにより管理されます。
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テーブル・レベル・リカバリの使用
テーブル ・ レベル ・ リ カバリ では、 他のテーブルやデータベースに影響を与える こ と な く 、 1 つまたは複数の

テーブルまたはテーブル ・ パーテ ィ シ ョ ンを、 特定の時点に リ カバリする こ とができます。 このプロセスのため
に、 プ ラグイ ンの RMAN バッ クア ッ プを使って作成されたバッ クア ッ プを使用する こ とができます。 他のリ カ

バリ方法に加えて、 テーブル ・ レベルのリ カバリは、 以下のよ う な リ カバリ を行う 場合に役立ちます。

• 少数のテーブルを特定の時点にリ カバリする。

• 破棄、 パージ されたテーブルを リ カバリする。

• 論理的に損傷し たテーブルを リ カバリする。

• FLASHBACK TABLE コマン ド を利用できないテーブルを リ カバリする （たと えば、 構造的な変更によ

り Flashback Table で巻き戻せない場合や、 目的の時点が元に戻せる時点よ り も古い場合など）。

テーブル・レベルの要件と制限事項
このタ イプのリ カバリ を実行する際には、 Oracle データベース固有の制限事項と要件があり ます。 正常にリ カ

バリ を実行するために、 以下の要件と制限事項を確認する必要があ り ます。 すべての制約の一覧などその他の情
報について詳し く は、 Oracle ド キュ メ ン ト のテーブル ・ レベルのリ カバリ情報を参照し て く だ さい。

• テーブル ・ レベルのリ カバリは、 Enterprise Edition の Oracle Server 12.1 以降で利用できます。

• テーブル ・ レベルの自動リ カバリ を使用するには、 リ カバリの実行前に 「Auxiliary Destination」 節に指

定し たデ ィ レ ク ト リが存在し ている必要があり ます。 既存の空のデ ィ レ ク ト リ を使用する、 またはデ ィ
レ ク ト リ を作成する こ とができます （プロセス開始前にデ ィ レ ク ト リが存在し ている必要があ り ます）。

• CONFIGURE コマン ド を使って、 RMAN 内にチャネルを設定する必要があり ます。 補助データベースは、

ターゲッ ト ・ データベース と同じ チャネルを使用し ます。

• テーブルスペース SYSTEM、 SYSAUX、 undo （UNDOTBS1）、 および SYSEXT （SYSEXT テーブルス

ペースがある場合） のフル ・ バッ クア ッ プが存在し ている必要があ り ます。 また、 リ カバリのターゲッ
ト と なるテーブルを含むテーブルスペースも存在し ています。

• テーブル ・ レベルのリ カバリ を使って、 SYS に所属するテーブル、 SYSTEM および SYSAUX テーブル

スペースからのテーブル、 またはス タ ンバイ ・ データベース上のテーブルを リ カバリする こ とはできま
せん。

• REMAP 句を使って、 名前付き NOT NULL 制約を持つテーブルを リ カバリする こ とはできません。

テーブル・レベル・リカバリのチャネルの設定
プ ラグイ ンを リ カバリ に使用するには、 RMAN に SBT チャネルを設定し ます。 これらのチャネルは RMAN およ

び NetVault Backup メ デ ィ ア管理ユーテ ィ リ テ ィ に接続し ます。 デフ ォル ト の SBT チャネル、 またはタ イプが

SBT または DISK のその他のチャネルを設定する こ とができます。 現在の RMAN 設定を表示するには、 RMAN
プロンプ ト から以下のコマン ド を実行し ます。

RMAN> SHOW ALL;

SBT チャネルが設定されていない場合、 つま り、 DISK チャネルの設定のみが存在し ている場合は、 以下のコマ

ン ド を使って RMAN に SBT チャネル用の一連の設定を追加するよ う に指示し ます。

RMAN> CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO 'SBT_TAPE';

SBT 用にこれらの設定が追加され、 テーブル ・ レベルのリ カバリが実行される と、 最低 1 つの DISK チャネルと

1 つの SBT チャネルを、 リ カバリ ・ プロセスで利用できるよ う にな り ます。 補助イ ンス タ ンスは、 ターゲッ ト ・

イ ンス タ ンスで利用できるチャネルと同じ チャネルを使用し ます。

また、 必要に応じ て以下のコマン ド を使って他のチャネルを追加する こ と もできます。

RMAN> CONFIGURE CHANNEL < チャネル番号 > DEVICE TYPE sbt

チャネルの設定について詳し く は、 Oracle のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。
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RMAN CLIからのテーブル・レベルのリカバリの実行

前述のよ う に、 例は完全自動版の補助イ ンス タ ンスの使用に基づいています。 自動補助イ ンス タ ンスまたはユー
ザー管理補助イ ンス タ ンス （これらは両方と も プ ラグイ ン と一緒に使ってテーブル ・ レベルのリ カバリ を実行で
きます） の使用に関する他の例について詳し く は、 Oracle のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 以下の点に注

意し ます。

• テーブル ・ レベルのリ カバリ では、 until 句を使って リ カバリする状態を定義する必要があり ます。

• 以下の例は、 ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス、 および必要に応じ て RMAN リ カバリ ・ カ タ ログに接続する こ

と を前提にし ています。

例

以下の例は Oracle ユーザー sales の 3 つのテーブルを、 完全自動補助イ ンス タ ンスを使用し て、 特定の SCN に

リ カバリ し ます。 必要なフ ァ イルは、 リ カバリ実行前に作成し た Linux または UNIX デ ィ レ ク ト リ、

/oracle/nvbu_pitr_auxiliary_destination に保管されます。

RMAN> recover table SALES.NORTHSALES, SALES.SOUTHSALES, SALES.CENTRALSALES
until scn 5555638
auxiliary destination '/oracle/nvbu_pitr_auxiliary_destination';

ログ ・ シーケンスを使用する こ と を除いて同じ例 ：

RMAN> recover table SALES.NORTHSALES, SALES.SOUTHSALES, SALES.CENTRALSALES
until sequence 38 thread 1
auxiliary destination '/oracle/nvbu_pitr_auxiliary_destination';

同様だが特定の日時を使用し、 Windows サーバー環境をベースにし た例 ：

RMAN> recover table SALES.NORTHSALES, SALES.SOUTHSALES, SALES.CENTRALSALES
until time "to_date('2013/11/23 06:59:00', 'yyyy/mm/dd hh24:mi:ss')"
auxiliary destination 
'C:\app\Administrator\product\11.2.0\dbhome_1\nvbu_pitr_auxiliary_destination';

以下の例は remap table オプシ ョ ンを使って、 選択し た 3 つのテーブルの中の 2 つを、 別名の新しいテーブル

にリ カバリ し ます。 3 番目のテーブルはオ リ ジナルと同じ名前で リ カバリ されます。

RMAN> recover table SALES.NORTHSALES, SALES.SOUTHSALES, SALES.CENTRALSALES
until time "to_date('2013/11/23 06:59:00', 'yyyy/mm/dd hh24:mi:ss')"
remap table sales.northsales:northsales_recovered, 
sales.southsales:southsales_recovered
auxiliary destination 
'C:\app\Administrator\product\11.2.0\dbhome_1\nvbu_pitr_auxiliary_destination';

共通のユーザーから テーブルを リ カバリ ：

RMAN> recover table "C##SALES"."NORTHSALES", "C##SALES"."SOUTHSALES"
until scn 5555638
remap table "C##SALES"."NORTHSALES":"NORTHSALES_RECOVERED"
auxiliary destination '/oracle/nvbu_pitr_auxiliary_destination';

デフ ォル ト で RMAN は、 リ カバリ し たテーブルまたはテーブル ・ パーテ ィ シ ョ ンを ターゲッ ト ・ データベース

にイ ンポー ト し ます。 イ ンポー ト 前、 テーブルはエクスポー ト ・ ダンプ ・ フ ァ イルに保管されます。
NOTABLEIMPORT オプシ ョ ンを使って、 RMAN による リ カバリ されたテーブルまたはテーブル ・ パーテ ィ

シ ョ ンのイ ンポー ト を防止する こ とができます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 テーブルは特定の時点に リ カバ
リ され、 エクスポー ト ・ ダンプ ・ フ ァ イルは作成されますが、 ターゲッ ト ・ データベースにダンプ ・ フ ァ イルは
イ ンポー ト されません。 その時点で補助イ ンス タ ンスを使って、 テーブルを分析する こ とができます。 または、
Oracle Data Pump Import ユーテ ィ リ テ ィ を使って、 ダンプ ・ フ ァ イルを ターゲッ ト ・ データベースに手動でイ

ンポー ト する こ とができます。

RMAN> recover table "C##SALES"."NORTHSALES", "C##SALES"."SOUTHSALES"
until time 'SYSDATE-4'
auxiliary destination '/oracle/nvbu_pitr_auxiliary_destination'
datapump destination '/oracle/nvbu_pitr_datapump_destination'
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dump file 'northsales_southsales_export_dump.dat'
notableimport;

NetVault Backup WebUIからのテーブル・レベルのリカバリの実

行
「RMAN リ ス ト アの実行」 で説明し ている手順に加えて、 テーブル ・ レベルのリ カバリ に対し ては以下のオプ

シ ョ ンが適用されます。

1 ［リ カバリの実行］ タ ブの ［リ カバリ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［テーブル ・ レベル ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・
タ イム ・ リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

2 ［'System Change Number' ベース］、 ［ログ ・ シーケンス ・ ベース］、 または ［タ イム ・ ベース］ オプ

シ ョ ンを選択し ます。

▪ ［'System Change Number' ベース］ オプシ ョ ンを選択し た場合、 プ ラグイ ンは RMAN に、 テー

ブル ・ リ カバリ時に until scn 句を使用するよ う に指示し ます。 例 ： until scn 5555638

▪ ［ログ ・ シーケンス ・ ベース］ オプシ ョ ンを選択し た場合、 プ ラグイ ンは RMAN に、 テーブル ・

リ カバリ時に until sequence < 番号 > thread < 番号 > 句を使用するよ う に指示し ます。 例 ： until 
sequence 38 thread 1

▪ ［タ イム ・ ベース］ オプシ ョ ンを選択し た場合、 プ ラグイ ンは RMAN に、 テーブル ・ リ カバリ時

に until time 句を使用するよ う に指示し ます。 例 ： until time "to_date('2013/11/23 06:59:00', 
'yyyy/mm/dd hh24:mi:ss')"

3 ［Auxiliary Destination］ フ ィ ールド に、 必要なすべてのフ ァ イル （制御フ ァ イルのコ ピー、 アーカ イ

ブ ・ ログ、 データ フ ァ イルなど） を補助イ ンス タ ンスが保管するデ ィ レ ク ト リ （フル ・ パス） を指定し
ます。

このフ ィ ールドの使用は、 auxiliary destination '< デ ィ レ ク ト リのフル ・ パス >' 句と同等です。

4 ［Recover table］ フ ィ ールド に、 テーブル ・ レベルのリ カバリの一環と し て リ カバリ ・ テーブルに含め

る、 テーブルのカ ンマ区切り リ ス ト を入力し ます。

oracle_user_name.table_name 構造体を使用し ます。 Oracle 12c には、 共通ユーザーと ローカル ・ ユー

ザーが含まれています。 ローカル ・ ユーザーに使用される命名規則は、 前のバージ ョ ンの Oracle で使用

される Oracle データベース ・ ユーザー名と同様です。

共通ユーザーがある コ ンテナに対し て、 Oracle データベースは SYS および SYSTEM 共通ユーザーを提

供し ます。 ユーザーが作成する共通ユーザー名は、 C## または c# で開始する必要があり ます。 詳し く

は、 Oracle 12c Multitenant Architecture のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

例 1 ： sales ユーザーの 3 つのテーブルを リ ス ト し ます。

sales.northsales, sales.southsales, sales.centralsales

例 2 ： 共通の C##SALES ユーザーの 2 つのテーブルを リ ス ト し ます。

"C##SALES"."NORTHSALES", "C##SALES"."SOUTHSALES"

前の例の使用は、 recover table "C##SALES"."NORTHSALES", "C##SALES"."SOUTHSALES" 句と同

等です。

メ モ ： リ カバリ中にエラーが発生し た場合、 リ カバーされたテーブルがエクスポー ト ・ ダンプ ・ フ ァ イル
を作成し ていれば、 それは削除されません。 そのエクスポー ト ・ ダンプ ・ フ ァ イルを使って、 リ カバリ ・
プロセスを手動で完了する こ とができます。

重要： Oracleユーザーがフル・パスにアクセスできることを確認します。

重要： 共通ユーザーからのテーブルをリストする場合は、二重引用符を使用します。SQL*Plusは、

C##またはc#を含む文字列を使用するテーブルのクエリを受け付け、二重引用符を除外しますが、

RMANはそうではありません。
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5 ［Remap table］ フ ィ ールド に、 必要に応じ てテーブル ・ レベル ・ リ カバリの一環と し て、 名前を変更す

るテーブルのカ ンマ区切り リ ス ト を入力し ます。

このオプシ ョ ンによ り、 テーブルを リ カバリ し て、 それを分析し て妥当性を検証し、 オ リ ジナルのテー
ブルを上書きするかど うかを判断する こ とができます。 ［Recover table］ フ ィ ールド に記載されている

各テーブルにマ ッ ピングを指定する必要はあり ません。 一時的に名前を変更するテーブルのマ ッ ピング
のみを指定する必要があり ます。

例 1 ： sales.northsales テーブルを sales.northsales_recovered にマ ッ プ し ます。

sales.northsales:northsales_recovered

例 2 ： sales.northsales テーブルを sales.northsales_recovered にマ ッ プ し ます。

sales.northsales:northsales_recovered, sales.southsales:southsales_recovered

例 3 ： sales.northsales テーブルを sales.northsales_recovered にマ ッ プ し ます。

"C##SALES"."NORTHSALES":"NORTHSALES_RECOVERED"

前の例の使用は、 remap table "C##SALES"."NORTHSALES":"NORTHSALES_RECOVERED" 句の使

用と同等にな り ます。
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8

リ カバリ ・ カ タ ログの管理

• リ カバリ ・ カ タ ログの再同期化

• CROSSCHECK コマン ド を利用し て RMAN リポジ ト リ を更新する

リ カバリ ・ カ タ ログの再同期化
Plug-in for Oracle は、 制御フ ァ イルがマウン ト されリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースがコマン ド実行で使用可

能であれば、 RMAN バッ ク ア ッ プの実行時に自動的に リ カバリ ・ カ タ ログの完全または部分再同期化を実行し

ます。

以下の場合に、 RMAN の RESYNC CATALOG コマン ド を使用し て、 手動による完全再同期を実行できます。

• カ タ ログを自動に再同期するいずれかのコマン ド を発行する際、 リ カバリ ・ カ タ ログが使用不可の場合。

• データベースを頻繁にバッ クア ッ プ し ない場合や、 毎日多数のログ ・ スイ ッ チが生成される場合。 例 ：
データベースのバッ クア ッ プの間に何百ものアーカ イブ ・ ログがアーカ イブ される場合や、 カ タ ログの
再同期化の間に 1000 ものスイ ッ チが生成される場合など。

• テーブルスペースの追加や削除など ターゲッ ト ・ データベースの物理構造に変更を加えた場合など。
アーカ イブ ・ オペレーシ ョ ン と同様に、 スキーマが物理的に変更されても リ カバリ ・ カ タ ログは自動的
に更新されません。

手動による RESYNC CATALOG コマン ドの実行はそれほど必要あ り ません。 詳し く は、 『Oracle Database 
Backup and Recovery Advanced User's Guide』 の 「Using CROSSCHECK to Update the RMAN Repository」 を

参照し て く だ さい。

リ カバリ ・ カ タ ログの完全再同期化を強制的に実行するには、 以下の手順に従います。

1 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベース と リ カバリ ・ カ タ ログに接続し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

2 ターゲッ ト ・ データベースをマウン ト し ます。

STARTUP MOUNT;

3 リ カバリ ・ カ タ ログの再同期化

RESYNC CATALOG;

4 RMAN を終了し ます。
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CROSSCHECK コマン ド を利用し て

RMAN リポジ ト リ を更新する
RMAN リポジ ト リ内のバッ ク ア ッ プに関するデータが NetVault データベース内の対応するデータ と同期し てい

るかど うかを確認するには、 ク ロスチ ェ ッ ク を実行し ます。 バッ クア ッ プに関する RMAN リポジ ト リ情報のリ

ポジ ト リ ・ レ コー ドが実際の物理的な状態と一致し ない場合、 CROSSCHECK コ マン ドは無効な RMAN リ ポジ

ト リ情報を更新し ます。 た と えば、 ユーザーが OS のコマン ド を使用し てデ ィ スクからアーカ イブ ・ ログを削除

する際、 実際にはログはすでにデ ィ スクから削除されているにも関わらず、 リポジ ト リが依然と し てログが存在
する と示す場合などです。

CROSSCHECK コマン ド について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Basics』 を参照し て く だ

さい。

1 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベース と リ カバリ ・ カ タ ログに接続し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

2 アーカ イブ ・ ログのク ロスチ ェ ッ ク を実行し ます。

CROSSCHECK ARCHIVELOG ALL;

3 RMAN を終了し ます。
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9

RMAN CLI の使用 

• CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ： 概要

• CLI ベースのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アの事前要件

• CLI ベースのバッ クア ッ プを実行する

• CLI ベースのリ ス ト アを実行する

• バッ クア ッ プでの CROSSCHECK コマン ド と CATALOG コマン ドの使用

CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プおよび

リ ス ト ア ： 概要
Plug-in for Oracle のイ ン ターフ ェ イスではサポー ト されていない高度な RMAN 機能を使用するには、 本プ ラグ

イ ンの代わり に、 またはプ ラグイ ン と組み合わせて、 CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行

できます。 CLI ベースの RMAN バッ クア ッ プおよびリ ス ト アの実行中、 プラグイ ンは RMAN に メ デ ィ ア管理機

能を提供し ます。

この ト ピ ッ クで説明されている追加の手順または異なる手順を完了する前に、 「プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削
除」 および 「プ ラグイ ンの設定」 などの以前の ト ピ ッ クで説明されている情報を確認し ます。

CLI ベースのバッ クア ッ プおよびリ ス ト

アの事前要件
コマン ド ・ ラ イ ンからバッ クア ッ プまたはリ ス ト アを開始する前に、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

• 適切な RMAN 実行可能フ ァ イル使用の確認 （Linux のみ）

• SBT_TAPE チャネル確立の確認

• NetVault Backup 「nvpluginaccess」 ユーテ ィ リ テ ィ の実行

重要： Questでは、この機能を使用する前に、『Oracle Database Backup and Recovery Advanced User's 
Guide』を参照し、RMAN内部について詳細に理解しておくことをお勧めします。
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適切な RMAN 実行可能フ ァ イル使用の確認

（Linux のみ）
Linux のさ まざまなイ ンス ト ールには、 rman とい う名前の実行可能フ ァ イルが複数含まれています。 そのため、

プロンプ ト で rman コマン ド を実行し たと きに、 適切な Oracle RMAN アプ リ ケーシ ョ ンが起動されている こ と

を確認する必要があり ます。 この手順を実行するには、 Oracle RMAN の実行可能フ ァ イルのパス

（$ORACLE_HOME/bin） を PATH 環境変数の最初の検索パスにし ます。

SBT_TAPE チャネル確立の確認
Plug-in for Oracle は、 Oracle SBT_TAPE チャ ンネルを使用し て Oracle データベースのバッ クア ッ プを実行し ま

す。 SBT は、 通常、 テープ ・ メ デ ィ アへのバッ クア ッ プで使用するバッ クア ッ プ先を RMAN コマン ド で指定す

るために使用し ます。 SBT-TAPE チャネルの確立について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery 
Advanced User's Guide』 の 「Configuring and Allocating Channels for Use in Backups」 を参照し て く だ さい。

NetVault Backup 「nvpluginaccess」 ユーテ ィ リ

テ ィ の実行
NetVault Backup サーバーの 「util」 デ ィ レ ク ト リ にある nvpluginaccess ユーテ ィ リ テ ィ を、 NetVault Backup
サーバー、 または NetVault Backup ク ラ イアン ト から実行できます。

NetVault Backup のデフ ォル ト ・ ユーザーにパスワー ド が設定されている場合や、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア

の実行にデフ ォル ト 以外の NetVault Backup ユーザーが使用されている場合は、 NetVault Backup サーバーで

nvpluginaccess ユーテ ィ リ テ ィ を実行するか、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のアクセスを設定する必要があ

り ます。 次に、 本プ ラグイ ンが CLI バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行するために必要なセキュ リ テ ィ ・ ク リ ア

ラ ンスを取得する必要があり ます。

NetVault Backupクライアントのアクセスの設定

1 コマン ド ラ イ ン ・ セ ッ シ ョ ンを開始し、 次のコマン ド を実行し ます。

nvpluginaccess -client <NetVaultBackupServerName>

2 プ ラグイ ンのプロンプ ト が表示されたら、 「4」 を入力し て、 ［Specify plugin name］ オプシ ョ ンを選択

し ます。

Please select a plugin you wish to allow client '<NetVaultBackupServerName>'
to access:

1) Informix plugin
2) Oracle RMAN plugin
3) Informix and Oracle RMAN plugins
4) Specify plugin name

重要： RMAN CLIを使用して生成されたジョブはNetVault Backup WebUIを使用して再実行することはでき

ません。また、RMAN CLIアプリケーションからNetVault BackupにRMAN CLIコマンド、つまり、RMAN
スクリプトが戻されることもありません。したがって、［ジョブ・ステータス］ページで［今すぐ実行］を
選択すると、ジョブは失敗に終わります。

注意： パスワードは7文字以下に制限されています。

重要： オプション2または3は選択しないでください。プラグインの名前には「CLI」を入力する

必要があるので、オプション4を選択する必要があります。
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3 名前の入力を求めるプロンプ ト が表示されたら、 「CLI」 と入力し ます。

Please input the plugin name: CLI

4 ユーザー ・ アカウン ト の入力を求めるプロンプ ト が表示されたら、 「default」 と入力し ます。

Please enter the user account: default

5 パスワー ドの入力を求めるプロンプ ト が表示されたら、 該当するパスワー ド を入力し ます。

Please enter the password for the account 'default': <password>

ク ラ イアン ト が追加されたこ とが示されます。

Successfully added client '<NetVaultBackupServerName>'.

NetVault Backupサーバーからのユーティリティの実行

1 コマン ド ラ イ ン ・ セ ッ シ ョ ンを開始し、 「util」 デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

▪ Linux および UNIX の場合、 「util」 デ ィ レ ク ト リは 「…/netvault/util」 にあ り ます。

▪ Windows の場合、 「util」 デ ィ レ ク ト リは 「…\NetVault Backup\util」 にあ り ます。

「...」 は NetVault Backup サーバーのイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リのパスを表し ます。

2 以下のコマン ド を実行し ます。

nvpluginaccess -remove -client < ク ラ イアン ト ・ マシン名 >
nvpluginaccess -client < ク ラ イアン ト ・ マシン名 > -account < ユーザー名 >

< ク ラ イアン ト ・ マシン名 > は、 本プラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン

ト ・ マシンの名前です。 < ユーザー名 > は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行する NetVault Backup
ユーザーです。

例 ：

nvpluginaccess -client DB_Server -account default

3 使用可能なプ ラグイ ンのリ ス ト が表示されたら、 本プ ラグイ ン （「Oracle RMAN プラグイ ン」） に対応す

る番号を入力し、 Enter を押し ます。

4 パスワー ドの入力を求められたら、 指定し た NetVault Backup アカウン ト のパスワー ド を入力し ます。

指定し た NetVault Backup ク ラ イアン ト へのアクセスが許可されたこ と を通知する確認メ ッ セージが表示

されます。

5 「config」 デ ィ レ ク ト リ に格納されている 「hookplugs.cfg」 フ ァ イルの内容を表示し て、

nvpluginaccess ユーテ ィ リ テ ィ が正し く 設定されている こ と を確認し ます。

▪ Linux および UNIX の場合、 「config」 デ ィ レ ク ト リは 「.../netvault/config」 にあり ます。

▪ Windows の場合、 「config」 デ ィ レ ク ト リは 「…\NetVault Backup\config」 にあり ます。

「...」 は NetVault Backup サーバーのイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リのパスを表し ます。

「hookplugs.cfg」 フ ァ イルの以下のエン ト リは、 前述の例に対応し ています。

[DB_SERVER]
Plug-ins=Oracle Rman!,Oracle Rman Plug-in
Account=default
Password=%G59j$#

メ モ ： フ ァ イルの以下のエン ト リは、 上の例に対応し ています。 「hookplugs.cfg」 フ ァ イルの

「Password」 フ ィ ールド には、 パスワー ドが暗号化されて表示されます。 実際のパスワー ドは表示

されません。
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CLI ベースのバッ クア ッ プを実行する
以下の ト ピ ッ クには、 CLI ベースのバッ クア ッ プの実行に関する情報が記載されています。

• CLI 基本バッ クア ッ プ例

• その他のパラ メ ータ ： 「format」 節

• その他のパラ メ ータ ： 「send」 節および 「PARMS」 節

• NetVault Backup メ デ ィ ア名の照会

CLI 基本バッ クア ッ プ例
この ト ピ ッ クでは、 RMAN コマン ド を使用し て 「USERS」 テーブルスペースを フル ・ バッ クア ッ プする方法を

示し ます。

1 Oracle データベース ・ サーバにログオン し、 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

2 プロンプ ト で、 以下のよ う に run ブロ ッ ク を生成し ます。

run {
allocate channel c1 device type 'SBT_TAPE';
backup
tablespace USERS;
release channel c1;
}

上記のコマン ドは、 CLI ベースのバッ クア ッ プを実行するために必要な最小限のコマン ド です。 このほか、 本プ

ラグイ ンには、 CLI バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブにさ まざまなオプシ ョ ンを設定するための追加パラ メ ータが用意され

ています。 以下の ト ピ ッ クでは、 これらのパラ メ ータの概略を示し ます。

その他のパラ メ ータ ： 「format」 節
「format」 節は、 バッ クア ッ プ ・ ピースまたは作成される イ メ ージ ・ コ ピーのフ ァ イル名を作成するためのパ

ターンを指定し ます。 本プ ラグイ ンでは、 format 節で変数と し て使用できる追加パラ メ ータが用意されていま

す。 以下の 3 つの変数を使用する こ と で、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの 3 つのパラ メ ータ を指定できます。

• サーバー名

• ターゲッ ト ・ セ ッ ト

• Advanced Options Set

format 節は run ブロ ッ ク内で使用され、 構文の backup コマン ドの直後に記述し ます。 「%d_%u_%p_%c」 変

数の前には追加のコ ロンを必ず含める必要があり ます。 また、 「%d_%u_%p_%c」 変数は非常に重要です。 通

常、 Oracle は一意の文字列を生成し、 ユーザーはこれを使用し て、 NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ内で

個別のバッ クア ッ プ ・ セグ メ ン ト を識別できる こ とがその理由です。

run {
allocate channel c1 type 'SBT_TAPE';
backup
format '< 変数 _1>:< 変数 _2>:< 変数 _3>::%d_%u_%p_%c'
tablespace USERS;
release channel c1;

この節では、 指定された順序で特定の変数が記述されます （た と えば、 変数 _1、 変数 _2、 および変数 _3）。 各

変数は、 以下の表で示すよ う に、 NetVault Backup および RMAN の特定の値に対応し ます。 コマン ドの各変数

は、 コ ロン （:） で区切って入力し、 「%d_%u_%p_%c」 変数の前のコ ロン も含める必要があり ます。
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その他のパラ メ ータ ： 「send」 節および

「PARMS」 節
この ト ピ ッ クで説明するパラ メ ータ を 「send」 または 「PARMS」 のいずれかのコマン ド で使用し て、 コマン

ド ・ ラ イ ンから実行するバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対し て NetVault Backup オプシ ョ ンを設定し ます。 この ト ピ ッ

クでは、 「send」 および 「PARMS」 節の動作について説明し ます。

• 「send」 節 ： 「send」 節で指定されたパラ メ ータは特定のジ ョ ブに適用されます。

send '< 変数 >=< 値 >';

以下は入力例です。

run { allocate channel ch1 type 'SBT_TAPE'
send 'NV_TARGET_MEDIA=Mid' }
run { allocate channel ch2 }

表2. 変数

変数 説明

<変数_1> NetVault Backupサーバー名：バックアップ・ジョブの実行元であるNetVault Backupサー

バーのNetVault Backupマシン名。この値は必須です。

<変数_2> ターゲット・セット名：特定のデバイスをバックアップ対象にするには、Oracle RMANバッ

クアップ用に作成されたターゲット・セットを指定します。NetVault Backupのデフォルト

設定である任意のデバイスを使用する場合は、このオプションをそのままにします。このオ
プションは、［設定］ダイアログ・ボックスで指定されたCLIバックアップ・ターゲット・

セットより優先されます。ターゲット・セットについて詳しくは、『Quest NetVault Backup
アドミニストレーターズ・ガイド』のセレクション・セットの説明を参照してください。

<変数_3> 詳細設定セット名：Oracle RMANバックアップで使用するために作成された詳細設定セット

を指定します。NetVault Backupのデフォルトの詳細設定を使用する場合は、このオプショ

ンをそのままにします。このオプションは、［設定］ダイアログ・ボックスで指定された
［CLIバックアップ詳細設定セット］より優先されます。

［CLIバックアップ詳細設定セット］オプションを設定する場合、［詳細設定］タブの［バッ

クアップ寿命］フィールドで［フル・バックアップ］ではなく、［期間指定日/週/年］オ

プションを指定する必要があります。CLIベースのRMANバックアップでは、フル・バック

アップ用の世代管理はサポートされていないため、［フル・バックアップ］が指定されてい
る場合、バックアップが予期せず期限切れになる可能性があります。詳細設定オプションに
ついて詳しくは、『Quest NetVault Backupアドミニストレーターズ・ガイド』のセレクショ

ン・セットの説明を参照してください。

「%d_%u_%p_%c」 これらの値は、固有のRMAN識別子です（Oracle環境変数）。Oracleはこの変数を使用して

文字列を生成し、これを使用してNetVault Backup Media Managerは個別のバックアップ・

セグメントを識別します。

• %d：データベースの名前を指定します。

• %u：圧縮されたバックアップ・セットまたはイメージ・コピーの番号と、バック

アップ・セットまたはイメージ・コピーが作成された時刻で構成される8文字の名

前を指定します。

• %p：バックアップ・セット内のピースの番号を指定します。

• %c：一連の複製されたバックアップ・ピース内のバックアップ・ピースのコピー番

号を指定します。

メモ： または「%d_%s_%t」、あるいは一意の識別子を生成する別のキーワードの組み合わせを

使用することもできます。formatSpecサブ節で使用できる代替変数については、Oracleのド

キュメントを参照してください。
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この例では、 「NV_TARGET_MEDIA」 コマン ドは、 SBT_TAPE チャネル 「ch1」 のみに影響し ます。

「send」 節は Run ブロ ッ ク内で使用され、 構文内で 「allocate」 コマン ドの直後で指定されます。

run {
allocate channel c1 type 'SET_TAPE';
send 'NV_VERIFICATION=TRUE';
backup
tablespace USERS;
release channel c1;

• 「PARMS」 節 ： 「PARMS」 節で指定されたパラ メ ータは、 Oracle イ ンス タ ンスから実行されるすべての

ジ ョ ブに適用されます。

PARMS="ENV=(< 変数 >=< 値 >)"

以下は入力例です。

run { allocate channel ch1 type 'SBT_TAPE' PARMS="ENV=(NV_TARGET_MEDIA=Mid)" }
run { allocate channel ch2 }

この例では、 コマン ド 「NV_TARGET_MEDIA」 は、 「SBT_TAPE」 チャネル 「ch1」 と、 も う一方の

Run ブロ ッ クに設定されたその他すべてのチャネルに影響し ます。

「PARMS」 節は Run ブロ ッ ク内で使用され、 構文内で 「allocate」 コマン ドの直後で指定されます。

run {
allocate channel c1 type 'SBT_TAPE'
PARMS="ENV=(NV_VERIFICATION=TRUE)";
backup
tablespace USERS;
release channel c1;

「send」および「PARMS」で使用可能な変数

以下の表で、 「send」 節と 「PARMS」 節で使用可能な変数を説明し ます。

表3. 変数

変数 説明

NETVAULTCLIACCOUNT
NETVAULTCLIPASSWORD

これらの変数を使用して、バックアップまたはリストアを実行する
NetVault Backupユーザーおよびパスワードを設定します。これらの変数

は、バックアップまたはリストアを実行する、NetVault Backupのデフォ

ルト・ユーザーまたはデフォルト以外のユーザーにパスワードが定義され
ている場合に設定されます。

例：

send 'NETVAULTCLIACCOUNT=default';
send 'NETVAULTCLIPASSWORD=< パスワー ド >';
PARMS="ENV=(NETVAULTCLIACCOUNT=default, 
NETVAULTCLIPASSWORD=< パスワー ド >)";

メモ： NETVAULTCLIPASSWORD変数の使用は、セキュリティ・リスクを

伴います。「NetVault Backup「nvpluginaccess」ユーティリティの実行」で

説明しているnvpluginaccessユーティリティを使用することをお勧めしま

す。NETVAULTCLIPASSWORD変数が実装されている場合、NetVault 
Backupのパスワードがプレーン・テキストで表示されます。
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NV_ADVANCED_OPTIONS_SET この変数を使用して、Oracle RMAN CLIバックアップで使用するために作

成した詳細設定オプション・セットのテンプレートを指定し、バックアッ
プ中に特定のNetVault Backup詳細設定オプション・セットをターゲット

にします。このパラメータは、［設定］ダイアログ・ボックスで指定され
た［CLIバックアップ詳細設定セット］より優先されます。

例：

send 'NV_ADVANCED_OPTIONS_SET= 
my_advanced_options_set_name';
PARMS="ENV=(NV_ADVANCED_OPTIONS_SET=my_advanced_options
_set_name)";

詳細設定オプションについて詳しくは、『Quest NetVault Backupアドミニ

ストレーターズ・ガイド』のセレクション・セットの説明を参照してくだ
さい。

メモ： NetVault Backupでは個別詳細設定（NV_VERIFICATIONなど）と同

時に詳細設定セットのテンプレート指定をサポートしています。
Send/PARMS節だけでなく、定義済みの詳細設定セットでもバックアップ

の詳細設定が指定されている場合は、両方の詳細設定が組み合わされま
す。競合が発生した場合は、Send/PARMS節を使用して設定された詳細設

定が、詳細設定セットで定義された同じ設定よりも優先されます。

NV_AUTO_LABEL_MEDIA この変数を使用して、ジョブに対するメディアが他に存在しない場合に、
任意のブランク・メディアに自動的にラベルを付けて使用します。以下の
値を指定できます。

• True

• False

例：

send 'NV_AUTO_LABEL_MEDIA=TRUE';
PARMS="ENV= (NV_AUTO_LABEL_MEDIA=TRUE)";

NV_BACKUP_LIFE この変数を使用して、ターゲット・メディア上でのバックアップの有効期
間を制御します。以下の値を指定できます。

• count {full | days | weeks | years}

中括弧内のパラメータは省略可能です。Countとともにfullを指定すると、

保存されるバックアップの世代数が指定されます。このパラメータはデ
フォルトです。つまり、countとともに何も指定しない場合、バックアッ

プの有効期間にわたりバックアップのバージョン数が指定されます。
Days、weeks、またはyearsは、それぞれバックアップが削除されるまでに

保存される日数、週数、または年数を指定します。

例：

send 'NV_BACKUP_LIFE=2';
PARMS="ENV=(NV_BACKUP_LIFE=2)";

NV_BACKUP_SERVER この変数を「PARMS」節に使用してOracleインスタンス全体に対するデ

フォルトNetVault Backupサーバーを確立します。

例：

PARMS="ENV=(NV_BACKUP_SERVER=NVSERVER)"

表3. 変数

変数 説明
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NV_GROUP_LABEL この変数を使用して、特定のメディア・グループをそのグループ・ラベル
に基づいて選択します。この変数は、「NV_TARGET_MEDIA」変数とともに

使用する必要があります。それ以外の場合は、無効になります。

例：

send 'NV_TARGET_MEDIA=Group Label, 
NV_GROUP_LABEL=Group_2';
PARMS="ENV=(NV_TARGET_MEDIA=Group 
Label,NV_GROUP_LABEL=Group_2)";

NV_JOB_PRIORITY この変数を使用してCLIタスクに対するNetVault Backupジョブ優先度を

設定します。優先度レベルは「1」（最高優先度）から「100」（最低優先

度）で入力できます。このパラメータを指定しない場合、優先度はデフォ
ルトの「30」になります。

例：

send 'NV_JOB_PRIORITY=5';
PARMS="ENV=(NV_JOB_PRIORITY=5)";

NV_JOB_TITLE この変数を使用して、ジョブにタイトルを指定します。Questでは、この

変数は、ジョブ単位ごとに「send」コマンドとのみ使用することをお勧め

します。これは、「PARMS」節とともに適用した場合に、後続のすべての

ジョブにこのジョブ・タイトルが指定されることを回避するためです。

例：

send 'NV_JOB_TITLE=Backup_1';

NV_MID_LABEL この変数を使用して、特定のメディアをそのメディア・ラベルに基づいて
選択します。この変数は、「NV_TARGET_MEDIA」変数とともに使用する必

要があります。それ以外の場合は、無効になります。

例：

send 'NV_TARGET_MEDIA=Mid, NV_MID_LABEL=Media_1';
PARMS="ENV=(NV_TARGET_MEDIA=Mid, NV_MID_LABEL=Media_1)"

NV_NETWORK_COMPRESSION この変数を使用して、バックアップ・データをネットワーク上に転送する
前に圧縮します。これは、［詳細設定］タブの［ネットワーク圧縮］オプ
ションと類似した機能です。以下の値を指定できます。

• True

• False

例：

send 'NV_NETWORK_COMPRESSION=True';
PARMS="ENV=(NV_NETWORK_COMPRESSION=False)";

NV_ORIGINAL_NV_CLIENT この変数は「PARMS」節と併用して、バックアップが実行されたNetVault 
Backupクライアント・マシン名のマシン名を確立します。

例：
PARMS="ENV=(NV_ORIGINAL_NV_CLIENT= <nv ク ラ イアン ト ・ マシン

名 >)"

表3. 変数

変数 説明
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NV_POSTSCRIPT この変数を使用してバックアップ・ジョブの完了後にスクリプトを実行し
ます。実行するスクリプトは、Oracleデータベース・サーバーの

「...\netvault\scripts」サブディレクトリに保存する必要があります。「...」
は、NetVault Backupのインストール場所へのフル・パスです。

例：

send 'NV_POSTSCRIPT=C:\NetVault\scripts\p2.txt';
PARMS="ENV=(NV_POSTSCRIPT=p2.txt)";

NV_PRESCRIPT この変数を使用してバックアップ・ジョブの実行前にスクリプトを実行し
ます。実行するスクリプトは、Oracleデータベース・サーバーの

「...\netvault\scripts」サブディレクトリに保存する必要があります。「...」
は、NetVault Backupのインストール場所へのフル・パスです。

例：

send 'NV_PRESCRIPT=C:\NetVault\scripts\p1.txt';
PARMS="ENV=(NV_PRESCRIPT=p1.txt)";

NV_RESET_ENV_PARMS この変数を使用して、runブロックで「PARMS」節を使用した後にOracle
環境をリセットします。

例：

send 'NV_RESET_ENV_PARMS=TRUE'
PARMS="ENV=(NV_RESET_ENV_PARMS=TRUE)"

NV_REUSE_MEDIA この変数を使用して、特定のメディアを再利用可能として設定します。以
下の値を指定できます。

• Never

• Any

• With same group label as target media

この値をNeverに設定すると、再利用可能なメディアはバックアップで使

用されません。このパラメータの値をAnyに設定すると、事前に再利用可

能として指定されたメディアがバックアップで使用されます。With same 
group label as the target mediaに設定すると、指定したグループ・ラベ

ルを含み、事前に再利用可能として指定されたメディアがバックアップで
使用されます。

例：

send 'NV_REUSE_MEDIA=Any';
PARMS="ENV=(NV_REUSE_MEDIA=Any)";

表3. 変数

変数 説明
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NV_RESTORE_SOURCE_SET この変数を使用して、Oracle RMAN CLIリストアに使用するために作成し

たリストア・デバイス・ソース・セットを指定します。この変数により、
リストア時に、デバイスおよびデバイス・オプションの特定のNetVault 
Backupセットを対象にすることができます。NetVault Backupのデフォル

ト設定である任意のデバイスを使用する場合は、このオプションを使用し
ないよう注意してください。

メモ： この変数を使用するには、[リストア・オプション]タブの[復元の

コピー元]オプションで作成したリストア・デバイス・ソース・セットを

指定します。このとき、NetVault Backupバックアップ・ターゲット・

セットは使用しないよう注意してください。これは、NetVault Backup
バックアップ・ターゲット・セットがバックアップ中に指定したターゲッ
ト・デバイスによって使用されるためです。NetVault Backupリストア・

デバイス・ソース・セットは、リストア中にソース・デバイスとデバイ
ス・オプションのセットを指定するために使用されます。

この変数は、RMAN CLI内で「send」または「PARMS」節を使用して設定

します。

• ［「send」の使用］：このパラメータ指定は特定ジョブに限り適用し

ます。 
 
send '<変数>=<値>';

例：

run {
allocate channel ch1 type 'sbt_tape';
send 'NV_RESTORE_SOURCE_SET=

my_device_options_source_set_name';
restore tablespace 'TEST1';

}

• ［「PARMS」の使用］：このパラメータ指定は、Oracleインスタンス

から実行するすべてのジョブに適用します。 
 
PARMS=“ENV=(<変数>=<値>)

例：

run {
allocate channel ch1 type 'sbt_tape'

PARMS="ENV=(NV_RESTORE_SOURCE_SET=
my_device_options_source_set_name)";

restore tablespace 'TEST1';
}

NV_SCHEDULE_SET この変数を使用して、Oracle RMAN CLIバックアップに使用するために作

成したスケジュール・セットを指定します。これを使用して、既存スケ
ジュール・セットをバックアップ中に指定または再利用することができま
す。

例：

send 'NV_SCHEDULE_SET=my_schedule_set';
PARMS="ENV=(NV_SCHEDULE_SET=my_schedule_set)";

スケジュール・セットついて詳しくは、『Quest NetVault Backupアドミニ

ストレーターズ・ガイド』を参照してください。

表3. 変数

変数 説明
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RMAN環境のリセット

「PARMS」 節を使用し た後に、 以下のいずれかの構文を使用し て RMAN 環境を リ セ ッ ト し ます。

send 'NV_RESET_ENV_PARMS=TRUE'
PARMS="ENV=(NV_RESET_ENV_PARMS=TRUE)"

NV_TARGET_MEDIA この変数を使用して、ターゲット・デバイス内のメディアを設定します。
以下の値を指定できます。

• ［グループに属さない任意のメディア］：グループ・ラベルが割り当
てられていないメディアを対象とします。

• ［任意］：利用可能なメディアを対象とします。

• ［MID］：メディア・ラベルに基づいて特定のメディアを対象としま

す（この変数とともにNV_MID_LABEL変数を使用し、利用可能なメ

ディア名を指定する必要があります）。

• グループ・ラベル：グループ・ラベルに基づいて特定グループのメ
ディアを対象とします（この変数とともにNV_GROUP_LABEL変数

を使用し、利用可能なグループ・ラベルを指定する必要がありま
す）。

例：

send 'NV_TARGET_MEDIA=Any';
PARMS="ENV=(NV_TARGET_MEDIA=Mid, 
NV_MID_LABEL=Media_1)";

NV_TARGET_SET この変数を使用して、作成されたTarget Setを指定します。これは、バッ

クアップ中に特定のNetVault Backupデバイスを対象とするOracle RMAN 
CLIバックアップに使用されます。NetVault Backupのデフォルト設定であ

る任意のデバイスを使用する場合は、このオプションをそのままにしま
す。このパラメータは、［設定］ダイアログ・ボックスで指定されたCLI
バックアップ・ターゲット・セットより優先されます。

例：

send 'NV_TARGET_SET=my_target_set_name';
PARMS='ENV=(NV_TARGET_SET=my_target_set_name)";

ターゲット・セットについて詳しくは、『Quest NetVault Backupアドミニ

ストレーターズ・ガイド』のセレクション・セットの説明を参照してくだ
さい。

NV_VERIFICATION この変数を使用してバックアップ・ジョブの完了を確認します。以下の値
を指定できます。

• True

• False

Trueを設定した場合、データ転送が確認され、NetVault Backupジョブ・

ログに「Backup job has verified successfully.（バックアップ・ジョブの検証

に成功しました。）」というジョブ・メッセージが追加されます。

例：

send 'NV_VERIFICATION=TRUE';
PARMS="ENV=(NV_VERIFICATION=TRUE)";

重要： NETVAULTCLIACCOUNT変数およびNETVAULTCLIPASSWORD変数を設定した ターミナル・セッ

ションまたはウィンドウを閉じます。

表3. 変数

変数 説明
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NetVault Backup メ デ ィ ア名の照会
本プ ラグイ ンを使用し て実行される RMAN CLI バッ クア ッ プの場合、 SQL*Plus を使用し て、 RMAN バッ ク

ア ッ プ ・ ピースが格納されている物理メ デ ィ アを特定できます。 次の例は、 Oracle SQL*Plus を使用し て メ デ ィ

ア情報を照会する方法を示し ています。

例

SQL> select handle, media from v$backup_piece;
HANDLE
-----------------------------------------------------------------
MEDIA
-----------------------------------------------------------------
NVBU_Server:#642:NVBU_Server:1_692655825:RMAN INCRMTAL LVL 0 SALESDB_1248060220 MMS 
NetVault Backup Tape
NVBU_Server:#642:NVBU_Server:2_692655843:RMAN INCRMTAL LVL 0 SALESDB_1248060220 MMS 
NetVault Backup Tape
NVBU_Server:#642:NVBU_Server:3_692655935:RMAN INCRMTAL LVL 0 SALESDB_1248060220 MMS 
NetVault Backup Tape

SQL*Plus は、 以下の形式を使用し て メ デ ィ ア情報を表示し ます。

• メ デ ィ アに NetVault Backup で識別されるバーコー ドがある場合の形式 ：

(tape_barcode) tape_media_label

RMAN CLI のサンプル出力

SQL> select handle, media from v$backup_piece;
[…]
HANDLE
----------------------------------
MEDIA
----------------------------------
oml4dtid_1_1
(05A999L3) medialabel

• メ デ ィ アに NetVault Backup で識別されるバーコー ドがない場合の形式 ：

tape_media_label

RMAN CLI のサンプル出力

SQL> select handle, media from v$backup_piece;
[…]
HANDLE
-----------------------------------------------------
MEDIA
-----------------------------------------------------
okl4dri2_1_1
(NONE) medialabel

media フ ィ ールド に表示される文字列には次のよ う な特徴があ り ます。

▪ tape_barcode は、 かっ こ内に表示されます。

▪ tape_media_label がない場合、 メ デ ィ ア ・ ラベルはデフ ォル ト で 「MMS NetVault Backup 
Tape」 にな り ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ ピースが複数のテープにまたがっている場合は、 1 つのテープの情報だけが表示

されます。

▪ 文字列は 60 バイ ト までで切り捨てられます （英字の場合で 60 文字）。 バーコー ドは通常 6 バイ

ト または 8 バイ ト ですが、 メ デ ィ ア ・ ラベルの長さはさ まざまです。 メ デ ィ ア ・ ラベルを妥当な

長さにする と、 文字列全体を確実に表示できます。
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• NetVault Backup WebUI から RMAN バッ クア ッ プを実行する場合の形式

MMS NetVault Backup Tape

Sample output:

SQL> select handle, media from v$backup_piece;
[…]
HANDLE
-----------------------------------------------------
MEDIA
-----------------------------------------------------
NVSERVER:#376:NVCLIENT:792_709294286:RMAN INCRMTAL LVL 0 ORCL_1264468284
MMS NetVault Backup Tape

CLI ベースのリ ス ト アを実行する
この形式のリ ス ト アは、 RMAN CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て実行し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ を使用する こ と

で、 バッ クア ッ プの作成方法に関わらずリ ス ト アを実行できます。 つま り、 本プ ラグイ ンまたはコマン ド ・ ラ イ
ンから実行できます。 RMAN コマン ド について詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Reference 
Guide』 を参照し て く だ さい。

バッ クア ッ プでの CROSSCHECK コマン

ド と CATALOG コマン ドの使用
Oracle RMAN CLI で、 CROSSCHECK コマン ド と CATALOG コマン ド を NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネー

ジャ ・ リ ポジ ト リ と組み合わせて使用すれば、 メ デ ィ ア ・ マネージャによ って保存されたバッ クア ッ プ ・ ピース
に関する情報を確認できます。 CROSSCHECK または CATALOG コマン ド を実行する前に、 NetVault Backup
メ デ ィ ア ・ マネージャ と通信するための SBT チャネルを割り当てている こ と を確認し て く ださい。 SBT チャネ

ルは、 CROSSCHECK または CATALOG コマン ドの run ブロ ッ ク内に割り当てる こ とができます。

CROSSCHECK の場合は、 SBT メ ンテナンス ・ チャネルを割り当てる こ と もできます。

CROSSCHECK の使用
CROSSCHECK コマン ド を使用すれば、 リ カバリ ・ カ タ ログまたは制御フ ァ イルに記録されたバッ クア ッ プ ・

ピースが、 NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ リポジ ト リ に保存されているバッ クア ッ プ ・ ピースに対応

し ている こ と を確認できます。 また、 リ ポジ ト リ内に保存されな く なったバッ クア ッ プ ・ ピースや、 有効期限が
切れたバッ クア ッ プ ・ ピースの RMAN カ タ ログも、 CROSSCHECK によ って更新されます。 CROSSCHECK コ

マン ド を実行し ても、 NetVault Backup セーブセ ッ ト の有効期限が切れた り、 セーブセ ッ ト が削除された りする

こ とはな く 、 コマン ドの実行時に使用できないバッ クア ッ プ ・ ピースの RMAN カ タ ログ ・ レ コー ド も削除され

ません。 CROSSCHECK は、 RMAN カ タ ログ ・ レ コー ド をバッ クア ッ プ ・ ピースのステータ スで更新するだけ

です。 カ タ ログから期限切れのバッ クア ッ プ ・ ピースのレ コー ド を削除するには、 DELETE コマン ド を使用し

ます。

重要： この形式のリストアはOracleデータベース・サーバー上のターミナル・セッションからローカルで

開始されますが、必要に応じてジョブの進捗状況をNetVault Backup WebUIの［ジョブ・ステータス］

ページで監視できます。ただし、NetVault Backupサーバーが制御しているデバイスに含まれるメディア

からデータをリストアする場合に限られます。
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CROSSCHECK では、 NetVault Backup リ ポジ ト リ内で利用できないバッ クア ッ プ ・ ピースを EXPIRED と し て

マーク し ます。 また、 NetVault Backup リポジ ト リ自体が利用できない場合やアクセスできない場合も、

CROSSCHECK によ ってバッ クア ッ プ ・ ピースが EXPIRED と し てマーク されます。

CROSSCHECKの実行例

すべてのバッ ク ア ッ プをチ ェ ッ クする場合 ：

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt; CROSSCHECK backup; }

メ ンテナンス ・ チャネルを割り当て、 バッ ク ア ッ プ ・ ピースをチ ェ ッ クする場合 ：

RMAN> ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCE DEVICE TYPE sbt;
RMAN> CROSSCHECK backuppiece 'auu54p3g_1_1';

CATALOG の使用
CATALOG を使用し て、 バッ クア ッ プ ・ ピース、 イ メ ージ ・ コ ピー、 アーカ イブ ・ フ ァ イル、 およびデータ フ ァ

イル ・ コ ピーを RMAN カ タ ログ ・ リ ポジ ト リ に登録できます。 RMAN によるバッ クア ッ プ方法を実行する と、

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで作成されたバッ クア ッ プ ・ ピースがカ タ ログ化されます。 ただ し、 期限切れのバッ ク
ア ッ プ ・ ピースを カ タ ログ化し て、 RMAN カ タ ログに追加し直すこ とが必要になる場合があ り ます。 た と えば、

保存ポリ シーの期間を超えたバッ クア ッ プ ・ ピースのコ ピーは古いとみな され、 Oracle RMAN カ タ ログから ア

クセスできな く な り ます。 このよ う な場合に、 CATALOG コマン ド を使用し てそれらのコ ピーを カ タ ログ化し、

カ タ ログに追加し直すこ とができます。 また、 移動、 削除、 または名前変更されたバッ クア ッ プ ・ ピースや、 別
の Oracle サーバーに関連するバッ クア ッ プ ・ ピースも、 このコマン ド を使用し てカ タ ログ化できます。

バッ クア ッ プ ・ ピースがすでにカ タ ログ化されている場合は、 CATALOG コマン ド を使用し ても、 Oracle 
RMAN カ タ ログは変更されません。 CATALOG コマン ドの使用は、 NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ ・ リ

ポジ ト リ またはデ ィ スクに保存されているバッ クア ッ プ ・ ピースの登録のみを意図し ています。 リポジ ト リ また
はデ ィ スクに存在し な く なったピースのカ タ ログ化を試みる と、 CATALOG コマン ドが失敗し ます。

CATALOGの実行例

バッ ク ア ッ プ ・ ピースを カ タ ログ化する場合 ：

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt; catalog backuppiece 'auu54p3g_1_1'; }

Oracle の一部のバージ ョ ンでは、 SBT デバイス ・ タ イプを使用し て作成されたバッ クア ッ プ ・ ピース

（NetVault Backup で作成されたバッ クア ッ プ ・ ピースなど） のカ タ ログは、 自動チャネルを使用し て run ブロ ッ

ク外でカ タ ログ化する必要があり ます。 この場合、 デフ ォル ト のデバイス ・ タ イプを SBT に設定し て、 バッ ク

ア ッ プ ・ ピースを カ タ ログ化し ます。 カ タ ログ化が完了し たら、 このデフ ォル ト ・ デバイス ・ タ イプを ク リ ア し
て元のデフ ォル ト に戻し ます。 次の例に、 これらのステ ッ プを示し ます。

RMAN> configure default device type to SBT;
RMAN> catalog device type SBT backuppiece 'auu54p3g_1_';
RMAN> configure default device type clear;

重要： CROSSCHECKコマンドは、必ず独自のRMAN CLIセッションで実行してください。たとえば、CLI
バックアップまたはリストア・ジョブを実行するためにRMAN CLIセッションを開いていた場合は、その

セッションを終了し、該当するCROSSCHECKを実行するための新しいセッションを開始します。

重要： CATALOGコマンドは、runブロック内で発行する必要があります。
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Oracle RAC 環境におけるプ ラグイ ン 

の使用

• Oracle RAC ： 概要

• 参考資料

• 配備計画の定義

• ラ イセンス

• RAC 環境へのプラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンの設定

• データのバッ クア ッ プ

• RAC 環境におけるデータのリ ス ト ア

Oracle RAC ： 概要
Oracle では、 Real Application Clusters （RAC） オプシ ョ ンを、 以下のよ う に定義し ています。 「サーバー ・ ク

ラス タ間で単一データベースの透過的なデプロ イ をサポー ト し、 ハー ド ウ ェ アの障害や計画停止への耐障害性を
提供し ます。 ク ラス タ上で実行する Oracle RAC によ り、 可用性、 スケーラ ビ リ テ ィ および低コス ト のコ ン

ピ ューテ ィ ングの点で、 Oracle の最高レベルの可能性を提供し ます。 Oracle RAC は、 あらゆる種類のメ イ ンス

ト リームのビジネス ・ アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ます。 サポー ト には、 オン ラ イ ン ・ ト ラ ンザクシ ョ ン処理
（OLTP）、 意思決定支援システム （DSS） および OLTP/DSS 混合環境をサポー ト する Oracle 固有の機能が含ま

れます。 さ らに SAP、 PeopleSoft、 Siebel および Oracle E-Business Suite などの製品パッ ケージだけでな く 、

カス タム ・ アプ リ ケーシ ョ ン も含まれます。」

Plug-in for Oracle では、 限られた Oracle バージ ョ ン と RAC 環境でのプ ラ ッ ト フ ォームをサポー ト し ています。

マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境では、 イ ンス ト ール、 設定、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順が異な り ます。

この ト ピ ッ クでは、 Oracle RAC 環境で本プラグイ ンがどのよ う に動作するかについて詳細に説明し ます。 マル

チ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境と シングル ・ イ ンス タ ンスまたは従来の非 RAC 環境での本プラグイ ンの設定お

よび使用方法については、 「相違点」 のみを取り上げています。

サポー ト される Oracle のバージ ョ ン と RAC 環境でのプラ ッ ト フ ォームのリ ス ト について詳し く は、 『Quest 
NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要： 以下のトピックで示されていない限り、本プラグインを使用したマルチ・インスタンスのRACデー

タベース用に実行するバックアップとリストアは、シングル・インスタンスのデータベースで実行する
バックアップとリストアと同じです。
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参考資料
RAC 環境での本プラグイ ンの設定時および使用中に、 以下の Oracle RAC ド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用

できるよ う準備し てお く こ と を Quest はお勧めし ます。 次のリ ン ク を使用し て、 ご使用のバージ ョ ンの Oracle
環境に関する ド キュ メ ン ト を検索できます。 https://docs.oracle.com/en/database/oracle/oracle-
database/index.html. Oracle の Web サイ ト で、 次のド キュ メ ン ト と ト ピ ッ ク を検索し ます。

• ご使用のバージ ョ ンの Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters の管理ガイ ド および導

入ガイ ド。 以下のよ う な ト ピ ッ ク を必ず確認し て く だ さい。

▪ 「An overview of Oracle Real Application Clusters management tools」

▪ 「Starting and stopping instances and Oracle Real Application Clusters Databases」

▪ 「Oracle Clusterware command-line reference」

• データベース管理者ガイ ド、 および自動ス ト レージ管理ガイ ド。 自動ス ト レージ管理 （ASM） の使用、

および ASM コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ （ASMCMD） の使用に関する情報を確認し ます。

配備計画の定義
Plug-in for Oracle をマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境に配置する場合、 RMAN ベースのバッ クア ッ プ

が RAC データベース唯一のバッ クア ッ プ方法である こ と を除き、 シングル ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境

に配置する場合とほぼ同じ です。 RAC 対応データベース用のいずれかのイ ンス タ ンスをホステ ィ ングする ノ ー

ドのいずれかに本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされます。 すべての RMAN ベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト アは、

本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている 1 つのノ ー ドから操作し ます。 以下の ト ピ ッ クでは、 RAC 環境で本プ

ラグイ ンがどのよ う に RMAN バッ クア ッ プ と リ ス ト アを実行するかを詳し く 説明し ます。
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RAC 環境用 RMAN バッ クア ッ プ ・ プロセス

図 4. RAC 環境用 RMAN バッ クア ッ プ ・ プロセス

1 NetVault Backup WebUI でバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 Plug-in for Oracle がジ ョ ブの定義を、 対応する RMAN バッ クア ッ プ ・ コマン ド に変換し ます。

3 RMAN が Oracle データベースのデータ フ ァ イルからデータ を読み込むバッ クア ッ プ ・ コ マン ド を実行し

ます。

4 RMAN が Oracle Media Management API を使用し て NetVault Backup サーバーの管理下にあるバッ ク

ア ッ プ ・ デバイスからバッ クア ッ プを保存し ます。

5 RMAN がリ カバリ ・ カ タ ログ ・ リポジ ト リ にバッ クア ッ プ ・ メ タデータ を保存し ます。
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RAC 環境用 RMAN リ ス ト ア ・ プロセス

図 5. RAC 環境用 RMAN リ ス ト ア ・ プロセス

1 NetVault Backup WebUI で リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 Plug-in for Oracle がジ ョ ブの定義を、 対応する RMAN リ ス ト アおよびリ カバリ ・ コマン ド に変換し ます。

3 RMAN がリ カバリ ・ カ タ ログ ・ リポジ ト リからバッ クア ッ プ ・ メ タデータ を読み込みます。

4 RMAN が Oracle Media Management API を使用し て NetVault Backup サーバの管理下にあるバッ クア ッ

プ ・ デバイスからバッ クア ッ プを読み込みます。

5 RMAN が Oracle サーバーにデータ フ ァ イルを リ ス ト ア し、 データベースを リ カバリ し ます。

ラ イセンス
シングル ・ イ ンス タ ンスまたは非 RAC 環境での本プ ラグイ ンのラ イセンス取得は、 マルチ ・ イ ンス タ ンスまた

は RAC 環境での本プ ラグイ ンのラ イセンス取得と異な り ます。

• シングル ・ インスタンス環境では、 エデ ィ シ ョ ンに対応し た Plug-in for Oracle ラ イセンス 1 つで、 単一の

データベース ・ サーバにある Oracle データベースの個数に関わらずバッ クア ッ プと リス ト アが可能です。
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• マルチ ・ イ ンス タ ンスまたは RAC 環境では、 RAC データベースに対応し た Plug-in for Oracle ラ イセン

ス 1 つで、 単一の RAC 環境で単一のデータベースのバッ クア ッ プ と リ カバリが可能です。 このガイ ド ラ

イ ンは、 RAC 環境にある イ ンス タ ンスまたはノ ー ドの数に関わらず適用されます。 単一 RAC 環境に 5
つのデータベースを構築し ている場合、 RAC データベースに対応し た Plug-in for Oracle ラ イセンスを

5 つ購入し ます。

また、 各 RAC 環境には、 それぞれラ イ ンセンスが必要です。 たと えば、 プロダクシ ョ ン RAC 環境に 5 つの

データベース と、 テス ト RAC 環境に 1 つのデータベースが構築されている場合、 プロダクシ ョ ン環境に 5 つの

ラ イセンス と、 テス ト 環境に 1 つのラ イセンスが必要と な り ます。

RAC データベース対応 Plug-in for Oracle ラ イセンス ・ キーを取得する場合は、

https://support.quest.com/contact-us/licensing にアクセス し ます。

RAC 環境へのプラグイ ンのイ ンス ト ール
この ト ピ ッ クで説明されている追加の手順または異なる手順を完了する前に、 「プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削
除」 および 「プ ラグイ ンの設定」 などの前の ト ピ ッ クで説明されている情報を確認し ます。

• RAC 設定の要件

• イ ンス ト ールの前提条件

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

RAC 設定の要件
マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境に対する Plug-in for Oracle のサポー ト は、 以下の条件を満たす環境に限られ

ます。

• 『Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド』 で、 サポー ト されている RAC 環境と し て記載されている、

Oracle バージ ョ ン と プラ ッ ト フ ォーム。

• Oracle Clusterware がク ラス タ ・ ソ フ ト ウ ェ ア と し て使用されている

• Oracle Clusterware データ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 SPFILE、 ログ ・ フ ァ イルおよびアーカ イブ ・ ロ

グ ・ フ ァ イルが共有ス ト レージに格納されている

• ASM フ ァ イル ・ システムが共有ス ト レージに使用されている

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが有効になっている

• リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが、 RMAN リポジ ト リの格納先と し て強 く 推奨されている

• 単一または複数の RAC データベースが、 同一 RAC 環境内でサポー ト されている

図 6 および図 7 では、 サポー ト される単一または複数の RAC データベース ・ デプロ イに関する概要が示されて

います。
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図 6. サポー ト される単一データベースのデプロ イ メ ン ト
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図 7. サポー ト される複数データベースのデプロ イ メ ン ト

イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for Oracle を RAC 環境にイ ンス ト ールするには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• Oracle RAC 環境を展開する ： RAC 設定の要件で示されている通り、 Oracle RAC 環境が正し く 設定され

ている必要があり ます。

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backup サーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 このマシンは、 Oracle RAC 環境の外部に設置し、 RAC 環境内の

ノ ー ド およびホス ト へのネ ッ ト ワーク接続を行う必要があ り ます。

• リ カバリ ・ カ タ ログ ・ サーバーを別に用意する ： Quest は、 RMAN リ ポジ ト リは、 Oracle RAC 環境と別

に構築されたサーバーのリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに格納する こ と をお勧めし ます。 詳細は、
「RMAN リポジ ト リの作成」 を参照し て く ださい。

• その他の前提条件 ： 上記の RAC 固有の要件に加えて、 「前提条件」 で指定されている事前要件を満たし

て く だ さい。

• Oracle 11g Release 2 以降 ： Oracle 11g Release 2 以降を使用し ている場合、 RAC データベース内のす

べてのノ ー ド でスナ ッ プシ ョ ッ ト の制御フ ァ イルが共有されている こ と を確認し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ
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ト 制御フ ァ イルは、 ASM イ ンス タ ンスや共有ド ラ イブなどの共有デ ィ レ ク ト リ に保存されている必要が

あり ます。 また、 スナ ッ プシ ョ ッ ト 制御フ ァ イルの位置は、 RMAN パラ メ ータ と呼ばれるスナ ッ プ

シ ョ ッ ト の制御フ ァ イルの管理下にあり ます。 Oracle 11g Release 2 において、 このパラ メ ータはデフ ォ

ル ト で各 RAC ノ ー ドのローカル ・ フ ァ イル ・ システム内に格納された固定フ ァ イルを参照し ます。 ご使

用の環境がこの設定に該当する場合、 このパラ メ ータが共有デ ィ レ ク ト リ を指し示すよ う変更する必要
があり ます。 そ う でない場合、 制御フ ァ イルを含む RMAN バッ クア ッ プが 「ORA-00245: 制御フ ァ イル

のバッ クア ッ プが失敗し ま し た」 メ ッ セージを伴って失敗する場合があ り ます。

パラ メ ータ値を確認し、 必要であれば変更する場合は、 以下の手順を実行し ます。

1 現在設定の確認：

SHOW ALL;
…
CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE NAME TO '/u01/app/oracle/product/11.2.0.2/

salesdb/dbs/snapcfsalesdb.ora'; # default
…

2 パラメータが固定ローカル・ファイルへ設定されているが、これを共有ディレクトリに変更した
い場合、以下に類似したコマンドを使用して変更します。以下は、ASMが使用されており、その

ASMインスタンス名としてFRAが使用されている場合の例です。

RMAN> CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE NAME TO
'+FRA/salesdb/snapcfsalesdb.ora';

RAC環境における制御ファイルの自動バックアップの有効化

RAC 環境では、 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが必要です。 詳細は、 「制御フ ァ イルのバッ クア ッ プ ・ タ イ

プ」 を参照し て く だ さい。 シングル ・ イ ンス タ ンスの RAC データベースについて詳し く は、 「制御フ ァ イルの自

動バッ クア ッ プ有効化」 を参照し て く だ さい。

本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされる予定のノ ー ド で、 RMAN コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ から以下のコマ

ン ド を実行する こ と で、 マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC データベース用に自動バッ クア ッ プ機能を有効にする こ

とができます。

1 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが開いている こ と を確認し、 RMAN を ターゲッ ト ・ データベースお

よびリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続し ます。

た と えば、 カ タ ログ ・ データベースに接続するには、 次のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

2 デフ ォル ト ・ デバイス ・ タ イプを “SBT_TAPE” に設定し ます。

CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPE TO 'SBT_TAPE';

3 デフ ォル ト のデバイス ・ タ イプ用に並行処理を設定し ます。

CONFIGURE DEVICE TYPE 'SBT_TAPE' PARALLELISM 1;

4 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ用にチャ ンネルを割り当てます。

CONFIGURE CHANNEL 1 DEVICE TYPE 'SBT_TAPE' CONNECT
'SYS/< パスワー ド >@< ローカル ・ イ ンス タ ンスの接続 ID>';

5 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを有効にし ます。

CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP ON;

6 RMAN の設定を確認し て制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが有効になったこ と を確認し ます。

SHOW ALL;

重要： 本プラグインが異なるノードに再配置されている、またはSYSパスワードが変更されている

場合、この処理を本プラグインがインストールされているノードから再実行します。処理を再実行
すると、制御ファイルの自動バックアップが正常に完了します。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド
マルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境への Plug-in for Oracle のイ ンス ト ールは、 シングル ・ イ ンス タ ンス

のデータベース環境とほぼ同様です。 RAC 対応データベース用のいずれかのイ ンス タ ンスをホステ ィ ングする

ノ ー ドのいずれかに本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされます。 すべての RMAN ベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア

は、 本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている 1 つのノ ー ドから操作し ます。 プラグイ ンのイ ンス ト ールは 2 ス

テ ッ プの手順です。

1 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを RAC 環境で選択し た ノ ー ド にイ ンス ト ールする場合、

選択し た ノ ー ドのマシン名に対し て、 RAC 環境全体を表す名前を NetVault マシン名と し て指定する必要

があり ます。 た と えば、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされている ノ ー ド

のマシン名が RAC_NODE_1, RAC_NODE_1 と なっている場合、 これを NetVault マシン名と し て指定す

る こ とはできません。 この場合、 PROD_RAC など、 RAC 環境全体を現す包括的または仮想的な名前に

する必要があり ます。

2 Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。

RAC 環境の選択し た ノ ー ド に NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし たら、 プ

ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。 手順は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール時に、 NetVault
のマシン名と し て指定された包括的または仮想的な名前に対応する NetVault Backup ク ラ イアン ト にイ ン

ス ト ールされる こ と を除き、 シングル ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境に本プ ラグイ ンを イ ンス ト ー
ルする こ と と同じ です。

プラグイ ンの設定
マルチ ・ イ ンス タ ンス RAC 環境で Plug-in for Oracle を設定する場合、 以下の ト ピ ッ クで指定する項目を除き、

シングル ・ イ ン タ ンスの RAC 環境で本プ ラグイ ンを設定する場合とほぼ同じ です。

• デフ ォル ト 属性の設定

• RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ レ ク ト リの特定

• 本プ ラグイ ンへのデータベース追加

デフ ォル ト 属性の設定
• NetVault Backup （RAC 環境の RMAN バッ クア ッ プに必要な項目） ： Oracle データベース ・ サーバーが

NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て追加された NetVault Backup サーバーの名前を指定し ます。

• ［NetVault Backup サーバーから リ ス ト アを実施する］ （RAC 環境の RMAN バッ クア ッ プに必要な項

目） ： Oracle データベース ・ サーバーが NetVault Backup ク ラ イアン ト と し て追加された NetVault 
Backup サーバーの名前を指定し ます。

• ［CLI バッ クア ッ プ / 自動バッ クア ッ プ用のターゲッ ト ・ セ ッ ト ］ （RAC 環境の RMAN バッ クア ッ プに必

要な項目） ： RMAN バッ ク ア ッ プ用デフ ォル ト ・ ターゲッ ト ・ セ ッ ト の定義で指定されたバッ クア ッ プ用

のターゲッ ト ・ セ ッ ト の名前を指定し ます。

RAC 環境における Oracle SID と ホーム ・ デ ィ レ

ク ト リの特定
マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境で、 srvctl config database コマン ド を使用し てローカル SID と Oracle ホー

ムを特定する こ とができます。
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1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウから本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている ノ ー ド に Oracle ソ フ ト ウ ェ アの所

有者と し て接続し ます。

2 以下のコマン ド を実行し ます。

srvctl config database

RAC 環境のすべてのデータベースのリ ス ト が表示されます。

3 < データベース名 > で示されている、 現在本プラグイ ンに追加されているデータベースで以下のコマン ド

を実行し ます。

srvctl config database -d < データベース名 >

RAC 環境の各ノ ー ド について、 ノ ー ド名、 ローカル Oracle SID、 およびローカル Oracle ホームが、 以下

の形式で表示されます。

< ノ ー ド > < ローカル Oracle SID> < ローカ racle ホーム >

以下の例では、 「faro」 ノ ー ド に Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされ、 Oracle SID が 「10rac3」 およびローカ

ル Oracle ホームが 「/home/o10g/db」 である こ とが示されています。

例
faro:/home/o10g => srvctl config database
o10grac
o10rac
faro:/home/o10g => srvctl config database -d o10rac
lisbon o10rac1 /home/o10g/db
evora o10rac2 /home/o10g/db
faro o10rac3 /home/o10g/db
faro:/home/o10g =>

本プ ラグイ ンへのデータベース追加
Plug-in for Oracle にマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベースを追加する場合、 以下の相違点を除いてシングル ・ イ

ンス タ ンスの非 RAC データベースに追加する場合とほぼ同じ です。

• ［Oracle SID］ ： ターゲッ ト RAC データベースのローカル SID を入力し ます。 ローカル SID とは、 本プ

ラグイ ンがイ ンス ト ールされている ノ ー ド上のターゲッ ト RAC データベース用イ ンス タ ンス名です。

• ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル ・ パス］ ： マルチ ・ イ ンス タ ンス RAC 環境では、 初期化パラ メ ータの動的管理方

法と し て、 本プ ラグイ ンに SPFILE を使用する必要があ り ます。 SPFILE は、 ASM の共有ス ト レージに

格納する必要があり ます。 SPFILE は制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プに含まれるため、 RAC 環境でこ

のフ ィ ールドはブ ラ ン クのままにし ておきます。

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する : RAC 環境では制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが必須の

ため、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

詳細は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

データのバッ クア ッ プ
RMAN ベースのバッ ク ア ッ プは、 マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC データベース用にサポー ト されている唯一の

バッ クア ッ プ方法です。 RMAN は内部で RAC を認識し、 データベースがマルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC データ

ベースである こ と を自動的に識別し た後、 選択し たデータ をバッ クア ッ プ し ます。

RAC 対応データベースのいずれかのイ ンス タ ンスをホス ト とする ノ ー ドの 1 つにプ ラグイ ンを イ ンス ト ールす

る と、 この 1 つのノ ー ドからすべての RMAN ベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト アが実行されます。
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パラ メ ータ ・ フ ァ イル ・ ノ ー ドは ［NetVault Backup 選択］ ページでは選択できません。

バッ クア ッ プ用データの選択、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定およびジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行について
詳し く は、 「RMAN バッ ク ア ッ プの実行」 を参照し て く ださい。

ノ ー ド障害後のバッ クア ッ プ実行
RAC 環境で、 本プラグイ ンがイ ンス ト ールされた ノ ー ド に障害があり、 そのノ ー ドが次に予定されているバッ

クア ッ プに使用できない、 あるいはできな く な り そ う な場合、 本プ ラグイ ンを RAC 環境内の他のノ ー ド に再配

置し ます。

1 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アをその他のノ ー ド にイ ンス ト ールし ます。

RAC 環境で、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アをその他のノ ー ド にイ ンス ト ールし ます。

イ ンス ト ール処理中は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされた元のノ ー ド

のイ ンス ト ールに使用し た NetVault マシン名と同じ名前を使用する こ とに注意し ます。 つま り、 元の

ノ ー ドのイ ンス ト ール中に指定し た NetVault マシン名が PROD_RAC だった場合は、 代替ノ ー ドの

NetVault マシン名と し て PROD_RAC を使用する必要があ り ます。

2 Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。

RAC 環境の選択した ノー ド に NetVault Backup ク ラ イアン ト をインス ト ールしたら、 プラグインをインス

ト ールし ます。 手順は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のインス ト ール時に、 NetVault のマシン名と して

指定された包括的または仮想的な名前に対応する NetVault Backup ク ラ イアン ト にインス ト ールされるこ

と を除き、 シングル ・ インスタ ンスの非 RAC 環境に本プラグインをインス ト ールする こ と と同じ です。

3 本プ ラグイ ンを他のノ ー ド にイ ンス ト ールし たら、 ［Oracle データベースを編集する］ ダイアログ ・ ボ ッ

クスで ［Oracle SID］ フ ィ ールド を更新し ます。

ターゲッ ト RAC データベースのローカル SID を入力し ます。 ローカル SID とは、 本プラグイ ンが再配置

された ノ ー ド上のターゲッ ト RAC データベース用イ ンス タ ンス名です。 詳細は、 「データベース情報の

編集」 を参照し て く だ さい。

バッ クア ッ プ用データの選択、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定およびジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行について
詳し く は、 「RMAN バッ ク ア ッ プの実行」 を参照し て く ださい。

RAC 環境におけるデータのリ ス ト ア
RMAN は RAC を認識するため、 それに従って選択し たデータ を リ ス ト ア し ます。 Plug-in for Oracle を、 RAC
が有効になっているデータベース用のイ ンス タ ンスの 1 つをホス ト とする ノ ー ドの 1 つにイ ンス ト ールし た場

合、 すべての RMAN ベースのリ ス ト アが、 本プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている 1 つのノ ー ドから操作され

ます。 このリ ス ト ア ・ プロセスは、 以下の例外を除き、 シングル ・ イ ンス タ ンスの非 RAC 環境へのリ ス ト アに

類似し ています。

• RMAN リ ス ト ア時のリ ス ト ア対象データの選択フ ェーズで、 プラグイ ンが動作し ている イ ンス タ ンスの

Oracle SID と等しい Oracle SID を持つ ノ ー ドから、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を選択する こ とがあり ます。

また、 前回バッ クア ッ プが実行されたその他の RAC ノ ー ドの Oracle SID からバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を

選択する必要があり ます。 ノ ー ド障害後のリ ス ト ア実行については、 「ノ ー ド 障害後のリ ス ト アの実行」
を参照し て く だ さい。

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定フ ェーズ中にターゲッ ト ･データベースの認証が必要な場合、 リ ス ト アを実
行中のプ ラグイ ンが配置されているローカルの Oracle イ ンス タ ンスに対し て利用可能な値にターゲッ

ト ・ データベースの認証詳細を設定し ます。 詳細は、 「格納先の詳細」 を参照し て く だ さい。

重要： 本プラグインを再配置した環境で使用し続ける場合や、45日以上使用し続ける場合は、

https://support.quest.com/contact-us/licensingにアクセスして再配置用のRACデータベース対応

Plug-in for Oracleライセンス・キーを取得してください。
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リ カバリ用データベースの準備、 リ ス ト ア用データ ・ アイテムの選択、 リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定、 ジ ョ ブの
フ ァ イナラ イズと実行および使用するデータベースのオープンについて詳し く は、 「RMAN リ ス ト アの実行」 を

参照し て く だ さい。

以降の ト ピ ッ クで、 RAC 環境で使用可能なその他の RMAN リ カバリ ・ タ イプについて説明し ます。

• データベース全体の同一 RAC 環境へのリ カバリ

• RAC 環境での SPFILE のリ ス ト ア

• RAC 環境での制御フ ァ イルのリ ス ト ア

• RAC 環境での障害復旧の実行

• ノ ー ド障害後のリ ス ト アの実行

• RAC 環境でのデータベースの複製

データベース全体の同一 RAC 環境へのリ カバリ
このタ イプのリ カバリは、 現在使用中の制御フ ァ イルおよび SPFILE は損なわれていないが、 すべてのデータ

フ ァ イルが損傷し ているか失われた場合に実行し ます。 完全リ カバリ を実行する こ と も、 データベースを特定時
点にリ カバリする こ と もできます。 以下は、 RAC 環境におけるデータベース全体のリ カバリ ・ プロセスの概要

です。

1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウから Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている ノ ー ド に Oracle ソ フ ト ウェ ア

の所有者と し て接続し ます。

2 ローカル ・ イ ンス タ ンスに ORACLE_SID 環境変数を設定し ます。

export ORACLE_SID = < ローカル SID>

3 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

4 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

5 NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

6 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を無効にし ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=FALSE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

7 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

8 SQL*Plus を終了し ます。

9 すべての RAC イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

> srvctl STOP DATABASE -d < データベース名 > -o abort

10 すべての RAC イ ンス タ ンスがシャ ッ ト ダウン し たこ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

11 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

重要： プラグインが他のノードにリロケートされマルチ・インスタンスからバックアップが実行された場
合、［セレクション・セット作成］ページでデータを選択するときに、現在のOracleSIDを使用します。
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12 SQL*Plus で、 MOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP MOUNT;

13 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 すべてのテーブルスペースを含む利用可能

な最新のバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

14 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプ
シ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

15 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 読み取り専用データ フ ァ イルを リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスに含めるには、 ［読み取り専用
データ フ ァ イルを確認し て、 必要に応じ て リ ス ト ア し ます］ および ［読み取り専用データ フ ァ イ
ルを確認し て、 カ レン ト でない場合は、 リ カバリ し ます］ を選択し ます。 読み取り専用フ ァ イル
は、 完全リ カバリ に必要な場合のみ含められます。 これらのフ ァ イルが損傷し ていない場合は、
RMAN によ って除外されます。

▪ リ ス ト ア されたアーカ イブ ・ ログのう ち Oracle が不要と見な し たものを削除するには、 ［不必要

な リ ス ト ア済みアーカ イブ ・ ログを削除する］ を選択し ます。

16 データベースに対し て リ カバリ を実行、 つま りデータベースを最新の状態または特定時点まで再構築す
るには、 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［完全な リ カバリ を実行する］ ： データベースを最新状態 （つま り アーカ イブおよびオン ラ イ ン
REDO ログで使用可能な） 最後にコ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンまで リ カバリ し ます。

▪ ［データベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： 特定時点 （つま り特定の時刻、
ログのシーケンス ・ ナンバー、 または SCN） にデータベースを リ カバリ し ます。

17 ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ タ ブで、 ［カ タ ログの使用］ オプシ ョ ンを選択し て リ カバリ ・ カ タ ログの接続詳
細を指定し ます。

18 ［ク ラ イアン ト 指定］、 ［スケジュール］、 ［詳細設定］ の各タ ブに入力し、 ジ ョ ブを開始し ます。

RMAN は、 使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的

に選択し、 データベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

19 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウから Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている ノ ー ド に Oracle ソ フ ト ウェ ア

の所有者と し て接続し ます。

20 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

21 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を有効化し ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=TRUE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

22 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

23 SQL*Plus を終了し ます。

24 すべての RAC イ ンス タ ンスを起動し ます。

>srvctl START DATABASE -d < データベース名 >

25 すべての RAC サービスを起動し ます。

>srvctl START SERVICE -d < データベース名 >

26 すべての RAC イ ンス タ ンスが実行中である こ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

重要： データベース全体のリストアを完了したら、［NetVault Backup選択］ページでデータベース

全体を選択し、フルまたはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。
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RAC 環境での SPFILE のリ ス ト ア
制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プはマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC 環境で必須のため、 自動バッ クア ッ プが実行さ

れる と、 SPFILE は制御フ ァ イルを使用し てバッ クア ッ プ されます。 SPFILE は、 以下の詳細ステ ッ プを使用し

て自動バッ クア ッ プからデフ ォル ト の場所にリ ス ト ア されます。 詳し く は、 以下の手順を参照し て く だ さい。 イ
ンス タ ンスがサーバー ・ パラ メ ータ ・ フ ァ イルを使用し てすでに起動されている場合、 既存のサーバー ・ パラ
メ ータ ・ フ ァ イルは上書きできません。 デフ ォル ト 以外の場所への SPFILE のリ ス ト アについて詳し く は、

『Oracle Database Backup and Recovery Basics』 ガイ ド を参照し て く ださい。

1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウから Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている ノ ー ド に Oracle ソ フ ト ウェ ア

の所有者と し て接続し ます。

2 ローカル ・ イ ンス タ ンスに ORACLE_SID 環境変数を設定し ます。

export ORACLE_SID = < ローカル SID>

3 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

4 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

5 NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

6 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を無効にし ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=FALSE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

7 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

8 SQL*Plus を終了し ます。

9 すべての RAC イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

> srvctl STOP DATABASE -d < データベース名 > -o abort

10 すべての RAC イ ンス タ ンスがシャ ッ ト ダウン し たこ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

11 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベース と リ カバリ ・ カ タ ログに接続し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< カ タ ログ用接続 ID>

12 FORCE NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

13 SET DBID を使用し て、 ターゲッ ト ・ データベースのデータベース識別子を設定し ます。

RMAN は、 ターゲッ ト に接続するたびに DBID を表示し ます。 保存された RMAN ログ ・ フ ァ イルを調べ

る方法、 カ タ ログを クエ リする方法、 または制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プのフ ァ イル名を確認する
方法でも、 DBID を特定できます。 DBID は、 ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスまたは ［バッ クア ッ プ ・ コ ン

テンツ］ タ ブでも利用できます。

SET DBID <DBID>;

14 SPFILE の自動バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

SPFILE をデフ ォル ト の場所にリ ス ト アするには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE SPFILE FROM AUTOBACKUP;
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}

15 FORCE オプシ ョ ンを付けてイ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE;

16 RMAN を終了し ます。

17 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

18 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を有効化し ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=TRUE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

19 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

20 SQL*Plus を終了し ます。

21 すべての RAC イ ンス タ ンスを起動し ます。

>srvctl START DATABASE -d < データベース名 >

22 すべての RAC サービスを起動し ます。

>srvctl START SERVICE -d < データベース名 >

23 すべての RAC イ ンス タ ンスが実行中である こ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

RAC 環境での制御フ ァ イルのリ ス ト ア
制御フ ァ イルのリ ス ト アは、 下記の場合にのみ実行する必要があ り ます。

• 現在使用中のすべての制御フ ァ イルのコ ピーが、 メ デ ィ ア障害またはユーザーによる偶発的な削除に
よ って失われた場合、 または損傷し使用できな く なった場合

• Oracle のカス タ マー ・ サポー ト が制御フ ァ イルのリ ス ト アが必要と判断し た場合

制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プはマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC 環境で必須のため、 以下の手順に従って、 制御

フ ァ イルを自動バッ クア ッ プから リ ス ト ア し ます。

1 ター ミ ナル ・ ウ ィ ン ド ウから Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている ノ ー ド に Oracle ソ フ ト ウェ ア

の所有者と し て接続し ます。

2 ローカル ・ イ ンス タ ンスに ORACLE_SID 環境変数を設定し ます。

export ORACLE_SID = < ローカル SID>

3 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

4 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

5 NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

6 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を無効にし ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=FALSE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

7 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。
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SHUTDOWN ABORT;

8 SQL*Plus を終了し ます。

9 すべての RAC イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

> srvctl STOP DATABASE -d < データベース名 > -o abort

10 すべての RAC イ ンス タ ンスがシャ ッ ト ダウン し たこ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

11 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベースに接続し ます。

>rman TARGET /

12 FORCE NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

13 SET DBID を使用し て、 ターゲッ ト ・ データベースのデータベース識別子を設定し ます。

RMAN は、 ターゲッ ト に接続するたびに DBID を表示し ます。 保存された RMAN ログ ・ フ ァ イルを調べ

る方法、 カ タ ログを クエ リする方法、 または制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プのフ ァ イル名を確認する
方法でも、 DBID を特定できます。 DBID は、 ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスまたは ［バッ クア ッ プ ・ コ ン

テンツ］ タ ブでも利用できます。

SET DBID <DBID>;

14 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

前回の自動バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アするには、 以下のコマン ド を実行し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
ALTER DATABASE MOUNT;
RESTORE DATABASE;
RECOVER DATABASE;
}

15 RESETLOGS オプシ ョ ンを付けてデータベースを開きます。

ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS;

16 RMAN を終了し ます。

17 SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

18 ローカル ・ イ ンス タ ンス用に CLUSTER_DATABASE 初期化パラ メ ータ を有効化し ます。

ALTER SYSTEM SET CLUSTER_DATABASE=TRUE SCOPE=SPFILE SID='< ローカル SID>';

19 ローカル ・ イ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウン し ます。

SHUTDOWN ABORT;

20 SQL*Plus を終了し ます。

21 すべての RAC イ ンス タ ンスを起動し ます。

>srvctl START DATABASE -d < データベース名 >

22 すべての RAC サービスを起動し ます。

>srvctl START SERVICE -d < データベース名 >

23 すべての RAC イ ンス タ ンスが実行中である こ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

Oracle RAC 環境におけるプ ラグイ ンの使用 
135



RAC 環境での障害復旧の実行
障害復旧には、 共有ス ト レージに含まれている現在の制御フ ァ イル、 すべてのオン ラ イ ン REDO ログ ・ フ ァ イ

ル、 すべてのパラ メ ータ ・ フ ァ イルおよびリ カバリ ・ カ タ ログの障害後にマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC データ

ベースのリ カバリ と リ ス ト アが含まれます。 障害復旧を実行するために最低限バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に、 すべて
のデータ フ ァ イル、 バッ クア ッ プ後に生成されたアーカ イブ REDO ログと自動バッ クア ッ プに含まれている制

御フ ァ イルが少な く と も 1 つ必要です。

ス タ ンバイ RAC 環境または個別の RAC 環境で使用し ている ターゲッ ト ・ データベースのコ ピーを作成する こ

とが目標の場合は、 これらの手順を使用するのではな く 、 この目的用に特化されている複製データベースのバッ
クア ッ プ ・ タ イプを使用し ます。 詳細は、 「RAC 環境でのデータベースの複製」 を参照し て く だ さい。

以下の手順では、 ソース ・ データベース と同じ RAC 環境に障害復旧を実行する手順を詳し く 説明し ます。 この

手順は、 共有ス ト レージの完全な メ デ ィ ア障害が発生し た場合、 損傷し た共有ス ト レージを同じ構成で再構築す
るか、 元の共有ス ト レージの構成を模倣し て新しい共有ス ト レージを設定する際に使用し ます。

以下の障害復旧手順のバリ エーシ ョ ンについて詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery Advanced 
User's Guide』 の 「Performing Disaster Recovery」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• 前提条件

• 障害復旧の実行

前提条件
リ カバリ ・ カ タ ログを使用せずに障害復旧を実行するには、 以下の条件を満たす必要があ り ます。

• Oracle RAC 環境を展開する ： ユーザー管理バッ クア ッ プの実行で示されている通り、 Oracle RAC 環境

が正し く 設定されている必要があり ます。 さ らに、 損傷し た RAC 環境に存在し たものと同じ Oracle
データベース ・ ソ フ ト ウ ェ アの同じバージ ョ ンが、 RAC 環境にイ ンス ト ールされる必要があり ます。

ORACLE_HOME も、 元のノ ー ド と新しい ノ ー ド で同じにする必要があ り ます。 データベースを新規作成

する必要はあり ませんが、 共有ス ト レージ用に Oracle Net Services と ASM を設定する必要があ り ます。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for Oracle がイ ンス ト ールされている こ と ： RAC 環境用に以

前定義し た NetVault マシン名を使用し て、 RAC 内のノ ー ド の 1 つに同じバージ ョ ンの NetVault Backup
ソ フ ト ウ ェ ア と本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り ます。 「デフ ォル ト 属性の設定」 で示されて
いる とお り プ ラグイ ンのデフ ォル ト 属性が定義されている こ と を確認し て く だ さい。

• ソース ・ データベースの DBID が特定されている ： 損傷したデータベースの DBID を特定し ます。 本プラ

グインの初期インス ト ールの一部と し て DBID が記録されなかった場合、 NetVault Backup のバイナリ ・ ロ

グでソース ・ データベースの RMAN ベースのバッ クア ッ プを調べる こ とによ り、 DBID を特定できます。

DBID は、 ［詳細］ ダイアログ ・ ボッ クスまたは ［バッ クア ッ プ ・ コ ンテンツ］ タ ブでも利用できます。

• SPFILE のデフ ォル ト の場所が存在する必要がある ： 以下の手順を実行する前に、 ASM 共有ス ト レージ

にデフ ォル ト の場所が存在する必要があり ます。 デフ ォル ト の場所を作成し忘れる と、 SPFILE のリ ス ト

重要： 自動バックアップから制御ファイルをリストアしたら、［NetVault Backup選択］タブでデー

タベース全体を選択し、フルまたはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。

重要： テスト・リカバリを実行する場合は、データファイルのリストア中にリカバリ・カタログに接続し
ないよう注意してください。接続すると、RMANによって、リストアされたデータファイルに関する情報

がリカバリ・カタログに記録されます。これは、以後プライマリ・データベースをリストアおよびリカバ
リする際に障害になります。リストアする必要のあるすべてのバックアップのRMANリポジトリ・データ

を制御ファイルに保持しきれないないため、リカバリ・カタログを使用する必要がある場合、カタログを
エクスポートして別のスキーマまたはデータベースにインポートし、リカバリ・カタログのコピーをテス
ト・リストアに使用する必要があります。そうしないと、カタログで、リストアされたデータベースが最
新のターゲット・データベースと見なされます。
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ア中に 「ORA-17502: フ ァ イルの作成に失敗し ま し た。」 とい う エラーが発生する結果にな り ます。 さ ら

に、 SPFILE の場所は SPFILE パラ メ ータ で PFILE 内に記述されている必要があ り ます。

• すべてのテーブルスペースのバッ クア ッ プが使用可能になっている ： すべてのテーブルスペースの最新
のバッ クア ッ プがある こ と を確認し ます。

障害復旧の実行
1 RMAN を起動し、 ターゲッ ト ・ データベースに接続し ます。

> rman TARGET /

2 SET DBID を使用し て、 ターゲッ ト ・ データベースのデータベース識別子を設定し ます。

RMAN は、 ターゲッ ト に接続するたびに DBID を表示し ます。 保存された RMAN ログ ・ フ ァ イルを調べ

る方法、 カ タ ログを クエ リする方法、 または制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プのフ ァ イル名を確認する
方法でも、 DBID を特定できます。 DBID は、 ［詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスまたは ［バッ クア ッ プ ・ コ ン

テンツ］ タ ブでも利用できます。

SET DBID <DBID>;

3 FORCE NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

4 SPFILE の自動バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

SPFILE をデフ ォル ト の場所にリ ス ト アするには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE SPFILE FROM AUTOBACKUP;
}

5 FORCE NOMOUNT オプシ ョ ンを付けてローカル ・ イ ンス タ ンスを起動し ます。

STARTUP FORCE NOMOUNT;

6 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

前回の自動バッ クア ッ プから制御フ ァ イルを リ ス ト アするには、 以下のコマン ド を実行し ます。

RUN {
ALLOCATE CHANNEL CH1 TYPE 'SBT_TAPE';
RESTORE CONTROLFILE FROM AUTOBACKUP;
}

7 データベースをマウン ト し ます。

ALTER DATABASE MOUNT;

8 Block Change Tracking を無効にし ます。

SQL "ALTER DATABASE DISABLE BLOCK CHANGE TRACKING";

9 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 すべてのテーブルスペースを含む利用可能

な最新のバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

10 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ソース NetVault Backup ク ラ イアン ト とデータベースに移動し

て、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

11 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 [ 読み取り専用データ フ ァ イルを確認し て、 必要に応じ

て リ ス ト ア し ます ] および [ 読み取り専用データ フ ァ イルを確認し て、 カ レン ト でない場合は、 リ カバリ

し ます ] を選択し て、 読み取り専用データ フ ァ イルを リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスに含めます。

12 障害復旧シナリ オでは、 リ カバリ を実行する必要があるため、 ［リ カバリ を実行する］ タ ブで、 ［データ
ベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択し ます。
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PIT リ カバリはデータベースを指定し た時刻、 ログ ・ シーケンス番号または SCN にリ ス ト ア し ます。 障

害が発生し た時刻あるいはログ ・ シーケンスが不明な場合は、 SCN オプシ ョ ンの使用をお勧めし ます。

13 ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ タ ブで、 ［カ タ ログの使用］ オプシ ョ ンを選択解除し ます。

14 ［ク ラ イアン ト 指定］、 ［スケジュール］、 ［詳細設定］ の各タ ブに入力し、 ジ ョ ブを開始し ます。

RMAN は、 使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的

に選択し、 データベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

15 RMAN で、 Block Change Tracking を有効化し ます。

SQL "ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING";

16 RMAN メ タデータ を更新し ます。

CROSSCHECK ARCHIVELOG ALL;

17 RMAN を終了し ます。

18 すべての RAC イ ンス タ ンスを起動し ます。

>srvctl START DATABASE -d < データベース名 >

19 すべての RAC サービスを起動し ます。

>srvctl START SERVICE -d < データベース名 >

20 すべての RAC イ ンス タ ンスが実行中である こ と を確認し ます。

>srvctl STATUS DATABASE -d < データベース名 >

ノ ー ド障害後のリ ス ト アの実行
マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC データベースに メ デ ィ ア障害が発生し た り、 プラグイ ンがイ ンス ト ールされてい

る ノ ー ド に障害とデータの損傷が同時に起こ っている場合、 RAC 環境内の他のノ ー ド に本プ ラグイ ンを再配置

し て、 RMAN ベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行する必要があ り ます。 本プラグイ ンの再配置手順は、 以下の 2
つのステ ッ プで構成されます。

1 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アをその他のノ ー ド にイ ンス ト ールし ます。

RAC 環境で、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アをその他のノ ー ド にイ ンス ト ールし ます。

2 Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。

RAC 環境の選択し た ノ ー ド に NetVault Backup ク ラ イアン ト を イ ンス ト ールし たら、 プラグイ ンを イ ン

ス ト ールし ます。 手順は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール時に、 NetVault のマシン名と し

て指定された包括的または仮想的な名前に対応する NetVault Backup ク ラ イアン ト にプラグイ ンがイ ンス

ト ールされる こ と を除き、 シングル ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境に本プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する こ と と同じ です。

Plug-in for Oracle を他のノ ー ド にイ ンス ト ールし たら、 リ ス ト ア手順は以下の相違点を除いてシングル ・ イ ンス

タ ンスの非 RAC 環境で リ ス ト アを実行するのと似ています。

• RMAN リ ス ト ア実行中のリ ス ト ア対象データの選択フ ェーズでは、 再配置直前に本プラグイ ンが当初イ

ンス ト ールされていたイ ンス タ ンスの Oracle SID と等しい Oracle SID を持つ ノ ー ド を ［セレ クシ ョ ン ・

セ ッ ト 作成］ ページから選択し、 そのノ ー ドからバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を選択し ます。

重要： 障害復旧を完了したら、［NetVault Backup選択］ページでデータベース全体を選択し、フル

またはLevel 0増分バックアップの実行をお勧めします。

重要： 本プラグインを再配置した環境で使用し続ける場合や、45日以上使用し続ける場合は、

https://support.quest.com/contact-us/licensingにアクセスして再配置用のRACデータベース対応

Plug-in for Oracleライセンス・キーを取得してください。
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• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定フ ェーズでは、 ターゲッ ト ・ データベースの認証の詳細で、 本プ ラグイ ン
が存在し ている他のノ ー ドのローカル ・ イ ンス タ ンス用に適切な値を し ます。 詳細は、 「格納先の詳細」
を参照し て く だ さい。

リ カバリ用データベースの準備、 リ ス ト ア用データ ・ アイテムの選択、 リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定、 ジ ョ ブの
フ ァ イナラ イズと実行および使用するデータベースのオープンについて詳し く は、 「RMAN リ ス ト アの実行」 を

参照し て く だ さい。

RAC 環境でのデータベースの複製
複製データベースを使用する と ソース ・ データベースの複製またはク ローンを作成する こ とができ、 これはバッ
クア ッ プおよびリ ス ト ア手順全体によ ってソース ・ データベースが影響を受ける こ とのないよ う特殊な目的のた
めに使用されます。 RAC 環境では、 Oracle はマルチ ・ イ ンス タ ンス ・ データベースを別のマルチ ・ イ ンス タ ン

ス ・ データベースに複製する処理をサポー ト し ていません。 一方、 Oracle は、 シングル ・ イ ンス タ ンスのデー

タベースをマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベースに変換する こ と で、 マルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベースから
シングル ・ イ ンス タ ンスのデータベースへの複製をサポー ト し ています。 詳し く は、 『Oracle Real Application 
Clusters Installation Guide』 を参照し て く だ さい。

同一 RAC 環境への複製データベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アは、 シングル ・ イ ンス タ ンス環境で複製データ

ベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アを実行する こ と とほぼ同じ です。 以降の ト ピ ッ クでは、 この違いについて説明
し ます。

前提条件
補助的値を使用し た PFILE の更新 ： 元のデータベースがマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベースの場合、 非 RAC
複製手順で示された とおり PFILE を更新するのに加え、 以下の更新手順が必要です。

1 RAC 関連パラ メ ータ ・ エン ト リの先頭に、 「#」 （番号記号） を挿入し てコ メ ン ト ・ アウ ト し ます。

以下は、 RAC 関連パラ メ ータの例です。

▪ .cluster_database_instances = N

▪ .cluster_database=TRUE

▪ < データベース / イ ンス タ ンス名 >.cluster_database=TRUE

▪ < イ ンス タ ンス名 >.instance_number=N

▪ < イ ンス タ ンス名 >.thread = N

▪ < イ ンス タ ンス名 >.undo_tablespace = '< テーブルスペース名 >'

2 以下のパラ メ ータ を追加し ます。

< 補助イ ンス タ ンス名 >.undo_tablespace='<UNDO テーブルスペース名 >'

< 補助イ ンス タ ンス名 >.thread = 1

リストア後の手順
「非 RAC 環境におけるデータベースの複製」 で定義されている複製データベースのリ ス ト ア手順が完了し たら、

シングル ・ イ ンス タ ンスのデータベースからマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベースへの変換を実行できます。 こ
れを行う には、 『Oracle Real Application Clusters Installation Guide』 の 「Converting to Oracle Real application 
Clusters from Single-Instance Oracle Databases」 で説明されている手順の 1 つを使用し ます。
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11
フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境での
プ ラグイ ンの使用

• Oracle サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング ： 概要

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンのラ イセンス

• プ ラグイ ンの設定とデータベースの追加

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

Oracle サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク

ラス タ リ ング ： 概要
Oracle フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ リ ング （アク テ ィ ブ / パッ シブ） は、 Oracle サーバ ・ イ ンス タ ンス全体の高

可用性を確保する こ と を目的に設計されています。 た と えば、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タの 1 つのノ ー ド で、

ハー ド ウ ェ ア障害またはオペレーテ ィ ング ・ システム障害が発生し た場合、 あるいは計画されたア ッ プグレー ド
を行う際に、 ク ラス タ内の別のノ ー ド にフ ェ イルオーバーするよ う Oracle サーバー ・ イ ンス タ ンスを設定でき

ます。

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タは、 1 つ以上のノ ー ド （ホス ト ） と 1 つ以上の共有デ ィ スクで構成されます。 IP ア

ド レス、 共有ス ト レージ、 およびアプ リ ケーシ ョ ン （この場合は Oracle） などのノ ー ド によ ってホステ ィ ング

される さ まざまな リ ソースを組み合わせて、 ク ラス タ ・ サービス と呼ばれるグループを構成し ます。 ネ ッ ト ワー
ク上では、 仮想サービスはアプ リ ケーシ ョ ンを実行中の単一のコ ンピ ュータ と し て認識されますが、 現在のノ ー
ドが使用不可になった場合はノ ー ド間でのフ ェ イルオーバーが可能です。

Plug-in for Oracle は、 Oracle サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングをサポー ト し ています。 プラグイ

ンはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ ネ ッ ト ワーク名によ って、 Oracle サーバー ・ ク ラス タ ・ サービスを管理し

ている現在のノ ー ド を特定し、 それをバッ クア ッ プ対象とする こ とができます。

この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンの設定と使用が、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境と従来の環境でどのよ う に異
なるかを説明し ます。 この ト ピ ッ クは、 標準の手順を説明するセクシ ョ ンを反映させるため、 以下のよ う な構成
になっています。

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンのラ イセンス

• プ ラグイ ンの設定とデータベースの追加

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

重要： NetVault Backupの用語において、クラスタ・サービスを仮想クライアントと呼びます。基本的に、

Plug-in for Oracleにおける仮想クライアントとは、Oracleサーバ・フェイルオーバ・クラスタ環境のクラ

スタ・サービスを指します。
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重要な注意事項
• 以降の ト ピ ッ クで説明し ている部分を除き、 本プ ラグイ ンを使用し たク ラス タ ・ データのバッ クア ッ プ

およびリ ス ト ア手順は、 従来の Oracle サーバーのデータ での手順と同じ です。

• 以降の ト ピ ッ クでは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境で本プ ラグイ ンを使用する場合に必要な、 Oracle
固有の設定についてのみ説明し ています。 NetVault Backup のアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラス タ ・ サポー ト を

使用し て Oracle サーバーに関連し ないデータ / フ ァ イルのバッ クア ッ プ / リ ス ト アを管理する設定手順

については、 説明し ていません。 このプロセスは本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手順に
ついて詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

• 次のセクシ ョ ンに進む前に、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 のすべてのク

ラス タ関連情報を確認し、 こ こで説明する内容が Oracle サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ機能と

どのよ う に関連し ているかを理解し ておいて く だ さい。

プラグイ ンのイ ンス ト ール
プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには、 以下の ト ピ ッ ク をお読み く だ さい。

• イ ンス ト ールの前提条件

• ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for Oracle を ク ラス タ環境にイ ンス ト ールするには、 以下の前提条件を満たす必要があり ます。

• Oracle フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境を展開する ： 正し く 構成された Oracle ク ラス タ環境が必要です。

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backup サーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 このマシンは、 Oracle サーバー ・ ク ラス タの外部に設置し、 ク

ラス タ内のノ ー ド （ホス ト ） へのネ ッ ト ワーク接続を行う 必要があ り ます。

ソ フ ト ウェ アのインス ト ールまたはア ッ プグレー ド
ク ラス タ環境へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールは、 従来のイ ンス ト ール方法とは異なっています。 このプロセス
は、 NetVault Backup サーバーに仮想ク ラ イアン ト を作成する こ と で完成し ます。 仮想ク ラ イアン ト とは、 ク ラ

ス タ内のノ ー ドのグループで、 NetVault Backup サーバーからは、 1 つのク ラ イアン ト と し て認識されます。 仮

想ク ラ イアン ト は、 1 つのク ラス タ ・ サービスをバッ クア ッ プする場合に作成し ます。

仮想クライアントの作成
前述のとお り、 仮想ク ラ イアン ト 作成プロセスは、 本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手順について
詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 ただし、 仮想ク ラ

イアン ト 作成プロセス中は、 以下の点を考慮する必要があ り ます。

• 仮想ク ラ イアン ト に名前を付ける ： Quest は、 NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト 名と し て、 Oracle デー

タベースに割り当てられた仮想サーバーのネ ッ ト ワーク名を使用する こ と をお勧めし ます。 また、 Oracle

重要： フェイルオーバー・クラスタリング機能のサポートは、Windows Server上でテスト済みです。

この際に、Oracle Fail Safeクラスタリング機能を使用し、データベースのデータファイルおよびロ

グを含む共有ストレージとOracle（v6.5）2ノード・クラスタ構成を採用しています。クラスタリ

ング機能を異なる構成で使用する場合、実際の運用環境に配置する前に、バックアップおよびリス
トアをテストします。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境でのプ ラグイ ンの使用
141



データベースまたはク ラス タ環境に簡単に結び付けられる名前も使用できますこのよ う に設定すれば、
NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト が作成された Oracle データベースを簡単に識別できます。

• 関連する ク ラス タ ・ ノ ー ドのみを仮想ク ラ イアン ト に追加する ： 仮想ク ラ イアン ト の作成時に含めるホ
ス ト を、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア対象の Oracle データベース ・ サーバーに関連する ク ラス タ内の

ノ ー ド に限定し ます。

仮想ク ラ イアン ト の作成後、 プ ラグイ ンはすべての指定ク ラス タ ・ ノ ー ド に転送され、 ローカルにイ ンス ト ール
されます。 イ ンス ト ールされた Plug-in for Oracle を仮想ク ラ イアン ト から使用し て、 共有データ をバッ クア ッ

プ / リ ス ト アできます。 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アできるのは、 ク ラス タ内で共有設定し たデータのみです。

プラグイ ンのラ イセンス
Plug-in for Oracle を ク ラス タ環境で使用する場合のも う 1 つの違いと し て、 使用ラ イセンスがあ り ます。 本プラ

グイ ンは、 共有データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのみをサポー ト し ています。 このため、 Oracle データ

ベース ・ フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ環境で必要な仮想ク ラ イアン ト のク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ ラ イセンス
は 1 つのみです。

適切なラ イセンス ・ キーの入手方法など、 ラ イセンス関連の手続きについて詳し く は、 『Quest NetVault Backup
イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

プラグイ ンの設定とデータベースの追加
フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境への Plug-in for Oracle の設定は、 シングル ・ イ ンス タ ンス、 非ク ラス タ環境

へのプ ラグイ ンの設定とほぼ同じ です。 ただ し、 データベースの追加については以下の例外があ り ます。

• ［Oracle SID］ ： ターゲッ ト Oracle データベースのク ラス タ内にあるアク テ ィ ブ ・ ノ ー ド に、 ローカル

SID を入力し ます。 このローカル ID は、 ターゲッ ト ・ データベース用ローカル ・ ノ ー ド上の Oracle イ ン

ス タ ンス名です。

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを使用する : Quest は、 このオプシ ョ ンを選択する こ と をお勧めし ます。

• PFILE 利用法 : ターゲッ ト Oracle データベースのク ラス タ ・ ノ ー ド内のローカル ・ イ ンス タ ンスが、

SPFILE ではな く PFILE を使用する場合は、 ［RMAN 詳細］ タ ブの ［SPFILE のバッ クア ッ プに RMAN
コ マン ド を使用］ オプシ ョ ンを選択解除する必要があ り ます。 ［データベースの追加］ または ［データ
ベースの編集］ オプシ ョ ンから このタ ブにアクセス し、 ［Oracle イ ンス タ ンス詳細］ タ ブの ［パラ メ ー

タ ・ フ ァ イル ・ パス］ ボ ッ クスに利用可能な情報を入力し ます。

詳細は、 「プ ラグイ ンの設定」 および 「データベースの追加」 を参照し て く だ さい。

データのバッ クア ッ プ
仮想ク ラ イアン ト で使用するよ う に設定し た Plug-in for Oracle によるバッ クア ッ プは、 比較的簡単です。

［NetVault Backup 選択］ ページで、 仮想ク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開き、 ［Plug-in for Oracle］ を開きます。 次

に、 バッ クア ッ プに含める Oracle サーバーのイ ンス タ ンスまたはその配下のコ ンテンツを選択し ます。

重要： 別のノードにフェイルオーバーが発生した場合は、［データベースの追加］オプションを使用して、
アクティブ・ノード（クラスタのフェイルオーバー先）上のプラグインに、Oracleデータベース情報を追

加します。この情報を入力する必要があるのは一度だけです。以降のフェイルオーバーでは、本プラグイ
ンが自動的にこの情報を取得します。
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データのリ ス ト ア
仮想ク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト アは、 従来の NetVault Backup ク ラ イアン ト に対し て リ ス ト アを実行する場

合と同様の方法で行います。 Plug-in for Oracle を使用した リ ス ト アに使用可能なすべてのオプシ ョ ンは、 フ ェ イル

オーバー ・ ク ラス タ リ ング環境でも使用できます。 また、 データ も同様の方法で選択し ます。 両者の違いは、 ［セ
レ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト ア可能な仮想ク ラ イアン ト のバッ クア ッ プが、 バッ クア ッ プ中に使
用し ていた個々の NetVault Backup ク ラ イアン ト またはノ ー ド ではな く 、 仮想ク ラ イアン ト 名下に表示される点で

す。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始する と、 NetVault Backup はすべてのメ ンバー ・ ク ラ イアン ト と通信し て、 フ ェ イル

オーバー ・ ク ラス タ を管理し ているマシンを特定し、 このマシンを リ ス ト ア対象と し て指定し ます。

さ らに、 NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト を、 非ク ラス タ化 （ス タ ン ド アロン） NetVault Backup ク ラ イアン

ト へリ ス ト アする こ と もできます。

仮想ク ラ イアン ト へデータ を リ ス ト アする場合は、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページの ［ク ラ イアン ト 指定］ リ
ス ト で利用可能な仮想ク ラ イアン ト を選択する こ と を Quest はお勧めし ます。

記載されているすべてのリ ス ト ア実行手順は、 仮想ク ラ イアン ト のリ カバリ でも使用できます。 NetVault 
Backup 仮想ク ラ イアン ト のリ ス ト ア手順について詳し く は、 「データのリ ス ト ア」 の各 ト ピ ッ ク を参照し て く だ

さい。

重要： ［設定］ダイアログ・ボックスの［NetVault Backupクライアントからのバックアップをリストア

する］フィールドには、バックアップを実行したNetVault Backup仮想クライアントの名前を含める必要が

あります。そうしないとリストアが失敗します。［設定］ダイアログ・ボックスの使用方法について詳しく
は、「プラグインの設定」を参照してください。

Controlfile Autobackup、またはフェイルオーバー・クラスタ環境でCLIから取得したバックアップをリスト

アするには、［NetVault Backupクライアントからのバックアップをリストアする］オプションまたは

NV_ORIGINAL_NV_CLIENTオプション（この変数は「send」と一緒に使用）に、NetVault Backup物理クラ

イアントの名前を入力します。

OracleのRMANバックアップ・ピースは、バックアップを実行したNetVault Backupクライアント名が付

けられて、NetVault Backupメディア・マネージャ内に格納されます。このクライアント名は、［リスト

ア・ジョブ作成］－ ［セーブセットの選択］の［セーブセット情報］領域に一覧で表示されます。 

リストアの際には、バックアップを実行したクライアント名で保存されたバックアップ・ピースを取得す
るように、Plug-in for Oracleを構成しておく必要があります。
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12
Oracle Data Guard でのプ ラグイ ンの  

使用

• Oracle Data Guard ： 概要

• 配備計画の定義

• システム構築

• Data Guard 環境へのプラグイ ンのイ ンス ト ール

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

Oracle Data Guard ： 概要
Oracle の Oracle Data Guard は、 「企業データに対する高機能のデータ保護と障害復旧を約束し ます。 Data 
Guard は包括的な一連のサービスを提供し、 1 つ以上のス タ ンバイ ・ データベースの作成、 管理、 監視を行っ

て、 プロダクシ ョ ン Oracle データベースが災害やデータ損傷から保護されるよ う にし ます。 Data Guard は、 こ

れらのス タ ンバイ ・ データベースをプロダクシ ョ ン ・ データベースのコ ピーと し て管理し ます。 プロダクシ ョ
ン ・ データベースが機能停止によ り使用できな く なる と、 Data Guard は任意のス タ ンバイ ・ データベースをプ

ロダクシ ョ ン側に切り替え、 機能停止に関連するダウン タ イムを最小限にし ます。 プロダクシ ョ ン ・ データベー
スは、 従来のバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 およびク ラス タ技術と一緒に使用する こ とが可能であ り、 高いレベルの
データ保護とデータ機能を提供し ます。

Data Guard を使用する と、 管理者が必要に応じ て リ ソース集中型バッ クア ッ プ と レポー ト の操作をス タ ンバイ ・

データベース ・ サーバーへ開放する こ と で、 プロダクシ ョ ン ・ データベースのパフ ォーマンスを向上させる こ と
ができます。 また、 バッ クア ッ プがプ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのどち らから行われ
たかとい う こ とには関係な く 、 プ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのいずれのリ カバリ に対
し てもバッ クア ッ プを使用できます。

Plug-in for Oracle が、 Data Guard 環境でサポー ト し ている Oracle のバージ ョ ンは限られています。 Data Guard
環境では、 イ ンス ト ール、 設定、 バッ クア ッ プ、 およびリ ス ト ア手順が多少異な り ます。 この ト ピ ッ クでは、 本
プ ラグイ ンが Data Guard 環境でどのよ う に動作するかについて説明し ます。

サポー ト される Oracle のバージ ョ ン と Data Guard 環境でのプラ ッ ト フ ォームの全リ ス ト について詳し く は、

『Quest NetVault Backup 互換性ガイ ド』 を参照し て く ださい。

メ モ ： 本プ ラグイ ンの RMAN バッ クア ッ プ方法は、 Data Guard 環境でサポー ト されている唯一のバッ ク

ア ッ プ方法です。 後続の ト ピ ッ クで説明がない限り、 プ ラグイ ンを使用し た、 物理またはス タ ンバイ ・
データベースに対するバッ クア ッ プ と リ ス ト アの手順は、 非 Data Guard データベースでの実行手順と同

様です。
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配備計画の定義
Data Guard 環境の保護と リ カバリの計画方針を決定する こ とは、 Data Guard 環境での本プラグイ ンの正しい配

置と使用に不可欠です。 「システム構築」 の詳細説明のとお り、 すべての計画方針は、 サポー ト されているすべ
ての使用方法に有効です。

• プ ラ イマ リのみからのバッ クア ッ プ

• プ ラ イマ リ およびス タ ンバイのバッ クア ッ プ

• ス タ ンバイのみからのバッ クア ッ プ

プ ラ イマ リのみからのバッ クア ッ プ
最も簡単なバッ クア ッ プ計画は、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーからすべてのバッ クア ッ プを実行する こ
と です。 このバッ クア ッ プは、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーまたはス タ ンバイ ・ データベース ・ サー
バーのう ちの １ つを リ カバリする場合に使用できます。 これが有効な計画である一方で、 リ ソース集中型バッ ク
ア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンは、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーのデータベース ・ パフ ォーマンスに影響し ま
す。 この計画によ り、 本プ ラグイ ンがプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーにイ ンス ト ールされます。
Plug-in for Oracle は、 リ ス ト アのターゲッ ト になっている場合に、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーにイ ン

ス ト ールする唯一の要件にな り ます。

プ ラ イマ リ およびス タ ンバイのバッ クア ッ プ
ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーに対し て リ ソース集中型バッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンを開放する こ と
は、 Data Guard を展開する有効な手段の 1 つと し て用いられています。 Oracle のバージ ョ ンは、 ス タ ンバイ ・

データベース ・ サーバに対し て開放できるバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンのボ リ ュームを決定し ます。

• ［Oracle 10.2.x］ ： 制御フ ァ イルと SPFILE のバッ クア ッ プをプラ イマ リ ・ データベース ・ サーバー上で

実行する必要があり ますが、 データ フ ァ イルと アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プはス タ

ンバイ ・ データベース ・ サーバーに対し て開放できます。 また、 バッ クア ッ プがプ ラ イマ リ またはス タ
ンバイ ・ データベース ・ サーバーのどち らから行われたかとい う こ とには関係な く 、 プ ラ イマ リ または
ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのいずれのリ カバリ に対し ても、 データ フ ァ イルと アーカ イブ
REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プを使用できます。 詳し く は、 『Oracle 10.2.x Data Guard Concepts 
and Administration』 の 「RMAN to Back Up and Restore Files」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• ［Oracle 11.x］ ： データ フ ァ イル、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 および SPFILE の

バッ クア ッ プは、 プ ラ イマ リ と ス タ ンバイのデータベース ・ サーバー間で互換性があ り ます。 これは、
すべてのバッ クア ッ プをス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーの 1 つから実行できる こ と を示し ます。

また、 バッ クア ッ プがプ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのどち らから行われたか
とい う こ とには関係な く 、 プ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのいずれのリ カバリ
に対し てもバッ クア ッ プを使用できます。 詳し く は、 『Oracle 11.x Data Guard Concepts and 
Administration』 の 「Using RMAN to Back Up and Restore Files」 セクシ ョ ンを参照し て く ださい。

Oracle 11.x では、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーで実行するバッ クア ッ プのすべてが必要ではあ り ませ

んが、 Oracle 11.x 環境の有効な計画は、 10.2.x 環境の要件を模倣する こ と です。 10.2.x 環境では、 データ フ ァ

イルと アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのみがス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーに対し て開放され、 制御

フ ァ イルと SPFILE のバッ クア ッ プはプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーから実行されます。

Oracle 10.2.x と 11.x の有効なも う 1 つの計画は、 プラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーから制御フ ァ イルと

SPFILE のバッ クア ッ プを実行し、 データ フ ァ イルと アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プは、 プラ

イマ リ ・ データベース ・ サーバーと ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバー間で交互に実行する こ と です。 た と え
ば、 Level 0 の増分バッ クア ッ プは、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーで週 1 回実行し、 Level 1 の増分バッ

クア ッ プは、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーで毎日 1 回実行し ます。 また、 制御フ ァ イルと SPFILE の毎

日のバッ クア ッ プは、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーで実行し ます。
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Oracle の MAA （Maximum Availability Architecture） のベス ト ・ プ ラ ク テ ィ スでは、 プ ラ イマ リ ・ データベース

と ス タ ンバイ ・ データベースの両方が停止し た場合や、 スイ ッ チオーバーおよびフ ェ イルオーバーについてサイ
ト のプ ラ ク テ ィ スを新たに導入し な く ても よいよ う にする場合に、 プ ラ イマ リ と ス タ ンバイ ・ データベースの両
方でバッ クア ッ プを行い、 MTTR を減少させる こ と を推奨し ています。

この計画では、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバー、 およびバッ クア ッ プを実行するス タ ンバイ ・ データベー
ス ・ サーバーのう ち少な く と も 1 つに Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。

バックアップ先の計画
Oracle 10.2.x Data Guard 環境のプ ラ イマ リ ・ サーバーと ス タ ンバイ ・ サーバーの両方からのバッ クア ッ プ計画

を実装する場合は、 「バッ クア ッ プ格納先の計画定義」 に示し た詳細のとお り、 付随するバッ クア ッ プ先につい
て計画し ます。

RMAN がリ カバリ ・ カ タ ログにバッ クア ッ プ ・ メ タデータ を保存するため、 プラ イマ リ ・ データベース ・ サー

バーから FRA に実行するバッ クア ッ プでは、 結果と し て、 RMAN バッ クア ッ プ ・ ピースが作成されて、 バッ ク

ア ッ プがリ カバリ ・ カ タ ログに登録されます。 翌日、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーから実行されるバッ
クア ッ プが、 FRA にも実行される場合、 バッ クア ッ プ中に作成された RMAN バッ クア ッ プ ・ ピースも リ カバ

リ ・ カ タ ログに登録されます。

この週の後半で、 FRA のバッ クア ッ プがス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーから NetVault Backup メ デ ィ ア ・

マネージャに対し て実行される と、 FRA から NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プは、 こ

の FRA に対するプラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーのバッ クア ッ プによ り作成されたバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト

へのアクセスを試行し ます。 プ ラ イマ リ およびス タ ンバイ ・ データベースは FRA を共有し ないため、 FRA から

NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プは失敗し ます。 RMAN は、 FRA から NetVault Backup
メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プを実行し ているス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーからアクセスでき
ないプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーで、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト のアクセスを試行し ます。

し たがって、 Oracle 10.2.x Data Guard 環境について、 FRA へのバッ クア ッ プはプラ イマ リ ・ データベース ・

サーバーと ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのいずれかで実行し、 両方では実行し ないこ と を推奨し ます。

Oracle 11.x Data Guard 環境では、 Oracle パラ メ ータ db_unique_name によ り、 リ カバリ ・ カ タ ログで元の

バッ クア ッ プを FRA に対し て区別できるよ う にな り ます。 FRA から NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへ

のバッ クア ッ プを選択する と、 RMAN は、 FRA から NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プ

を実行するデータベース ・ サーバーの FRA で、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト をバッ クア ッ プ し ます。

NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャへのバッ クア ッ プについて詳し く は、 「バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設

定」 を参照し て く だ さい。 このオプシ ョ ンついて詳し く は、 「Flash Recovery Area （FRA） バッ クア ッ プ」 を参

照し て く だ さい。

ス タ ンバイのみからのバッ クア ッ プ
Oracle 11.x 以降では、 データ フ ァ イル、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 SPFILE のバッ ク

ア ッ プは、 プ ラ イマ リ と ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバー間で互換性があ り ます。 これは、 すべてのバッ ク

メ モ ： Oracle 11.x 以前の Oracle のバージ ョ ンでは、 SPFILE のバッ クア ッ プが他のス タ ンバイ ・ データ

ベースで使用できる想定になっていま し た。 ただ し、 実際には、 すべてのス タ ンバイ ・ データベースで同
じ SPFILE を使用する こ とはできません。 し たがって、 RMAN によ り、 あるデータベース ・ サイ ト で作成

された SPFILE バッ クア ッ プを別のデータベース ・ サイ ト で使用できないよ う にし ています。 この制約は、

COMPATIBLE 初期化パラ メ ータが 11.0.0 に設定されている場合にのみ発生し ます。 

 
ス タ ンバイ ・ データベースは、 SPFILE のバッ クア ッ プを除き、 特定の 1 つのス タ ンバイ ・ データベース

に対し てバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンを開放できます。 ただ し、 COMPATIBLE 初期化パラ メ ータが

11.0.0 に設定されている場合、 SPFILE はデ ィ スクにバッ クア ッ プする こ とができ、 バッ クア ッ プがテー

プまたは NetVault Backup メ デ ィ アに書き込まれるス タ ンバイ ・ サイ ト では、 手動でカ タ ログに追加する

こ と もできます。 SPFILE バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に追加のメ タデータ を保存する こ とによ り、 どのデータ

ベースの SPFILE がどのバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に入っているか RMAN で識別できます。 し たがって、 テー

プまたは NetVault Backup メ デ ィ アからのリ ス ト ア実行中に適切な SPFILE バッ クア ッ プが選択されます。
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ア ッ プをス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーの 1 つから実行できる こ と を示し ます。 このよ う な計画では、 プ

ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバー、 およびバッ クア ッ プを実行するス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのう
ち少な く と も 1 つに Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。 リ ス ト アのターゲッ ト になっている場合、 プ ラ

イマ リ ・ データベース ・ サーバーに本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする こ とが要件と な り ます。 た と えば、 ス タ ン
バイ ・ データベース ・ サーバーのバッ クア ッ プを使用し てプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーを リ カバリする
場合、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーに本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り ます。

システム構築
Oracle Data Guard 環境での Plug-in for Oracle のサポー ト は、 物理ス タ ンバイ ・ データベースに制限されます。

論理ス タ ンバイ ・ データベース と スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ス タ ンバイ ・ データベースはサポー ト されません。 物理ス
タ ンバイ ・ データベースは、 プロダクシ ョ ン ・ データベースのコ ピーで、 ト ラ ンザクシ ョ ンの整合性が保たれて
います。 ス タ ンバイ ・ データベースのすべてのリ フ ァ レンスは、 物理ス タ ンバイ ・ データベース参照し て く だ さ
い。

本プ ラグイ ンは、 Data Guard システム構築の以下のタ イプをサポー ト し ています。

Data Guard 環境で本プラグイ ンをシステム構築するには、 プラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーと、 選択し た

バッ クア ッ プ計画に基づいたス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのう ち少な く と も 1 つに、 本プラグイ ンを イ

ンス ト ールする必要があり ます。 バッ クア ッ プ計画の選択について詳し く は、 「配備計画の定義」 を参照し て く
だ さい。

• シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するシングル ・ イ ンス タ ンス

• シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC

• マルチ ・ イ ンス タ ンス RAC Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC

シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム

構築に対するシングル ・ イ ンス タ ンス
シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するシングル ・ イ ンス タ ンスでは、 プラ イマ リ ・ デー

タベース ・ サーバー、 およびス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのう ち少な く と も 1 つに本プラグイ ンがイ ン

ス ト ールされています。

メ モ ： プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバー上で制御フ ァ イルと SPFILE のバッ ク ア ッ プを実行する必要

があり ますが、 Oracle 10.2.x に限って、 データ フ ァ イルと アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ

プをス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーに対し て開放できるため、 ス タ ンバイのみのバッ クア ッ プ計画
は Oracle 10.2.x Data Guard 環境をサポー ト し ていません。

表4. サポートしている構築

プライマリ・データベース・サーバー設定 物理スタンバイ・データベース設定

シングル・インスタンス --> シングル・インスタンス

マルチ・インスタンスRAC --> シングル・インスタンス

マルチ・インスタンスRAC --> マルチ・インスタンスRAC
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図 8. シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するシングル ・ イ ンス タ ンス

シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム

構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC
シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンスでは、 プラ イマ リ RAC
データベース環境、 およびス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのう ち少な く と も 1 つに本プラグイ ンがイ ンス

ト ールされています。
Quest NetVault Backup Plug-in for Oracle 12.3 ユーザーズ ・ ガイ ド       

Oracle Data Guard でのプ ラグイ ンの使用  
148



図 9. シングル ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC

マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境における本プ ラグイ ンのシステム構築について詳し く は、 「配備計画の定義」

を参照し て く だ さい。
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マルチ ・ イ ンス タ ンス RAC Data Guard のシステ

ム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC
マルチ ・ イ ンス タ ンス Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンスでは、 プ ラ イマ リ RAC デー

タベース環境、 およびス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのう ち少な く と も 1 つに本プラグイ ンがイ ンス ト ー

ルされています。

図 10. マルチ ・ イ ンス タ ンス RAC Data Guard のシステム構築に対するマルチ ・ イ ンス タ ンス RAC

マルチ ・ イ ンス タ ンスの RAC 環境における本プ ラグイ ンのシステム構築について詳し く は、 「配備計画の定義」

を参照し て く だ さい。

Data Guard 環境へのプ ラグイ ンのイ ンス

ト ール
以下の ト ピ ッ クで説明されている追加の手順や別の手順を完了する前に、 「プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除」
や 「プ ラグイ ンの設定」 など、 前の ト ピ ッ クで説明されている情報を確認し ます。

• イ ンス ト ールの前提条件

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド
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イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for Oracle を Data Guard 環境にイ ンス ト ールするには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• Oracle Data Guard 環境を展開する ： 正し く 設定された Oracle Data Guard 環境が必要です。 サポー ト さ

れている Data Guard 環境に関する Oracle のバージ ョ ンについては、 『Quest NetVault Backup 互換性ガ

イ ド』 を参照し て く だ さい。

• Oracle RAC 環境を展開する ： マルチ ・ イ ンス タ ンスのプ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・

サーバーを含む Data Guard 環境については、 「RAC 設定の要件」 で指定された Oracle RAC 設定の要件

を満た し て く だ さい。

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backup サーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 このマシンは、 Data Guard 環境の外部に設置し、 Data Guard 環

境内のノ ー ド およびホス ト へのネ ッ ト ワーク接続を行う必要があ り ます。

• リ カバリ ・ カ タ ログ ・ サーバーを別に用意する ： Quest では、 RMAN リ ポジ ト リ を、 Data Guard 環境の

外部にあるサーバー上のリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに保存する こ と をお勧めし ます。 プ ラ イマ
リ ・ データベースのみを リ カバリ ・ カ タ ログに登録できます。 詳細は、 「RMAN リ ポジ ト リの作成」 を参

照し て く だ さい。

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プを有効にする ： 制御フ ァ イルと SPFILE の自動バッ クア ッ プは、 以下の

条件を満たすデータベースで有効にする必要があ り ます。

▪ プ ラ イマ リのみのバッ クア ッ プ計画 ： 制御フ ァ イルと SPFILE の自動バッ クア ッ プをプラ イマ リ ・

データベース ・ サーバーで有効にし ます。

▪ プ ラ イマ リ およびス タ ンバイのバッ クア ッ プ計画 ：

▫ ［Oracle 10.2.x］ ： プラ イマ リ ・ データベース ・ サーバー、 およびバッ クア ッ プを実行し て

いるすべてのス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーで制御フ ァ イルと SPFILE の自動バッ

クア ッ プを無効にし ます。 手動制御フ ァ イルと SPFILE のバッ クア ッ プは、 プラ イマ リ ・

データベース ・ サーバーで実行されます。

▫ ［Oracle 11.x］ ： バッ クア ッ プを実行し ているすべてのデータベース ・ サーバーで制御フ ァ

イルと SPFILE の自動バッ クア ッ プを有効にし ます。 たと えば、 Level 0 の増分バッ クア ッ

プがス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーで実行され、 Level 1 増分バッ クア ッ プがプラ イ

マ リ ・ データベース ・ サーバーで実行される場合は、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サー
バーと ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーの両方で自動バッ クア ッ プを有効にし ます。

▪ ス タ ンバイのみのバッ クア ッ プ計画 ： バッ クア ッ プを実行し ているス タ ンバイ ・ データベース ・
サーバーで、 制御フ ァ イルと SPFILE の自動バッ クア ッ プを有効にし ます。

詳細は、 「制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プ有効化」 を参照し て く だ さい。

• フ ラ ッ シュ ・ リ カバリ領域を推奨 ： Data Guard 環境には、 フ ラ ッ シュ ・ リ カバリ領域を有効にする こ と

をお勧めし ます。 詳し く は、 『Oracle Database Backup and Recovery User's Guide』 の 「Configuring the 
Flash Recovery Area」 セク シ ョ ンを参照し て く ださい。

• Flashback Database を推奨 ： Data Guard のス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーには、 Flashback 
Database を有効にする こ と をお勧めし ます。 詳し く は、 「Flashback Database の有効化」 および、

『Oracle Data Guard Concepts and Administration』 の 「Using Flashback Database After a Role 
Transition」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

• その他の前提条件 ： 上記の Data Guard の前提条件に加えて、 「前提条件」 で指定されている Data Guard
に固有でない前提条件を満た し て く だ さい。

RMAN設定のオプション設定

以下の設定は、 Data Guard 環境ではオプシ ョ ンです。
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保存ポリシー

RMAN の保存ポ リ シーは、 RMAN が古いとみな し た、 つま り必要がな く なったので削除する と マーク し たバッ

クア ッ プ ・ セ ッ ト と コ ピーについて、 持続性のあるポリ シーを指定し ます。 時間の経過と と もに、 RMAN は、

保存ポリ シーの指定条件に従って古いとみな し たバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト と コ ピーにマーク付けを行います。
RMAN は、 空き領域が必要になる と、 FRA で古いバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト と コ ピーを自動的に削除し ます。

RMAN は、 NetVault Backup バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アなど、 FRA 領域外の古いフ ァ イルは自動的には削除されま

せん。

プライマリ・データベース設定

1 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが開いている こ と を確認し、 RMAN をプラ イマ リ ・ ターゲッ ト ・

データベースおよびリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続し ます。

た と えば、 カ タ ログ ・ データベースに接続するには、 次のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

2 次のコマン ド で保存ポリ シーを設定し ます。

CONFIGURE RETENTION POLICY TO RECOVERY WINDOW OF <n> DAYS

アーカイブ・ログ削除ポリシー

RMAN のアーカ イブ ・ ログ削除ポ リ シーは、 以下の条件の両方を満た し ている場合に、 アーカ イブ REDO ログ

を削除できるよ う に指定し ます。

• アーカ イブ REDO ログは、 必要なス タ ンバイ ・ データベースに適用されています。

• アーカ イブ REDO ログは、 BACKED UP … TIMES TO DEVICE TYPE 削除ポリ シーで不要と されていま

す。 この BACKED UP ポ リ シーが設定されていない場合、 この条件が常に満たされます。

オプション設定

• ス タ ンバイ ・ データベースで、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プを取得する場合 ：

▪ プ ラ イマ リ ・ データベース設定 ：

a リカバリ・カタログ・データベースが開いていることを確認し、RMANをプライマリ・

ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ・データベースに接続します。

た と えば、 カ タ ログ ・ データベースに接続するには、 次のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< カ タ ログ用 

接続 ID>

b 削除ポリシーを設定します。

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO APPLIED ON STANDBY

▪ バッ クア ッ プを実行するス タ ンバイ ・ データベースの設定 ：

a リカバリ・カタログ・データベースが開いていることを確認し、RMANをバックアップを

行うスタンバイ・ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ・データベースに
接続します。

b 削除ポリシーを設定します。

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO NONE

▪ バッ クア ッ プを実行 「し ない」 ス タ ンバイ ・ データベースの設定 ：

a リカバリ・カタログ・データベースが開いていることを確認し、バックアップを実行しな
いスタンバイ・ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ・データベースに
RMANを接続します。

b 削除ポリシーを設定します。

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO APPLIED ON ALL STANDBY
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• プ ラ イマ リ ・ データベースで、 アーカ イブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プを取得する場合 ：

▪ プ ラ イマ リ ・ データベース設定 ：

a リカバリ・カタログ・データベースが開いていることを確認し、RMANをバックアップ実

行中のプライマリ・ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ・データベース
に接続します。

b 削除ポリシーを設定します。

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO NONE

▪ ス タ ンバイ ・ データベース設定 ：

a リカバリ・カタログ・データベースが開いていることを確認し、RMANをスタンバイ・

ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタログ・データベースに接続します。

b 削除ポリシーを設定します。

CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICY TO APPLIED ON STANDBY

バックアップの最適化

RMAN バッ クア ッ プの最適化によ って、 同じ フ ァ イルがすでにバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにバッ クア ッ プ されて

いる場合に RMAN がデバイス ・ タ イプへフ ァ イルをバッ クア ッ プする こ と を回避し ます。 ただ し、 RMAN では、

バッ クア ッ プの最適化によ ってバッ クア ッ プ中にすべてのフ ァ イルがスキッ プ された場合、 エラーが通知されま
せん。

バックアップを実行するスタンバイ・データベースの設定

1 リ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースが開いている こ と を確認し、 RMAN をバッ クア ッ プを行う ス タ ンバ

イ ・ ターゲッ ト ・ データベースおよびリ カバリ ・ カ タ ログ ・ データベースに接続し ます。

た と えば、 カ タ ログ ・ データベースに接続するには、 次のコマン ド を実行し ます。

> rman TARGET / CATALOG rman/< パスワー ド >@< 接続用カ タ ログ ID>

2 バッ クア ッ プの最適化を設定し ます。

CONFIGURE BACKUP OPTIMIZATION ON

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド
Data Guard 環境で、 本プラグイ ンをプラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーにイ ンス ト ールする必要があり ます。

オプシ ョ ンで、 本プ ラグイ ンを 1 つ以上の物理ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーにイ ンス ト ールする こ と も

できます。 サポー ト されている Data Guard のシステム構築について詳し く は、 「システム構築」 を参照し て く だ

さい。

1 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする各 Oracle データベース ・ サーバに NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ

フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

2 NetVault Backup ク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加し ます。

NetVault Backup サーバーの WebUI から、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページを開きます。 プ ラ イマ リ およびス

タ ンバイ ・ データベースにイ ンス ト ールされた NetVault Backup ク ラ イアン ト を ［NetVault Backup ク

ラ イアン ト ］ リ ス ト に追加し ます。

重要： データベースがロールを変更するスイッチオーバーまたはフェイルオーバーでは、対応する
CONFIGUREコマンドを新規のプライマリおよびスタンバイ・データベースで再実行する必要があ

ります。
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3 Plug-in for Oracle を イ ンス ト ールし ます。

Data Guard 環境の必要なシステムそれぞれに NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス

ト ールされているため、 それぞれのシステムにも本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする必要があ り ます。 手
順は、 非 Data Guard のシングル ・ イ ンス タ ンスまたはマルチ ・ イ ンス タ ンスのデータベース環境に本プ

ラグイ ンを イ ンス ト ールする方法と同じ です。

データのバッ クア ッ プ
RMAN ベースのバッ ク ア ッ プは、 Data Guard 環境でサポー ト されている唯一のバッ クア ッ プ方法です。 RMAN
は Data Guard で、 Data Guard 環境のプ ラ イマ リ ・ データベース と物理ス タ ンバイ ・ データベースを介し、 透過

的に動作する メ タデータの使用によ り認識されます。

Data Guard 環境でのバッ クア ッ プの実行は、 非 Data Guard 環境のシングル ・ イ ンス タ ンスまたはマルチ ・ イ ン

ス タ ンスのデータベースのバッ クア ッ プを実行する方法とほとんど同じ です。 以降の ト ピ ッ クでは、 この違いに
ついて説明し ます。

• ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグの作成

• 制御フ ァ イルと SPFILE の手動バッ クア ッ プの実行

バッ クア ッ プ用データの選択、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定およびジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行について
詳し く は、 「RMAN バッ ク ア ッ プの実行」 を参照し て く ださい。

ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグの作成
プ ラ イマ リ と ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーに互換性のあるバッ クア ッ プを使用し、 プ ラ イマ リ およびス
タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーの両方で、 バッ クア ッ プの Data Guard 計画を実装する場合、 リ ス ト ア中に

バッ クア ッ プ ・ ソースを選択する こ とが推奨される こ とがあ り ます。 た と えば、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・
サーバーと ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーを対比させて、 リ ス ト ア し ます。 ［ユーザー定義のバッ クア ッ
プ ・ タグ］ オプシ ョ ンでは、 バッ クア ッ プのソース （プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーまたはス タ ンバイ ・
データベース ・ サーバー） を示すバッ クア ッ プにタグを割り当てられます。 リ ス ト ア中、 ［ユーザー定義のバッ
クア ッ プ ・ タグ］ が ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ で指定されます。 これによ り、 利用可能なサーバーのバッ クア ッ
プのみが確実にリ ス ト アに使用されます。

1 ［NetVault Backup プラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ ページで、 ［RMAN バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク

リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグ］ オプシ ョ ンを選択し、 タグ名を入力し ます。

このオプシ ョ ンでは、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト のタグ名を作成し ます。 ターゲッ ト ・ フ ァ イル ・ システム
のフ ァ イル名には、 サポー ト されている文字のみを使用する必要があ り ます。 た と えば、 ASM では内部

で使用されるハイ フ ン （-） を フ ァ イル名に使用できません。 そのため、 バッ クア ッ プを ASM デ ィ スク ・

グループに保存し ている場合、 weekly-incremental などのよ う にタグ名にハイ フ ンを使用する こ とはで

きません。

制御フ ァ イルと SPFILE の手動バッ クア ッ プの実

行
プ ラ イマ リ およびス タ ンバイの両方からのバッ クア ッ プ計画が展開されている Oracle 10.2.x Data Guard 環境、

または制御フ ァ イルと SPFILE のバッ クア ッ プがプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーで実行する唯一のバッ ク

ア ッ プである Oracle 11.x Data Guard 環境で、 制御フ ァ イルと SPFILE の手動バッ クア ッ プを実行し ます。

1 制御フ ァ イルと SPFILE の自動バッ クア ッ プが無効になっている こ と を確認し ます。

詳し く は、 「データベースの追加」 でステ ッ プ 4 を参照し て く ださい。
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2 選択ツ リーで、 ［パラ メ ータ ・ フ ァ イル］ と ［制御フ ァ イル］ のノ ー ド を選択し ます。

3 ［NetVault Backup プラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ ページの ［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで、 以下のオ

プシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ メ ソ ッ ド］ セクシ ョ ンで ［RMAN］ を選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ格納先］ セクシ ョ ンで、 ［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ］ または

［NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャ とデ ィ スク （FRA にバッ クア ッ プ し てから、 FRA を

NetVault Backup メ デ ィ ア ・ マネージャにバッ クア ッ プ）］ を選択し ます。 この手順によ り、 障害

復旧の目的で、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに制御フ ァ イルと SPFILE が保存されます。

▪ ［バッ クア ッ プ メ ソ ッ ド］ セクシ ョ ンで ［フル］ を選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

データのリ ス ト ア
バッ クア ッ プを実行し たデータベース ・ サーバーにバッ クア ッ プを リ ス ト アする Data Guard 環境で、 リ ス ト ア

を実行する場合、 Data Guard 環境で リ ス ト アを実行する こ と と非 Data Guard 環境の間に差異はあり ません。 シ

ングル･イ ンス タ ンス環境について詳し く は、 「RMAN リ ス ト アの実行」 を参照し て く だ さい。 マルチ･イ ンス タ

ンス環境について詳し く は、 「RAC 環境におけるデータのリ ス ト ア」 を参照し て く だ さい。

Data Guard 環境内の代替データベース ・ サーバーにバッ クア ッ プを リ ス ト アする Data Guard 環境において リ ス

ト アを実行する場合、 以下の ト ピ ッ クで詳し く 述べる相違点を除き、 このリ ス ト アは、 同じデータベース ・ サー
バーにリ ス ト アする操作と同様にな り ます。

• Data Guard 環境内の代替サーバーに対する リ ス ト アの設定

• Data Guard 環境で代替サーバーに対し て リ ス ト アする

• データベース全体のプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーへのリ カバリ

Data Guard 環境内の代替サーバーに対する リ ス

ト アの設定
プ ラ イマ リ またはス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーでバッ クア ッ プを実行する場合、 バッ クア ッ プ ・ イ ン
デッ クスは、 バッ クア ッ プを実行し たデータベース ・ サーバーの NetVault Backup ク ラ イアン ト 名で、 NetVault
データベースに保存されます。 代替データベース ・ サーバーに リ ス ト アするには、 リ ス ト アの代替 （ターゲッ
ト ） サーバーのプ ラグイ ン設定で、 NetVault Backup ク ラ イアン ト のソース名を指定するよ う に変更する必要が

あり ます。

NetVault Backup ク ラ イアン ト からのバッ クア ッ プのオプシ ョ ンを設定するには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 選択ツ リーで、 代替またはターゲッ ト Oracle データベース ・ サーバーと し て設定された NetVault 
Backup ク ラ イアン ト を開き、 ［Plug-in for Oracle］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設

定］ を選択し ます。

3 ［設定］ ダイアログ ・ ボッ クスの ［NetVault Backup ク ラ イアン ト からのバッ クア ッ プを リ ス ト アする］

フ ィ ールドに、 代替またはターゲッ ト ・ データベース ・ サーバーの NetVault Backup マシン名を入力します。

本プ ラグイ ンで リ ス ト アを実行する場合、 このフ ィ ールド は、 元のバッ クア ッ プを実行し た NetVault 
Backup ク ラ イアン ト を示し ます。
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Data Guard 環境で代替サーバーに対し て リ ス ト

アする
代替データベース ・ サーバーにバッ クア ッ プを リ ス ト アする Data Guard 環境で、 リ ス ト アを実行する場合、 こ

のプロセスは、 同じデータベース ・ サーバーにリ ス ト アする操作とほとんど変わり ません。 以降の ト ピ ッ クで
は、 この違いについて説明し ます。

［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグ］ オプシ ョ ンを使用し たバッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 以下の手順に
従います。

1 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブで、 ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグから リ ス ト ア / リ カバリ］ チ ェ ッ

ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

2 リ ス ト アするデータベース ・ サーバーのバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト に対応する タグを指定し て、 関連する
フ ィ ールド を入力し ます。

3 必ず、 バッ クア ッ プが代替データベース ・ サーバーに リ ス ト ア されるよ う にし て く だ さい。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト を使用し て、 リ ス ト ア対象の代替または
ターゲッ ト ・ データベース ・ サーバーの NetVault Backup マシン名を選択し ます。

データベース全体のプ ラ イマ リ ・ データベース ・
サーバーへのリ カバリ
このタ イプのリ カバリは、 現在の制御フ ァ イルと SPFILE に損傷がないにもかかわらず、 プラ イマ リ ・ データ

ベース ・ サーバー上のすべてのデータ フ ァ イルが損傷し ていて、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーのバッ ク
ア ッ プを リ カバリ に使用する場合に実行し ます。 完全リ カバリ を実行する こ と も、 データベースを特定時点に リ
カバリする こ と もできます。

ス タ ンバイ ・ データベースのバッ クア ッ プから、 データベース全体をプ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーに リ
カバリする手順の概要は、 以下のとおり です

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバー上のす

べてのテーブルスペースを含む利用可能な最新のバッ クア ッ プを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［データベース全体］ ノ ー ド を選択し て、 ［プ ラグイ ン ・ オプ
シ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 次に以下の項目を選択し ます。

▪ ［プレ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［データベース全体のリ ス ト ア］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タグから リ ス ト ア / リ

カバリ］ を選択し、 ス タ ンバイ ・ データベース ・ サーバーの ［ユーザー定義のバッ クア ッ プ ・ タ
グ］ を指定し ます。

4 データベースに対し て リ カバリ を実行、 つま りデータベースを最新状態または特定時点まで再構築する
には、 ［リ カバリ を実行する］ タ ブの ［リ ス ト ア ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで以下のオプシ ョ ンのう ち 1 つを

選択し ます。

▪ ［完全な リ カバリ を実行する］ ： データベースを最新状態 （つま り アーカ イブおよびオン ラ イ ン
REDO ログで使用可能な） 最後にコ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンまで リ カバリ し ます。

▪ ［データベース ・ ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を実行する］ ： 特定時点 （つま り特定の時刻、
ログのシーケンス ・ ナンバー、 または SCN） にデータベースを リ カバリ し ます。

5 ［リ カバリ ・ カ タ ログ］ タ ブで、 ［カ タ ログの使用］ オプシ ョ ンを選択し て リ カバリ ・ カ タ ログの接続詳
細を指定し ます。

6 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバの Oracle SID が、 ス タ ンバイ ・ データベースの Oracle SID と異なる

場合は、 ［デステ ィ ネーシ ョ ンの詳細］ タ ブを選択し て、 すべてのフ ィ ールド を入力し ます。
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プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーの ［ターゲッ ト ・ サービス］、 ［Oracle SYSDBA ユーザー名］ と

［Oracle SYSDBA パスワー ド］ を入力し ます。

7 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 プ ラ イマ リ ・ データベース ・ サーバーの NetVault Backup ク ラ イアン ト

名を選択し ます。

8 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト の記入も含めた リ ス ト ア手順を続行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

RMAN は、 使用可能なフル、 増分、 またはアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのう ち最適なものを自動的

に選択し、 データベースのリ ス ト ア と リ カバリ を実行し ます。

重要： Data Guard環境では、プライマリ・データベースとスタンバイ・データベースに、同じデー

タベース名と同じDBIDが使用されています。ただし、Oracle SIDは、データベース・サーバーを

差別化する目的で、同じでない場合があります。
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13
Oracle コ ンテナ ・ データベース

（CDB） およびプ ラガブル ・ データ

ベース （PDB） でのプ ラグイ ンの使用

• Oracle PDB ： 概要

• PDB への接続の有効化

• CDB、 PDB、 および非 CDB データベースのク エ リ

• PDB のバッ クア ッ プ と リ ス ト アの制約

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

Oracle PDB ： 概要
Oracle マルチテナン ト ・ アーキテ クチャでは、 マルチテナン ト ・ コ ンテナ ・ データベース （CDB） と し て機能

する Oracle データベースを作成できます。 また、 非 CDB データベースを作成する こ と もできます。 CDB では、

1 つまたは複数のプラガブル ・ データベース （PDB） を作成する こ と も、 データベースを作成し ないこ と もでき

ます。 PDB は、 非 CDB データベース と し て Oracle ク ラ イアン ト に提供される、 Oracle スキーマ、 スキーマ ・

オブジ ェ ク ト 、 および非スキーマ ・ オブジ ェ ク ト の移植可能なコ レ クシ ョ ンです。 Oracle Database 12c よ り前

は、 すべての Oracle データベースが非 CDB で し た。 詳し く は、 Oracle 12c Multitenant Architecture のド キュ メ

ン ト を参照し て く だ さい。

PDB への接続の有効化
作成し た PDB に接続するには、 Oracle 「tnsnames.ora」 フ ァ イルにエン ト リが追加されている こ と、 および

PDB のステータ スが読み書きモー ド になっている こ と を確認する必要があ り ます。 PDB が作成される と、 プ ラ

ガブル ・ データベース名と同じ名前で、 デフ ォル ト の Oracle サービスが自動的に作成されます。 ただし、

「tnsnames.ora」 フ ァ イルにエン ト リが追加されていない可能性があり ます。

次に、 salesdb とい う名前の CDB のエン ト リのみを含む 「tnsnames.ora」 フ ァ イルの例を示し ます。

SALESDB =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))
(CONNECT_DATA =

(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = salesdb)

)
)
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LISTENER_SALESDB =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))

ORACLR_CONNECTION_DATA =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC1521))

)
(CONNECT_DATA =

(SID = CLRExtProc)
(PRESENTATION = RO)

)
)

PDB への接続を有効化するには

1 PDB を作成し た後に、 PDB のエン ト リが 「tnsnames.ora」 フ ァ イルに追加されている こ と を確認し ま

す。

追加されていない場合は、 手動でエン ト リ を追加し ます。 次の例は、 2 つの PDB、

sales_region200_pdb と sales_region300_pdb を作成し た後に、 手動で編集し た 「tnsnames.ora」

フ ァ イルを示し ています。

SALESDB =
 (DESCRIPTION =
 (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))

(CONNECT_DATA =
(SERVER = DEDICATED)

 (SERVICE_NAME = salesdb)
)

)

LISTENER_SALESDB =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))

SALES_REGION200_PDB =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))
(CONNECT_DATA =

(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = sales_region200_pdb)

)
)

SALES_REGION300_PDB =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)(PORT = 1521))
(CONNECT_DATA =

(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = sales_region300_pdb)

)
)

ORACLR_CONNECTION_DATA =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC1521))

)
(CONNECT_DATA =

(SID = CLRExtProc)
(PRESENTATION = RO)

)
)
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2 PDB のステータ スが読み書きに設定されている こ と を確認し ます。

次の例では、 PDB のオープン ・ モー ド ・ ステータ スを一覧表示する クエ リ を実行し ています。 その後に、

PDB sales_region200_pdb のオープン ・ モー ド を読み書きに変更する ク エ リ を入力し ています。

SQLPLUS / AS SYSDBA

SQL> column name format a20
SQL> select name, open_mode from v$pdbs;

NAME OPEN_MODE
-------------------- ----------
PDB$SEED READ ONLY
SALES_REGION200_PDB MOUNTED
SALES_REGION300_PDB MOUNTED

SQL> alter pluggable database sales_region200_pdb open;

Pluggable database altered.

次の例は、 1 つのクエ リ ですべての PDB を開 く 方法を示し ています。

SQL> alter pluggable database all open;
Pluggable database altered.

SQL> column name format a20
SQL> select name, open_mode from v$pdbs;

NAME OPEN_MODE
-------------------- ----------
PDB$SEED READ ONLY
SALES_REGION200_PDB READ WRITE
SALES_REGION300_PDB READ WRITE

CDB、 PDB、 および非 CDB データベー

スのクエ リ
SQL*Plus を使用し て、 データベースのさ まざまなクエ リ を実行できます。

• データベースが CDB かど うかの判断

• CDB 内のコ ンテナの一覧表示

• CDB 内の PDB と そのステータ スの一覧表示

データベースが CDB かど うかの判断
次に、 非 CDB データベースのクエ リ と応答の例を示し ます。

SQLPLUS / AS SYSDBA

SQL> select name, cdb from v$database;

NAME CDB
--------- ---
PRODDB NO

SQL>

次に、 CDB データベースのクエ リ と応答の例を示し ます。

SQLPLUS / AS SYSDBA
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SQL> select name, cdb from v$database;

NAME CDB
--------- ---
SALESDB YES

SQL>

CDB 内のコ ンテナの一覧表示
CDB 内のコ ンテナを一覧表示できます。 例 ：

SQL> column name format a20

SQL> select name, con_id, dbid, con_uid from v$containers order by con_id;

NAME                     CON_ID       DBID    CON_UID
-------------------- ---------- ---------- ----------
CDB$ROOT  1 3924627550  1
PDB$SEED  2 3283839514 3283839514
SALES_REGION200_PDB  3 3022227374 3022227374
SALES_REGION300_PDB  4 1471149548 1471149548

CDB 内の PDB と そのステータ スの一覧表示
CDB 内の PDB と そのステータ スを一覧表示できます。 例 ：

SQL> column pdb_name format a20

SQL> select pdb_id, pdb_name, status from dba_pdbs order by pdb_id;

PDB_ID PDB_NAME STATUS
---------- -------------------- ----------

 2 PDB$SEED NORMAL
 3 SALES_REGION200_PDB NORMAL
 4 SALES_REGION300_PDB NORMAL

PDB のバッ クア ッ プ と リ ス ト アの制約
PDB をバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブやリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのターゲッ ト にする場合は、 次の操作を使用できないこ とに

注意し て く だ さい。

• リ カバリ ・ カ タ ログへの接続。 PDB はリ カバリ ・ カ タ ログに接続できないので、 Quest では、 PDB では

な く CDB を ターゲッ ト と し てバッ クア ッ プを実行する こ と をお勧めし ます。

• アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ、 リ ス ト ア、 および削除。 必要に応じ て、 RMAN はメ デ ィ アのリ カバ

リ中にアーカ イブ ・ ログを自動的にリ ス ト ア し ます。

• CONFIGURE コマン ドの使用

• 共有 UNDO モー ド使用時の、 DBPITR と フ ラ ッ シュバッ ク ・ リ カバリの使用

• テーブルスペースのポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ （TSPITR） の使用

• テーブル ・ リ カバリの使用

• 複製データベースの使用

• IMPORT CATALOG コマン ドの使用
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• REGISTER DATABASE コ マン ドの使用

• REPORT OBSOLETE および DELETE OBSOLETE コマン ドの使用

• RESET DATABASE コマン ドの使用

データのバッ クア ッ プ
WebUI または CLI を使用し て、 CDB と PDB をバッ クア ッ プできます。

• WebUI からの CDB と PDB のバッ クア ッ プ

• CLI からの CDB と PDB のバッ クア ッ プ

WebUI からの CDB と PDB のバッ クア ッ プ
WebUI での CDB のバッ クア ッ プ と リ ス ト ア用にプ ラグイ ンを設定するには、 「データベースの追加」 に示し た

ものと同じ手順を使用し ます。

バッ クア ッ プの実行手順は、 「RMAN バッ クア ッ プの実行」 で説明し たものとほとんど同じ です。 バッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ
ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り ます。 以下の
違いに注意し ます。

• CDB ルー ト ・ コ ンテナのすべてのデータ フ ァ イル、 シー ド ・ コ ンテナ、 およびプ ラグイ ン PDB のすべて

のデータ フ ァ イルを含めるには、 CDB の ［データベース］ ノ ー ド または ［全テーブルスペース］ ノ ー ド

を選択し ます。

• CDB の個々のテーブルスペースまたは個々のデータ フ ァ イルのみを含めるには、 ルー ト ・ コ ンテナの特

定のテーブルスペースまたはデータ フ ァ イルを選択し ます。 このオプシ ョ ンでは、 PDB のテーブルス

ペースやデータ フ ァ イルがバッ クア ッ プから除外されるので注意し て く だ さい。

• PDB は WebUI に追加できません。 PDB は、 接続先の CDB の一部と し て保護されます。 該当する場合

は、 「CLI からの CDB と PDB のバッ クア ッ プ」 に記載された CLI コマン ド を使用し て、 PDB の内容のみ

をバッ クア ッ プできます。

CLI からの CDB と PDB のバッ クア ッ プ
CLI から CDB と PDB をバッ クア ッ プする場合は、 すべてをバッ クア ッ プするオプシ ョ ン と、 特定の CDB また

は特定の PDB がターゲッ ト とする PDB のみをバッ クア ッ プするオプシ ョ ンがあ り ます。

CDB とすべての PDB をバッ ク ア ッ プするには

rman catalog rcat/rcat@rcatalog

RMAN> connect target /

connected to target database: SALESDB (DBID=3924627550)
using target database control file instead of recovery catalog

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> backup database include current controlfile
3> plus archivelog; }

CLI には、 バッ クア ッ プのステータ スに関する該当する出力が表示されます。
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ターゲ ッ ト と し て CDB に接続されている PDB をバッ ク ア ッ プするには

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;

2> backup pluggable database sales_region300_pdb; }

CLI には、 バッ クア ッ プのステータ スに関する該当する出力が表示されます。

ターゲ ッ ト と し て PDB に接続されている PDB をバッ ク ア ッ プするには

rman nocatalog

RMAN> connect target pdbadmin/pdbadmin@sales_region200_pdb
connected to target database: SALESDB:SALES_REGION200_PDB (DBID=3022227374)
using target database control file instead of recovery catalog

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> backup database; }

CLI には、 バッ クア ッ プのステータ スに関する該当する出力が表示されます。

データのリ ス ト ア
WebUI または CLI を使用し て、 CDB と PDB をバッ クア ッ プできます。

• WebUI からの CDB と PDB のリ ス ト ア

• CLI からの CDB と PDB のリ ス ト ア

WebUI からの CDB と PDB のリ ス ト ア
WebUI を使用し て CDB （中の PDB を含む） のバッ クア ッ プを作成し て実行する場合は、 「RMAN リ ス ト アの実

行」 に示す手順を使用し て、 CDB 全体および個々のテーブルスペースやデータ フ ァ イルを リ ス ト アできます。

よ り詳細な リ ス ト アを行う場合は、 「CLI からの CDB と PDB のリ ス ト ア」 で説明されているよ う に CLI を使用

できます。

CLI からの CDB と PDB のリ ス ト ア
CLI から CDB と PDB を リ ス ト アする場合は、 すべてを リ ス ト アするオプシ ョ ン と、 特定の CDB がターゲッ ト

とする PDB のみを リ ス ト アするオプシ ョ ンがあり ます。

CDB を リ ス ト アするには

CDB は、 非 CDB のリ ス ト ア と同様の方法で リ ス ト ア されます。 次の例は、 CDB からのテーブルスペースのリ

ス ト アを示し ています。

rman catalog rcat/rcat@rcatalog

RMAN> connect target /
connected to target database: SALESDB (DBID=3924627550, not open)
using target database control file instead of recovery catalog

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> restore tablespace USERS; }

allocated channel: ch1
channel ch1: SID=22 device type=SBT_TAPE
channel ch1: Quest(R) NetVault(R) Backup Plug-in for Oracle. v.12.2.0.9
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Starting restore at 28-NOV-18

channel ch1: starting datafile backup set restore
channel ch1: specifying datafile(s) to restore from backup set
channel ch1: restoring datafile 00007 to 

Q:\APP\ORACLEUSER\ORADATA\SALESDB\USERS01.DBF
channel ch1: reading from backup piece 0rtjacic_1_1
channel ch1: piece handle=0rtjacic_1_1 tag=TAG20181128T002027
channel ch1: restored backup piece 1
channel ch1: restore complete, elapsed time: 00:00:15
Finished restore at 28-NOV-18
released channel: ch1

RMAN>

ターゲ ッ ト と し て CDB に接続されている PDB を リ ス ト アするには

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> restore pluggable database sales_region300_pdb;
3> recover pluggable database sales_region300_pdb; }

CLI には、 リ ス ト アのステータ スに関する該当する出力が表示されます。

sqlplus / as sysdba

SQL> alter pluggable database sales_region300_pdb close;
Pluggable database altered.
SQL> exit

rman catalog rcat/rcat@rcatalog

RMAN> connect target /

connected to target database: SALESDB (DBID=3924627550)
using target database control file instead of recovery catalog

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> set until scn=1860018;
3> restore pluggable database sales_region300_pdb;
4> recover pluggable database sales_region300_pdb auxiliary

destination='C:\oracle_recovery';
5> alter pluggable database sales_region300_pdb open resetlogs; }

CLI には、 リ ス ト アのステータ スに関する該当する出力が表示されます。

rman nocatalog

RMAN> connect target pdbadmin/pdbadmin@sales_region300_pdb
connected to target database: SALESDB:SALES_REGION300_PDB

(DBID=1471149548, not open)

RMAN> run { allocate channel ch1 type sbt;
2> restore database;
3> recover database; }

CLI には、 リ ス ト アのステータ スに関する該当する出力が表示されます。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• データベースを追加できない

• バッ クア ッ プが失敗し た

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのハングア ッ プ

• リ ス ト アが失敗し た

• Oracle RMAN 出力がバイナ リ ・ ログに正し く 表示されない

データベースを追加できない

不具合

データベースをプ ラグイ ンに追加し よ う とする と、 以下のエラーが表示される。

Invalid Credentials. （認証情報が無効です。）

Unable to configure plugin to connect to this database. （このデータベースに接続するプ ラグ

イ ンを設定できません。）

考えられる原因

LDAP の障害によ り、 データベースへの接続が確立できない可能性があり ます。

解決策

LDAP を無効にし て、 再度データベースの追加を試行し ます。

バッ クア ッ プが失敗し た
この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 この表に記載されていないエラーが発生
し た場合は、 NetVault Backup ログから Oracle データベースのエラー番号を取得し、 Oracle のド キュ メ ン ト で

関連する ト ラブルの解決手段を参照し て く だ さい。

表5. バックアップ障害のトラブルシューティング

エラー 説明

ORA-00245： 制御ファイルのバッ

クアップ操作が失敗しました。

Oracle 11g Release 2以降を使用するRAC環境について、RACデータベー

ス内のすべてのノードでスナップショットの制御ファイルが共有されてい
ることを確認します。CONFIGURE SNAPSHOT CONTROLFILE NAME TOパ

ラメータを確認して、現在の設定を識別することができます。詳細は、「イ
ンストールの前提条件」を参照してください。
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ORA-01031： 権限が不足していま

す。

［Oracleデータベースを追加（または編集）する］ダイアログ・ボックスの

［Oracle SYSDBAユーザー名］フィールドに指定されたユーザーは、

SYSDBA権限を持つ、Oracleパスワード・ファイルに含まれる、あるいは

ORA_DBA OSグループのメンバーである必要があります。さらに、Oracle
パスワード・ファイルでSYSDBAユーザーが指定されている場合、本プラ

グインの［設定］ダイアログ・ボックスで［Oracleのパスワード・ファイ

ルを認証に使用する］オプションが選択されている必要があります。

データベースに接続できません、
またはORA-01034: Oracleを使用

できません。

［Oracleデータベースを追加（または編集）する］ダイアログ・ボックスの

Oracle SIDフィールドで指定されたOracleインスタンスがOPEN状態であ

る必要があります。バックアップを実行するには、このインスタンスが
OPEN状態でなければなりません。

ORA-01123：オンライン・バック

アップを開始できません。メディ
ア・リカバリが使用不可です。

Oracleインスタンスが「前提条件」で指定されているようにarchivelog
モードで実行されていません。

RMAN-06062: SPFILEを使用して

インスタンスを起動しなかったた
め、SPFILEのバックアップはで

きません。

［Oracleデータベースを追加（または編集）する］ダイアログ・ボックスで

［制御ファイルの自動バックアップを使用する］または［SPFILEのバック

アップにRMANコマンドを使用する］オプションのいずれかが選択されて

いない場合、データベースをSPFILEで起動する必要があります。SPFILE
ファイルを作成してからSPFILEを使用してインスタンスを再開するか、

［Oracleデータベースの編集］オプションを使用してこれら2つのオプショ

ンを選択解除してから［パラメータ・ファイル・パス］フィールドで
PFILEへのパスを入力します。

RMAN-06180： 増分バックアップ 
にはEnterprise Editionが必要です。

Oracle Enterprise Edition以外のエディションでは、［累積増分］および［差

分増分］バックアップはサポートされていません。［バックアップ・タイ
プ］に［フル］または［レベル0増分］を選択します。

RMAN-06181： 複数チャネルを使

用するにはEnterprise Editionが必

要です。

［チャネル数］ が 「1」 に設定されている こ と を確認し ます。

すべてのデータのバックアップに
失敗しました。

SYSDBAパスワードがOracleサーバーで変更された場合、本プラグインの

データベース設定で更新する必要があります。詳細は、「保存したパスワー
ドの消去」を参照してください。

「specification does not match any 
datafile copy in the repository（指定

した値がリポジトリ内のどのデー
タファイルにも一致しませんでし
た）」または「specification does 
not match any backup set in the 
repository（指定した値がリポジト

リ内のどのバックアップ・セット
にも一致しませんでした）」エラー
が発生し、Flash Recovery Areaの

バックアップに失敗しました。

Flash Recovery Areaのバックアップは実行されましたが、［ディスク］また

は［NetVault Backupメディア・マネージャとディスク］のバックアップ

格納先で実行された前回のバックアップ用リカバリ・ファイルをFRAが確

認することができません。Flash Recovery Areaバックアップ・タイプの

バックアップを実行する前に、FRAをバックアップ格納先として使用する

必要があります。

LinuxまたはUNIXでOracle 
Database 12.x以降のストレージ・

デバイスとしてDR Seriesシステム

またはQoreStorを使用している場

合に、バックアップが失敗する

LinuxまたはUNIXでOracle Database 12.x以降を実行している場合、［ター

ゲット・ストレージ］としてDR SeriesシステムまたはQoreStorストレー

ジ・デバイスを選択すると、バックアップが失敗することがあります。こ
の問題の回避策について詳しくは、「LinuxまたはUNIXでのOracle 
Database 12.x以降のストレージ・デバイスとしてのDR Seriesまたは

QoreStorの使用」を参照してください。

表5. バックアップ障害のトラブルシューティング

エラー 説明
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バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのハングア ッ プ

不具合

制御フ ァ イルがロ ッ ク され、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがハングア ッ プ し以下のログが出力される。 「ログ ・ メ ッ
セージ ： Starting Control File and SPFILE Autobackup at < 日付 >.」 （ログ ・ メ ッ セージ ： 制御フ ァ イルと

SPFILE の自動バッ クア ッ プを開始し ま し た。 またはこのジ ョ ブがキャ ンセルされ、 後続のジ ョ ブがログに以下

のエラー ・ メ ッ セージ付きで完了し ま し た。 「ORA-00230: operation disallowed: snapshot control file enqueue 
unavailable. （ORA-00230: 処理不可 ： スナ ッ プシ ョ ッ ト 制御フ ァ イル ・ エンキューが使用できません。）」

考えられる原因

• Plug-in for Oracle が正し く 設定されていない、 つま り ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［NetVault 
Backup サーバー］ フ ィ ールドが設定されていない。

• 制御フ ァ イルの自動バッ クア ッ プが本プ ラグイ ンの正しい設定で有効になっていない。

解決策

1 ハングア ッ プ し たバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブをキャ ンセルし ます。

2 制御フ ァ イルのロ ッ ク を解除し ます。

a SQL*Plus を起動し てローカル ・ イ ンス タ ンスに管理者権限で接続し ます。

SQLPLUS SYS AS SYSDBA

b 制御フ ァ イルのロ ッ ク を検証し、 以下のクエ リ を使用し て障害と なっている SID を取得し ます。

SELECT s.SID, USERNAME AS "User"
FROM V$SESSION s,V$ENQUEUE_LOCK l WHERE l.SID = s.SID
AND l.TYPE = 'CF' AND l.ID1 = 0 AND l.ID2 = 2;

以下の例では、障害となっているSIDは133です。

SQL> SELECT s.SID, USERNAME AS "User" FROM V$SESSION s, 
V$ENQUEUE_LOCK l WHERE l.SID = s.SID AND l.TYPE = 
'CF' AND L.ID1 = 0 AND l.ID2 = 2;

SID User
-------- -------------------

133 SYS
SQL>

c 以下のクエ リ を使用し て SID に対応するプロセス ID （SPID） を取得し ます。

SELECT s.sid,p.spid
FROM v$process p, v$session s
WHERE p.addr = s.paddr order by s.sid;

以下の例では、障害となっているSPIDは3184です。

SQL> SELECT s.sid,p.spid FROM v$process p, v$session s 
WHERE p.addr = s.paddr order by s.sid;

SID SPID
-------- -------------------

130 12118
132 5643
133 3184
134 3100
135 12116

d SQL*Plus を終了し以下の OS シ ェルでプロセスを停止し ます。

Kill -9 <spid>
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例：

SQL> exit
Disconnected from Oracle Database 10g Enterprise Edition 

10.2.0.1.0 - 64 bit Production
With the Partitioning, Real Application Clusters, OLAP and 

Data Mining options
izmir:/export/home/o10g => kill -9 3184
izmir:/export/home/o10g =>

3 ［NetVault Backup サーバー］ フ ィ ールド と ［NetVault Backup サーバーから リ ス ト アを実施する］

フ ィ ールドが 「デフ ォル ト 設定の構成」 で説明されているデフ ォル ト 属性で定義されているか確認し ま
す。

リ ス ト アが失敗し た
表6. リストア障害のトラブルシューティング

エラー 説明

• ORA-19511：メディア・マネー

ジャからのエラーを受け取りま
した。 エラー・テキスト：SBT 
error=7011, errno=1, sbtopen: 
system error

• ORA-19511：メディア・マネー

ジャ・レイヤーからのエラーを
受け取りました。 エラー・テキ

スト：SBT error= 7063, errno = 0, 
sbtread: i/o error

• ORA-27007： ファイルのオープ

ンに失敗しました。

• ORA-27012：ファイルの読み取

りに失敗しました。

NetVault Backupサーバーと［NetVault Backupサーバーからリストア

を実施する］の設定が「デフォルト設定の構成」で説明されているデ
フォルト属性で定義されているか確認します。

RMAN-06054： 不明のログを要求するメ

ディア・リカバリ：<n> seq 40 scn <n>
このエラーは、クローン・データベース操作の実行中に発生すること
があります。このエラーは、古い制御ファイルに新しいアーカイブ・
ログの記録がないことが原因で発生します。RMANコマンドの

ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSを実行すると、データベースが

オンラインになります。

警告（....）データ・プラグイン（… …）

が終了コード5で失敗しました。

この警告は、Oracle 11gデータベースでブロック・メディア・リカバ

リが選択された場合に表示されます。「失敗」メッセージが表示され
ても、リカバリは正常に終了しており、Oracleでリカバリしたデータ

へのフル・アクセス権が許可されています。

コード5は、Oracle 11gから発行される警告であり、リカバリが必要

であることをユーザーに通知します。ブロック・メディア・リカバリ
の実行中に、本プラグインはすでにRMANリカバリ・コマンドを含

んでいるので、このメッセージは無視できます。
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Oracle RMAN 出力がバイナ リ ・ ログに正

し く 表示されない

不具合

RMAN ベース ・ ジ ョ ブの実行時、 プラグイ ンによ り Oracle RMAN からの出力が NetVault Backup バイナリ ・ ロ

グにリ ダイ レ ク ト されます。 この方法で、 Oracle RMAN からの出力を NetVault Backup バイナリ ・ ログで表示

できます。 ただ し、 Oracle RMAN への出力は誤って表示されるか、 または NetVault Backup バイナリ ・ ログに

表示されません。

考えられる原因

NLS_LANG の設定によ っては、 Oracle RMAN で生成された出力のエン コー ド を NetVault Backup バイナリ ・ ロ

グで表示できないので、 出力が正し く 表示されないこ とや、 誤って表示される こ とがあ り ます。

解決策

この問題を解決するには、 NLS_LANG 設定を UTF-8 文字セ ッ ト に変更し ます。

た と えば、 NLS_LANG を 「JAPANESE_JAPAN.JA16SJISTILDE」 に設定し、 NetVault Backup バイナ リ ・ ログ

で出力が正し く 表示されない場合、 NLS_LANG 設定を 「JAPANESE_JAPAN.UTF-8」 に変更し ます。 詳し く は、

「データベースの追加」 の ［NLS_LANG］ オプシ ョ ンに関する項を参照し て く ださい。
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用語集
A

Automated Storage Management （ASM）

Oracle データ ベース ・ フ ァ イル専用の統合されたフ ァ イル ・ システムおよびボ リ ューム ・ マネージ ャ。

B

バッ ク ア ッ プ ・ ピース

RMAN によ っ て生成されるバッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イル。 バッ ク ア ッ プ ・ ピースは、 RMAN のみが作成また

はリ ス ト ア可能な専用形式で作成され、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ ト と呼ばれる論理コ ンテナに保存されま
す。

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ ト

1 つ以上のデータ フ ァ イル、 制御フ ァ イル、 SPFILE、 およびアーカ イ ブ REDO ログ ・ フ ァ イルのバッ

ク ア ッ プ。 各バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ ト は、 バッ ク ア ッ プ ・ ピース と呼ばれる 1 つ以上のバイナ リ ・ フ ァ イ

ルで構成されます。 デフ ォル ト では、 各バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ ト は 1 つのバッ ク ア ッ プ ・ ピースから成り

ます。

ブロ ッ ク ・ メ デ ィ ア ・ リ カバリ

RMAN を使用し て、 影響を受けたデータ ・ フ ァ イルはオン ラ イ ンのままで、 データ ・ フ ァ イル内で損傷

または破損し たブロ ッ クのみを リ カバリ し ます。

C

完全リ カバリ

コ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ ンを失 う こ と な く 、 データ ベースを最新の状態に リ カバリ し ます。 通
常、 完全リ カバリは、 メ デ ィ ア障害によ っ て 1 つ以上のデータ フ ァ イルまたは制御フ ァ イルが損傷し た

場合に実行し ます。

累積増分バッ ク ア ッ プ

Level 0 での最後のバッ ク ア ッ プ以降に変更されたすべてのブロ ッ ク をバッ ク ア ッ プする増分バッ ク

ア ッ プ。 累積増分バッ ク ア ッ プで リ カバリ し ている場合、 適用する必要があるのは最新の累積増分バッ
ク ア ッ プのみです。

D

データ ベースの Point-in-Time リ カバリ (DBPITR)

データ ベース全体を過去の特定の時刻、 SCN、 またはログのシーケンス ・ ナンバーに リ カバリ する こ

と。

Data Guard

人的エ ラー、 環境災害、 またはデータ損傷などの計画外の事象や日常の保守作業のための計画ダウン タ
イムによる損失を回避または最小化する分散コ ンピ ューテ ィ ング ・ システム。

データ ベース識別子 （DBID）

データ ベースを識別するために内部的に一意に生成される番号。 Oracle では、 データ ベースの作成時に

自動的にこの番号が作成されます。 DBID は、 障害復旧シナ リ オで必要にな り ます。
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差分増分バッ ク ア ッ プ

Level1 または Level 0 の最後のバッ ク ア ッ プ以降に変更されたすべてのブロ ッ ク をバッ ク ア ッ プする増

分バッ ク ア ッ プ。 差分バッ ク ア ッ プは、 増分バッ ク ア ッ プのデフ ォル ト ・ タ イ プです。 差分増分バッ ク
ア ッ プを使用し た リ カバリ では、 プ ラグイ ンは、 リ ス ト ア されたテーブルスペースのバッ ク ア ッ プ以降
に実行されたすべての Level 1 の差分増分バッ ク ア ッ プを適用する必要があ り ます。

複製データ ベース

RMAN の DUPLICATE コ マン ド を使用し て、 ターゲ ッ ト ・ データ ベースのバッ ク ア ッ プから作成される

データ ベース。

F

Flashback Database

データ ベース全体を以前の一貫性のある SCN まで戻すこ と。 データ ベースのフ ラ ッ シ ュバッ クは従来

の メ デ ィ ア ・ リ カバリ とは異な り、 物理フ ァ イルを リ ス ト アせずに、 変更されたデータ ・ ブロ ッ クの保
存済みイ メ ージを使用し て現行のデータ フ ァ イルを過去の状態に リ ス ト ア し ます。

フ ラ ッ シ ュ ・ リ カバリ領域 （FRA）

制御フ ァ イルのコ ピー、 オン ラ イ ン REDO ログのコ ピー、 アーカ イ ブ REDO ログ ・ フ ァ イル、 フ ラ ッ

シ ュバッ ク ・ ログ、 RMAN バッ ク ア ッ プなどのリ カバリ関連フ ァ イルの格納のために使用可能なオプ

シ ョ ンのデ ィ スクの場所。 FRA 内のフ ァ イルは、 Oracle データ ベース と RMAN によ っ て自動的に管理

されます。

I

イ ンス タ ンス

バッ クグラウン ド ・ プロセス と メ モ リ ・ バッ フ ァの組み合わせ。

L

ログのシーケンス ・ ナンバー (LSN)

REDO ログ ・ フ ァ イル内の一連の再実行記録を一意に識別する番号。 Oracle は、 1 つのオン ラ イ ン

REDO ログ ・ フ ァ イルに記録し てから別のログ ・ フ ァ イルに切り替える と きに、 自動的に新し いフ ァ イ

ルにログのシーケンス ・ ナンバーを割り当てます。

O

Oracle Clusterware

Oracle データ ベース と統合された、 ポータ ブルな ク ラス タ管理ソ リ ューシ ョ ン。

P

並行処理

複数のチャネルを割り当て、 同時に複数の RMAN バッ ク ア ッ プおよびリ カバリ ・ オペレーシ ョ ンを実行

する こ と。 1 つのジ ョ ブで複数のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ ト をパラ レルに読み取り または書き込むこ とがで

きます。 チャ ンネル数は、 バッ ク ア ッ プ ・ デバイスの ド ラ イ ブ数以下 (<=) である必要があ り ます。

R

Real Application Clusters （RAC）

サーバー ・ ク ラス タ間で単一データ ベースの透過的なデプロ イ をサポー ト し、 ハー ド ウ ェ アの障害や計
画停止への耐障害性を提供し ます。

リ カバリ

データ フ ァ イルのリ カバリ とは、 リ ス ト ア されたデータ フ ァ イルのコ ピーに、 データ ベースのアーカ イ
ブおよびオン ラ イ ン REDO ログに記録された変更を適用する こ と です。 リ カバリ と い う 用語には、 しば

しばリ ス ト アおよび リ カバリの両方のプロセスが含まれます。
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Recovery Manager （RMAN）

Oracle データ ベースのバッ ク ア ッ プおよびリ カバリ に適し たユーテ ィ リ テ ィ です。 RMAN バッ ク ア ッ プ

では、 最大限の信頼性が得られる と同時に、 バッ ク ア ッ プ戦略の定義時に最大限の柔軟性が提供されま
す。 Oracle の RMAN ツールで使用可能なバッ ク ア ッ プ ・ タ イ プ と オプシ ョ ンがサポー ト されます。 ま

た、 人的オペレーシ ョ ンおよびデータ ベース管理者のスキルにあま り頼る こ と な く 多数のリ カバリ ・ シ
ナ リ オを処理できます。

また、 バッ ク ア ッ プ、 アーカ イ ブ ・ ログ、 およびそれ自体のア ク テ ィ ビテ ィ に関する多数のメ タデータ
の記録を管理する こ と によ り、 バッ ク ア ッ プ計画に関連する管理作業を軽減し ます。 この情報は、
RMAN リ ポジ ト リ と呼ばれます。 リ ス ト ア ・ オペレーシ ョ ンでは、 RMAN で この情報が使用されるた

め、 多 く の状況で リ ス ト アに使用するバッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イルを特定する必要がな く な り ます。

resetlogs

データ ベースを開 く ためのメ ソ ッ ド 。 不完全リ カバリ またはバッ ク ア ッ プ制御フ ァ イルを使用し た リ カ
バリの後に必要にな り ます。 OPEN RESETLOGS は、 ログのシーケンス ・ ナンバーを 1 に リ セ ッ ト し、

オン ラ イ ン REDO ログを消去し ます。

OPEN RESETLOGS オペレーシ ョ ン前のバッ ク ア ッ プは有効なままのため、 OPEN RESETLOGS オペ

レーシ ョ ンの後に実行し たバッ ク ア ッ プ と一緒に使用する こ と によ り、 データ ベースの損傷を修正でき
ます。

リ ス ト ア

テープ、 デ ィ スク、 またはその他のメ デ ィ ア上のバッ ク ア ッ プ場所からデータ フ ァ イルまたは制御フ ァ
イルを取得し、 データ ベース ・ サーバーで使用でき るよ う にする こ と。

S

システム変更番号 （SCN）

特定時点にコ ミ ッ ト されたデータ ベースのバージ ョ ンを定義するス タ ンプ。 Oracle は、 ト ラ ンザク シ ョ

ンがコ ミ ッ ト されるたびに一意の SCN を割り当てます。

System Global Area （SGA）

高速なア クセスのためにデータ を格納する メ イ ン ・ メ モ リ内の領域。

U

ユーザー管理によるバッ ク ア ッ プ方法

基本的に、 データ ベースを構成する フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ と リ ス ト アは、 ホス ト の OS コ マン ド と

SQL*Plus のバッ ク ア ッ プおよび リ カバリ関連機能を組み合わせて使用する こ と によ っ て実行されます。
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ

保護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ュー

シ ョ ンのポー ト フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネス

の革新に費やす時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 http://www.bakbone.co.jp

テクニカル・サポート用リソース
テクニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご利

用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができます。

• サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するためのセルフヘルプ ・ ツールがあ り、 24 時

間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの視聴。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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